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京都 の 中 心地 、「 堺 町 通 六 角 」 の 落ち 着い た 街並み に 溶け こむ ブティック ホテ ル 。 
ゆっ た り と し た 広 さ の 客室 に は 、 心 地 よ さと サス テイ ナビ リティ に こだわ っ た アメ ニテ ィ 。 
ラテ アー ト も 楽し い ス ペ シ ャ リ ティ コー ヒー を 提供 する カフ ェ & ダ イナ ー も 併設 。 

スタ イリ ッシュ で カジ ュ ア ル に 過ごせ る の で 、 長 期 の 滞在 に も 最適 で す 。 

初め て の 京都 の 方 も 京都 リピ ー タ ー の 方 も 満足 で きる 京都 た び の 新 定番 。 
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好 さ な の ( ほ 京 都 天 胃 さ 。 
京都 らし さ 、 と は 。 
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と キジ だ た さ の た る - す 9 
京都 で 探す 、 納 得 の いく 和 器 。 


行っ で みた い 和 器 屋 さん 。 


【 お 菓子 】 


梅園 京都 注目 の 和菓子 焼 菓子 


【 お茶 】 

進化 する 京都 の お 茶 い ろ い ろ 。 
【 町 家 】 

町 家 で 楽し む / 朝 食 と お や つ 
シレ マム アル 光 休 3: も マコ 


自転車 で 巡る 京都 。 


【 美 術 館 】 


京都 市 京セラ 美術 館 
ZENB|- 鍵 善良 房 -/ 福田 美術 館 


【 民 鞭 と お 菓子 】 


いま も 民 琴 が 息づく 発祥 の 地 を 歩く 。 


EE 】 
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カフ ェ ノ 喫茶 店 喫茶 店 の プリ ン 


エッ セイ スト ・ 仁 平 綾 さん の 京都 案内 
ブフ ルック リン か ら 京 都 へ 。 


[お 寺 と 苔 』 


重森 三 玲 の 庭 な ど 


【 食 堂 』 


に の 人 科 ネジ 生 衝 モヤ ジル 


本 の 中 の 京都 。 
いし いし ん じ さ ん 京都 の 中 華 ン 喫茶 店 
洋食 / 昼 ご は ん と 夜 ご は ん 漬物 ン 惣 葉 


京都 の ご こち そ う を お 取り 寄せ 。 
和菓子 洋菓子 調味 料 麺 な ど 


も う ひ と つの 京都 べ 』 


京都 便利 帳 
京都 通 が 教え て くれ ます ! 
ホテ ル 、 お 土産 、 行 くべ き 名 所 。 
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花 の 京都 へ 。 
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この ムッ ク は 9049 征 10 月 号 「 京 
都 の 、 ほ ん ど 証 |、 2020 年 10 月 号 [し ず 。。 
4 に 3 し リ : に 当 に た も 


の は ほ 、 京 都 らし さ 。 | 、 2021 年 昌 請 8ko 特 
別 編集 「 喫 茶店 に 恋し て 。 改訂 版 あら 
記事 を 再編 集 し 、 さ ら に 新規 記事 を 加え 
た も の で す 。 
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め 、 お 店 の 営業 時 間 が 変更 に な る 可能 性 
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釜 か ら お 湯 を 注い で 、 日 本 茶 を サー プ す 
る 須藤 さん 。 香 ば し く 独特 の 味わい が す 
る ほう じ 茶 は 店 内 で 煎じ る 。 
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お 茶 請け も 店 内 で 作ら れる 。 写真 
は 、 苺 お 汁粉 と 煎茶 の セッ ト 。 
2.400 円 。 
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ゲ ・> 内 装 は 若き 建築 家 ・ 菅 野 正太 郎 さ 
em ん が 担当 。 古 い 建 物 の 面影 を いか 
YUGEN し つつ 、 斬 新 な 仕上 が り 。3 階 の 
ギャ ラリ ー で は 、 須 藤 さ ん が 集め 

会 075-708-7770 | 丸太 町 た 生活 道具 が 展示 販売 され る 。 





1 階 の 茶房 で は 、 生産 者 か ら 直 接 買 い 付け 
た 日 本 茶 と 甘い も の が 楽し め る 。 3 階 ギャ 





ラリ ー で は 、 日 常 の 道具 の 展示 販売 の ほか 、 代 売 は 1 昭 河 ん し 供 と を そ 1 ラ 抹 京 戦 

今後 イベ ント な どの 予定 あり 。 京都 府 京 人 都 国 

都市 中 京 区 亀屋 町 146 ①12:00 て 18:00 に 三 ミ だ の 
思 る ン 日 思 か な 0O い 質 め 新 に テ ミ ん 

( 祝 11:00 て 19:00) 人 無休 D 抹 E 2 朱 も ある 2 ピー 引き まま ギ 由 か 時 
を ャ ` 茶 せ 京 ス 2 気 高 お が | | ク 使 。 ら 代 
託 ラ 3 を る 都 テ 年 持 い 茶 瞬 プ ス を っ 実 か 
す リ 階 い 古 御 ッ ` ち お を < く ン タ 注 て 現 6 
こ | は た い 爺 プ 代 の 茶 直 間 ヒ レン < ぐ くそ で 根 
と を 器 だ ビ 近 と 表 表 を 接 に た ド ` の き 
と 設 な く ル < し の 現 多 買 話 へ と 香 場 付 
な けど 茶 を に て 須 * だ < い 題 W し り で る 〈 
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小川 珈琲 堺 町 貸 店 


会 075-748-1699 | 堺 町 錦 


ネオ 喫茶 店 と し て 主役 に 掲げ た エ シ カ ルコ 
ー ヒ ー は 生産 者 の 暮らし を 守る こと に つ な 
が る 認証 を 受け た も の 。 豆 の 購入 に は 容器 
を 持参 な ど 、 持続 可能 性 を 意識 する 。 @ 京 
都 府 京都 市 中 京 区 堺 町 通 錦 小 路上 ル 人 菊屋 町 
519-1 (O7:00<20:00 (19:30LO) 谷 無 休 





右 ・ 九 条 ね ぎ と し ら す の 玉子 サン 
ドイ ッ チ 1.000 円 、 オ ー ガ ニッ ク 
ハウ スプ ブレ ンド 011 ダ ー ク 600 円 。 
下 ・2 階 に は イベ ント スペ ー ス も 。 
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row い さき % 机 硬 の 問 沿 
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人 炎 い だ し と 立ち 食い を ば の ヒミツ 。 


丼 に 浮か ぶな る と を 見 つめ れ ば 、 そ れ は 温泉 マー ク だ っ 
た 。 こ れ も る も 驚き の 一 つ 。 店 名 の 「suba」 と は 沖縄 の 方 
言 か ら 来 て いる 。 





つ は 個 被 ヶ ザ 見 の ざ 成 か 例 が 材 ち ア 只 
の ア 性 は イ る 口 ま され え ` ば と 食 2 | 者 
楽 | 的 人 ナ よ ゴ な ん た ば 実 を 深い 0 ト で 
し ト な 気 | う は -。 の テ 古 は 堪 いそ 2 な 
さ な メデ が な 書 仕 作 | 屋 そ 能 味 ば 1 凍 ?》 
が 空 ニ ザ リバ 丼 道 掛 品 ブ プ を れ す の と < 年 さよ 
味 間 ユイ メ は 家 け と ル 利 だ る だ 5i 12 い 
秒 宙 | 史 汗 基 包 邊 要 人 公 大 お 汗 過 で 感 
た も 楽 | 多 先 がら 際 し 浴 け を を 漂 
る あ 満 に “は 立 隠 た 芸 た は で 店 オ ば う 
場 る 喫 よ ス 信 ち れ 具 作 店 も も で は | を 店 
所 と する タタ 楽 食 て 合 家 の っ 満 製 ` プ 芝 
な い る も ツ の いい に ・ 中 た 足 麺 京 ン し 
の う の の フ 陶 そる 橋 央 いで は さ 都 し の 
だ で 材 夫 の 委 選 ご き 失 志 導 和 れ の 完 才 “ 
” 2 実 " 法 ほ デ で 店 ま 知 置い る た 素 立 


ス ノ マ 
Suba 
低 075-708-5623 | 河原 町 松原 
立ち 食い そば を 研究 し た オー ナー が 作り 上 
げた 店 内 は 必見 。 Art work は 書道 家 の 新 城 
大 地 郎 さん 、 丼 は 信楽 の て NOTA&design〉、 法 
被 は 尾崎 雄飛 さん の デザ イン 。 ⑤ 京 都 府 京 


都市 下京 区 木屋 町 通 松原 上 ル 美 濃 町 182-10 
0⑩12:00 一 23:45 (23:00LO) 倫 不 定休 





右 ・「 名 物 ! 肉 そ ば 温泉 玉子 」1.200 円 ( 左 )、 
「 ム ー ル 上 貝 酒 燕 し に し て クレ ソン 」1.,000 円 
( 右 )。 ほ か 、 日 替わり の お に ぎり 1 個 300 円 も 。 
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京都 らし る 、 と は 。 
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ふ 1 SG Y 選 包 o ニ きら 
W 〇 に SS 小 蝶 ら 4 層 S っ 
SR % い 人 低 工 て 

% ! に 3 
ロ に 。 吊 へ 叙 記 人 右 
訟 あら 二 は う 8 
SC E ト を 
巡 2N で 、 AO 農 を | 
民 ロ め 





現代 作家 と 作り 上 げた 心地 よい 空間 。 





1.「 帰 去 来 」 と 名 付け られ た お 茶 カ ウン ター に 並ぶ 作品 も 美しく 見 飽き 
な い 。2. 漢 方 の 名 前 が 書か れ た 〈ametsuchi〉) に よる 素 も ディ スプ レイ 
の 一 つ 。 作家 の キュ レー ショ ン は 京都 の ギャ ラリ ー 〈tonoto〉 が 担当 。 


お も て な し の 心 で 、 お 余 を 。 





3. ウ ェ ル カム ティ ー と 共に 供 さ れる お 菓子 は 〈 御 菓子 丸 〉。4. (moksa〉 
の た め に 作ら れ た 茶 車 で 茶 を 滝 れる 、 陶芸 家 の 市 川 才 さ ん 。 〈hahahaus〉 
の 薬 膳 茶 や 〈 一 保 堂 茶 税 〉 の 日 本 茶 な ど を そろ える 。 


養生 の た め に サウ ナ 、 朝 食 を 。 








5. 写 真 は 湯葉 と 柚子 の あん を か けた お か ゆ の 養生 朝食 。 陰 陽 五行 に な ぞ 
ら え て 、 お か ゆ を 含め 5 色 の 料理 が 用 意 さ れ て いる 。6.3 つ の プラ イベ ー 
ト サ ウ ナ に 加え 、 自 然 を 間近 に 感じ る 客室 に も 心 癒さ れる 。 
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京都 らし さき 。 ] 













デマ で 


ロロ 





笠 理 屋 さ ん の 人 存在 や 清水 焼 な どの 伝統 工芸 6 ある た め 、 京 都 と 綿 の 時 
関係 は 深い 。 お 目当て の お 店 が ある 器 好き る ん か ら 、 料 理 家 な どの 自 
仕事 で 関係 の ある 人 まで 。 思 わ ず チ ェ ッ ク せ ず に は いら れ な い 店 が 「 
た くる ん あり 、 器 めぐ で ぐり も 楽し み の 一 つ で も ある 。 


NM 


「 際 


ER、 ご 
ae re 
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アデ ーー 


か し ig 「 
料理 家 ・ な か し まし ほ き ん 


京都 で 控 す < 納 答 の い 《 笑 。 


ーー ミキ 


料理 家 の な か じ ま し なほ さん に て 家 都 は 特別 な 場所 。 


イベ ント 出展 の 仕事 ある が 、 審 美 眼 を 持っ た 友人 を 
指南 役 に ま だ 見 ぬ 物 や 人 と 出会う の が 楽 じ みな の だ 。 | 


photo : Yoichi Nagano text : トド ako Yamato 
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こ 開 催 。 雨 


て 毎月 ほぼ 10 日 ( 


天 ・ 荒 天 の 場 合 中 止 。 次 回 以降 は 4 月 10 日 、 4 月 27 
日 、 5 月 10 日 、 6 月 10 日 を 予定 。 京都 府 京都 市 左京 


区 岡崎 最 勝 寺町 10 :00 一 16:00 
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実 店 舗 が ある 〈bild〉 ( 
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〈 ホ テル オー クラ 京都 ) の 
アッ プル パイ アラ モー ド セ ッ ト 
会 075-254-2517 (直通 ) | 河原 町 御池 


青森 県 産 の りん ご を 使っ た 
アッ プル バイ は 至福 の 味 。 


“伝統 の 逸品 "と し て 有名 な フレ ンチ トー 
スト や 特製 ケー キ な ど を 提供 する 〈cafe 
LEC COURT〉)。「 ス タッ フ の お 土産 に ホー 
ル で アッ プル パイ を 購入 する こと も 。 と て 
も 喜ば れ ま す 」。 アッ プル パイ アラ モー ド 
セッ ト 1.936 円 (テイ クア ウト は アイ ス 無 
し で 1 ピー ス 756 円 ) @ 京 都 府 京都 市 中 京 
区 河原 町 御池 ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 1F ① 
10:00 一 20:00 合 無休 円 74 席 


さい し ょ く ハレ 


(菜食 hale〉 の 
こん ちゃ ん マス ター ド 


会 075-231-2516 | 錦 市 場 


ラベ ル も 素敵 な 
万 能 マ スタ ー ド 。 


錦 市 場内 で 体 思い の "菜食 食堂 “を 営む 近 
藤 千 晴 さ ん が つく る マス ター ド は ラベ ル も 
可愛 いと 評判 。「 お 土産 で いた だ いた こん 
ちゃ ん マス ター ド は りん ご 酢 と 千鳥 酢 の 柔 
ら か な 酸味 と ぶち ぶち の マス ター ド の 食 感 
が 楽し いで す 」。 こ ん ちゃ ん マス ター ド 
150g 1.320 円 。 @ 京 都 府 京都 市 中 京 区 錦 小 
路 交 屋 町 東 魚屋 町 198-1 ①12:00 て 15:00 
何 日 月 火 水 休 中 12 席 


SHIHO NAKASHIMA's Recommend! 


〈noncaron〉 の 
トゥ ンカ ロン 
会 な し | 生 園 


丸い フォ ルム が 愛らしい 
韓国 スイ ー ツ の 専門 店 。 


京都 の ホテ ル で 働い た シェ フ パ ティ シ エ と 

レシ ピ を 開発 し た "トゥ ンカ ロン "は 韓国 で 
人 気 の マ カロ ン 。 「 ぴ っ くり する 人 色 味 の も の 

も 多い な か で こち ら の トゥ ンカ ロン は 素材 
の 色 と 味 を 生か し て いて クリ ー ム も 軽 や 

か 」。 右 か ら ラ ズ ベ リー500 円 、 抹茶 420 円 。 
ぐ @ 京都 府 京 都市 東山 区 松原 町 272-5 コミ 

ュ ニ ティ 祇園 ビル 4F O①11:00<19:00 
(イー トイ ン 18:00) 倫 無 休 中 16 席 


















SUS テー 忌 お 中 


(銀閣寺 年 み 家 〉 の 
まる 豆 か ん 
合 075-761-4127 | 銀閣寺 


名 物 の まる 豆 か ん は 
心 に し みる 癒し の 味 。 


銀 半 寺 近く の 情緒 ある 甘味 処 。 北海 道産 の 
小豆 と 時 間 を か け て 炊い た 赤 え ん どう 豆 、 
寒天 、 バ ニラ アイ ス の 上 に 上 品 な 風味 の 黒 
定 を た っ ぷり か け て 。 「 わ ざわ ざ で も 食べ に 
行き た いと 思う まる 豆 か ん 。 脇役 に な り が 
ちな えん どう 豆 が と て も お いし く て 心 が ほ 
っ と 癒さ れ ま す 」。 まる 豆 か ん 830 円 。 @ 京 
都 府 京都 市 左京 区 浄土 寺 上 南田 町 37- 1 
①⑩11:00 て 17:00 谷 水 休 円 14 席 


人 州 机 な と て 痢 び 人 S 酎 強 と 
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〈 イ ノダ コー レヒ 本 店 〉) の 
ラム ロッ ク 
全 075-221-0507 | 鳥 丸 御 池 


一 度 食べ る と 忘れ られ な い 
京都 喫茶 の “大 人 の ケー キ 「'。 


1940 年 に 創業 し た 考 舗 喫茶 店 。 「 イ ノダ コ 
ー ヒ と いえ ば アッ プル バイ や レモ ン パ イ が 
人 気 で す が 、 私 は こち ら で は た いて い ラ ム 
ロッ ク 。 チョ コ で コー ティ ング され た 素朴 
な 見 た 目 と は うら は ら に 、 ひ と くち 食べ る 
と 濃厚 な ラム の 風味 が 広がり ます 。 帰り の 
新幹線 の お や つ に する こと も 」。 ラム ロッ 
ク 600 円 。 京都 府 京都 市 中 京 区 道 祐 町 
140 O①7:30 て 17:00 合 無休 円 211 席 
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(ひき さら 芯 田 〉" 軸 押 作 ・ 田 楼 Y 
ぐ G 刀 的 也 つ りり) 尽 の 8" 析 忠 熊 
ヘマ ー ハ mA つむ 普 昧 ” 皿 祭 
ド こ で くい ント っ だ トコ シュト ンス キュ よこ 1 こき も 


ちら へ 。 
だ 。 
や 


た め に は 出会い の 場 が 必要 


使う シー ン を 想像 し な が ら 、 手 に と っ て 選ぶ 


に 
ーー 





photo : Yoshiko VVatanabe, Norio Kidera 
text : 人 Ai Kiyabu, Mako Yamato 


空間 自体 を も 楽し め る ショ ッ プ が あり まし た 。 


ン ぃ e 球 や を 寺 め GSG いい で ロバン 0 
CO し っ te 〈Q で で の 析 晃 箱 ) p ユ 
尼 能 や ① 公 っ 公 二 中 SS 環 ” 虐 晶 公 人 St の 
則 皿 革 つ っ の め G 他 っ の G 勾 遇 電 思 
つ ^ つ で うさ の つ 油 囲 居 羽 能 つ 皇 
つじ っ ro" PA 限 痕 譲 め 直人 放 





日 々 の 暮 6 し を 楽し くす る 


ーー ズー うつ わ 屋 る ん な 65、 ぜ ひ 


つ し っ teG や ^ TA ふ ユ ーー 区 さ G 
〈essence kyoto 〉 (NR)" NIS て 
S 旬 訪 中 過 壇 G 頭 人 丈人 SenO 
で 忌 製 R 逗 香 く ぐ で し っ he” w で 
る 所 Gi ト TKN さ て や 人 熊 還 選 くべ で て 
KCNMPPSTvkkt YU 
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古物 も 好き な 林 さ ん 。 " 形 に 惹か れ て 持っ 
て いた 昔 の 鉄製 の か ご を 写し て も ら っ た の 
が 始ま り 。 も う 少 し 大 きい の が 欲し く な っ 
て 、 オー バル を 注文 し ま し た 」。 写真 の ステ 
ン レ ス 36,300 円 の ほか 、 銅 38.500 円 も 。 


「 自 作 の 大 き な 新 窯 で 長い 時 間 を か け て 焼 
く 島 る り 子 さん の 焼き 〆 は 、 と て も 強く て 
美しい 。 使う ほど に 艶 を 増し て いき ます 」。 
右上 か ら 焼 き 〆 片 口 (中 ) 8.580 円 、 焼き 〆 
波 み 出し 各 4.180 円 。 ほか に 粉 引き も 。 


炎 や 光 を 感じ られ る 空間 で じっくり うつ わ 選 び 。 
ーー 





と な り の 村田 
容 な し | 岡崎 
美術 家 と 陶芸 家 に よる ギャ ラリ ー。 


京都 ・ 雲 ケ 畑 と 韓国 に 工房 を 持ち 、 染 付 や 焼き 〆、 粉 
青 (ふん せい ) な ど 多 彩 な 技法 で うつ わ を 制作 する 村 
田 森 さん 。 2020 年 6 月 に オー プン し た こち ら は 、 美術 
家 の 村 上 隆 さ ん が オー ナー と な り 、 村田 さん の 作品 を 
中 心 に 扱う 。 写真 は 「 染 付 花 図 輪 花 皿 」 9.900 円 (上 ) 、 
「 染 付 馬 形 小皿 」1 1.000 円 ( 右 )。 pomesseaac ニ ーーー ニ ニー テー 
の 京都 府 京都 市 左京 区 岡崎 南 
御所 町 18-11 人 鍛 不定 期 ※ 営 | 
業 日 は Instagram (@tonari_ 
no_murata) で 告知 。 





うつ わ と 古物 幹 
会 070-2181-4605 | 御所 東 


骨 曹 と 作家 も の が 違和感 な く 並 ぶ 。 


' 骨 董 や 、 古い も の に 敬意 を 払っ た 現代 の 作家 も の が 好 
み で す 」 と 店 主 の 下 西 幹 さん 。 現代 作家 の も の は 、 古い 
技術 の 復興 や 写し の も の が 多い 。 主張 し すぎ ず 料理 を 
引き 立て る うつ わが 並ぶ 。 写真 右上 か ら 時 計 回 り に 、 長 
戸 裕 夢 白磁 輪 花 小皿 」 2.500 円 、 安 洞 雅 彦 "美濃 御 深井 
豆 向 付 」 3.300 円 、 中 田 雄 一 
「 白 租 色 絵 大 6.800 円 。 @ 京 
都 府 京都 市 上 京 区 出水 町 274 
⑩12:00 一 18:00 公 木 休 、 
ほか 不定 休 





器 や 彩々 
全 075-366-3643 | 三条 大 宮 
うつ わが 映え る 店 内 で 吟味 し た い 。 


町 家 を 改装 し た 店 に 入る と 、 坪 庭 を 向こう に 店 主 の 稚 
田 美和 さん が 集め た 作家 の うつ わが 並ぶ 。 うつ わ 好 き 
だ っ た 稚 田 さん 。 オン ライ ン シ ョ ッ プ か ら 店 を スタ ー 
ト 。 写真 は "小野 陽介 白 箇 5 寸 皿 」 「 白 船 マ グ カ ッ プ 」 各 
3.080 円 、 「 ル リ 租 花器, 8.250 円 、 「 竹 俣 勇 孝 フ ォ ー ク L」 
4.400 円 。 2022 年 3/12<21 に 
小野 陽介 さん の 個展 を 開催 。 

の 京都 府 京都 市 中 京 区 大 宮 通 | 
三条 下 ル 三 条 大 宮 町 263-1 
①11:00 て 18:00 合 火 水 休 





信頼 の お ける 店 主 が いる 、〈 木 と 根 ) で 手 に 入れ る うつ わ と 道具 。 





手 に 収まる 感じ が ちょ うど いい 破 は 、 オ ラ 
ンダ の 古い うつ わ を イメ ー ジ 。 「 新 窯 を 使 
っ て いて 、 まだ 30 代 半ば と 若い の に 渋い 雰 
囲 気 を 持つ 松葉 勇 交 さ ん 作 。 し っ か り と 強 
く 、 欠け に くい の も 鬼 力 」。 各 3.850 円 。 


木 と 根 
全 075-352-2428 | 伺 丸 松原 


一 人 の オー ナー の 世界 観 に 触れ る 。 


店 主 の 林 七 緒 美 さん と 夫 の 宗 里 さ ん が 「 見 た 目 の 美 し 
さと 機能 性 を 伴っ た 飽き な いも の を 」 と 選ん だ 品々 が 
並ぶ 。 人 気 作 家 の う つ わ と と も に コー ヒー や か ご と い 
っ た 暮らし の も の も ある 。 2019 年 に 御所 南 に 分 室 
(gallery LAKEWALL〉 も オー プン 。 商品 は オン ライ ン 
(http://kaimono.kitone.jp/ ) 
販売 も 。 京都 府 京都 市 下京 
区 燈籠 町 589-11F ①12: 
00<17:00 倫 日 月 休 、 ほか 
不定 休 ※ 喫 茶室 は 休業 中 。 





京都 らし る 。 フ 





(梅園 〉 3 代目 店 主 


西川 共 子 * 時 
に し か わ ・ あ お い / 甘 党 茶屋 (梅園 - 果 - 


3 代目 。 現在 、 イ ー ト イン も で きる 5 
店 舗 十 販売 の み の 1 店舗 を 経営 。 「 和 
菓子 の 魅力 を 伝え た い 」 と いう 思い 





が 原動力 。 大 の あん こ 好 き が 高じ て せっ か く の 京 都 だ 、 器 に お いし い お 料 理 に と 思い を めぐ ら す 。 中 で 
お 菓子 作り が 趣味 に 。 も 甘味 は 外せ な い 楽 し み の 一 つ 。 有 博 精 込め て 作ら れ 、 見 た 目 $ も 、 い 


た だ いて を ぁ も 幸福 感 に つつ まれ る その 世界 。 歴 史 あ る 店 か ら 、 若 い 力 
が 生み 出す 和菓子 まで 。 魅 力 を お 届け する 。 








すま も すま すす も すすま 3 代 目 が 仕掛 ける 京 菓子 の 新 世界 。 
た 何 知 う ろ 美 気 え 味 角 園 先 な 京 統 \ ヾ 
> を 上 恵 で ん さ で 処 い ご 倫 化 S えら ヽ 
5 を まで を ま くき 63 きる まま 日 味 衝 の 進化 が 止ま ら な い 。 
ど べ 身 知 と は い は あの 創 合 走 新 界 新 
な で 行 ず すろ 供 も き * た は の ひ 忠 は 連 根底 に ある の は 「 も っ と 喜ん で も ら え る 店 を 作り た い 」 と いう 思い 。 
る いけ 知 に の 大 氷 清 ら 1 放 と 進 次 続 両親 か ら 受け 継い だ 店 を 守り つつ 、 次々 と 新た な 挑戦 を 続け る 。 
ろ こ の が れ か き を と が ※ と い 西川 葵 さん の アイ デア と 行動 力 が 姓 裂 する 4 軒 を 訪ね て みた 。 

* 2 7 
F コ も い 。 い た 四 中 甘 還 け photo : Yoichi Nagano text : Michiko VVatanabe 

s 党 い が 

考 園 れ に 〈《 父 名 ざ に ら 独 茶 る 現 ど 
え が な 商 れ 母 店 い 店 れ 特 屋 " れ ` 
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ai 


フォ ー ム が 異な る 。 


左 ペ ー ジ ・ 新 し ょ う が と 桃 の 志 る 
氷 1.200 円 。 新 し ょ う が 蜜 の シロ ッ 
プ が け 。 フレ ッシュ な 桃 が た っ ぷり 。 





5 店 舗 全 て ユ 


ー 
トコ 


< 今 - っ > で る 


こと 
いい O 


伝 % と 歴史 を 守る 。 


0 ン 
に 
くつ ぶ ヽ 
応 
> ぷり 
コン 
まま 
販 
= こ =4 
理 ) 
RS 





NMKG 誤 管 中 つじ っ で 7” 直し 
や 障 組 羽 や 邊 臣 じ 呈 尾 鶴 や 學 社 や 
性 G 骨 胃 べ つも 選 ek6 出 超 尿 つ 
っ っ う 民 璧 で い ロ Sho? 款 つ め お 所 
RhHNー” 皿 和 6 人 G 志 選 じ 玖 
Ne 「 折 夕 控 咽 」 で し 近 選 じじ 避 豆 7 
RhHO し リコ つの を さっ ね で ? Kyo 
りう) 昭 つ いい 0 振 つ っ 英 固 G 
S 季 所 臣民 つ う う ” Q ら の ー の で 呈 ロ 
〈 心 人 SNvG CAFE & GALLERY〉 外 
ン ” 忠 朋 せ 六 悟 号 編 革 的 環 さ し 快 
管 つ 刀 " 鬼 G パ 心 ロリ 前 を る で も 公 て 
トー 陵 記 や 「 憶 RG 羽 球 じ 
っ や や 季 ン レ 」 選 縮 ぐ Q つ っ うつり) 選 
選 両 や XX 中 ロー や ゼ ? 糞 光 地 忌 力 
下 世 し せ ヨ や で っ や G ロ つ ? Q ネ 
心 和 9 和 テト ー せ トー の さ こさ 
忠 ン 下記 世 り で KN0" ロリ 6 管 娠 
所 で つ A9 うさ ン ” 搬 で SG 拓 選 で 
訪 氷 せ 志 ン "いのら ーo 叶 87 〈n 
SvG 控 孔 ) 釣 困 撤 ロ ドー トト へ ハ “ 
「 給 ぐり 6 欄 胃 Q つ や 多 選 7 選 っ 」 
| で 刀 ? 甘 ロ つ 選 G や 7 中 劉 貼 
3 拓 角 四 ^ SQS もめ の 握 思 7 
ド ユ 江 下 さき G「S さ 六 」 祥 で 

閉 叶 上 志 挟 垢 廊 豆 S 団 直 公 
二 や "6 地 G 宣 的 晃 やら” 8 つ 
っ を で SG 第 時 せ 民夫 」 
っ 記し っ 6 交 昭 っ 二 つ 刀 郷 も で 7 
タシロ 幅 尼 線 "つじ し 湯 直 つつ 
SS" KK 円 ス て ロ S (時 陣 昌 居 終 
尽 地 〉) し 癒 Ne? 糧 四 で" 折っ つめ G 刻 
⑩G 拠 交友 選 レ ビン で 「 挨 指 時 選 」 
9 り 「 拒 弐 G」 引く つめ ぐせ 公 
GS や トー 光夫 夫 Ne" 

ゅ ら 世 鑑 NN で 罰 幸 械 人 る" つじ 
*G 世 逢 め 折 狼 挫 咽 つつ し 6 申 NO 
さっ 紙 へ の 皿 四 所 し っ te” 据 畠 
中 ご 近 志 時 和 屋 中 シン 押 で G 叶 居 " 
差 を る" 氷 で りく SS | 貼 提 で 
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梅園 90 年 の 歩み 。 





2010- 1927- 
うめ ぞ の CAFE & GALLERY 梅園 河原 町 店 


親しみ や すく 〈、 過 ご し や すい お し ゃ れ カ フェ 。 情緒 あふ れる 古き よき 甘味 処 。 





落ち 着い た 空間 の 町 家 カ フェ 。 目玉 は 、 
口 に 入れ た ら ふ わっ と な く な る ホワ ホワ 
の 抹茶 ホッ ト ケ ー キ 。 こ の ホッ ト ケ ー キ 
を 完成 させ る まで に は 、 配 合 を 5g ず つ 
変え た り 、 卵 を 変え た り と 、 試 行 錯誤 の 
連続 だ っ た 。「 父 は 蕎麦 な ども 置い た ほ 
うがい い の で は ? と 言っ て くれ た の で 
す が 、 私 は あく まで 甘党 茶屋 を 買 き た く 
て 」 と 葵 さん 。 地 元 の リピ ビーター は も ち 
ろ ん 、 全 国 か ら フ ァ ン が や っ て 来る 。 


甘党 茶屋 を 買い た 葵 さん 、 お 見 事 で す 。 抹茶 
の ホッ ト ケ ー キ の お いし さ は イン パク ト 大 。 
@ 京都 府 京都 市 中 京 区 不動 町 180 佐 075- 
241-0577 ①11:30 て 18:30LO 合 無 休 
崩 30 席 


1. 抹 茶 の ホ ッ ト ケ ー キ 980 円 。 その 厚み に 一 
瞬 た じ ろ ぐ が 、 軽 く て びっ くり 。 こし あん と 
黒糖 バタ ー、 き び 砂 糖 入 り の メー プル シロ ッ 
プ が 添え られ て いる 。 2. 修 学 旅行 男子 も 訪れ 
る 。 3. カ フェ な ら で は の ショ ー ト 丈 エ プロ ン 。 





に ぎ や か な 河原 町 通 に 面 し て いる が 、 
通り 過ぎ ちゃ いそ うな 小さ な 店 。 創 業 
95 年 。 こ れ ぞ 京 の 甘味 処 と いう 雰囲気 
の 店 内 で いた だ く の は 、 名 物 の みた らし 
団子 。 お 皿 に 盛 ら れ た 姿 の 美しい こと 。 
こん が り 焦 げ 目 が 食欲 を を そる 。 や さ し 
い 弾 力 で 務 ら か い 。 た れ は ほど よい 甘 さ 。 
ほか に も メニ ュー が 多く 、 あ れ も こ れ も 
と 欲 が 出る 。 わ ら び 餅 な どの トッ ピン グ 
を の せ た 豪 華 か き 氷 も 人 気 だ 。 


みた らし 団子 の 持ち 帰り 5 本 入り 420 円 一 。 白 
玉 あ ん みつ 黒 蜜 添え 、 冷や し し る こ 各 780 円 。 

@ 京 都 府 京都 市 中 京 区 河原 町 三条 下 ル 山崎 町 
234-4 佐 075-221-5017 ⑨①10:30 て 19: 
30 倫 無 休 中 20 席 


1. し っ と り 落 ち 着 いた 店 内 で いた だ く お 団 子 
は 格別 。 2. み た らし 団子 は 単品 だ け で な く 、 
黒 年 わら び 餅 と の セッ ト 750 円 な ど セ ッ ト 多 
数 。 3. 河 原町 通 に 面 し た か わい い 店 。 スタ ッ 
フ は 紺 の エプロ ン に 三角 巾 姿 。 


※ 価 格 は 2022 年 2 月 時 点 の も の で す 。 
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梅園 三条 寺町 店 


あれ これ 食べ た い 甘 いも の 好き の 夢 が 叶う 店 。 





も うず っ と 前 か ら そ こ に あっ た よう な 
件 まい 。 店 内 も ゆっ た りく つろ げ る 雰 囲 
気 だ 。 目 玉 の 「 寺 町 点心 」 は 、 白 玉 あ ん 
みつ 、 み た らし 団子 、 抹 茶 わ ら び 餅 、 栗 
の 渋皮 煮 、 黒 稿 わら び 餅 の セッ ト 。「 和 花 
点心 」 は 、「 あ ん の 花束 」 を 中 心 に し た 
セッ ト 。 か き 氷 ドー ン 、 あ ん みつ ドー ン 
も いい けれ ど 、 こ こ で は 夢 の 点 心 を 満喫 
し て みた い 。 お 団子 が 並ん だ 形 の ロゴ マ 
ー ク は 、 葵 さん の お 父 さ ま の デザ イン 。 


みた らし 団子 は ここ で も 熱々 で 。 独特 の 形 は 
た れ が よく か らむ よう に と 考え られ た 。 ⑤ 京 
都 府 京都 市 中 京 区 天性 寺前 町 526 低 075- 
211-1235 ⑨①10:30 一 19:30(19:00LO) 
合 無休 口 43 席 


1. ゆ っ くり お 茶 が 楽し め る 空間 。 2. 花 点心 950 
円 。 も ち ど ら 焼き 生地 に カラ メル あん と ナッ 
ツ な ど を 散ら し た あん の 花 東 に 、 抹茶 クッ キ 
ー 十 こし あん 、 2 種 の わら び 餅 、 栗 の 渋皮 煮 。 
3. ウ ェ ア に は し ゃ れ た お 団子 の ロゴ 付き 。 








2016- 
うめ ぞ の 茶房 


あん の 可能 性 を 突き 詰め て 生ま れ た か ざり 甘 。 


アン ティ ー ク の ショ ー ケ ー ス の 中 に 並 
ぶ 、 あ ん と フル ー ツ の 組み 合わ せ が 新 し 
い 「 か ざり 壮 」 に 目 が 釘付け に 。 あ ん と 
フル ー ツ を 合わ せ て みよ うと 思っ た の は 、 
友人 の 親 が 育て た フラ ン ボ ワー ズ か ら 。 
「 和 菓子 を も っ と 身近 に 感じ て ほし い 」 
と 考案 し た 。 水 羊 閉 の よう な 軽やか な 食 
感 。 し ろ あ ん や こし あん を ベー ス に 、 カ 
カオ や レモ ン 、 季 節 の フル ー ツ を 組み 合 
わせ 、 あ ん の 可能 性 を 広げ て みせ た 。 


か ざり 壮 は カカ オ 、 フラ ン ボ ワー ズ 各 350 円 、 抹 
茶 、 紅茶 各 380 円 。 京都 府 京都 市 北 区 紫野 東 
藤 ノ 森 町 11-1 会 075-432-5088 ①12 
: 15 て 18 : 00 (持ち 帰り 、 イー トイ ン 17 : 30LO) 
合 無 休 中 13 席 


1. 右 の か ざり 装 は こし あん 380 円 。 こし あん 

ペース に アー モン ド 、 白あん 、 デラ ウェ ア を 。 
左 は レモ ン 350 円 。 上 に は 生 ク リー ム 、 ほう 

じ 茶 、 ライ ム 。 2. 町 家 を 再 利用 し た お し ゃ れ 

な 店 が 並ぶ 通り に ある 。 3. ウ ェ ア は 真っ 臼 。 


創業 75 年 の 最 中 の 卸売 店 〈 種 嘉 商店 〉 の 、 
工場 に 併設 する 形 で オー プン し た 甘味 処 。 
滋賀 県 産 羽 二 重 餅 米 粉 と 有機 オッ ツ を 使 

っ た 自慢 の 皮 に 粒 餌 や ナッ ツ ペ ー ス ト を 

挟ん だ 最 中 は 、 飽き が こない 味わい 。 リ 

ー ズ ナブ ル さ も 人 気 で 、 地元 の 人 た ちの 

悪 い の 場 に 。 あい す 最 中 350 円 。 京都 

府 京都 市 中 京 区 車屋 町 通 二 条 下 ル 仁 王 門 

突 抜 町 317 谷 075-201-3016 ①11:00 

て 17:00 倫 木 金 土 休 中 8 席 


懐か し き と 新 し る が 共存 する 甘味 。 


京 の 人 々 の 生活 に 欠か せな い の が 「 甘 いも ん 」 。 
伝統 を 踏襲 し つつ 革新 も 取り 入れ 、 お いし さと 心地 よさ を 
まっ すぐ 追求 し た 甘味 は 、 心 と 体 を ゆる り と ほど いて くれ る 。 


photo : Yoshiko VVatanabe (P.22, 23 Kashiya nona), Kunihiro Fukumori (P.23) 
text : Ai Kiyabu 





た ね か し ょ うてん 


( 種 喜 商店 ) の 
あい す 最 中 
の 天才 (に は まめ 才 20 恭 ES 
最 ユ 舗 入 も で 酒 立 手 中 品 ツ え 
前 | の れ に や ん 開 。/ 和 を (な る ば 
線 ス 和 た マ な ハ 業 菓 つ 甘 べ スム 
馬入 
を や 店 2 た る 52 職 002 642 宮 
見 も 店 5 ン た を 有人 あ 香 ト 商 
て 見 の 〇 に 和 ポ 菓 ・ げ ば を 店 
み 輝 新 〇 着 菓 イ 子 名 < た し 入 
よせ 展 ら 物 子 ン 屋 主 P“ され 
う な 開 己 の が ト の 川 % ま が て 素 
2 の 本 2 間 の に が 2 だ 02 失 2258 人 
e。 料 市 色 ぶ 用 表 * ~ う 工 な 
ュ 享 “ 美 “" い に さ 注 新 夫 最 
甘 プ や を ほ た は ん 目 し し 中 
味 口 ` 取 か 今 が 9 稀 や に 


em と ど へ てき で み メ で 慎 沖 中 省 利信 
導 直 9 問 沿 必中 邊 漏 閣 は 必 徳 
洛 W ヾ trcS ペ 。 訂 責 き さ 計 本 9(! 


ry 才 の NS ぶ で 閉 ど て さき 幣 は (ic 


022 


023 





西陣 織 の テキ スタ イル メゾ ン 〈HOSOO〉 の 旗艦 店 
併設 の カフ ェ ラ ウン ジ 。 着物 の 配色 美 か ら 着想 を 
得 た マカ ロン は 、 色目 で 季節 を 表現 する 。 か さ ね 
色目 の マカ ロン 各 400 円 (写真 は 6 一 8 月 限定 販 
売 )。 京都 府 京都 市 中 京 区 柿本 町 412 両替 町 通 姉 
小路 下 ル 会 075-221-8888 ⑨①10:30<18:00 
(17 :30LO) 公 祝 休 ほ か 不定 休 中 20 席 


店 主 は 伝統 の 技術 を マス ター し た 上 で 、 独自 の 菓 ピン 


子 を 作る 名 主 川 千恵 さん 。 店 内 に は 和菓子 に な じ 
み が な い 人 で も 楽し め る 味 が 並ぶ 。 ほこ ろ び 、 春 
告 鳥 各 440 円 。 京都 府 京都 市 下京 区 醒 ヶ 井 通 万 
寿 寺 通 角 篠 屋 町 75 谷 な し ①12:00~18:00 
合 日 月 休 中 4 席 Instagram (@kashiya.nona) の 
DM で の 予約 が ベタ ー。 








(Cafe & Sweets 





ホソ オ ラウ ンジ 


〈HOSOO LOUNGE) の 
か さる ね 色目 の マカ ロン 





む げ さ ん ぼう サロ ンド ム ゲ 


( 無 旭 山 房 Salon de Muge の 
アデ イス バー 


料亭 〈 菊 乃井 ) に よる 甘味 処 の 初 の 百貨 店 常設 店 

が 〈 京 都 高島 屋 〉 の 地下 に オー プン 。 物販 スペ ー 

ス に は ここ で し か 購入 で き な い 商品 も 。 いち ご ソ 

ル べ や 抹茶 、 生姜 人 角 な ど 5 種 の アイ スパ ー 各 370 円 。 
@ 京 都 府 京都 市 下京 区 四条 通 河原 町 西入 ル 真 町 52 

京都 高島 屋 B1 会 075-221-8811 ①11:00 一 

20:00 (18:30LO) 谷 無 休 中 10 席 


(菓子 屋 の な ) の 
ほこ ろ び (上 )、 春 告 鳥 ( 下 ) 





ささ や し ょ うえ ん カフ ェ アン ド アト リエ 


(笹屋 昌 園 CAFE 科 ATELIER 〉 の 
本 わら 6 び 餅 至高 


創業 100 年 を 超え る 老舗 (笹屋 昌 園 〉 が 、 龍 安寺 本 
店 の 隣 に オー プン し た わら び 餅 専門 の カフ ェ 。 高 
品質 な 本 わら び 粉 を 注文 が 入っ て か ら 練 上 げた 
わら び 餅 は 独特 の と ろり と し た 食 感 。 本 わら び 餅 
至高 御 抹茶 セッ ト 1.850 円 。 京都 府 京都 市 右京 
区 谷口 園 町 2 佐 075-463-9480 ①10:00~ て 18: 
00 (17:30LO) 谷 火 休 中 12 席 





(HORNO〉 の 焼 菓 子 。 左上 か ら 時 計 

ロロ IS 二 た ラ シ ン ル た こん みり 

240 円 、 ビス コッ ティ (3 本 入り ) 280 

円 、 フ ロラ ンタ ン (2 個 入り ) 320 円 、 

プレ ー ン スコ ー ン 300 円 、 さつま芋 宮 … 告 - た に なこ 2 で > > - ナ 
と メー プル シロ ッ プ の マフ ィ ン 3370 ーー か の - 方 が = も 年代 を 
円 、 花 の クッ キー (3 枚 入り)340 円 計  ( が を 
ニ ピ レツ ルル ルン た さこ (9 に 
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坂田 焼 菓子 店 
全 075-461-3997 | 北野 白梅 町 


ご ろ っ と 大 き な フ ォ ル ム に 和 宿る 、 ま っ すぐ な お いし さる さ 。 


手作り 市 や 卸し で の 展開 か ら 2015 年 に 開店 。 

全粒粉 の 食 感 や 香り を 楽し め る 「 ベ ア 」 を は 
じ め 、 フ レッ シュ な 味わい が 特徴 。 ご ろ っ と 
大 きい の は 「 手 先 が 器 用 じゃ な いか ら 」 と 店 
主 の 坂田 保子 さん 。 上 か ら 時 計 回 り に 、 ナ ッ 
ツ & チ ョ コチ ッ プ 248 円 、 ベア 194 円 、 ジャ ム 
サン ド 248 円 、 ジン ジャ ー 194 円 。 京都 府 京 
都市 上 京 区 今出川 通 六 軒 町 西入 ル 西 上 善 寺町 
181-1-1-B O⑩9:00<17:00 信 月 火 体 


ョ 


ノー ウェ アマ ン 


Nowhereman 
低 非 公開 | 高倉 高辻 


に 


| 

に 
| 王 二 WT 
一 = 寺 
3 間 、- 3 


クリ ー ン な 空間 に 並ぶ 、 バ ター の 香り 豊か な フラ ンス 子 。 


2010 年 か ら 通 販 や イベ ント で お 菓子 を 販売 し 
て いた 長野 洋 樹 さ ん が 、 2019 年 に オー プン 。 正 
統 派 フ ラン ス 菓 子 を ベ ペース に し た 焼 菓子 は ど 
れ も 主 張 の ある 男前 な お いし さ 。 左 奥 か ら 、 ガ 
トー ナン テ 380 円 、 ガト ー パ スク ピス タチ オ 
530 円 、 フ ィ ナ ン シ ェ 250 円 、 ガ レッ トブ ルト 
ン ヌ (2 個 入り ) 560 円 、 ブー ル ド ネー ジュ (5 
個 入り ) 650 円 。 @ 京 都 府 京都 市 下京 区 葛 籠 屋 
町 507-2 ①⑩12:00<19:00 谷 月 火 休 
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す オル ノ 


HORNO 
会 非 公 開 | 実 店 舗 な し 


大 切な 人 と 分 か ち 合い た く な る よう な や さ し い 味わい 。 


京都 の 人 気 カ フェ や ベー カリ ー な ど を 経て 、 

約 10 年 前 か ら 卸し 販売 を 本 格 ス ター ト 。 屋 
号 は スペ イン 語 で 窯 の 意 。 で きる だ け 体 に や 
さ し い 無 添加 の 素材 を 使っ た 、 つい 手 が 伸 び 
る 味 。 「 記 憶 に 残り 、 ま た 食べ た く な る 味 が 理 
想 」 と 三宅 さん 。 出町 柳 の カフ ェ 〈ha ra〉 で 、 
定番 や 季節 の ケー キ 、 焼 葉子 を 販売 。 右 か ら 、 
プレ ー ン シス コー ン 300 円 、 レ モン と ポピー シ 
ー ド の スコ ー ン 320 円 。 https://horno.me/ 





ほこ 
歩 粉 
全 075-495-7305 | 大 徳 寺 


素材 の 風味 を し っ か り 感じ られ る 、 主張 の ある 焼 菓子 。 


全粒粉 と 小麦 の 風味 が 際立つ スコ ー ン が 看板 
商品 。 ほか に 生姜 た っ ぷり の ジン ジャ ー ケ ー 
キ な ど で き る だ け 国 産 や 有機 の 素材 を 厳選 し 、 
香り や 食 感 を 大 切 に し た 焼 菓子 が 揃う 。 月 の 
後半 は デザ ー ト セッ ト を 提供 する カフ ェ と し 

て 営業 。 スコ ー ン 各 324 円 。 @ 京 都 府 京都 市 
北 区 紫竹 西南 町 18 ①10:00<18:00(17: 

00LO) 人 月 一 水 休 中 7 席 ※HP(https:// 
www.hocoweb.com/ ) に て 営業 日 を 要 確 認 
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ちゃ し つ プ ちゃ げ い し つ いけ は ん 
ーー yg 本 ムー に * 
茶室 ノ 茶 鞭 室 

聞 半 
( 


| 五条 木屋 町 」 


日 本 茶 も 台湾 人 茶 も 問わ ず 
煎 を 重ね て 優雅 に 過ごす 


DATA その 時 々 で 10 種 以上 の 日 本 茶 や 台 
湾 茶 か ら 選 べ る 3 種 の 茶 と 、2 種 の 菓子 の 
「 茶 席 の コー ス 」 5.000 円 。 2 種 の 茶 は 店 主 
が 滝 れ 、 残り 1 種 は 自分 で 滝 れ て 楽し む 。 
の 京都 府 京都 市 下京 区 都市 町 143-11 谷 
な し ①10:00 て 16 : 00 (90 分 間 )。 当面 、 
夜 の 部 は 休み ※HP か ら の 完全 予約 制 。 1 
組 4 名 まで の 貸し 切り 。 





1. 選 ん だ 茶葉 に 合わ せ 、 用 意 さ れる 茶 の 道具 
を 愛でる 楽し み も 。 購入 で きる も の も ある 。 
2.「 ま ず は 好き な 道具 が ひと つ あ れ ば 、 お 茶 
は 楽し め ま す 」 と 店 主 の 小嶋 万 太郎 さん 。 妻 
の 石橋 頑 (けい ) さん と 共に 店 を 切り 盛り す 
る 。 3. 菓 子 の ひと つ に は 自家 製 の 台湾 の お や 
つ ・ 豆 花 (トウ ファ ) が 登場 する こと も 。 


で mm ーー ーー 








ま 開封 生 生生 球 衛 和 
ーー で 


5 1 II WNW !_ 





= 敵 





] ヽ 
『 
LN 1 81 IIIMBN _ 


1.「 器 も 茶葉 も 用 途 以 上 の 価値 が ある も の 」 と 夫 の 荒谷 啓一 さん と 
店 を 営む 里 恵 さ ん 。 2. 右 下 か ら 時 計 回 り に 、 紅茶 香 駿 (こう し ゅ ん ) 
25g 972 円 、 さ くら 茶 30g 1.080 円 、 緑茶 ゆず 煎茶 30g 756 円 、 燕 
し 製 玉 緑 茶 さえ みどり 30g 1.080 円 、 ほうじ茶 25g 432 円 。 





ェ ュー ィ ン ィ 


エッ セン ス キョ ウト 


eSSence kyoto 
[ 岡崎 」 


飲む こと で 癒し も も る たらす 
上 質 な 日 本 茶 も セレ クト 。 


DATA 器 や 日 用 の 道具 と 共に 日 本 茶 を 扱 
う ギ ャ ラリ ー。 茶葉 は 静岡 や 九州 の も の を 
中 心 に 、 シ ング ルオ リジン か ら 季 節 の も の 
まで 7 て 8 種類 が そろ う 。 茶葉 は 封筒 入り 
の ほか 和 缶 入り 1.080 一 2.376 円 も 。 @ 京 都 
府 京都 市 左京 区 岡崎 円 勝 寺 町 36- 1 2F 
会 075-744-0680 ⑨①11:00ー18:00 谷 
月 休 、 ほか 不定 休 
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れ か 共 無 0 人 が がけ の 
て ら 葉 農 年 茶 そる 丸 
い お も 楽 8 人 ろ シ 山 
る 茶道 や 月 うぅ う ン 順 
"の 具 自 に テ ギ グ 裕 
シ も 然 開 イ ャ ヤル さ 
| 飲 農 い ア ッ オ ん 
0 康生 素 9 意 
の 方 茶 人 宗 ぉ が ジ 茶 
新 も 葉 茶 先 X 新 ン 農 
た 自 を ノ さ 解 の 家 
な 由 そ 実 ん “前 か 
扉 に ろ 和 鶴 が べ 茶 ら 
が ” え 園 2 ル や 貢 
開 京 る ご 0 ギ 抹 い 
か 都 "は 2 | 茶 付 


も セ プン ティ ー プ ラス 


7 十 


[ 葬 小 踏 富 小路 ] 


款 と いう 植物 か ら 広 が る 
多様 が 味 の 世 界 を 伝え る 。 


DATA 緑茶 、 白茶 、 黄 茶 、 青 茶 、 黒 茶 、 紅茶 
と いう 異な る 製法 で 仕上 げた 6 種 の 茶 に 、 
茶 外 茶 を 加え た 7 種 の 茶 を 扱う 意味 を 店 名 
に 込め た 。 試飲 用 の お 茶 も 用 意 さ れ て いる 。 
販売 に 加え 、 ティ ー ス タン ド も 併設 。 ⑰ 京 
都 府 京都 市 下京 区 綾小路 富 小 路 東入 ル 塩 屋 
町 73-1 傘 075-708-7199 O①11:00 て 21 
:30 倫 木 休 中 な し 


結 本 人 ほ 邊 三光 人 衝 唄 半 で 


b ツ 豆 〈( 珍 洒 箇 つ 士 つ ) 。 ぷ は 
Ok 遇 慌 省 潤 3 ヶ 湊 党 て ララ 番 羽 洒 人 租 


ご C 古 村 髄 三 rrrr 漂 溢 。 か と 
み 尽 ござ 貴石 騙 ど 政 澤 S 隊 説 羽 江 


凌 NNre 弥 麗 き レ y「 マ な mV 
まさ > 五 民 料 湊 め ささ 中 


ツテ 


7『Y ひい 


ーー 
デ 


% . さ へ ば 人 4 汰 中 3 と 河 二 さ ツ ス 
画 似 洒 湊 」, て 汗 溢 記入 で 立 一 革 


か 


系 寺 職 。 で 1 浴 題 耳 ③ 
《 二 ゴ コ この の と rr な はり 泊 落 ③ ヶ 岡 耳 


XS は 障 胃 需 叶 (し 富 人 の 師 記 湊 
es すさ ざ 党 宗 落 了 ゆ と rrY ツ 三 汗 で 


ささ YY の 較 行 貢 , 昔 す 激 黄 湊 
S さ や さぶ 互 己 。 は 0 で 忌 汗 選び 
軍民 と ざす 和民 選 滞 A て テマ で いよ 羽 灯 湊 


は 器 状 rr 溢 画 Rtrr( (の ざさ は 徹 湊 





豊か に 広がる 
人 生 の ある シー ン 。 


シン グル オリ ジン で 選ぶ 茶葉 や 、 

溢れ 方 や 飲み 方 の 自由 さ で 色々 な 提案 。 
新た な 茶舗 が 登場 し 、 茶 を 飲む 場 も 増え た 。 
様々 な シー ン が 始ま っ た 京都 の お 茶 。 
自由 を キー ワー ド に 出合 いた い 。 








1. ガ ラス の 道具 は 熱い お 茶 も 滝 れ られ る よう 耐熱 の も 
の が 中 心 。 2. 奈 良 産 の 武者 小路 流 の 茶 先 (ちゃ せん ) 
3.700 円 、 細い マドラー 茶 先 3.200 円 。 2 つの 茶 濾し 
1.300 円 一 は 中 国 の も の 。 3. 茶 杯 各 800 円 と 茶 吉 と 呼ば 
れる 小さ な 急須 5.800 円 、 それ ら を し まえ る 共 盤 18.000 
円 。 4. 生 産地 以外 に 流通 し な い 希 少な 茶葉 も ある 。 
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1. 日 本 茶 や 抹茶 の 体験 が で きる 。 茶葉 を 選び 、 千 
菓子 付き で 1.650 円 。 2. 右 か ら 、 政 所 (まん どこ ろ ) 
手 摘み 勲 茶 30g 2.268 円 、 高山 烏龍茶 の よう な 和 
製 鳥 龍 茶 、 か ほり 青 茶 30g 1.512 円 。 3. "有機 栽 培 
の 茶葉 は 熱湯 で 滝 れ ます 」 と ティ アス さん 。 


ーーm 























ー 〒 


ちゃ の みつ る えん 


作 ノ 実 鈴 了 園 


| 御所 西 」 


茶 そ の ぉ の の 味 を 知る 
無 農 薬 で 育っ た 茶葉 。 


DATA 日 本 留学 中 に 茶 の 道 へ 進ん だ 店 主 
の ティ アス さん は 、 遠州 流 の 師 委 で も ある 。 
茶 本 来 の 味 を 求め 、 茶 農 家 か ら 直 接 買 い 付 
ける 無 農薬 で 有機 栽培 や 自然 農 の 茶葉 を 
30 種 ほど そろ える 。 京都 府 京都 市 上 京 区 
春日 町 424-2 谷 な し (問い 合わ せ は 
contact@the-tea-crane.com) 14:00 
17:00 倫 日 一 水 休 


CN まさ て 、 
CN ドン ご 
MCA) * せ し な NG 2 ・ 1 
NX へ 
N 2 * 


人 
av 





は と や りょう よう し ゃ 


八 十 八 良 葉 答 


[ 車 折 神 社 ] 


風 電 を 眺め な が ら 、 
青 り 豊か な 茶 と 甘味 を 。 


1. 車 折 神 社 の 隣 に ある ティ ー ス タン ド 。 2. 煎 茶 露地 朝 宮 産 や 


9 2 の し て 活躍 し て いた 丸山 順 ぶ き た 品種 600 円 、 八 十 八 プ リン 550 円 、 士 白玉 150 円 。 茶 の 
裕 さ ん が 、 玉 器 と の 出会い に よっ て 日 本 茶 香り と 味わい が 口 に 広がる プリ ン も 人 気 メ ニュ ー。 


に 開眼 。 生ま れ 育 っ た 嵐 電 沿 線 に 、 日 本 茶 
の 専門 店 を オー プン し た 。 京都 府内 の 農家 
か ら 集 め た 茶葉 で 自ら 加工 も 。 八 十 八 パ フ 
ェ も お すす め 。 ⑤ 京 都 府 京都 市 右京 区 峰 峨 
朝日 町 22-66 傘 075-881-1881 ①10:00 
18:00 公 不 定休 
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お 茶 の 世 界 を 知る 第 一 歩 
お 集 の 世界 を 通 


決し て 特別 で な く 、 風味 高い お 
器 や 調度 品 。 時 に は 庭 を 眺め 4 
お 茶 に 触れ る こと が で きる の 


photo : Yoshiko VVatanabe text : Mako 
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ーー 
キャ 
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この 空間 だ か ら こ そ 味 わ え る 深い 
お 共 の 世界 に じっくり 浸り た い 。 
時 間 を た っ ぷり 作っ て 行こ う 。 


く 茶 潤う 前 と 力 後 ぐ を お りら さ の だ る 法 で に み 昔 無 朝 か 滋 関 さ ヤ スム に ん 京 ゆ 
れ と す 静 で そし を の " 蒸 湯 | 湧 ん 喜 益 日 や 自 加 を な 農 宮 ら 人 賀 係 ん ラ 冬 向 ` 都 え 日 
る 共 の か 丁 こ つ 写 一 滝 ら を で < く “" び づ お 本 テ 然 え 持 が 薬 茶 持 の を が り 夏 き 新 の に 本 
も に で な 男 に つ し 滴 れ し 冷 扱 井 お を を 茶 口 栽 つら で の ち 朝 時 | ~ 合 進 考 茶茶 
の あ は ひ に あ も 取 ま た て まう 戸 茶 知 母 。 ワ 培 九 あの 育 中 帰 宮 い 間 と も う の 舗 の の 
に る な と 滝 る 旨 つ で お 香 し 作 水 を つて マ 多 | さ 州 さ 在 て で つ で た を 同 そ 姿 テ 茶 名 栽 
な 時 い と れ の みた 絞 茶 りな 家 を 湾 て 力 ※ ル れ に つ 来 ら も た 育 中 か じん 勢 ィ 舗 産 培 
っ 間 日 きら は を より は を が の 使 れ も と を を た 伝 ゆ 種 れ ` 茶 て で け < な は | が 地 は 
て の 本 * れ 一 兼 う き 旨 引 ら も いる ら に は や わな や た 40 の ら 手 、 一 と ル 営 は 京 
い 大 茶 た る 煎 ね な る みき 器 の ` の え 共 に っ ぶる ど 表 も 年 木 れ に 作 店 軒 て | む 各 者 
る 切 の だ ` ` 備 お "が 出 を を 茶 に た を 敬 きき 釜 の 物 の 以 の る 入り 主 "も ム 茶 地 で 
* さ 味 喉 茶 二 え 茶 茶 凝 し 温 セ 器 は ら 楽 か り た 炒 単 の だ 上 流 `" れ 手 の 扱 真 で 房 に 始 
を わ の と 煎 た は 葉 縮 お め レ は 敷 - し さ 感 な 茶 一 よ け に れ 最 た と 奥 う 撃 も は あま 
伝 い 混 向 と 味 ` の し 湯 ` ク ギ 地 と むれ じ ど ` の う を わ を 澄 茶 の 村 の “日 も っ っ 
え と きき 目 わ 肖 生 た を 茶 ト ャ 内 奥 こる ら ' 宇 銘 な 選 た 持 が 葉 信 文 は 本 ち て た 
て ` を 合 の い 刺 命 最 注 葉 " ラ か 村 と “" れ 製 治 柄 甘 ぶ りつ 唐 " 頼 絵 ギ 茶 ろ も “ 














多く 
に 、- 4 か 
葉 和 忌 ーN 
N 本 計 

NN 来 . に 

は | 了 

「 マ が 7 

y い クビ 

茶葉 を 燕 らし 、 湯 を 注ぐ 器 を 温め 、 湯 を 冷 ま す 茶葉 を は か る 当 虹 

温め た 急須 の 中 に 茶葉 を 入れ て 蒸 ら す 。 乾燥 一 前 目 を 滝 れ る の に 適し た 湯 の 温 度 は 50'C ほ 茶葉 の 量 は 約 7g と た っ ぷり 使い 、 茶葉 の 個性 る 
し た 茶葉 に 少し 水分 が 入り 、 香り 立つ 。 湯 を ど 。 沸騰 させ た お 湯 を 急須 や 茶器 な ど に 注い を 一 杯 に 凝縮 させ て いる 。 徐々 に 滝 れ る 湯 の o 


注ぐ 前 に 急須 の 閣 を 開け て 香り を 楽し みた い 。 





お 見 送り 


ティ ー ル ー ム で の 時 間 を 楽し ん だ あと は 、 玄 
関 先 で スタ ッ フ が お 見 送り を 。 相手 を 思う 気 
持ち が 伝わり 、 心 に 余韻 を 残し て くれ る 。 


で 冷まし な が ら 、 急須 や 茶器 を 温め る 。 





還 還 mi 記 記 


菓子 と 共に も て な す 


( 冬 夏 〉 で は 三 煎 目 か ら は 自分 で 滝 れる 。 寺町 
〈 小 松屋 〉 の 朝生 菓子 と 、 炭火 焼き の お か き が 
付く 。 お 茶 1 種 士 お 菓子 1 種 1.900 円 ー。 





温度 を 上 げ て いき 、 7…8 和 煎 まで 長く 楽し む 。 





最後 の 一 滴 ま で 注ぐ 


ー 煎 目 に 使う 湯 の 量 は 、 茶葉 が 浸る ほど の 量 
で 、 そこ に 旨み を 凝縮 させ る 。 も っ と も 味 が 
出 た 最後 の 一 滴 ま で 絞っ て 二 前 目 に 備え る 。 





DATA 機能 性 と 美 を 上 兼 ね 備え 
た 手 仕 事 の 日 用 品 を 扱う ギャ ラ 
リー (日 日 〉 に 併設 。 茶葉 や 茶器 
は 販売 も 。 @ 京 都 府 京都 市 上 京 
区 信 冨 町 298 傘 075-254-7533 
①⑩11 :00 一 18:00 (17 :30LO) 
倫 火 休 中 6 席 
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10:00 一 17:00 (喫茶 室 16: 


条 上 ル 傘 075-211-4018 ① 
30LO) 伺 無 休 中 32 席 


催 。 日 程 な ど は HP で チェ ッ ク 。 
の 都 府 京都 市 中 京 区 寺町 通 


こら 、 思い 
動か す 。 点 


ーー 


ーー 


抹茶 を 点 て る 


茶 先 を 使い 抹茶 と お 湯 を な じ ま せ た 
て すぎ る と 苦味 が 出る た め 10 秒 ほど で 手早く 。 


切り よく m の 字 を 書く よう 前 後 ! 


の 


に 


きめ 細か な 泡 で 完成 


抹茶 と お 湯 が 十分 混 ざ れ ば 、 最後 は 表面 
は 薄茶 の ほか 、 濃厚 な 濃 茶 も ある 。 


に つ 


の 字 を 書い て 共 先 を 引き 上 げ る 。 抹茶 の 楽し 


み 方 ( 


抹茶 が 楽し め る 。 


ーー 


は じ め の 一 保 堂 


茶碗 、 茶 先 、 茶 、 ふき ん の 道具 と 、 抹茶 が セ 
な っ た スタ ー タ ー キ ッ ト 5.500 円 。 お 湯 


だ け 用 意 す れ ば すぐ ( 
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と へ へ こき SS ラー、 き s。  。 。 帳 行 き の あ る 細長 い 造 りか ら | 組 の 援 床 」 と 呼ば れる 京町 家 。 入 り ま 三 = 
ーー こっ ー ここ ミ 議 。 口 は 小さ く 、 奥 に 長く の びている 。 古 より 、 暮 らし の 知恵 と 工夫 を ー 
」 重ね な が 6 ら 発 展 し て きた 京都 の 象徴 だ 。 宿 や ギャ ラリ ー な ど 、 個 性 

ある 店 舗 が 町 を 活気 づけ て いる 。 
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必 藝 唱 鐘 べべ も いて ふ ー 処 下 選 
GS マズ マ ” 臨 求 好 で 林立 さて や 必 
貼っ ′ 交 吉 更 尋 人 Ge 岩 で T77 
ITG 申 つつ し" 互 作 せ 信 め 宗 
S 沈 往 選 因 で し っ nonen や 7 


草 と 本 
会 非 公開 | 今出川 


風情 ある 町 家 を 活か し た 


宿 & を イベン トス ペー ス 。 


自 


イラ スト レー ター の ダイ モン ナオ さん が 、 
身 の ア トリ エ と イベ ント スペ ー ス を 兼ね た 宿 


レー 
な る な ど 、 


ーー 


プン 。 火 ・ 水 曜 は くみ の り 菓 子 〉 の 
と し て も 話題 に 。 ⑨ 
京都 府 京都 市 上 京 区 水落 町 87-2 IN16 :00/ 


チ と お や つが いた だ ける カフ ェ ! 


を オー 
街 と 人 を 結ぶ 交流 の 場 」 


OUT10 : 00 ( 火 水 の み カ フェ 12 :00 一 16:00 





LO) 1 泊 1 室 15.400 円 ( サ 別 ) 15 席 


1. 走 り 庭 を キッ チン に 。 2.〈 み の り 菓 子 〉 の 和菓子 と お 茶 セ ッ ト 1.000 円 。 内 容 は その 時 々 で 異な る 。 この 日 の お 菓子 は 、 黒糖 と 生姜 の シロ ッ プ で 


いた だ く 「 杏 の 寒天 よせ 」。 3. 宿 は 1 日 1 組 限定 (1 日 最大 3 名 まで )。 予約 は Web か ら 。 https://kusatohon.com/ 
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1. ア マン ダ さ ん が 人 台湾 茶 と 和菓子 で お も て な 
し 。 2. 写 真 家 ・ 山 沢 栄 子 の 写真 集 『 私 の 現代 』 
14.300 円 。 3. 西 陣 の 機 織 工 場 を 再生 。 土 問 や 和 
室 を 活か し た ギャ ラリ ー で 様々 な 展示 を 予定 。 
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ー 手 舎 京都 
全 03-6411-0248 | 迷 馬 品 


我が家 の よう に く 〈《 つ ろ げ る 、 
貸し 切り 型 の 町 家 古 書店 。 


東京 の 古書 店 (二手 舎 ) の 2 号 店 。 台湾 出身 の 

アマ ンダ さん が 、 京都 滞在 時 に 一 目 惚れ し た 

町 家 で オー プン 。 ロー ソフ ァ を 配 し た 和室 な 

ど 、 心 和む 空間 で 存 分 に 本 の 世界 に 浸っ て 。 1 

組 限定 2 時 間 1.000 円 一 。 事前 に Web で 予約 を 。 
の 京都 府 京都 市 上 京 区 下 木下 町 144-4 ①13 

:00 一 17:00 谷 日 月 の み 営 業 、 毎月 20 日 は 

無料 開放 https://www.nitesha.com/ 
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ベジ サラ 合 


会 075-415-0438 | 鞍馬 口 


昔ながら 6 の 町 家 で いた だ く 、 
し み じ み お いし い 野 菜 の ご は ん 。 


店 主 の 中 本 千絵 さん が 関西 近郊 の 農家 か ら 直 
接 仕入れ る オー ガニ ッ ク や 有機 野菜 を 中 心 に 
販売 。 町 家 の 風 情 た っ ぷり の カフ ェ で は 、 旬 
の 野菜 を ふん だ ん に 使っ た 定食 を 用 意 。 お い 
し く 食 べ て 、 お うち で の 調理 の コツ も 学べ る 
の が うれ し い 。 京都 府 京都 市 上 京 区 西 社 町 
179 ①⑩10:00 て 17:00 (ラン チ 11 :30 て 14 : 
30LO、 カ フェ 16:30LO) 倫 日 月 休 中 23 席 
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あし べ 
人 075-201-3051 | 五条 大 宮 


スタ ン デ ィング スタ イル で 
ケー キ と お 酒 を 。 

「 甘 いも の が ある 立ち 飲み 屋 っ て 面白 いか も 」。 
そん な 夫婦 の アイ デア か ら 生 まれ た 一 軒 。 パ 
ティ シ エ ー ル の 大 田 真理 子 さ ん が 作る 美しい 
洋菓子 と 、 京都 の 名 料亭 で 研 鐘 を 積ん だ 竜也 
さん の アテ が 同時 に 楽し め る 。 ケー キ は ハー 
プ や お 酒 を 効か せ た 大 人 の 味わい で 、 焼酎 な 
どの お 酒 と も 好 相 性 。 京都 府 京都 市 下京 区 上 
五条 町 401 ①13:00 一 20:00LO 公 不 定休 





1. 店 主 の お 母さん も お 店 を お 手伝い 。 2. 店 主 
の 親戚 が 暮らし て いた 町 家 を 譲り 受け 、 お 店 
に 。 3. 今 月 の すこ や か セッ ト 1.480 円 。 主 菜 と 
副 菜 、 スー プ な ど 、 どの 品 も 野菜 た っ ぷり 。 





1. シ ョ ー ケ ー ス に 並ぶ 生菓子 は 、 はち みつ の 
ムー ス 「 ミ エル ,」 520 円 な ど 常 時 10 種 ほど 。 グ 
ラス ワイ ン 500 円 一 。 2. 築 100 余 年 の 町 家 を 改 
装 。 3. ご 夫婦 と の 会 話 も 楽し い カ ウン ター。 


photo : Norio Kidera 
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Nayigator 石原 直樹 
いし は ら ・ な お き プ ロン ドン な ど 海 外 で 


こ の の 滞在 経験 を 通し て 、 サ イク ルツ ー リ ズ 
ま る 四 ら 2 則 5 ズ 10 BI ム に 注目 。 2018 年 に お 店 を オー プン 。 

楽 の グ と 街 感 征 だ 
SD ぎ リ 話 は で 四 り と ザ グッ ド デイ ベロ バイ クス アン ド コー ヒー キョ ウト 
サ む 原 ニ ン す ` 方 サ 信 The Good Day Velo Bikes & 
リ の に ら の 当 に を 上 だ Coffee Kyoto 

だ = ェ 

りり ミ アー 万 プ 要 0 全 075-606-5345 | 堺 町 姉 小路 
ンド ん 9 1 レロ ポタ な ク 分 
グ は “人 で の と シ 相 ウ 名 グ で レン タ サ イク ル と 好み の ドリ ンク 、 軽 食 
に 『 上 SN と 4 了 学 : (ホッ ト サ ン ド ) 付き で 1 名 4.950 円 ご 。 
PC ジミ ドド ゆれ の 京都 府 京都 市 中 京 区 堺 町 好 小 路 下 ル 大 
ka の シク DN か まさ 阪 材木 町 685-1 ①10:00 一 18:00 ( ツ 
時 ラ 紀 ゴル ん い る アー の 開始 時 間 は 7 : 45…、 13 : 00 て ) 
間 0 Se で JR か 合 月 、 第 3 日 休 (ツア ー の 催行 は 可 ) 
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COURSE #2 


鴨川 の 心地 いい 風 を 
感じ る ユー ス 


鴨川 遊歩 道 を 上 賀茂 神社 まで 北上 し た 後 、 禅 寺 ・ 大 徳 
寺 で 枯山水 庭園 を 眺め (別途 拝観 料 が 必要 )、 京都 御苑 
を 経由 し て 帰着 する コー ス 。 途中 の 北大 路 エ リア に は 
個性 的 な カフ ェ や ショ ッ プ が 点 在 。 気 に な っ た お 店 に 
ふら り と 立ち 寄れ る フッ トワ ー ク の 軽 さ は 自転 車 な ら 
で は 。 全長 約 18km、 所 要 3 時 間 程 度 。 





lshihara's Recommend! 


ロー カル 気分 を 味わう な ら 。 


川 べ り を 走る と 、 地元 の 人 の 暮らし が ぐっ と 
近く に 感じ られ ます 。 街中 の 喧騒 か ら 離 れ た 
穴場 の 洛 北 エリ ア 、 ぜひ 一 度 訪 れ て くだ さい 。 
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START COURSE #1 


本 来 の 京都 の 風景 を 
楽し め る コー ス 


鴨川 治 い を 南下 し て か ら 東 山 エリ ア へ 。 前 半 で 花街 や 
寺社 と いっ た 京都 らし い ス ポッ ト を 巡り 、 後半 は 吉田 
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い 普段 着 の 街並み 、 両方 を 肌 で 感じ られ る 一 番 人 気 の 
コー ス 。 全長 約 24km、 所 要 4 時 間 程 度 。 


宮川 町 (花街 ) 
START lshihara's Recommend! 
静か な 名 所 を 堪能 で きま す 。 


人 気 の 観 光 ス ポッ ト で ある 花街 も 、 早朝 は 静 
か で ライ ド も スム ー ズ 。 平安 神宮 正面 の 大 島 
居 を くぐっ て 走る 体験 は 圧巻 で す ! 
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2022 年 3 月 現在 は カフ ェ 、 ショップ を 含む 美術 館 へ の 


入館 は 事前 予約 な し で も 可 。 詳細 は HP (https://kyo 
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心 が 満 ちる 時 間 を 過 





文化 ・ 学 術 ゾ ー ン に ある (京都 市 京セラ 美術 館 ) 。 
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と き パウ に : じ 4 光 2 多 に ウレ し |E コ ト 衝 | 
た に 設け られ な 地 ド 1 階 の エン トラ 
シス ロビ コ が か ら 続 0 申 央 ホー ル へ ge 
生ま れ 変 直 た 。 ここ を 通っ で 友 れ 
それ の 展示 守 や 日 本 詩 園 へ と 向かう 。 





photo: Kazuo Fukunaga 


CAFE&SHOP 


ミニ マム デザ イン の グッ ズ と 、 
ビジ ュ ア ル も 魅力 の メニ ュー。 
右 ・ ミ ュー ジア ムシ ョ ッ プ に は ロゴ 入り の オリ ジ ナ ル グ ッ ズ 
も 充実 。 右 か ら (亀屋 則 克 ) と コラ ボ し た 干 菓 子 1.620 円 、 缶 
( 茶 筒 ) 大 1.188 円 、 小 792 円 、 〈 保 存 食 lab〉) と コラ ボ し た コー 
ディ アル 1.944 円 。 左 : カ フェ に は プリ ン ア ラモー ド 800 円 な 
どの デザ ー ト か ら 、 京都 の 食材 を 生か し た 食事 まで そろ う 。 


# 





EXHIBITION 


京都 の 美 の 総覧 か ら 、 
現代 美術 まで 。 


北 回 廊 、 南 回 廊 、 新館 ・ 東 山 キ ュー プ 、 ザー トラ イア ング ル の 
4 つの 会 場 で 展示 が 開催 され る 。3 月 12 日 て 6 月 5 日 "森村 泰 
昌 : ワタ シ の 迷宮 劇場 」 (新館 東山 キュ ー ブ ) が 開催 予定 。5 月 
15 日 まで 「 ザ ・ ト ライ アン グル 川 人 綾 : 斜め の 領域 ( ザ ・ ト ラ 
イア ング ル ) が 開催 中 。 写真 は コレ クシ ョ ン ル ー ム の 展示 風景 。 








な き の は うと 仁 ン ュ ら 腕 ユ い の を す 化 紹 田 ら ず か ン 交 善 た 善 子 る ま 生 常 千 開 蘭 文 
ぃ いる 技 職 小 と 美 は | に 隣 を | う よ 広 “や 介 の せき で の 流 道 “" 也 司 美 さ し 工 に 年 き 園 化 
愛 稀 術 人 さも さ お ジ 乗 に 振 ス 今 う <〈 ご 美 し 作 た り も 役 を さ 大 さ 有 へ 術 に た 園 吊 の パ 道 に や 
ら 有 と や な に ん 読 ア る 立 る は 西 な 知 二 を な 品 の 用 木 割 深 ん 叔 ん 鍵 館 そ へ の 新古 数 や 庄 
し な 素 作 , 作 " え ム ギ つ う ` さ 場 っ の 未 が を は の 漆 を め は 父 が 善 "ん Z 一 さ 都 多 華 美 
い 街 材 家 お り 京 を シフ ググ 井 幅 ん を て 胃 来 ら 中 有 螺 > 工 果 た 多 に 5 良 舐 な E 角 れ *< 道 生 の 
品 -。 に に 読 上 都 軸 ョ ト 5。 村 広 * 継 いか へ い 心 名 分 X 芸 た 人 < く あ 年 房 園 ス N に だ の と し 発 
々 _ よ 直 ぇ げ を に ッ ツ | 優 い 展 承 こら つこ に な 細 家 し で の た の "で ト B 2 粋 か 神 い た 信 
に こ つっ 接 *< た 代 長 プ を 」 三 アア 覧 し だ 芝 な の 優 話 工 の て 文 る 構 の 3 | | 0O を ら 社 っ 新 地 
心 こ て 相 を ' 表 年 * テ 。 さ | 会 て きけ げ 街 れ "の 黒い 店 化 12 想 15 0 リ 多 2 極 こ 仏 た 
が で 想 談 民生 す 活 デ | ご ん ト の い ` た る で た 美 器 田 た 内 人 代 の 代 0O | 避 1 めそ 閣 雅 名 と 
曜 し いで 開 活 る 動 イ マ は が シ 総 き 文 文 場 培 美 術 や 辰 と は や 当 未 当年 を 弟 年 て "が な 所 し 
る か を き に 作 す レ に - 担 | 合 た 化 化 所 わ 術 館 大 秋 い 文芸 主 に 主 続 感 葛 1 き 職 存 文 の 
| 出 形  - 寄 家 る クレ し 手当 ンプ い サ の を れ 工 で 棚 に う 化 術 ` 完 "くじ や 月 た 人 在 化 
合 に 最 京 り た 永 シ た の "で ロロ "ロロ 思 目 た 芸 は を ` " サ 家 今 成 今 御 ら に " 技 す が 
え で 高 都 添 ち 松 ヨミ ひ 敏 デ と ン 恵 指 文 を 時 作 く な 口 と 西 し 西 菓 れ は 誕 " は る 花 
ZENBI - 鍵 善良 房 - 
KAGIZEN ART MUSEUM 
し T 
と 。 /pDlus 
さ E ンプ 
も の づく 〈 り の 最新 形 。 
誠 園 の 美 や 文化 を 継承 する サロ ン 的 な 美術 館 と 、 
お 計 え 文化 を 発信 する ミュ ー ジ アム ショ ッ プ へ 。 
/ 個 忠 吾 ) の ( 染 司 よ し お か ) の (一 澤 信 三 郎 帆布 〉 の photo : Yoshiko Vatanabe text: Natsuko Konagaya 
携帯 箸箱 いろ は り ふ くろ お さん ぼ ぽ バ ッ グ 


木 の 魅力 を 生か し た 制作 を する 木工 植物 で 染め た 木綿 生地 で 仕立 て た 裁 帆布 その も の の オフ ホワ イト で 仕立 
作家 。 箸 の 収まり の よさ 、 な め ら か 縫 セ ッ ト 。 針 入れ と 鍵 モ チー フ の 糸 て た 筒 形 の バッ グ 。 使い 込む ほど に 
な 出し 入れ に 感動 。 ケヤキ の 箸箱 と 巻き は 金工 作家 の maimai。 生 地 の 表情 が 出る 。 バ パッ グ と し て は も ちろ 
ツゲ の 箸 の セッ ト 15.400 円 。 色 は 全 10 色 。 各 9.000 円 。 ん イン テリ ア に も 。 17.600 円 。 


SHOP 


手のひら の 上 の 、 小 る な “お 計 「。 





( 関 美 穂 子 〉 の (山口 晃 x 鍵 善良 房 ) の (Zplus オ リ ジ ナ ル ) の 
オリ ジ ナ ル マ ッ チ 箱 オリ ジ ナ ルポ スト カー ド セ ッ ト クリ ッ プ と マス キン グ テ ー プ 


レト ロ な デザ イン と 大 胆 な 色 使 い が 山口 晃 が 《 鍵 善良 房 / の た め に 描き 黒田 辰 秋 が く 鍵 善良 房 / の た め に 制 
人 気 の 型 染 め 作家 、 関 美 穂 子 。 マ ッ 下ろ し た 「 お 菓子 と お 茶 の あ る 風景 」 作 し た 赤 漆 宝 結 文 飾 板 な ど が モチ ー 
チ 箱 と いう 小さ な 世界 に 創造 性 を 感 の 絵 が が スト カー ド に 。 や さ し い タタ フ 。 マ スキ ング テー ブ プ 細 400 円 、 太 上 ・〈ZENBI〉 と 〈Zplus〉 の 建築 は 、 向かい の 〈ZEN CAFE〉 が 入 
じ る 。 各 1.340 円 。 ッ チ に 心 が 和 む 。 5 枚 入り 1.000 円 。 500 円 、 クリップ 3 個 入り 500 円 。 る ビル も 手がけ た 金澤 富 (IAT STUDIO / Architecs 十 ) が 担当 。 





ゼン ビ 


ZENBI- 鍵 番 良 房 - 
KAGIZEN ART MUSEUM 


会 075-561-2875 | 祇園 


( 鍵 善 良 房 ) の 15 代 目 が 館長 を 務め る 美術 館 。 

開館 記念 展 で は 〈 鍵 善 〉 が 収蔵 する 黒田 辰 秋 の 
作品 を 展示 。 2022 年 4 月 10 日 まで 企画 展 「 美 
し い お 菓 子 の 木 型 一 手のひら の 宇宙 」 を 開催 。 
年 3、 4 回 の 企画 展 を 予定 。 館内 は 木 や 土 壁 を 
使っ た 心地 いい 空間 。 京都 府 京都 市 東山 区 
舐 園 町 南側 570-107 ⑨①10:00 て 18:00 ( 入 
館 て 17 :30) 谷 月 休 ( 祝 の 場合 は 翌 平日 休 ) 


ジー プラ ス 


Zplus 
人 075-708-7311 | 舐 園 


お 計 え 文化 を 発信 する ミュ ー ジ アム ショ ッ プ 。 
ディ レク ショ ン を 手がけ る 永松 仁美 さん の 審 

美 眼 と 作家 の 創意 工夫 で 仕上 げた 、 伝統 の 技 

に 新しい 要素 を 加え た オリ ジ ナ リティ が 光る 

品々 。 企画 展 と 連携 し た 〈 鍵 善良 房 )〉 の 限定 

和菓子 や アイ テム に も 注目 。 @ 京 都 府 京都 市 

東山 区 誠 園 町 南側 570-107 ⑨①10:00 一 18 

:00 価 月 休 ( 祝 の 場合 は 翌 休 ) 
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EXHIBITION 
歴史 的 な 名 作 を 間近 で 負 賞 。 
円 山 応挙 や 上 村松 園 ら の 作品 を 、 至近 距離 で 鑑賞 で きる の 
距離 を 約 30cm ま で 縮め られ る よう 設計 され て いる 。 


が この 美術 館 の 特徴 。 展示 室 の ガラ スケ ー ス は 、 世界 最高 
峰 の 技術 で 透明 度 が 高く 仕上 が っ て お り 、 さ ら に 作品 と の 


増え て いく オリ ジ ナ ル グ ッ ズ 。 


バリ エー ショ ン 豊 富 で 思わ ず 欲 し く な る 。 右 か ら 、 竹久 夢 
の トー トバ ッ グ 1.200 円 、 てらお か な つみ の ポス トカ ー ド 各 
150 円 、 付箋 500 円 、 伊藤 若 沖 の 八ツ橋 (12 枚 入り ) 600 円 。 


SHOP 
か わい く て 使え る グッ ズ が 充実 。 


展覧 会 が 開催 され る た び ! 


ひと 休み 。 


来館 者 だ けが 楽し め る ベー カリ ー カ フェ (パン と エス プレ 


CAFE 


きた て パン を お お供! 
ー ニ は ドリ ンク 付き の セッ ト で 1.200 円 。 
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作り た て の パン に 、 サバ や 九条 ネギ な ど 季 節 の 食材 を 挟 


だ 


ッ ソ と 福田 美術 館 〉 を 併設 。 近く に ある 工房 か ら 直 送 さ れ 


Je 
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留 刻 装 多 求 胃 つ や り っ 避 "中 この の の 
暴 り の め 選 ロロ へ いふ へ Am や 「 祖 肉 ロ 
直 つ ン さ っ べ 仏 し じ め ^ 箇 記 的 独 
N946 い SS」 邊 加入 や トー リロ 史 革 
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さこ で 公 ぐ oOCG 里 民 仙 的 回 換 つ | 嘱 
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ラス の 


ー 
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orio Kidera text : Ai Ki 


ト に し た コレ ク 


「 美 術 に 詳 調 な く て も 、 感 動 を 覚 


作品 を コ > 


1 


緑 と 水 を 感じ な が らく つろ げ る カフ ェ ス ペー ス 。 深い ひさ し が ガ 
反射 を 抑え 、 外 の 景色 を 美しく 映し 出す 。 家具 と 床 に は 無垢 材 を 使用 。 
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京都 らし さき 。 6 


に 計 -『ー 

民 圭 と お 果 十 

こと で 

( 鍵 善 良 房 〉 の 四条 本 店 に は 、 黒 

に Rd の 京都 の 町 を 見 渡し て みる と 、「 民 壮 ] に まつ わる 品々 に 目 が 留まる 。 

それ も その は ず 。 民 義 運 動 の っ 主人公 で ある 河井 寛次郎 、 濱 田 庄 司 、 
柳 宗 悦 が 出会っ た の が 、 こ の 町 な の だ 。〈 河 井 寛次郎 記念 館 ) だ け 


で な く 、 和 菓子 店 や 料理 店 、 お 菓子 の 包装 紙 に も 民 琶 が 見 つか る 
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まき を る まま すす 
ro 旨 。 電 和 生 ーー 拉 提 和 
ん トト プ を だ くそ を 名 5 ンジ 
| 1 デー ナ た っ 
か っ る ル ざ が < く こ 方 ~ の 
すす すす すす すま 
の れ 椅 あ 進 の っ 美 事 だ 
も 83185c 
ビ コ 呈 / こ 
と 食 ` 田 忘 * 当 級 れ と 
べ 現 作 大 紹 時 の れい 
を て 役 の 北 介 の 品 ば う 
まま まま すま すす 
邊 前 次 が 濱 十 
て っ を の 愛 れ が さ 国 ニ 





柳 宗悦 


( 1889-1961 ) 


や な き ぎ き ・ む ね よし / 日 本 民 二 館 を 開設 し た 思想 家 。 関 
東大 震 災 の 混乱 を 逃れ 、 35 歳 の 時 に 東京 か ら 京都 へ 移 
住 す る 。 名 も な い 朝 鮮 陶磁 器 の 美 し さ に 傾倒 し て いた 
柳 は 、 京都 で 河井 寛次郎 と 出会い 、「 民 藝 」 と いう 新 し 
い 美 の 概念 を 誕生 させ る 。 東京 に 戻る まで の 9 年 間 、 

若手 作家 の 制作 の 場 を 上 賀茂 に 設け た り 、 京都 初 と な 
る 民 藝 の 展覧 会 を 開催 する な ど 、 その 普及 に 努め た 。 


今 も 現役 で 活躍 する 
民 壮 と 出会う 。 





か ぎ ぜ ん よし ふさ 


鍵 善良 房 四条 本 店 
低 075-561-1818 | 祇園 


黒田 作 の 飾り 棚 に 迎え られ 、 
好物 だ っ た くず きり で 一 服 。 


殿 運動 に 共感 し た 12 代目 が 、 年 齢 も 近かっ た 黒 
田 辰 秋 に 店 内 装飾 を 依頼 。 代表 格 が 、 入口 に 置か れ 
た 2 基 の 拭 漆 の 大 飾り 棚 。 1 基 で 家 1 軒 分 ほど の 価格 
だ っ た 。 螺 氏 ( ら で ん ) の くず きり 容器 も その ひと 
つ で 、「 当 時 は 朱 塗 り の 岡 持ち で 出前 を し て いた そ 
う で す 」 と 15 代 目 。 京都 府 京都 市 東山 区 訴 園 町 北 
側 264 ⑩9:30 て 18 :00、 喫茶 10 : 0016 :30LO 
合 月 休 ( 祝 は 翌 火 休 ) 中 62 席 


参考 文献 /『 河 井 寛 次 郎 の 宇宙 』 (講談 社 )、『 柳 宗悦 と 京都 』 (光村 推古 書院 ) 


く に た 板 入 人 < そ け つ な 神 
、 ~ 人 画 園 は の こそ る け 器 さ 
現 ガ 々 家 生 も 店 か れ “" “や ん 
役 ラ の の ま と が し だ 実 そ 道 の 
で ス 品 棟 れ よ 軒 こけ は れ 上 四 骨 
使 ケ 々 方 の りり を に に 京 ら の 攻 
わ | が 志木 連 “". 都 を 中 市 
れ ス 功 工 彼 ね 件 * ゆ は 後 か に 
て に そら 家 ら る の か に ら 出 
い 鎮 の “で に 京 市 り 発 - 掘 か 
る 座 精 民 あ 影 の は の 祥 民 り け 
す 神 藝 る 響 風 “ 場 の 藝 出 て 
まる そ ぞ そ に 黒 を 物 い 所 地 - し は 
る この 関田 受 詩 まや だ と 物 … 
で と まわ 辰 け “も 物 “名 を 雑 
民 な ま つ 秋 た 3 多 が 付 見 多 
2 
と 2 
ぐ 》 で 
1 9 


( 1894-1978 ) 


は まだ ・ し ょ うじ / ノ 陶芸 家 で 人 間 国 宝 。 東京 高等 工業 
学校 (現在 の 東京 工業 大 学 ) 窯業 科 を 経て 、 京都 の 陶 
磁器 試験 場 に 入所 。 そこ で 、 窯業 科 の 先輩 で ある 河井 
覧 次 郎 と と も に 1 万 種 に も 及ぶ 租 楽 の 研究 を 行っ た と 
いう 。 その 後 、 イ ギリ ス で 作 陶 生活 を 送っ て いた が 、 

関東 大 震 災 で 一 時 帰国 。 河井 宅 に 滞在 し て いた 時 に 、 

河井 と 柳 を 引き 合わ せ 、 それ が 民 填 運動 に つなが っ た 。 










im 時 
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、 還 較 咽 欄 | 
還 詳 加計 
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、 床 加計 

II 

還 和 II 

胃 II 』 

W い 

| 。 尊 靖 
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1. 河 井 が 晩年 に 力 を 注い だ 木工 作品 が 置か れ た 部 屋 に は 、 
黒田 作 の 三 段 の 棚 も 左 に 。 2. 藤 棚 を 望む 陶 房 に 置か れ た 道 
具 類 。 手作り の も の も 。 


省 ざ ぐ 中 導 史 / 寺 と の 。 は ざさ 猟 任 る 






「 生 韻 


の HL 
トコ 


庄 宗 わ ム と が 宿 事 な じ 関 
4 見 民 法 の で 宙 裕 
の だ か な 圭 て も 征 “ 旋 が ラ 
3 。 ら つっ 後 ら い 活 地 う 高 フ 
人 陶 昭 た の れ う 道 域 か ま ト 
が 芸 和 が 高 た 考 具 や “ っ が 
人 圧 護 。 こ え 人 橋 和香 補 大 
京 の か は 経 民 方 ら 賞 い 気 
都 江 け じ 済 衆 の そし 目 る を 
で 井 て ま 成 的 も に 的 - 集 
出 寛 “ り 長 工 と 上 真 根 の 民 ら め 
会 次 思 は 期 芸 に の 差 美 藝 る 
っ 郎 想 大 に 品 ス 美 し 術 " 中 
完 家 正 大 ~- ポレ し た 品 を 
こ 漬 の の プ の ッッ ツ さ 手 で ご 再 
と 田 柳 終 | こ ト が 仁 は 存 び 

公 を く 

-. さ 

IS 
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イジ グ 


河井 覧 次 婦 
( 1890-1966 ) 


か わい ・ か ん じろう / 東 京 高等 工業 学校 で 焼き 物 作り 
の 基礎 を 学ん だ 後 、 京都 の 陶磁 器 試験 場 で 租 薬 の 研究 
を 行う 。 その 後 、 五 委 坂 に ある 登り 窯 で 作 陶 を 開始 。 
華々 し い デ ビュ ー を 和 飾る も 、 自身 の 作品 に 疑問 を 感じ 
て いた 時 、 柳 と 出会う 。 昭和 12 年 、 自 ら 設 計 し た 建物 
が 、 現在 の 記念 館 。 この 地 で 終生 、 陶器 や 木彫 り 、 木工 
家具 な ど 、 多 く の 作品 を 生み 出し た 。 
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河井 寛 次 婦 の 足跡 を た どる 。 


河井 寛次郎 記念 館 
全 075-561-3585 | 東山 五条 


陶器 、 木工 作品 か ら 家 具 、 書 まで 。 
暮らし の 中 に 息づく 民 琴 に 触れ る 。 


河井 寛次郎 が 設計 し 、 実兄 が 棟 染 と な っ て 建て た 住ま い 兼 仕事 場 。 
囲炉裏 の ある 板の間 か ら 、 登り 窯 ま で 。 町 家 と いう より 、 農村 の 家 
の よう な 力 強 さ と 温か み の あ る 空間 は 、 民 寺 その も の 。 餅 つ き の 日 
か ら 作 られ た 椅子 な ど は 座る こと も で き 、 展示 も お お ら か 。 @ 京 都 
府 京都 市 東山 区 五条 坂 鐘 鋳 町 569 ①10:00 一 17:00 (閉館 30 分 
前 に 受付 終了 ) 谷 月 休 ( 祝 は 翌 火 休 ) 入館 料 900 円 


湊 , 立 症 rr 中 漏 S③ ペ , 二 学 信夫 さ 
の と さき 膨 N 「 事 環 」 下 漏 ③ 器 


デ 


一 


いら ど で 公 事 生 か 支 募 時 が 公 秋 け た 当 せ が リ ー 昌 
に し こす 購 棟 を ま ら 援 " 代 四 財 に 熱 に 時 `、 `| 民 福田 里 斉 る ん に 聞く 、 
省 ^ は い 良 作る また し て お る 々 抽 良 貞 に 業 神 の 都 | は 還 須 系 7) 生生 

時 いい 志 こ >) ら 科 計 罰 に 

寺 きま ん つ 砂 編 な の ゃ や い 店 日 理 房 や 応 を 社 地 は が 京都 の 民 半 の 特別 る 。 
まま すす すま 

分 X = 斉 ム ン ヽ は sa S に * 押圧! リー 店 ニ 
陀 * 柳 し 夕 件 意 こ 。 ゃ * 告 展 十 を きま る ` ま で 地 運 の 0 の は PR 半 7 二 AU っ 275 に 5 
了 素 て ウッ 償 に こと で 民 を 語り し 人 きつ っ E で 二 菓子 研究 家 と し て 活躍 する 福田 里香 さん 。 
雪が る よ 角 よね お 意 い 回 せ 会 家 し 問 * ち の い の 開 共 現在 、" 民 芸 お 菓子 巡礼 " の 連載 を 持つ 彼女 に 、 
事 う FR が い ーー < ー ー ャ ーー 

ンー に ` 細 ラ 藝 めも 理 あ と 誌 ` し 頼 果 と 那 か “いた か の 地 な ら で は の 魅力 を 聞き まし た 。 

に し 京 で べ が で ` は っ で ュ = 昭 や し 田 り や ら な あま 強 

寺 て 都 - ル ` す 食 た 民 和 ぶた 辰 わ 新 に すい 





民 装 
5 と ぐう 
十 二 段 家 本 店 束 の 
ーー で 
人 075-561-0213 | 花見 小路 な み 
大 阪 で 書店 を 営ん で いた 2 代目 が 、 棟 方 志功 を 通じ て 柳 や 河井 ら と く な 
“ 2 / 会 う 。 そし て 戦後 間もなく 、 河 井 の 弟 子 、 上 田 恒 次 の 設計 で 店 を 1。 朋 
SS RI 、、. 縮 ke ー 構え る 。 し ゃ ぶし ゃ ぶ は 、 中 国 か ら 帰国 し た 民 鞭 運 動 家 の 吉 田 環 也 
NN (し ょ う や ) が 、 店 に 飾ら れ て いた 鍋 を 見 て 、 中 国 の 羊 鍋 の こと を 地 。 
伝え た の が 始ま り 。 彼ら の 助言 で 牛肉 を ご まだ れ で 味わう 形 が 出 = 五 ”、 
来 た 。 京都 牛 し し ゃ ぶし ゃ ぶ は 夜 10.000 円 。 昼 の 定食 は 2.800 円 。 oo 
の 京都 府 京都 市 東山 区 欧 園 町 570-128 ①11:3014:00LO、17 れ 料 
:00 て 20:00LO 公 木 休 円 30 席 ま 埋 
1. 師 取 の 木工 職人 に よる 飾り 棚 に は 、 演 田 庄司 の 器 。2. 補 は 、 栓 方 の せ も 
肉筆 。 その 横 の 床の間 に は 、 柳 が 書い た 額 が 。 3. テ ー ブ ル 席 の 部 屋 に  。 
ある 棟方 の 版画 絵 。 4. 引 き 戸 を 開け る と 正面 に 棟方 が 掘っ た 看板 。 o 
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や で も っ 


隊 GJ 口 G 明 ww 玉 や ′ 記 曲 衝 量 G 
圧 績 じ ゎ " 

時 人 候 統 ① 恒 購 つ 避 監 時 旋 拓 回 
近 つ 如 角 棚 「 時 取 衣 」 移 地 0 (時 
取 十 〉 め ” 人 S 公 さら 糞 忠志" 胃 押 骨 
G 剛 医 内 四 公 ロ T 選 中公 むし うじ" 


陣 人 り せ WG 臣 輸 公 編 べ で し じ う je" 


回 索 時 を 内 ロ め 表 で だ で し っ も 公 7 
せしめ 時 取 記 人 G ャ IhK て っ ) | 避 ロ く 
い 公 玉 理 ロ ′ 較 公 人 殖 や " w つ 


じ ” 折 選 起 た GA 必中 トキ エー) の め っ 
心 々 選 よ 移 陣 応 W、S 中 ホー ト 区 回 雷 


り 表 で し レ っ neG 公 ^〈 田 天台 ) し 


)G 中 ホー トロ リロ ゼ も も で マー 人 
1 の や くす へ た て こぶ く 電 計 さ に SMPEIIE に も の 
し 因 も で 刀 民 他 せ や 入 へ ぐ さじ GS 
和 を” 赦 り 提 税 せ 選 葉 し 地 尽 昌 ン 
_” 所 料 記 ロ つ で ン ミ っ 更 む 約 く も し" 
H6Q っ J 届 リリ) うっ? JAQQD67 
K 攻 KG 軽 供 G 環 県 の SN 

tw る S も ゼン | ン ゼ S で 舞 
好 め ポ 刀 / 中 謙 " いつ ビレ” っ ぬっ 
ぬ S 理 し” 嗣 紋 本 で で も 6 も 
ざさ べ や G 四 褒 尺 飲 0 レ っ neG 公 " 

民 葉 し レ ば さっ し つ ゃ 心 公 " 


わ 


に 


こ 囲 まれ て 育 


Navigator 


福田 里香 


ふく だ ・ り か レシピ 本 の みな 
ら ず 、 ユ ニー ク な エッ セイ の 著 
書 も 持つ 菓子 研究 家 。 両親 が 民 


ろか ら 民 芸 品 ( 
つ 。 2018 年 12 月 に 、 8 年 間 ! 


藝 に 傾倒 し て いた 影響 で 、 子供 


た る 連載 を まとめ た 『 民 芸 お 菓 
子 』 ( 想 出 版 社 ) を 出版 し た 。 


の 


屯 抑 @ 刀 授 回 己 8" 
K 紅 G 下 料 世 民 の 下 ぶ 





た まる や 


平安 殿 


田丸 弥 本 店 


ボ 


亀屋 良 永 


条 
昭和 26 年 創業 。 平安 宮 の 古 瓦 を 模 し た 柚子 風味 の 菓子 「 平 安 殿 」 


を 考案 し た 際 、 冨 本 憲 吉 ( 


会 075-491-7371 | 堀川 今宮 会 075-761-3355 | 東山 


会 075-231-7850 | 寺町 御池 
創業 は 江戸 ・ 天 保 年 間 。 戦後 ( 


条 上 ル 堀 池町 373-10 ① 


銘 を も ら っ た 。 それ が 看板 や 包装 紙 


に コ 


な ど に 。 喫茶 室 に は 河井 寛次郎 の 拓本 な ども 。 6 個 入り 940 円 。 


@ 京 都 府 京都 市 東山 区 平安 神宮 道 
9:30<18:00 仏 月 休 ( 祝 の 場合 は 翌 火 休 ) 


袋 入り 600 円 ほか 。 大 原 女 の 掛け 紙 が つく 小町 塗 文庫 箱 は 30 
袋 入り 3.500 円 。 包装 は 染色 工芸 家 の 族 沢 鮭 介 。 京都 府 京都 


江戸 期 は 旅籠 だ っ た と いう 煎餅 店 。 銘菓 ・ 白 川路 は 、 ゴマ で 白 
川 の 砂 を 、 唐草 模様 で 白川 の 流れ を 表し た 薄焼き せん べ い 。 8 
市 北 区 紫竹 東 高 縄 町 5 ①8:30 て 17:30 (短縮 中 ) 倫 日 祝 休 


ル 


フラ ベ 


再建 し た 後 、 御池 煎餅 の 
デザ イン を 棟方 志功 に 依頼 し た と いう 。 丸和 缶 22 枚 入り 1.458 


円 一 。 極 薄 の 種 ( 


ー 
ーー 


あん を は さん だ 茶 果 は 9 個 入り 2.000 円 ~。 


に 


の 京都 府 京都 市 中 京 区 寺町 通 御池 ル 下 本 能 寺 前 町 504 8 


:00 て 18:00 倫 日 、 第 1・3 水 休 
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京都 らし き 。 7 


虐 芝 


京都 の 長い 歴史 の な か で 磨 か れ 、 伝 えら れ て きた 手 仕 事 の 技術 と 心 。 
暮らし に 寄り 添う 道具 か ら 6 京都 らし る " が 宿る アイ テム まで 。 時 
代 の 今 を 表現 し な が ら 生 活 に 豊か な 彩り を 添え を て くれ る 工芸 の つく 
り 手 に 触れ る 楽し み が 京都 の 町 に は あり ます 。 





と 





1. 策 の 市 な ど で 集 め た 古道 具 と 作品 が セン ス よ く 並ぶ 店 内 。 2. 左 か ら 、 持 ち 手 
が 真 鐘 、 先 が 洋 白 の スプ ー ン 小 3.080 円 、 フォ ー ク 小 、 スプ ー ン 大 各 3.300 円 、 中 の 
フォ ー ク 大 3.520 円 。 3. 鋼 の や か ん 68.200 円 ~。 4. 入 口 近く の さま ざま か 道具 小 形 
が 並ぶ 作業 人 台 。 欠 バ 金 作業 を する 時 は カン カン と 金属 を 打つ 音 が 外 まで 略 く 。 


HAMMERING 


Ren 
会 075-285-2909 | 浄土 寺 


無機 質 に 見 える 金属 に 、 
手 の 温か み を 感じ る 作品 。 


中 根 さ ん は 美術 工芸 高校 で 彫刻 を 学ん だ 後 、 結 
婚 指輪 の 制作 に 従事 。 2014 年 京都 に 工房 を 橋 
え 、 指輪 や オプ ジェ 、 カ トラ リー を 制作 し て い 
る 。 「 鍛 金 は 手 を 動か し た 分 だ け 形 に な る の が 
魅力 」 と いう 。 不定 期 で 企画 展 を 開催 。 京都 
府 京都 市 左京 区 浄土 寺下 南田 町 36 ①11:00 
<19:00 公 不 定休 ※HP (http://ren-craft 
work.com/ ) に て 要 人 確認 


ゃ 、 


ーー 





| 


が そ へ 元 ん 料 さ は の 舗 ラマ で いい 自 具 年 従 家 へ スプ り ゴー 
の 作 殴 出 と 京 の ん ` 長 の 京 リ を 甘い ら 店 の 事 " R を の 党 藻 手 作家 た ちの 
時 距 り 傘 身 都 和 * 必 屋 有 へ う | 決 記 空 改 の 節 し 東 e と 併 現に \ー ヽ 
に 放 の も の 半 六 や を 星 こ も し て に め の * 邊 に 後 の ン レル * ヤ 房 兼 > 9 
心 と 顔 エ  ・ 氷 道 脱 2 軒 流 yg の て ` は 一 光 だ 左 会 の た 今 を | 房 ジョ ッ プ へ 。 
1 すす 
く ベ え シ % 屋 代 間 上 附 分 佑 ぎ た 2 メ が 移 へ ・ 結 : 作 は る 伝統 か ら 新潮 流 が 生ま れる 京都 の 工芸 。 
ヨ ト ce 泉 回 っ ーー ョ ュ sae es 
ーー 
NN よ 言 肖 ? 宛 上 首 ee マイ ペー si ] 
う 創 も が が 代 波 % ら 屋 蜂 構 ` ら 中 一 毎 を け 年 た 独 づ ` の と も Bo 
信 で 一 半 馬 基 2 で 時 え 語 れ 根 度 回 還る か ご 立 く < 例 草 と シ の 制作 の 現場 を 間近 に 見 られ れ ば 、 
7 の Mas m 中 』 ー ロロ = 靖 に か トー 
動 る 化 た 窯 さ 材 季 の 奥 才 ん ャ | ? 地 て 家 5 - 作 だ ツ < 作品 へ の 理解 も 愛着 も さら に 深まり そう 。 


photo : Yoshiko VVatanabe text : Natsuko Konagaya 
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蜂屋 うち わ 職 店 
会 非 公開 | 鹿 ケ 谷 


京 う ち わ の 基本 を 大 切 に 、 
遊び 心 の ある デザ イン を 提案 。 

哲学 の 道 に 近い 路地 奥 の 一 軒 家 が 工房 兼 店 舗 。 
老舗 ( 阿 以 波 〉 で 京 うち わ の 基本 を 学び 、 2019 
年 に 独立 。 京都 の 黒谷 和紙 や 故郷 ・ 山 形 の 月 山 
和紙 か ら 、 着物 の 古 裂 (こぎ れ ) や イン ド の 草 
木 染 、 パキスタン の 木版 な ど を 使っ た うち わが 
そろ う 。 紙 や 布 を 持ち 込ん で セミ オー ダー も 可 
能 。 京都 府 京都 市 左京 区 鹿 ケ 谷 法然 院 西町 
40 ①⑩10:00<17:00 谷 月 ~~ 金 休 


1. ろ くろ で 陶土 を 成形 する 蘇 隆 さ ん と 、 削 っ て 

表面 を 整え る まどか さん 。 職人 と し て 刺激 し 合 

い 支 え 合う こと で 、 結婚 20 硝 年 に し て ます ま 

す 仲 良し 。 2. 食 卓 が 和む 縄文 シリ ー ズ の 箸置き 。 
ビー ナス 、 遮光 器 土偶 な ど 各 4.400 円 。 


PAPER FAN 


= ョ ュ まま 。 


消 水 焼 


KIYOMIZU WARE 


1. 細 い 竹 骨 を 放射 状 に 並べ て いく 蜂屋 さん 。 
「 京 うち わ は 繊 細 さ と し な や か さ が 大 切 」 と 話 
す 。 2. 京 都 の 西洋 民芸 店 く (グラ ン ピ エ 〉 の オリ 
ジ ナ ル 生 地 を 使っ た 草木 染 木版 水玉 うち わ 各 
3.300 円 。 今 の 暮らし に 合う デザ イン 。 


そり ゅ う が ま 
多 隆 窯 
会 075-561-8004 | 清水 五条 


ふた つの 穴 の 融合 か ら 、 
独自 の 焼き 物 が 生ま れる 。 


高 策 な イメ ー ジ の 京都 青磁 と 、 生活 雑 器 と し て 
愛さ れる 小石 原 焼 の 飛 飽 (とび か ん な ) の 技法 
を 融合 させ た 日 常 使い の 器 が 人 気 。 新作 の 縄文 
シリ ー ズ は 息子 が 作っ た 火 始 (か えん ) 土器 を 
きっ か け に 、 妻 ・ ま どか さん が 縄文 土器 の 魅力 
に は まっ て 誕生 。 オプ ジェ や カッ プ 、 灰 な ど が 
そろ う 。 ⑥ 京 都 府 京都 市 東山 区 清水 4-170-22 
①⑩10:00<17:00 合 日 休 














唱 朋 に こだわ る スタ ンド や 、 昭 和 の 妥 素 を 残す 継承 喫茶 な ど 、 千 


ュー ヒー を と り ま く お ゎ 店 の 個性 は 、 京 都 を 楽し む 醍醐 味 の ひ と っ 。 較 議 主計 


' る > そこ 
じ て い た 向き 7 ' 時 代 を 超え て 愛さ れる 軽食 や 、 喫 茶 建築 の 名 デザ イン と 共に 暮らし 壮 計 請 還 
( 未 く 根付 いた 京都 の コー ヒー 文化 を 深 掘り し て みよ う 。 aeR 










レッ we を で 





ーー 


ーー で と っ _ we 
たこ 5 ンド や ィ I に = で * 計 ・ ー 
ーー アデ っ 
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1. 調 理 師 免許 を 持つ 父 ・ 義 幸 さん が フー ド 、 
すみ えさ ざん が ドリ ンク を 担当 。 の. コーヒー 
500 円 、 チー ズ ケ ー キ 500 円 。 3. 一 番 人気 の プ 
レン ド 「mp blend 3」200g 1.200 円 な ど 、 コ 
ー ヒ ー 豆 の 販売 も 。 





スイ ム ポ ンド コー ヒー 


SWimpond coffee 
会 075-741-7395 | 浄土 寺 


〈miepump coffee shopy〉 監修 、 
スト ー リ ー の ある コー ヒー 店 。 


京都 岩倉 に 搬 点 を 移し た て (miepump coffee 
shop) 店 主 ・ 大 塚 俊 孝 さん の ご 両親 が 営む お 
店 。 店 舗 設計 か ら メ ニュ ー 構 成 ま で 、 類 煎 家 
と し て コー ヒー と スト イッ ク に 向き 合う 俊孝 
さん が 包括 的 に 監修 。 鳥取 か ら コ メン ト 付 き 
で 届く 豆 は 、 深 煎 り を 中 心 に 4 て 5 種類 。 豆 ご 
と に 変え る 抽出 も 「 上 厳しく 仕込 まれ まし た 」 
と 母 ・ す みえ さん 。 左京 区 で 生ま れ 、 今や 全 
国 に 数 多く の ファ ン を 持つ 力強い 「 あ の 味 」 
を 見 事 再 現し て いる 。 @ 京 都 府 京都 市 左京 区 
浄土 寺 馬 場 町 1-4 8:00 一 17:00 倫 月 
火 休 幅 6 席 ※ 駐 車場 あり (1 台 ) 





コー ヒー さん き ょ 


珈琲 山 居 
人 070-5431-6238 | 大 徳 寺 


お いし い コ ユー ヒー と 本 と 音楽 、 
豊か な 喫茶 文化 を 伝え る 一 軒 。 


京都 の 喫茶 文化 を 敬愛 する 居 山 貴行 さん は 、 
喫茶 店 巡り 、 自家 千 煎 … と 順調 に 駒 を 進め 、 
遂に 知 煎 室 を 備え た 喫茶 店 の 主 に 。 居心地 を 
第 一 に し つら えた 店 内 に は 、 読書 や お し ゃ べ 
りな ど 「 コ ー ヒ ー の ある 時 間 」 を 楽し む 喫 茶 
店 好き が 集う 。 手回し 知 煎 機 で 少量 ずつ 焼く 
豆 は 、 中 一 深 煎 り を バラ ンス よく 。 妻 ・ 優 子 
さん の 作る ヴィ ー ガ ンス イー ツ と 共に 味わい 
た い 。 香ばし い 自 家 製 コー ンプ レッ ド 付 き の 
モー ニン グ は 12 時 まで 。 京都 府 京都 市 北 
区 紫野 上 門前 町 107 ①12:00 一 18:00 

合 火 水 休 品 16 席 





1. コ ー ヒ ー500 円 て 。 2. 店 主 の 喫茶 店 愛 が 詰 
まっ た オー ルド スタ イル の コー ヒー 店 。 3. 居 
心地 抜群 の 店 内 に は レコ ー ド プレ ー ヤ ー や 夫 
妻 の 蔵書 を 並べ た 本 棚 が 置か れ て いる 。 





ウィ ー ク エン ダー ズ コ ー ヒ ー ロー スタ リー 


WEEKENDERS COFFEE 
ROASTERY 


会 075-748-1080 | 御幸 町 松原 


京都 の 人 た ち も る 稀 い た 
町 家 x 税 前 所 の 粋 な 組み 合わ せ 。 


クリ ー ン な 味わい を 引き 出す べく 、 一 貫 し て 
浅 煎 り に こだわ る (WEEKENDERS COFFEE〉。 
その 登場 は 、 深 煎 り が 好ま れ て きた 京都 の コ 
ー ヒ ー 界 隈 に 少な か ら ぬ 衝撃 を 与え た 。 築 
110 年 超 の 町 家 に 構え た 嬉 煎 所 で は 、 これ ま 
で 蓄積 し て きた デー タ を 元 に 15kg の 大 型 矯 
煎 機 を 稼働 。 現地 へ 赴き 、 生産 者 と の 対話 を 
経て 選ん だ 豆 を 、 由緒 ある 京町 家 で 理想 の 味 
に 仕上 げ る 。 土日 は スタ ンド と し て も 営業 し 、 
きれ いな 酸味 を 追求 し た コー ヒー を 提供 し て 
いる 。 京都 府 京都 市 下京 区 石 不 動 之 町 682-7 
①⑩10:00 て 17:00 合 月 一 金 休 中 8 席 


1. 豆 を 選ぶ た め 、 代表 の 金子 将 浩 さん 自ら 産 
地 に 足 を 運ぶ こと も 。 本 日 の コー ヒー470 円 。 
2. 大 改装 を 施し た 明治 後期 の 町 家 。 中 庭 を 囲 
ん で 数 軒 が 入居 する 。 3. 茶 室 然 と し た 腰掛 待 
合 で 、 滝 れ た て の 一 杯 が 味わえ る 。 


イノ ダコ ー ヒ 本 店 
会 075-221-0507 | 堺 町 三条 


いつ まで も 眺め て いた い 「 プ リン パフ ェ |。 


か つて 東京 ・ 銀 座 に あっ た 〈( ケ テル レス トラ ン 〉 の レシ ピ を 、 
90 年 経っ た 今 も 受け 継ぐ (イノ ダコ ー ヒ 〉 の プリ ン 。 ほど よい 
固 さ と まろ や か な 味 は 、 いか に も 喫茶 の 王道 だ 。 パフ ェ で は 爽 
や か な レモ ン ア イス が 、 プリ ン の 卵 の 風味 を 際立た せる 。 トッ 
ピン グ は フレ ッシュ と 密 

煮 の 果物 。 これ 以上 な い 
正統 派 の 姿 が 美しい 。 
1.100 円 。 京都 府 京都 市 
中 京 区 堺 町 通 三条 下 ル 道 
祐 町 140 (① ひ 7:30 て 17: 
00 公 無 休 品 211 席 





ルフ 


RUFF 
会 075-746-2883 | 高倉 錦 
男性 に も 人 気 が 高い | 喫茶 店 の プリ ン 」。 
2019 年 に 登場 する と た ち ま ち 、 自家 製 バン や 食べ ご た え ある 


フー ド メ ニ ュ ー で 人 気 店 に 躍り 出 た カフ ェ 。 その 名 の と お り 、 


喫茶 店 を イメ ー ジ し て 作ら れ た プリ ン は 、 濃厚 な 黄身 の 「 卵 ど 
すえ 」 と いう 卵 が 味 と 食 感 の 決め 手 。 固 す ぎ ず 滑 ら か で 、 バニ 
ラビ ー ン ズ の 余韻 が 残る 。 
大 きす ぎ な い サ イズ も い 

い 。 ドリ ンク 付き 1,045 
円 。 ⑤ 京 都 府 京都 市 中 京 

区 高倉 通 錦 小路 上 ル 貝 屋 
町 564 ⑨①11:00 て 18: 

00 人 鈴 無休 中 45 席 





む げ さ ん ぼう サロ ンド ム ゲ 


無 介 山 房 Salon de Muge 
人 075-744-6260 | 下河原 


妨 詰 め た 牛乳 が 香ばし く て 濃い 「 昔 プリ ン |。 


料亭 〈 菊 乃井 〉 の 茶 房 の プリ ン は 、 当主 ・ 村 田 吉 弘 さ ん が 子供 
の 頃 に 食べ た 味 を 再現 し た も の 。 牛乳 は 半分 に な る まで 煮 詰 
め 、 卵黄 を 合わ せる こと で さら な る コク を 加え る 。 ピン と 角 が 
立つ 固 さ も 昔 と 同じ と いう 。 こち ら も コク の ある カラ メル は 
黒 蜜 の 風味 を 感じ させ 、 世 っ 

和 の 甘味 へ と 昇華 し た プ 
リン に 。 1.000 円 。 @ 京 都 
府 京都 市 東山 区 下河原 通 
高台 寺 北 門前 驚 尾 町 524 
⑨⑩11:30 て 17 :00LO 

舎 第 1・3 火 休 円 26 席 


京都 の 喫 集 店 と プリ ン の 素敵 な 関係 。 





や ま も と 喫茶 
全 075-531-0109 | 東山 三条 


軽やか で 毎日 食べ た く な る 「 プ リン |。 


レト ロ な シル バー の 器 で 運ば れ て くる の は 、 生地 に コー ヒー 
フレ ッシュ を 使い 、 低温 で 時 間 を か け て 蒸し 焼き に し た プリ 
ン 。 滑ら か で 、 口 で すっ と 溶け る 優し い 味 だ 。 プリ ン そ の も の 
を 味わっ て ほし いと 、 あえ て 生 ク リー ム や フル ー ツ は の せな 
い 姿 勢 に 自信 が ちら り 。 拓 誠 則 潤 則 す H 
ドリ ンク 付き 800 円 。 の 関 上 、 二 W 情 待 
京都 府 京都 市 東山 区 白川 

北 通 東大 路 西 入 ル 石 橋 町 
307-2 OO⑩7:00 て 17 : 
00 (16 :30LO) 信 火 休 、 
ほか 不定 休 由 30 席 








エン フュ ー ズ 


ミュ ー ジ アム カフ ェ ENFUSE 
谷 075-751-1010 | 岡崎 


澄まし 顔 の シン プル 「 プ リン アラ モー ド |。 


テー マ に 「 ネ オ 喫 茶 , を 掲げ る 美術 館 (P38) 併設 の カフ ェ だ 
け に 、 プリ ン も 脚 付き 皿 の アラ モー ドス タイ ル で 。 固め に 焼き 
上 げた プリ ン に 添え る の は 季節 の フル ー ツ と アイ ス 、 生 クリ 
ー ム に アー モン ド チ ュ イ ル と いう 上 品 な 姿 。 光 が 入 る 明る い 
店 内 で 。 850 円 。 @ 京 都 al 

府 京都 市 左京 区 岡崎 円 勝 華 計 . 個 

寺町 124 京都 市 京セラ 美 
術 館 B1 ①10:30 一 18 
: 00 最 終 入 店 倫 月 ( 祝 
を 除く )、 年 末年 始 休 ( 美 
術 館 に 準じ る ) 円 65 席 馬 








喫茶 ゾウ 
合 075-406-0245 | 御所 本 


隠し 味 は みり ん の 「 カ スタ ー ド プリ ン |。 


運ば れ て きた 姿 を 見 れ ば わか る 濃厚 さと 滑ら か さ は 、 愛知 か 
ら 取 り 寄 せる 「 ラ ン ニ ング エッ グ 」 と いう 卵 と た っ ぷり 使っ た 
生 ク リー ム ゆ え 。 と は いえ 固 さ も し っ か りあ る バラ ンス が ち 
ょ うど いい 。 そもそも 愛知 県 西尾 市 の 味噌 蔵 が 手がけ る 店 だ 
Poem HH rirtriwsimr 
い 、 コク を 加え て い 
る 。 495 円 。 @ 京 都 府 京 
都市 上 京 区 三 丁 町 440-3 
⑩9 : 00 一 16 : 30LO (Ins 
tagram で 確認 を ) 倫 不 
定休 円 18 席 


photo : Yoshiko Vatanabe, Haruka Kuwana text : Mako Yamato 
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人 烏 の 木 珈琲 
会 な し | 御所 南 
雑 味 の な い 滑ら か る の | プリ ン |。 


店 を 開く 前 か ら プ リン は 好き で 、 様々 な レシ ピ で 焼い て きた 
と いう 店 主 の 小林 さおり さん 。 行き 着い た の が 、 し っ か り 泡 


立て た の ち 、 一 上 晩 寝 か せ て 泡 と 一 緒 に 雑 味 も 取り 除く 作り 方 。 


蒸し 焼き に し た プリ ン は 優し い 味 わい に 。 島根 ・ 石 州 嶋 田 窯 
の 器 も プリ ン の 雰囲気 に 言 こ 

よく 似合う 。 350 円 。 
京都 府 京都 市 中 京 区 夷 川 
通 東洞 院 東入 ル 山 中 町 
542 モア 御所 南 1F 〇 ① 
11:00 一 16:30LO 人 
水 、 第 3 日 休 中 6 席 











喫茶 フル ー ル 
会 075-951-6759 | 長岡 京 
プリ ン 好 き に は た ま ら な い 「 ダ ブル プリ ン |。 


京都 の 街中 か ら 電車 で 15 分 ほど の 長岡 京 に ある レト ロロ 喫茶 。 
昭和 44 年 の 創業 時 か ら 変 わら な いと いう プリ ン は 、 甘い カラ 


メル ソー ス が た っ ぷり の 懐か し い 味 。 「 プ リン 好き な ら ダ プル 、 


アイ ス も 食べ た いな ら ア イス プリ ン 、 色々 食べ た いな ら パ フ 
ェ 」 と 4 種 の プリ ン メ ニ 

ュー が 用 意 さ れ て いる の 
も うれ し い 。 1.050 円 。 ひ 
京都 府 長岡 京 市 天神 1-8-2 
①10:00 一 21:00 (20:30 
LO) 谷 月 休 ( 祝 の 場合 は 
火 休 ) 70 席 


ロー ヌ 


RHONE 
会 075-821-2310 | 三条 会 


お 酒 に も 合う 大 人 仕様 の [プリン |。 

喫茶 と 自然 派 ワ イン の プラ ッ ス リー。 2 つの 顔 を 持つ だ け に 、 
プリ ン も 両方 の シー ン に 似合う も の に 。 焦げ る 直前 まで 攻め 
た カラ メル ソー ス が た っ ぷり の プリ ン は 、 た っ ぷり の バニ ラ 
ビー ンズ を 使っ た 滑ら か な 仕立 て 。 夜 な ら ワイ ン と と も に 、 な 
ど 、 何と 合わ せ て も し っ 
くり な じ む 味 。 500 円 。 ⑨ 
京都 府 京都 市 中 京 区 三条 
釘 熊 町 645-1 ①12:00 
て 22 : 00 最 終 入 店 (日 に 
よっ て 変動 ) 合 水木 休 
崩 14 席 





いつ で も 人 気 の プ リン だ けれ ど 、 昔 な が ら の 固め の プリ ン が 注目 を 集め て いま す 。 
京都 の 喫茶 店 で 出合 える の は 何 十 年 も 変わ ら ず 作り 続け られ て きた も の か ら 、 新た な 定番 まで 。 
店 主 た ち が それ ぞ れ に 工夫 を 凝ら し 、 愛情 を 注 び プリ ン が そろ いま す 。 


喫茶 マ ド ラ グ 藤井 大 丸 店 
会 075-744-6624 | 四条 寺町 


思い 出 の |「 ク ラシック プリ ン ア ラモー ド 」。 


(喫茶 マ ド ラ グ ) が 「 家 族 で 出かけ る の が 楽し み に な る 百貨 店 
の レス トラ ン 」 を コン セプト に 開い た 3 号 店 。 エバ ミル ク を 使 
い 固 め に 焼き 上 げた ボル ト ガ ル 式 プリ ン に 、 果物 と アイ スク 
リー ム を 添え た アラ モー ド は 、 子 供 時 代 を 思い 出す 懐か し い 
味 と ビジ ュ ア ル だ 。 968 」 

円 。 @ 京 都 府 京都 市 下京 
区 寺町 通 四 条 下 ル 貞 安 前 
之 町 6055F ①10:30 
<20 :00 (フー ド 19: 15 
LO、 ド リン ク 19 : 30LO) 
何不 定休 中 72 席 





高木 珈琲 烏丸 店 
全 075-341-7528 | 烏丸 高辻 


ほん の り ラ ム が 香る 「 手 作り ラム プリ ン |。 


昭和 51 年 に 創業 し た 、 街 で 愛さ れる 喫茶 店 。 ホー ル で 焼い て 
切り 分 ける プリ ン は 、 30 年 ほど 前 か ら の 定番 だ 。 甘 さ 控 え め 
に ラム 酒 を きか せ 、 ホイ ッ プ を 添え る 。 その 加減 は 絶妙 で 、 甘 
いも の は 苦手 で も これ だ け は 別 と いう ファ ン も 多い 。 450 円 。 
の 京都 府 京都 市 下京 区 鳥 
丸 通 松 原 上 ル 因 幡 堂 町 
711 西田 ビル 1F OO①7: 
00 て 19:00 (18:00LO) 
位 無 休 中 25 席 ※ テ 
イク アウ ト は 徒歩 3 分 の 
(高木 珈琲 高辻 本 店 〉 で 。 


画 AKSG」 CU り 馬 NM 








スマ ー ト 珈琲 店 
会 075-231-6547 | 寺町 三条 


3 代 に わた っ て 一 子 相伝 の 自家製 プ リン |]。 
ほど よい 弾力 の 優し い 生地 に 、 苦 す ぎ ず 甘 すぎ ず の カラ メル 
ソー ス が た っ ぷり 。 脚 付き の 皿 に の る 見 た 目 も 、 味わい の バラ 
ンス の よさ も 、 まさ に 正統 派 の プリ ン だ 。 祖母 か ら 母 、 そ し 

今 は 洋食 担当 の 兄 と 、 代々 一 人 が 受け 継い で きま し た 。 シン 
プ ブル な 材料 で 蒸し 焼き に 
する 、 昔ながら の 味 」 と 3 
代目 の 元 木 章 さん 。 600 
円 。 京都 府 京都 市 中 京 
区 寺町 通 三 茶 上 ル 天 性 寺 
前 町 537 OO8:00 て 19 
:00 倫 無 休 中 35 席 

















ー セ キー ゞ 一 ば 
喫茶 マ ド ラ ク 
本 きめ MkiU 彰 
NEG8 KUB | 
* 愛 情 と 熱量 "で 


喫茶 文化 の 継承 を 後押し 。 








| 湊 了 kgm 


に ニー ニニ ニー ニーー ニ ーー 

















名 店 メニ ュー も 看板 も 、 
* 字 られ る 当時 の 輝き 。 
惜しく も 閉店 し て し まう 店 も ある が 、 

京都 の 有名 喫茶 店 に は その 文化 を 守る 

後継 者 | が 現れ て いる ケー ス も ある 。 
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出 は Mil 。S み は て 抽 暴 


民 ENV 寺山 は どく ざさ ざす 潤 ざ ゞ は 慌 上 潜 
貴志 中 誤 r で 一 由 ど 。 蘭 ざ 


本 店 か ら す で ぐ の 


三条 支店 に も 歴史 あり 。 


本 店 か ら 徒 歩 1 分 の 場所 に 位 
置 す る 三条 支店 は 1970 年 開店 。 
奥 の 円 形 カ ウン ター に 文化 人 
や 俳優 た ち が 集 っ た 。 か つて 
は 同じ フロ ア に 閣 煎 機 を 設置 
し て いた が 、 矯 前 所 を 別に 構 
える に あたり 、 通 り に 面 し た 
スペ ー ス に テー ブル 席 を 増設 。 
テー ブル や 椅子 は 本 店 と 共通 。 


観 ユ を 町 誰 
な | 経 通 京 も 
が ア て に 都 が 
ら ル 再任 市 認 
- オ 建 む 内 め 
店 | さ 本 に る 
内 プ れ 店 6 存 
は ジグ ドド の . 店 寿 
> ま 農 ) 拓 琵 
レ た 0O 格 あろ 
2D や 揚 許可 5 
ン 町 0O 圧 中 “ 
ト 家 年 巻 で 

で 風 に “ も 

モ の リ 火 “ 

ダ 外 三 災 堺 


(y 可 洪 漏 い 慎 類 寺 忌 器 河 / 二 國 3 称 


rr 「 ざ は 中 きい ーー 時 


ヽ 旭 間 き 9 器 沿 」。 く Kー 昌 さ へ )〉 


一 で さい NM 


は mw 礁 半 馬 四 浴 下 , 和 つ いつ いい 


て で 


< し 四 NAO 江 
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美しい 庭 を 眺め る 
開放 的 な テラ ス 席 。 
本 店 の 軒先 に は 、 中 庭 に 面 し 
た テラ ス 席 が 6 卓 。 店 内 と は 
が ら り と 雰囲気 が 異な る 、 爽 
や か な ギン ガム チェ ッ ク の ク 
ロス が 印象 的 。 四季 折々 の 表 
情 を みせ る 植 栽 と 噴水 の 和洋 
折 表 な 調和 も 目 に 楽し い 。 気 
候 の いい これ か ら の 季節 、 空 
き が あれ ば ぜひ 。 喫煙 も 可能 。 


イノ ダコ ー レ 本 店 


[ 堺 町 三条 」 
SINCE 1940 


利 る は ど 好 き に な る 、 
京都 着 茶 の シン ボル 





054 


055 


本 店 @ 京 都 府 京都 市 中 京 区 堺 町 通 三 条 下 ル 
道 祐 町 140 谷 075-221-0507 Q①⑪7:30 一 
17:00 倫 無 休 円 211 席 喫煙 可 / 三 
条 支 店 京都 府 京都 市 中 京 区 三条 通 堺 町 東 
入 ル 枢 屋 町 69 谷 075-223-0171 ①10: 
00 一 18:00 人 無休 中 58 席 / 四 条 支 店 
B2 @ 京 都 府 京都 市 下京 区 四条 通 東洞 院 東入 
ル 立 売 西町 66 B2 傘 075-211-7738 ①10 
:30<18:30 倫 元 日 の み 休業 円 100 席 





海老 クリ ー ム コロ ッ ケ セッ ト 
四条 支店 B2 で は 、 フラ イ や ハン バー グ な ど 洋 食 メ ニュ 
ー が 充実 。 上 品 な 風味 の クリ ー ム コロ ッ ケ は スー プ 、 サ 
ラダ 、 ライ ス か パン 、 ドリンク 付 き で 1.980 円 。 





ーー 





テイ クア ウト も あり ます 
本 店 な ど 5 店 舗 で デイ クア ウト も OK。 電話 予約 すれ ば 
待ち 時 間 な し で 受け 取る こと が で きる 。 紙 カ ッ プ の ス 
リー プ に も 伝統 の ロゴ が 。 アラ ビア の 真珠 635 円 な ど 。 


クリ ー ム ソー ダ 
メロ ン ソ ー ダ に 浮か べた の は 、 バニ ラ な ら ぬ レモ ン ア 
イス 。 リッ チ な 甘み の ソー ダ に 清々 し い レ モン の 香り 
が 溶け 合っ て 、 ス ッ と 汗 が 引く よう な 味わい 。 750 円 。 


ーーー 
二 


ゃ 、 マー 





マッ シュ ルー ム ス ー プ 
ほっ こり と 温まる ミル キー で 風味 豊か な スー プ は 、 耳 
付き の 小ぶり な 器 も 愛らしい 。 サン ドイ ッ チ な ど と 組 
合わ せ て 味わえ ば 、 レス トラ ン の コー ス 気 分 。 650 円 。 


アラ ビア の 真珠 


イノ ダ の ホッ トコ ー ヒ ー の 代名詞 。 モカ を ベー ス に 香 
り と コク 、 酸味 の バラ ンス を 追求 し て プレ ンド し 、 深 
煎り に 。 プラ ッ ク や 砂糖 少な め 、 抜き に も 対応 。 650 円 。 


が 生 

ら ま 

。 れ 

れ 全 

か 国 

ら の 

キリ ッ と りり し い も フ 
ぃ | 歴 ア 
スタ ッ フ の 制服 。 ー 
白 シ ャ ツ に 蝶 ネ クタ イ を 基本 を 店 
に 、 女性 は ベス ト に タイ トス ね て 
カー ト 、 男性 は 白い ジャ ケッ て ら 
ト で ほど よい フォ ー マ ル 感 。 い れれ 
店 長 は 黒い ジャ ケッ ト を 着用 。 ん な 





Q 器 江 。 く (バー へ 〉 の さ へ る 


歴史 に 磨 か れ た メニ ュー た ち 。 


WoDAS COFF:。 


(ンー ァ 





キャ y 。 < 
YS M 
こ い 
オメ.4o ) SveOr \ の 


フレ ンチ トー スト 
厚 切 り の 食パン を 卵 液 に くぐら せ 、 油 で サッ と 揚げ て 。 
仕上 げに た っ ぷり まぶし た 砂糖 の ジャ リッ と し た 食 感 
と 、 素朴 な 甘み が 懐か し い 。 650 円 。 





ウー ジー ロボ 
専用 の ブレ ンド で 、 重厚 な コク と 苦み に 仕上 げた アイ 
スコ ー ヒ ー に 、 オリジ ナル の レモ ン ア イス を 浮か べた 
夏 の 定番 。 生 ク リ ー ム も 加え て ま ろ や か に 。 750 円 。 





ボル モナ 


濃厚 な ホワ イト ソー ス が むち むち 太 麺 に 絡む 、 イ ノダ 
名 物 の スパ ゲ テ ィ 。 クリ ー ミ ー な 中 に 、 ベー コン の 塩 
気 と 玉ねぎ の 甘み が クセ に な る 。 食べ 応え も 〇 。 980 円 。 


る う か が げ り 業 食 で カ へ る 
旅 に な 目下 店 ば 者 器 ル / 上 
行 通 い 然 げ 内 め ・ で ス で 二 質 
客 う 空 な す に ら 猪 供 パ 優 二 な 
も 地 気 ざる B れ 田 さ ゲ 美 大 ポ 
5 本 前 上 只 第 所 電池 券 妥 
分 の が め や M い 郎 る ィ 器 口 レ 
け 常 生 き ゲ は る の "は 使 し ス 
隔 連 ま と ス な の 美 芸 シ い ハ 
て も れ な ト < だ 学術 ル も に ム 
な ` るり の ` "が 家 バ 魅 特 は 
CC 抽 絹 力 の 
包 め 毎 こ し ッ 随 も の の 茅 
み て 日 こ ゃ プ 所 あ 蓋 ひ ク ヶ 
込 訪 の に べ を に 天 更 た 芝崎 
壱 - 衝 江上 し 9 中 ち 創 き つ シ の 


さ ざ 浴 古 rc 光 由 ミ ヘ テ 寺 す NN 日 


| 
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都 人 上 店 巡り も 京都 の 楽 ) す 二 
RBOrb 上 5 褒 茶 店 を 継承 し た 店 まで 。 
街 を 歩い て 首 記 。  。、 症 ルル ん ば 
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人 NS [ 東山 」 
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SINCE 2015 
老舗 に 学ん だ 心意気 が 作る 


1. 赤い ベス バ が 営業 の 目印 。 築 200 年 を 超え る 町 家 は 、 陶芸 家 だ っ た 市 川 さ ん の 祖父 の 陶工 房 を リノ ベー ショ ン し 未来 へ 受け 継が れる 名 店 。 
た も の 。 2. コー ヒー は 店 内 で 短 煎 し た 豆 で 滝 れ 、 清水 焼 の カッ プ で サー ブ さ れる 。 3. 旬 の 果物 の お いし さ を 味 わっ 
て ほし いと 作ら れ た 、 季節 の フル ー ツ サン ド 各 1.130 円 。 注文 ご と に 泡立て る 生 ク リー ム が 優し い 。 





居 入 ツ 自 が ア つ る の ん 将 も きら か れ わ ヒ の は 一 考 
心 り で 身 自 ル ~- こ 行 だ 来 ら だ 友 店 り を い | 人 老 軒 舗 店 
地 細 控 は 店 は と と き の の えっ 人 主 名 と ご “ 沢 舗 で 喫 を 
が を え 4 に な 振 も 届 は 開 た た に の 店 っ 〒 上 な の は 茶 構 
- う め 着 生 く り い へ 業 ら と コ 市 の て を 質 空 そ あ が え 
人 が に 同 か “ 返 学 た イイ を ` い | 川 伸 も な 間 れ る 多 て 
々 つと じ さ 見 る ん 仲ノ 思 と ぅ う ヒ 陽 間 加 誠 回 | 泌 
人 * | 介入 減 寺 ^ 深 思 の 京 0 
魅 心 つの て 覚 考 大 い コ 描 ぅ う = こ を さり よ で て で サ め わ の 都 2 
了 意 た を いえ 聞 切 で | き の 久 振 ん を く を を ン の せ に 2< 
す 気 具 用 る ゆな お ヒ "は 分 る は 果 、 ゃ を ド 自 る 雰 あ 年 
人 ル 人 半 打 ー2 だ り ` た 川 た マ の を 手先 り 帰 の 時 て は 水 チ 衣 家 の 新年 
人 075-748-1354 ①11:00 (土日 祝 9 : 00) * 出 微 シ さこ ニ ひ 迎 入 に に っ が 代 いす 和信 の コ 改 よし 和 目 
ーー17:00 谷 火 、 第 2・4 水 休 円 25 席 す に ヤ ん と ュ と えれ 選 ご て 好 か る っ ど 味 | 装 さ い 


056 


コー ヒー バ パーチ 


Coffee Perch 
会 075-417-0175 | 西陣 


ホッ と 一 委 つ きた い 時 に 
自然 と 足 が 向 く 場 所 。 


喫茶 店 で 過ごす 時 間 を 大 切 に し て きた 水口 知恵 さん が 夫 の 辰 紀 さ 
ん と オー プン 。 店 名 は 「 ふ と 足 を 向け た く な る 止ま り 木 み た いな 
場所 に 」 の 思い か ら 。 人 気 の あ ん パ バター トー スト や 〈 カ フェ 回 廊 〉 
の ジャ ムトー スト 、 新 た に 始め た パフ ェ や ビラ フ な ど メ ニュ ー の 
布陣 も 強力 。 ジ ャ ムトー スト 350 円 (提供 11 時 一 ) は 今 は 無き 名 
店 へ の 愛 を 込め た オマ ー ジ ュ 。 京都 府 京都 市 上 京 区 智恵 光 院 前 
之 町 230 ⑩9:00 て 19:00 (フー ド 18 : 00、 ド リン ク 18 : 30LO) 
合金 休 、 不定 休 あ り 串 20 席 





mm fa 
会 075-771-6527 | 出町 柳 


先代 か ら 6 引き 継い だ 店 を 
“過去 の 思い 出 " に し な い 。 


出町 柳 駅 を 利用 する 通勤 宮 の た め に 、 1963 年 の 創業 時 か ら モ ー ニ 
ング を 提供 し て いる 。 初代 マス ター の 河瀬 胃 さ ん 亡き 後 は 、 義理 の 
娘 さ ん が 「 こ こ に ずっ と ある こと 」 を 目標 に 、 中 され た 店 を 守っ て 
いる 。 店 先 の 小さ な 煎 機 で 少量 ずつ 豆 を 焼き 、 サイフォン で 抽出 
する 香り 高い コー ヒー は 、 皆 の 記憶 に ある 「『 先 代 の 味 」 だ 。 パン の 
仕入れ 先 、 カ ッ ト の 仕方 、 具 の 味付け 。 何 ひ と つ 変 えて いな い ミ ッ 
クス サン ド 650 円 、 ク リー ム ソ ー ダ 600 円 。 @ 京都 府 京都 市 左京 
区 田中 下柳 町 8-76 (①8:3017:00 人 日 祝 休 中 16 席 
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2 打 守 1 6 の 閉 佐 お も よ 
高 が ュ 』 し | カカ 感 オ 生 層 れ ン た 2 っ 京 
OS NII 人 2 ゆ セク 1D 
い い シ ご マ ) > ー 
7 0325 敵 S P 栓 還 2 [THE 2 今 2 立 P。 京 好 
の も ん か ツバ パ た れ む が ハト ヨ 年 い ル き は 0 木 ル 
な あな ら プ | * ど と ど 街 並 ツ ジ | の る ッ っ 小 2 の 都 き 
oe 志 が で 仙人 が る 光導 そう け 商 1 > な 
呈 0 選 、 6 本 地 マー 1 の まま リ と い 年 ゲ ウ 人 
者 だろ 上 か 性 の し いと ゲイ ぞ ン な が ` リ 8 
の 移 技 WS .9 訟 が 全 . 形 ル は っ 上 魅 N 9 
街 ll で ん 較 や も o 店 本 が 中 た 力 Y mm さ へ ッ で it 
か と ト ふ ヽ 世に す さ い 昭 な ク 年 Ge お の か hh か O に 
ら Mu を IN は を 的 ん 上 間 ぶ に ヽノ 4 
駅 。 委 要 当 の や 5 央 丘 司 科 本 だ 店 京 ら ら 
下 更け 汗 シ ベ ペ 朗 だ た 々 “ 取 や ら 記 に 都 京 れ 京 
つ を 都 ノ 』 ヽ 
い 都 
人 へ 、 
語 し 住 ワリ ロ S 
- 2 度 : 靖 計 
誠 光 社 て い た 
こ 
会 075-708-8340 | 偽 屋 町 い 和 反 肛 
本 と 出会い に 行く 、 は 
堀部 さん に 会 い に 行く 。 まい ん O 
ベス ト セ ラー と か 売れ 筋 と か 、 そ うい う 視 点 し 1 
で 本 を 選ぶ の で は な く 、 も っ と 直感 的 に 本 と こ 
会 う 、 そ ん な 右脳 系 本 屋 さん 。 新刊 、 古書 、 
ジン まで が 並ぶ 、 店 主 ・ 堀 部 篤史 さん の 選書 平安 笛 の 市 
が 池 え る 本 棚 は 、 鈍っ た 感性 の チャ ー ジ に も 人 070-1745-1503 | 岡崎 
効き 目 あり 。 ちな み に 堀 部 さん は 恐ろし い ほ 35 
と 博識 。 怖がら ず に 話し か けた も ん 勝ち 。 新生 活 に 迎え た い 
の 京都 府 京都 市 上 京 区 中 町 通 丸太 町 上 ル 信 屋 古い 生活 道具 を ハン ト 。 


町 437 ①10:00 一 20:00 倫 無 休 


フリ ー マ ー ケ ッ ト が 好き で た ま ら な い 私 が 、 

毎月 指折り 楽し み に し て いる 算 の 市 。 京都 の 
ほか 、 各地 か ら の 出店 者 が 、 骨 董 や 古道 具 を 
それ ぞ れ 我流 スタ イル で 陳列 し 販売 。 ビビ ッ 
ド な 黄色 い 下 平 焼 (みん べ い や き ) の 皿 、 スチ 
ー ル 製 の 古い 引き 出し な ど を 、 い そい そ と 購 
入 。 岡崎 公園 に て 、 毎 月 ほぼ 10 日 に 開催 。 

の 京都 府 京都 市 左京 区 岡崎 最 勝 寺町 (①9: NE っ ジン” 、 oo 
00-16:00 5 6 


高台 寺 一 念 坂 金 綱 つ じ 
信 075-551-5500 | 高台 寺 


L NY で は よく ベー グル を 、 
ー 京都 で は 食パン を 焼い て いる 。 


毎日 お いし いも の を 食べ る こと に 心血 を 注ぐ 私 の 、 自 
分 を 褒め て あげ た い 買 い 物 が 、 こ ちら 。 セラ ミッ ク 付 
き 焼き 網 (大 ・13.200 円 )。 と う も ろ こ し 、 そら 豆 、 餅 、 
バン まで 。 ガス コン ロ の 上 に の せ て 焼く だ け で 、 わあ 
不思議 、 ど ん な 食材 も 普段 の 3 割 、 い や 5 割増 し ぐら い 
の 味わい に 。 手編み の 網 の 美しい 件 ま いも いい 。 

〇 京都 府 京都 市 東山 区 高台 寺 南 門 通 下 河原 東入 ル 枝 屋 
町 362 ①⑩10:00<18:00 公 水 休 





蔵元 中 野 商店 中 野 酢 
信 075-205-5335 | 北大 路 駅 


調味 料 は ロー カル な も の を 。 
理 み た っ ぷり の 黒 酢 。 


街 歩 き の 途中 で 偶然 見 つけ た 、 酢 の 蔵元 直 営 の ショ ッ 
プ 。 伝統 的 な 木 桶 仕込 み 、 数 カ月 に わた る 静 置 発酵 で 
造ら れる お 酢 を 味見 さす て も ら っ た ら 、 ふくよか な 味 
わい に 目 を 見 開い た 。 愛用 し て いる 黒 酢 ( 黒 酒 酢 ・900 
m2 4.104 円 ) は 、 ク セ が な く 旨 みた っ ぷり 。 餃子 、 サ ラ 
ダ 、 卵 か け ご 飯 に 、 食卓 で 大 活躍 中 。 

の 〇 ポ 都 府 京都 市 北 区 大 宮 北 椿原 町 42 ①10:00 (土日 仔 鹿 
12 :00) <17:00 谷 水 休 





会 090-6798-1427 | 三条 


風呂 あがり に ガブ ッ と 、 た ミ : 
そん な 家 飲 み ワ イン が ずら り 。 7 た SS< 


な 
路地 奥 に ある 酒店 に 並ぶ の は 、 気取ら ず 、 家 で ぐ び ぐ ys 4 

び 飲 め る ワイ ン 。 ワイ ン の 輸入 会 社 で 働き 「( ワ イン の ) 

量 は か な り 飲 ん で ます 」 と 話す 店 主 の 室 原 卓弥 さん は 、 
信頼 の お ける 味覚 の 持ち 主 。 ポル ト ガ ル や イタ リア の 

も 人 は 協同 組合 で 造ら れ て いる ワイ ン を 購入 し た けれ ど (1 

本 2.000 円 未満 と 手頃 ! )、 べ ろり 完 飲 だ っ た 。 

@ 京 都 府 京都 市 左京 区 大 菊 町 134-7 ①13:00 一 22 : 

00 (現在 、 13 : 00 て 21 : 00 の 時 短 営業 中 ) 合 火 休 





058 


と イ 街 ず 取立 

2 が 技 補 > 上 有 

ど さ 人 ん 皿 中 飲 

る し る 人 

1 の 

Navigator 4 く に け な | 酒 
エッ セイ スト お り 2 5 : 語 
ー の 0 5 の 
ヒ ギ 凌 レレ 0 方 生  ( 
に へ い ・ あ や ノニ ュー ヨー ク ・ プ ブル の の 3 際 較 
w ロレ か に 、 吉 cl に M 県 M 
ジー ルー ます すま 
の sk Ki 中 6 8 

摩 書房 )、『 ニ ュー ヨー ク で し た い ろ ン らら た `^ 里 
100 の こと 』( 自 由 国 民 社 ) な ど 。 。 全店 人 杯 
2022 年 7 月 に エッ セイ 本 を 出版 予定 。 ば パ は わ の 





ワイ フアン ド ハ ズ バン ド 


WIFE&HUSBAND 
人 075-201-7324 | 北大 路 


京都 の 朝 に 欠か せな い 、 
自家 千 煎 の コー ヒー 豆 。 


毎朝 コー ヒー を 滝 れ る 夫 が 、 リ ビー ト 買 いし 
て いる (ワイ フ & ハ ズバ ンド )〉) の コー ヒー 豆 、 
プレ ンド Daughter (200 g 箱入り 1.650 円 )。 
カフ ェ イ ン が 体質 的 に 合わ な い 私 も 、 この 店 
の カフ ェ イ ン レ スプ レン ド Mother な ら 、 す る 
り と 飲め て 感激 。 し か も 普通 の コー ヒー に 引 
け を 取ら な い 深 遠 な お いし さ 。 ああ 、 口福 。 

@ 京 都 府 京都 市 北 区 小山 下 内 河原 町 106-6 
①10:00 て 17 : 00 (16 :30LO0、 ビ クニ ッ ク 15 
:00LO) 倫 不 定休 




















プロ アン ティ ー ク スコ ム 


Pro Antiques 古 夢 
人 075-254-7536 | 烏丸 御池 


クセ の ある 絵柄 の 古い 器 に 
イマ ジ ネ ー シ ョ ン が ラ 走 する 。 


どこ か ま ぬ け な 鶴 波 間 に 浮か ぶ ク ジラ 、 フ ァ ン キー 
で 意地 悪 を うな 老夫婦 …。 クセ の ある 絵柄 に 惹か れ 、 古 
い 器 を 爆 買 い (実際 は クジ ラ で は な く 牡 丹 だ し 、 鶴 も 
老夫婦 も 伝統 的 な 柄 。 詳し い ス タッ フ が 丁寧 に 教え て 
く 《 れ ます )。 あえ で 洋 の スイ ー ツ や 、 ワイ ン の つま み を 
盛っ で 、 和 食器 の 懐 の 深 さ ぐに ほれ ぼれ し て いる 。 
の @ 計 都 府 京 都市 中 京 区 三条 通 高倉 上 ル 東 片町 616 コム 
ハウ ス 01/02 0⑩12:00 一 20:00 仏 無 休 
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PeAfves 本 過 


徐 了 2 池 浸 り 





美 | 建 ニ の 由 強 ゅ 発せ ら 京 げ 
に だ 科大 あな ぬう ー ああ 。。 邊 る 
さも は | いち の に ス ? 個 家 空 
を . も ヨ も こ プ 店 ご モ ぷ 人 の も 
量 陸 ち | の が のち ル 主 みろ | 付 軸 1 ミ ま 
が 旋 グ を み 尽 ぎ 擬 、 記 際 た 
らら 0 と 本 本 衝 導 ろ み ビー が や 
お 「『 所 必 選 り 財 | 9 5 天 の 広 
だ  。 半 : 記 
の が: 半 IE の (だ 才 Xi0: 伸 
(os 誠 待 共学 滴 本 中 に が 二 紀 の 1 
が に 洋 通 の っ 気 も は ` ろ 顔 奥 を 
ク 味 服 し 感 た を し キ そ に を の 歩 
ド 竹生 且 りく 
0 Ey 匠 京 2 ラ らら の うう を 
"や コ る “~ 都 自 が じ 連 か か 
WI FE& 
H ル SPA め 











ギャ ラリ ー 遊 形 
会 075-257-6880 | 市 役所 周辺 


目 を 閉じ れ ば 森 や 神社 … 
香り が 情景 を 誘う 石けん 。 


京都 〈 優 屋 旅館 〉 の オリ ジ ナ ル 石 けん (6 個 入 り 1.430 
円 ) は 、 も うぅ 10 年 以上 愛用 し て いる 我が家 の 定番 。 ロ 
ー ズ や サン ダル ウッ ド 、 ジャ スミ ン な ど 、 200 種 以上 の 
香り が プレ ンド され て いる た めか 、 使う た びに NY で は 
郊外 の 森 や 植物 園 が 、 京都 で は 静 議 な 神社 仏閣 や 庭 が 
連想 され 、 旅 し て いる よう な バス タイ ム が 叶う 。 

@ 京 都 府 京都 市 中 京 区 姉 小路 通 殆 屋 町 東入 し ①10: 
00 て 18:00 倫 不 定休 


春の 桜 か ら 6 紅 葉 の 間 、 社 寺 は 豊か な 緑 に 碧 われ る 。 中 で も 訪れ る 人 
が 増え を て いる の が 苔 の 庭 。 寺 の 庭 を デザ イン し た 重森 三 玲 は その 代 
表 格 と し て 知ら れる 。 特 に 雨 の 日 な ら 、 静 ける の 中 に 際 1 が つの 美しき 
の 苔 の 庭 へ 。 独 特 の 美しき の 生活 が ある は ず だ 






















東福寺 
で 075=561-0087 | 東福寺 


昭和 の 作 庭 家 ょ 重森 計 麗 め 代 表 作 ミ 小 市 松 模 
様 の 北 庭 が ある 。 奥 に 行 ぐ 亡 や れ で 模様 が 消 
えて いく ポカ シ が か か っ た デ 恒 衝 シ 人 は 今見 
も 新鮮 。 @ 京都 府 京都 市 東山 区 相国:G 計 778 
拝観 時 間 9: 00>16:30 閉 門人 1 月 ご 侯 月 
第 1 日曜 は 8 画 30 受付 開始 講 月 第 1 日 曜 3 
月 末 は 1 語 09 閉 韻 。 最終 衣 付 ほ 閉 門 30 分 前 ) 
人 @ 無 休 軸 境内 寿 観 無 執 .6 遇 天橋 ・ 開山 堂 セッ 
で 600 円 、 本 妨 麻 園 500 円 ) 
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だ いと くじ た っ ちゅ う リ りょう げん いん es と の ほか 珍し い の は 、 


大 徳 寺 塔頭 龍 源 院 芸 に 幼 わ れ た 枯山水 。 

会 075-491-7635 | 大 徳 寺 = 
それ ぞ れ 暫 っ た 趣 が ある 

ニニ つ の 枯山水 。 


大 徳 寺 塔 頭 の 人 能 源 院 に は 、 小さ な 坪 庭 「 東 
滴 電 (と う て き こ )」 と 、 見 る 位置 に よっ て 
印象 が 変わ る 「 一 枝 坦 (いっ し だ ん )」、 禅 
寺 に は 希少 な 苔 で 履 わ れ た 枯山水 「 龍 吟 庭 」 
が ある 。「3 つ ある 枯山水 の うち 、 室町 期 の 
庭 だ け 苔 に 履 わ れ て いる の が 興味 深い 」。 
@ 京 都 府 京都 市 北 区 紫野 大 徳 寺町 82- 1 
拝観 時 間 9 : 00 て 16 : 20 最 終 受 付 谷 無休 
拝観 料 350 円 





訓 が 美しく 輝く 
雨 あ が り 、 京都 の 庭 。 















に イ の 作 - 避 松 に 家 合 気 地 い 生 は る 庭 独 

根 ン よ 庭 市 e。 模 あの が " 面 る 人 息 な 様 と 特 国 

付 が う 家 松 様 た 重い こ ` ?" すい 子 い の 歌 

い 実 に に 模 。 を る 森 い れ そ る だ を え 美 - 

て 現 切 と 様 当 表 重 千 気 が し 計 の ろ イ ば 意 君 

広 で り っ に 庄 現 森 青 候 の (の 六 で" 謙 が 

が き 張 て 用 持 し 三 さ な 杉 ま し 適 か | も を 代 

っ まり 扱い や た 玲 ん の 苔 と が し 人 

て すし いら [ 東 は "で に わ よ た 実 す も 徴 に 

い ~。 て や れ そ 福 ` 千 す と り < 条 は る こす も 

く 拓 思 す て 言 寺 苔 青 ~ っ つ 水 件 京 人 と る 登 

因 に いい い 色 の を さと て くく は が 都 は 苔 苔 場 

と ^ 描 苔 る 召 本 用 ん 庭 非 よ け そ は 多 が * し 

い 。 < “ 杉 < 坊 い の 園 常 う の ろ ‥… い 生 京 

う 勝 デ 芝 苔 庭 て 祖 研 に な よ っ 苔 の い 都 日 

の 手 ザ 生 は 園 市 父 究 都 湿 い て が で 茂 の 本 

まァ ント) 放 バ 東福寺 塔頭 光明 院 

会 075-561-7317 | 東福寺 の 
cn 中 % 四 お 3 
東福寺 と モッ ト で 訪れ た い 旧 培 る 問 上 
重森 三 玲 の 知ら れ ざ る 初期 作 。 っ リル dr ニシ: 作 ど オ / ヨ 時 


東福寺 の すぐ 近く に ある に も か か わら ず 、 ーーーー 
あま り 知ら れ て いな い 穴 場 スポ ッ ト 。 重森 用 | 上 川 | 川 呈 川 |! 

三 玲 が 東福寺 本 坊 庭園 と 同時 期 に 作 庭 し た 
初期 作 の 「 波 心 庭 」 が ある 。 和 白砂 と 苔 が 有 ーー ーー で Cee アア 
機 的 な 曲線 を 描く 中 に 、 い くつ も の 立石 が ーー 年 

立て られ た デザ イン だ 。 @ 京 都 府 京都 市 東 3 9 
山区 本 町 15-809 拝観 時 間 7:00 頃 日 
没 (季節 に より 変動 あり ) 合 無 休 志 納 
金 300 円 程度 
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会 075-771-0365 | 南 禅 寺 


1 の 02 た の 京都 に は 苔 の 美 し さ で 有名 な 庭 が た くさ ん ある 。 
RI 作 庭 家 で あり 、 庭園 研究 家 で も ある 重森 千 青 さん に 


小堀 速 州 に よる 方 丈 の 枯山水 庭園 虎 の 子 渡し 」 が 有名 だ 
が 、 苔 が 綺麗 な の は 鎌倉 時 代 の 古い 庭園 の 遺構 が 残る 南 
禅院 。 "琵琶 湖 踊 水 を 用 いた 滝 と 池 が あり 、 水分 が 豊富 な 
の で 苔 も 生き 生き と し て いる 」。 @ 京 都 府 京都 市 左京 区 南 


京都 の 苔 庭 の 楽し み 方 を 教え て も らい まし た 。 


禅 寺 福 地 町 拝観 時 間 8:4017:00 閉 門 (12ー2 月 は 開 還 だ が 縁 が じ の 評 見 庭 い を 類 院 も 

16 :30 閉 門 、 最 終 愛 付 は 閉門 20 分 前 ) 公 無 休 境内 拝 寺 に 降 た は る に 上 le 人 当 電 
い た 8 に ヽ い で 

am 全て 全 ま き に 

ら こ - E と 

Pi 的 に いか 雨 を え 育 子 じ で い 

し げ も り ・ ち さ を / 重森 許 園 な 一 な 晴 ら の 最 た つ が り は ぅ 

設計 研究 室 代表 。 祖父 ・ 重 森 ほる 覆 人 ホ 月 る 愉 人 る ス 素 どこ s 

三 玲 、 父 ・ 完 途 に 続き 、 三 ー 8 と コ 

時 ee 前 と る な 開 に だ は 定 に 和 

と し て 活動 する 。 『 日 本 の 10 る 開 う 時 発 だ 状 す は す シ ま の 

大 庭園 』 (祥伝社 新書 )、『 京 の ここ 細 悲 宇 

庭 』 (ウェ ッ ジ ) ほか 著書 多数 。 と て 雨 閉 る う で 作 長 ン 種 千 






ニ 千 院 

低 075-744-2531 | 大 原 
山間 に 隠れ た 古寺 の 
歴史 を 感じ る 苔 の 層 。 


大 原 に 件 む 古 球 。 長い 年 月 を か け て 苔むし た 境内 は 、 ど 
こ を 切り 取っ て も 蒼 々 と し て いる 。 " 単 一 品種 で は な く 、 
複数 の 品種 の 苔 が 生息 し て いる か ら こ そ 人 迫力 が ある 庭 に 。 | 





特に 往生 極楽 院 周り の 苔 が モコ モコ と し て いて 綺麗 」。 Ne さて So oc 4 テー pn ・ う と マー ナー * 
の 京都 府 京都 市 左京 区 大 原 来迎 院 町 540 拝観 時 間 9: OS と ンー テー 
00~17: 00 最 終 受付 (11 月 は 8 : 30 受 付 開始 、 12 一 2 月 bs そら 2、 ] 
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カジ ュ ア ル 〔【 
心地 いい 夜 を 過ごし まし ょ 
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くま の ワイ ン ハ ウス 
会 075-285-1001 | 東山 丸太 町 


作り 手 の 愛情 あふ れる 
ナチ ュ ラ ル な 料理 と ワイ ン 。 


軽く 一 品 か らし っ か り 食 事 ま で 、 使い 勝 
手 の い い ワ イン バー。 オー ガニ ッ ク 野 菜 
た っ ぷり の 料理 と 、 じ ゅ わっ と 池 み る よ 
うな お いし さ の ナチ ュ ラ ル ワ イ ン は 最高 
の 相性 。 店 前 の テラ ス も 気持 ちい い 。 グ 
ラス ワイ ン 1.,000 円 、 ボトル は 6.000 円 
台 が 中 心 。 ① 京 都 府 京都 市 左京 区 川端 丸 
太 町 東入 ル 東 丸太 町 41-7 ①16:00~ 
24:00LO 谷 日 月 休 18 席 


ウリ 
会 075-344-7899 | 綾小路 御幸 町 


繊細 な 和食 を 単品 で 楽し む 
路地 奥 の 宙 か な 幸せ 。 


街中 な が ら 、 静か な 路地 奥 と いう 隠れ 家 
的 な ロケ ーション に 作 む 。 価格 は 居酒屋 
の カジ ュ ア ル さ で 、 上 質 な 仕立 て の 料理 
は 割烹 クラ ス と あっ て 、 毎 週 の よう に 訪 
れる 常連 客 も 多い 。 時 季 ご と に 細やか に 
変わ る お 品書き の ほか 、 一 年 中 提供 する 
あっ さり 京 風 の お で ん も 美味 。 京都 府 
京都 市 下京 区 足袋 屋 町 317-15 ①17: 
00<23:00 倫 月 休 円 16 席 


ラク イイ ッ カ イ 
会 075-606-5112 | 四条 室町 


懐か し く て 新しい ! 
ボー ダー レス な 揚げ 出し 。 


2020 年 6 月 に オー プン し た こち ら の コン 
セプト は 「 お 出汁 と ワイ ン 」。 看板 メニ ュ 
ー の 揚げ 出 し は 、 豆腐 や ナス な ど 食 材 に 
加え 、 組み 合わ せる 出汁 も 基本 の お 出汁 
や トン コツ な どか ら 選 べ る スタ イル が 楽 
し い 。 一 杯 目 に は 、 〈 丹 波 ワ イン 〉 の 生 ワ 
イン を ぜひ 。 京都 府 京都 市 下京 区 白楽 


天 町 502 ⑨①18:00 一 24:00 公 日 休 、 


ほか 不定 休 中 14 席 


ン の 
人 075-205-2598 | 西陣 


地 野菜 を ふん だ ん に 使っ た 
みず みず し い イ タリ アン 。 


NY で の 勤務 経験 を 持つ シェ フ の 吉田 香 
織 さ ん が 手がけ る の は 、 洛 北 ・ 大 原 の 野 
菜 を 軸 に し た イタ リア ン 。 素材 合わ せ に 
セン ス が 光る 料理 の 数 々 は 、 軽やか で い 
て 深み の ある 風味 。 京都 府 京都 市 上 京 
区 大 宮 通 寺 之 内 上 ル 前 之 町 443 ①12: 
00<14 :00L0、17 :30<20 :30LO、 土日 
の み 朝 営業 あり ( 土 9: 00 一 11 : 00LO、 日 
10 :00 て 11:30LO) 合 月 火 休 中 23 席 





1. 店 主 ・ 長 谷川 球 馬 さん の 温か な サー ビ 
ス に も 定評 あり 。 以前 は 古本 屋 だ っ た 店 
舗 は 、 壁 の 本 棚 を 生か し た ワイ ン の ディ 
スプ レイ が 素敵 。 2. 噛 み 締 め る ほど に 赤 
身 な ら で は の 計 み が 広がる 、「 京 た ん く 
ろ 和 和牛 ラン プ の ロー スト 」 100g 2,.600 
円 (写真 は 150g )。 





1. 一 軒 家 を 改装 し た 清潔 感 ある 店 内 。 店 
主 ・ 上 門 邦 彦 さ ん の 優し い 人 柄 に ほっ と 

くつ ろ げ る 。 2 階 も あり 。 2. 表 情 豊 か な 

器 使い も 目 に 楽し い 。 「 お 造り 三種 盛り 」 

1.500 円 一 、「 鴨 ロー ス 」 1.200 円 、 「 冷 

し 閣 子 」 400 円 。 レモ ンチ ュー ハイ 550 円 。 
純 米 酒 も お すす め 。 





1. 横 並び で 座れ る 大 テー プル 。 不思議 な 
店 名 は 、 店 主 の フル ネー ム ( 羅 久 井 一 介 
さん ) その まま 。 2.「 ハ モ x 基 本 の お 出汁 
の 揚げ 出 し 」 980 円 ( 右 )。 鯉 節 は テー プ 
ル で 削っ て 添え て くれ る 。 カラ フル な 野 
菜 の 断 面 が 美しい 、「 お 出汁 と お 野菜 の 
テリ ー ヌ 」 980 円 な ど 小 皿 料 理 も 豊富 。 





1. ア イア ン と 木 を ベー ス に し た モダ ン な 
空間 。 奥 に は 緑 豊 か な テラ ス も あり 、 風 
通し 抜群 。 2.「 ア ジ の 科 り と 焼き ナス 、 

伏見 唐辛子 の スパ ゲッ ティ 」 1.650 円 。 

レア な アジ の 旨み と 焼き ナス の スモ ー キ 
ー な 香り が 印象 的 。,'「 ビ ー ツ の カル パッ 
チョ 」 750 円 な ど 野菜 の 前 菜 も 充実 。 
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ご 飯 が 進む 絶妙 な 味付け の お ば ん ざい が ずら り 。 バリ エー ショ ン 豊 富 な 主 菜 は 各種 SNS で 当日 朝 に 告知 。 店 名 で 検索 を 。 





ーー 


絶妙 な 加減 に 下味 を つけ た か ら あ げ 、 豚 し ょ う が 焼 き 、 牛肉 バラ 焼き の 各 定 食 は 一 律 900 円 、 お 弁当 700 円 。 





湯葉 、 豆腐 、 地 の 野菜 に 〈 一 保 堂 〉 の 京 番茶 …。 京都 の 食材 を 使っ た 食べ 応え の ある 湯葉 丼 ラン チ セ ッ ト 1.800 円 。 





キッ チン くじ ら 
全 075-746-5313 | 岡崎 


メニ ュー は 日 替わり 1 種類 。 
座れ ば 出 て くる お 手軽 定食 。 


工夫 を 凝ら し た メイ ン 、 最低 4 て 5 種 の お ば ん ざい 、 ガ 
ス 釜 で 炊い た コシ ヒカリ に か す 汁 まで 付く 日 替わり 

850 円 は お 弁当 に し て 持ち 帰る こと も で きる (680 円 )。 
朝食 は 驚き の 500 円 。 京都 府 京都 市 左京 区 聖護院 山 

王 町 43-20 O⑩8:00 て 14:00 (朝食 一 11 : 00)、 17 : 

30 て 19 : 00 (持ち 帰り の み ) 谷 日 休 中 14 席 





食堂 マル シン 
全 075-761-7239 | 岡崎 


味 、 量 、 価格 、 す べ て 良し 。 
昼 も 夜 6 訪れ た い 令 和 の 食堂 。 


500 円 以下 の 手頃 な 惣菜 を 数 多く そろ え 、 夜 は 酒場 と し 

て も 盛り 上 が る ザ ・ 食 堂 。 昼夜 共通 の 定食 は 3 種類 。 ご 飯 

泥棒 な 肉 の お か ず 、 野菜 が た っ ぷり 採れ る 日 替わり の 小 

鉢 、 つ や つや の 丹後 産 コ シ ヒ カリ と いう 理想 的 な お 膳 だ 。 
の 京都 府 京都 市 左京 区 聖護院 山王 町 11-1 ①11:30 て 

14:00LO、 18 :00 一 20:30LO 全日 祝 休 中 12 席 





さい し ょ く ハ レ 


菜食 hale 
谷 075-231-2516 | 錦 市 場 


品数 豊富 な 菜食 ラン チ は 
京都 人 の [いつ も の ご は ん |」。 


見 落と し そう な 細い 路地 の 先 に 広がる 、 築 100 年 超え 
の 町 家 空間 。 お 決ま り の 菜食 昼 膳 に は 昆布 だ し 香る 湯 
葉 あ ん か け 丼 や 昔ながら の お ば ん ざい な ど 、 見 た 目 も 
味 も 京都 らし い お 皿 が 並ぶ 。 京都 府 京都 市 中 京 区 錦 
小路 通 加 屋 町 西入 ル 東 魚屋 町 198-1 ①12:00 一 14 
:30LO 公 月 火 水 休 、 不 定休 あ り 円 8 席 





いろ いろ な 国 の 
名 物 料理 を 巡る 。 


ホテ ル 仕 込み の 中 華 か ら 、 台 湾 の スト リー ト フ ー ド 、 
は た また 日 本 で は 珍し い レ バ ノ ン 料 理 まで 。 

クオ リティ の 高い 異国 の 料理 を 

カジ ュ ア ル に 楽し め る こと も 京都 らし さだ 。 


1. チ キン と ファ ラフ ェ ル の モー ニン グ プ レ ー 
ト に は 、 シェ フ が 自ら 育て た 自家 菜園 の 野菜 
が た っ ぷり 。 スー プ 付 き で 1.800 円 。 2. 自 然 


光 の 差し 込む 空間 の 中 心 に 、 研 ぎ 出 し の ビッ 
グ テ ー プ ブル を 据え た 。 3. 店 は 高瀬 川沿 い に 。 
レバ ノン 料理 
さき 
汽 kik: 
人 075-585-4224 | 清水 五条 
自家 菜園 の 新鮮 野菜 で 


輝 ら れ た ワン プレ ー ト 。 


「 レ バ ノ ン 料 理 は 野菜 を お いし くす る 技術 に [ 
長け て いる 」 と シェ フ の 長野 浩 さ ん 。 ワン の 
プレ ー ト で 提供 され る お か ず や ソー ス を 、 ピ * 
タプ レッ ド の 中 に 挟ん で 食す 。 食材 の 持ち 味 
を 生か し た 繊細 な 味わい は 、 日 本 人 の 舌 に も 
フィ ッ ト 。 @ 京 都 府 京都 市 下京 区 都市 町 149 
⑩8: 00 て 10:30 (9 :45L0)、11 :00 て 15: 
30 (14 :45LO) 谷 水 休 円 20 席 





1.「 中 華 の 定番 を そろ える の で は な く 、 自 分 
が お いし いと 思う 料理 で メニ ュー を 構成 し ま 
し た 」 と 店 主 の 田中 さん 。 2. 店 名 の 「 一 門 菜 」 


は 一 皿 料 理 の 意 。 3. 蒸 し 鶏 、 海鮮 、 野菜 な 本 
季節 替わり の 冷 菜 盛 り 合わ せ 2.860 円 。 





中 華 料 理 


CHINA 


ー 凍 菜 田中 


会 075-708-2793 | 元 田中 


映画 の モッ ト の よう な 空間 で 
ホテ ル 仕 込み の 広東 料理 を 。 


「 た だ 者 で は な い 」 感 の する 看板 を くぐり 抜け 
路地 の 奥 へ と 進む と 、 独特 な 雰囲気 満点 の 店 
へ と 辿り 着く 。 店 主 は 20 年 の ホテ ル 勤 務 で 料 
理 の 腕 を 磨い た 田中 晋平 さん 。 酒 の アテ に も 
ぴっ た りな 本 格 広東 料理 が 一 品 か ら 注 文 で き 
る 気軽 さ が う れ し い 。 ⑰ 京 都 府 京都 市 左京 区 
田中 里 ノ 内 町 26 ①14:00 一 16 :30、17:00 
20:00LO 谷 水 休 、 不定 休 あ り 貼 10 席 





068 


069 


1. 甘 辛い オリ ジ ナ ルソー ス に カシ ュー ナッ ツ 
や 干し エビ の 香り 、 食 感 が アク セン ト と な っ 
た パッ タイ 950 円 、 トムヤムクン 1.050 円 。 


2. 店 内 の コー ナー に は お 店 で も 使わ れ て いる 
無 元 の 器 な ど が 販売 され て いる 。 











コイ コイ 商店 
人 075-744-0657 | 鹿 ケ 谷 


スパ イシ ー な タイ 料理 に 
不思議 と な じ せ 日 本 の 手 仕 事 。 


日 本 全国 の 職人 を 訪ね 、 手 仕 事 の 魅力 を 紹介 
し て きた 渡部 裕 太 さ ん 。 タイ 料理 店 で の 勤務 
経験 を 生か し 、 ラ ンチ と アラ カル ト で 「 民 藝 
x タイ 料理 」 が 楽し め る 唯一 無 二 の 店 を 営ん 
で いる 。 や 京都 府 京都 市 左京 区 鹿 ケ 谷 法然 院 
西町 30 (① ラ ンチ 12:00 て 15 : 00、 カ フェ 
15 :00 一 18 :00、 デ ィ ナ ー18: 00 一 21 : 
00LO 倫 月 火 休 16 席 








福丸 
全 075-812-1601 | 西院 


窯 で 焼い た 現地 の 味 を 
皿 実に 再現 し た 胡 概 餅 専門 店 。 


胡 板 餅 と は スパ イス の 効い た 豚肉 と ネギ を パ 
ン 生地 に 包ん で 焼い た 台湾 の スト リー ト フ ー 
ド 。 店 主 の 山村 優佳 さん は 現地 で 食べ た 味 を 
も と に 独学 で 作り 方 を 学ん だ 。 ビー ル の アテ 
に 、 お や つ に 、 手 土産 に 、 多様 な シー ン で 味 
わい た い 。 ぜ 京 都 府 京都 市 中 京 区 王 生 仙 念 町 
31 ①11:30 て 22 : 00 (売り 切れ 次 第 終了 ) 
合 木 ・ 第 2 金 休 、 不定 休 あ り 中 6 席 


120 グ ラム パイ ン ミ ー キョ ウト 


120g Banh MI Kyoto 
会 075-708-8085 | 聖護院 


鴨川 に 近い 立地 も うれしい 
有機 野菜 の バイ ン ミ ー。 


大 原 に ある 有機 野菜 農家 と 直接 取引 し 、 野菜 
た っ ぷり の バイ ン ミ ー を 提供 。 約 8 種類 の 個 
性 あふ れる 野菜 た ち が 、 手作り の ハム 、 豚 レ 
バー の パテ と と も に 形成 する 五味 の ハー モニ 
ー は 絶妙 。 すぐ き や 柴 漬け と いっ た 京都 らし 
い フ レー バー も 。 ⑤ 京 都 府 京都 市 左京 区 聖 護 
院 東寺 領 町 6-2 ①11:00~ 売 り 切れ 次 第 終 
了 谷 木 休 ( 祝 は 営業 )、 不定 休 あ り 円 7 席 





1. 独 特 の 香ばし さ を 出す こと に こだわ り 、 現 
地 と 同様 に 窯 で 焼く スタ イル に 。 2. 大 通り に 
面 し た 小さ な 店 。 中 に は イー トイ ンス ペー ス 
も 。 3. 九 染 ネ ギ や 国産 豚 を 使っ た 胡 概 餅 1 個 
360 円 。 味噌 味 と 醤油 味 の 2 種類 か ら 選 べ る 。 








1. 海 外 で 食べ 歩き する 趣味 が 高じ て 店 を オー 
プン 。 店 主 の 浦 智洋 さん 。 2. 鴨 川 や 岡崎 公園 
に 近い 立地 で 、 テ イク アウ ト に も 最適 。 3. 京 
都 の 乳酸 発 本 す ぐ き バイ ン ミ ー。 季節 の 野菜 
で 作る スー プ と セッ ト で 1.150 円 。 


だ 
1] 斬 
= フミ 


グル メラ イタ ー が 記し た ガイ ド 、 街 の 景色 を 切り 取っ た 青春 小説 、 21 冊 の 本 が 教え て くれ た 京都 の グル メ 。 


哲学 者 の 随筆 まで 、 京都 の 食 に 関す る 本 は 数 知れ ず 。 料理 だ け _。 
で な く 、 その 周り の 風景 まで 愛す る 言葉 が 並ん で いる 。 カバ ン に 相 の 中 の 呆 者 【 
忍ばせ て 、 行 き の 車 内 で じっくり 読み 込ん で 、 京都 を 旅 し よう 。 プ 』 さ O 
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DATA 和洋 中 か ら エ スニ ッ ク ま で オ 


リ ジ ナ リティ ある 料理 が な そろい 、 遠方 


か ら の ファ ン も 多い 


チ が 人 気 。 


の 


の 京都 府 京都 市 左京 区 北白川 瀬 の 内 町 


僕 の 「 お へ そ 」 (〈 お お き に 屋 / 


27-6 容 075-701-5413 ①11:30 一 


14 : 00、17 :30 一 24:00 舎 木 、 日 祝 


の 昼 休 口 33 席 





配 。 4. 子 供 が 抑 ね ちゃ うか ら 今 日 は 内 緒 で と いし いさ ん 。 


し そう な 気 


の サイ ズ 。 こ あ ゆ 塩 焼 400 円 も ずく ジュ レ 300 円 。 2. 店 主 の 望月 正樹 さん 。 3. お 品書き の 字 か ら 漂 う 、 お い 


ュー 


1. 琵 琶 湖 の 鮎 は 成長 し て も 


外 穀 さ 時 叶 近 
が 士 紀 時 
衝 き SS 柱 交 
ひ 革 統 貸 絡 
、 つ 散 全 光 社 号 や こ 
O 。 世 K 考 で 
9 で トコ 1 紹 
9 。 間 で ざき s 光 中 縮 刀 
ぁ つ 衣 .s や 田 寺 6 
5 い 灸 練 紅 枕 昨 
< 臣 いし qm 交 
つ 区 抽 箇 し ーー こう 
放 仙 区 店 民 っ 
SS』 | @ 抽 や 
第 時 へ ざ 思 足 
和朗 民 2 むら きっ G 咲 め 公 
展 葉 ぐ 志 < く 8 時 先 和 pyo" 


No の どの 吐 Q 叱 光 加 "うつ うつ で 
つも ぐ 玉 聞 @ 陣 中 や ぐっ ) | 環 " 送 
性 公 届 選 縮 < 店 で 裾 つ 選 NG 還 公 人 で 
蛋 *%N0「 据 洪 )) せ で 還 選 "人 く ゼ 
の G ぜ の め 必 SG ロマ で 拉 人 ぐつ 公 ユ 
KR ミ で 人 骸 し 帆 公 で 刀 呈 居 ゼ " 
っ つっ も や ぐら G 豆 将 羽 咽 括 じじ 
も "で つじ 研ぎ し う っ 民 給 玉 
ャ テレ め 給 NeT 生 ) や で 呈 居 せら 
ら ー 吐 各 ① 宮 で レ 條 放電 む も " 
IP の 映 尽 せ 0 ゼン 趣 て KG) っ ) 
了 夢 会 や ン レ "ロロ トト へ” 算 
県 ′ 算 軸 こく こ へ 県 選 っ で 叶 中" 商 
6 さけ め お や ら り 篤 で 刀 公 愉 呈 届 由 っ ピ レ 
っ 横 % で し 」" を 公 し 吾 6AG 是 挫 三 ・ 
中 埋 じ 人 想 硫 直 電 和 を 賠 中 や ぐり @ 電 
琶 ” 汗 藤 6 折 ぐ つき うり 中 し "っ 
つっ も や ぐ G 夫 <G 密 G ゼ 堆 豆 人 や 
9 換 む J"「 多 朝会 さ ン ビレ 帳 耕 し 催 
囲 生 Net 愉 ロ ひし レ ” へ し 元々 
Ne 骨 め 表 昼 唱和 総 く to もい リロ ささ ポ つ 
人 工 波 洒 レ め 政 衣 つ ロン で っ で 
<Q 〈(Q 8 各 剛 ) も で ペ 革 ロ せ 中 公 
で で の 」)。 心中 軸 Kte う つう や 
で っ ) 〈S 所 字 咽 ) で や だ ( う せ 
K 狂 骨 密 し 獲 Ne" ロロ) せ 孝 り ) 
いし GS く <Nw” ご だ SG 郊 つ G* 


一 


デア 
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近く の 最 優秀 料理 店 (料理 処 は な 〉 


DATA 和食 と イタ リア ン の 両方 が 楽 
し め る 料理 店 。 予約 が ベタ ー。 @ 京 都 
府 京都 市 左京 区 川端 二条 上 ル 新 生 洲 町 
104 リヴ ァ ク 鴨川 II2F 谷 075-751- 
5757 ①17:00 一 23 : 00 (22 : 30LO) 
全日 休 (月 が 祝 の 場合 、 日 は 営業 、 月 
休 ) 中 20 席 





《 こ うい うと き は か ら だ が 求め て いる 
も の を 出し て くれ る 料理 屋 く は な 〉 へ 
いき 、 そらまめ の 白和え 、 揚げ 稚 鮎 の 
南 秦 漬け 風 酢の物 、 和風 コロ ッ ケ 、 豆 
腐 の 味噌 漬け 、 は な サラ ダ 、 牛 す じ と 
きのこ と た け の この 炊き 合わ せ 、 を 食 
べた 。 どれ も これ も 、 も ちろ ん 味 は 違 
う の に 一 貫 し て 、 野菜 や 肉 や 魚 が 『 こ 
ん な 風 に 料理 し て くれ て 、 オ オキニ 、 

どう も オオ キ ニ 。』 と 厨房 と 食べ る 人 に 
に こ や か に いっ て る 感じ が する 》。 小 
学生 以下 は 入 店 不可 の た め お 子 さん が 
中 学生 に な る まで 我慢 中 。 「 炭 火 焼 湯 
ロー ス (フラ ンス ) 爽やか な 柚子 胡 概 
と 」 2.090 円 、 「 味 噌 漬け 豆腐 」 550 円 。 


園子 さん 理想 の 〈 ス マー ト 珈 琲 店 ) の プリ ン 


《〈( ス マー ト 珈 琲 7 へ 。 ここ の プリ ン は 
園子 さん の 理想 の プリ ン や っ た 》 《 園 
子 さ ん は 念願 の ホッ ト ケ ー キ 、 で か く 
あけ た 口 に 茶色 い 三 角形 が 次 々 と 投げ 
込ま れる 》 と 、 日 記 に 登場 する (スマ 
ー ト 珈琲 店 ) は いつ も 甘い も の と 共に 
ある よう だ 。 昔ながら の レシ ピ で 作ら 
れる プリ ン は 、 燕 し 焼き を ならでは の プ 
リッ と し た 弾力 が 魅力 。 た っ ぷり の カ 
ラメ ル が 卵 の 優し い 生 地 を 引き 立て て 
いる 。 子役 時 代 の 美空 ひば り が 大 好き 
だ っ た と いう エピ ソー ド が ある ホッ ト 
ケー キ も 、 当時 か ら 変 わら な い レ シ ピ 
で 作ら れ て いる 。 自家 製 プ リン セッ ト 
1.100 円 (2022 年 4 月 か ら 変 更 あり )。 


DATA 創業 は 昭和 7 年 。 ほ か に フレ 
ンチ トー スト や 、 ふわ ふわ の タマ ゴ サ 
ンド ウィ ッ チ な ど 卵 を 使っ た メニ ュー 
が 充実 。 京都 府 京 都市 中 京 区 寺町 通 
三条 上 ル 天 性 寺前 町 537 谷 075-231 
-6547 O⑩8:00 一 18:30LO 倫 無 休 
由 38 席 











TITLE : 


京都 ご は ん 日 記 あ る 一 年 京都 ご は ん 日 記 ② 


AUTHOR : 


いし いし ん じ 





『 京 都 ご は ん 日 記 』 (2.035 円 ) 
は 2009 年 2 月 18 日 か ら 2010 
年 1 月 31 日 まで 、『 あ る 一 年 
で 』 (2.640 円 ) は 2010 年 2 月 
1 日 か ら 2011 年 1 月 31 日 ま 
で を 収録 。 登場 人 物 や 店 の 索 
引 、『 い し いし ん じ の 京都 地 
図 」 付き 。 (河出 書房 新 社 ) 


「 半 きど で 選ぶ の て 冬 悦 蝶 
| 4 辿 吐 喜 頂き へ て rr さ 普 庄 の 
さ へ 人 は 人 思 懇 隊 頭 rri 


さき 党 


mi 二 信人 さ へ 人 は 條 惑 本 較 回 
頃 の めど 石本 。 と ど (中 は で み メ で 8 


が 工 に 都 ら と 都 ぽ 
発 夫 は は し いら ん 
遅し あ ど て し し が 
す な まう きい い ぃ い 食 
る いり 見 た さ 店 ペ 
ん と 恵 え いん と ら 
で いま る し "和香 れ 
すけ れ の いい 日 ちる 
よ な て だ さ 配 ム 
- く な ろ ん の デ ッ 
お て い ぅ に 様 に よ ババ 
iR 全 居 この 
っ つ 料 ら っ っ つっ つ な へ へ 
て 理 お 食 て 地 神 ご 
も の 店 材 で 司 “ 
ん 技 が 的 京 暮 ご 京 


じゅ うま ん と ん 


家族 みた いな も ん で すく 〈100000t アロ ー ン トコ 〉 


2 冊 の 本 に 掲載 され て いる 2011 年 1 月 
31 日 以降 も 日 記 は 欠か さ ず 書か れ て 
いて 、 登場 する 京都 の 店 々 は 増え 続け 
て いる 。 「〈100000t アロ ー ン トコ 〉 〈 ホ 
ホホ 座 〉 (ハイ ファ イカ フェ )〉 〈 誠 光 社 〉 
は お 店 と いう より 日 常 の 延長 。 子供 の 
頃 か ら と に か くず っ と 本 が 読め て 、 い 
い レ コー ド を ずっ と 聞け て 、 そ し た ら 
ほか に は 何 も い らん わっ て 小学 校 く ら 
いか ら 思 っ て た ん で すね 。 だ か ら あ あ 
いう お 店 が 日 常 の 延長 と し て あっ て く 
れる こと の あり が た み は 、 本 当 に 感じ 
ます ね 。 し か も 京都 っ て いう の は 、 な 
ん と レコ ー ド 屋 さ ん と 新刊 書店 が 増え 
て る 街 な ん で す よ 」 


ひ 叶 隅 / ぶ 党 は 本 浴 訴 S 冬 和 ③ 
攻 由 。 ぶ 94 〈( 隊 石光 光 ) 十 (r 東 潜 


DATA 「 京 都 レ コー ド 祭 り 」 の 仕掛 け 
人 の ひと り 、 加地 猛 さ ん が 店 主 。 中 古 
レコ ー ド と CD、 古本 の ショ ッ プ 。 ⑨ 
京都 府 京都 市 中 京 区 寺町 御池 上 ル 上 本 
能 寺前 町 485 モ ー リ スピ ル 2F 人 
090-9877-7384 O①12:00 一 19:00 
位 不 定休 


Je 
サ お - 
本 用 
7 且 記 必 呈 3 
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分 けし ん 自 っ さ 
Pe 二 選 が 科 革 人 室 は 
外 都 や も す が や こ 
本 な の さま 泊 
II 
多 3 ん 大 か さ の 生 
ぃ い 人 だ 好 らら 会 ま 
と 暮 け き と に 話 れ 
だ 愉 郊 因 到 
ぅ う し ~ 色 っ る 料 の 
六 8 々 て 特 理 で 
っ 来 食 昔 別 も … 
東 客 べ か な 含 店 
京 が て ら 場 め 主 
の 多 た お 所 て の 
編 い お MM 二 ) “ 問 
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( KYOTO CHINESE ) 


京都 の 食 に まつ わる 本 を 見 て いた 


ら 、 そ の 著者 た ちの バイ ブル と も いえ る 一 冊 に た どり 着い た 。 


TITLE : 
京都 の 中 華 
AUTHOR : 


姜 沿 美 





たく 」 


(京都 の 中 華 は 他 と は 違う " 何 か " が ある 》 と の 思い を 肢 に 、 編 
集 者 の 姜 尚 美 さん は 取材 を 開始 。 に ん に く を 控え 、 油 を 控え 、 
香辛料 さえ 控え る 。 だ けど お いし い 。 《( 盛 京 亭 ) の 中 華 の 味 は 
まる い 》 と 、 それ を 一 番 味わえ る 焼飯 を 紹介 し た 。 執筆 当時 の 
2012 年 に 存在 し て いた 店 は 少し ずつ 閉店 し て いる 。 た だ この 
本 の 中 に は 、 文化 が 残っ て いる の だ 。 ( 幻 冬 合 文庫 /880 円 ) 


TITLE : 
予約 一 名 、 角野 卓 造 で ご ざい ます 。【 京 都 編 】 


AUTHOR : 


角野 卓 造 


角野 剤 造 さ ん は 『 京 都 の 中 華 』 の 大 
ファ ン 。 “聖書 "を 大 事 に 抱え て 食 
べ 歩 く の も 楽し み の 一 つ な の だ そ 
う 。 さ ら に この 本 を きっ か け に (〈 美 
電 園 ) に て 姜 さ ん と の ご 対面 を 果 
た し た 。 日 本 酒 と 鳳 鳳 重 を 合わ せ 
る の は 「 京 ご の み 」 と 姜 さ ん の お 
墨 付き を 得 て 、 ま た に っ こり 。 ( 京 
阪神 エル マガ ジン 社 / 1.628 円 ) 


OX( 1 


【 委 器 江 】。。 
人 パ 大 志 器 亜 
| 詩 下 


ce 中州 


TITLE : 


新版 本 屋 の 窓 か ら の ぞい た 京都 
で 恵 文 社 一 乗 寺 店 の 京都 案内 


AUTHOR : 


恵 文 社 一 乗 寺 店 


「 本 に まつ わる あれ これ 」 を セレ ク 

ト す る 有名 書店 〈 恵 文 社 一 乗 寺 店 〉 
が 筆 を 執り 、 店 の 周り の アイ テム や 
お 店 を 紹介 。 幼い 頃 か ら 通 う 〈 中 華 
の サカ イ 本 店 〉 の 冷 麺 は 、 一 般 的 な 
冷や し 中 華 と は 一 味 違う 。 京都 で は 
日 常 で も 、 よそ で は 違う こと を 『 京 
都 の 中 華 』 を 読ん で 知っ た 。 (マイ ナ 
ビ ピ 出 版 / 1.650 円 ) 
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せい きん て い 
息 京 亭 
会 075-561-4168 | 欧 園 


(か む ほ ど に じ わ り と し み 出 し 、 
最後 の ひと きじ まで お いし い 》 


ふ よ うえ ん 
美容 園 
人 075-351-2249 | 河原 町 


(京都 で し か 成り 立た な い 
和食 の よう な ダシ 使い 》 


店 の 代名詞 で ある 履 出 邊 (ほう お うた ん ) 
と は 鶏肉 入り の 卵焼き の こと 。 卵 は トロ ト 
ロ 、 だ し の 効い た 味 は 思わ ず 白 米 が 欲し く 
な る 。 『 実 は 中 華 ら し い 調 味 料 は あま り 使 
っ て いま せん 。 で も 今 は これ が 京都 の 中 華 
の 味 に な っ て いる みた いで 」 と 店 主 は どこ 
か 誇らしげ だ 。 単品 770 円 。 京都 府 京都 
市 下京 区 市 之 町 240 (0 ラ ンチ 入 店 12:00 
13 : 45L0、 デ ィ ナ ー17 : 30 一 20 : 30LO 
谷 火 水 休 由 14 席 


中 華 の サカ イ 本 店 
で 075-492-5004 | 紫野 


( 冷 頑 に 飽き て し まう ほど 、 
ここ に 通え て いな いこ と が 悔し い 》) 


も ち も ち と 太い 麺 、 辛子 と マヨ の 自家 製 ダ 
レ 、 シ ンプ ル す ぎる 具 材 。 これ が 京都 の 冷 
麺 ( 三 冷 や し 中 華 ) と し て 根付 き 、 唯一 無 二 
の 味 を 求め て 全国 か ら 配 送 依頼 が 絶え な い 。 
ー 子 相伝 で 受け 継ぐ レシ ピ は 現在 次 世代 が 
習得 中 。 オリ ジ ナ ル 麺 を 注文 する 工場 も 2 
代目 に 引き 継が れ 、 京都 の 冷 麺 は 安泰 。 焼豚 
入り 800 円 。 @ 京 都 府 京都 市 北 区 紫野 上 門 

前 町 92 ①⑩11:00 一 16:00、17 :00 て 21: 

00 谷 月 休 ( 祝 は 営業 、 翌 火 休 ) 由 41 席 





か や く ご 飯 の よう に 、 炊い た 具 材 と ご 飯 を 炒め 合わ せる 焼飯 880 円 は 先代 が 開発 し た 
昭和 26 年 頃 か ら 忠 実に 守り 継ぐ も の 。 あっ さり と し た 味 を 好む 京都 人 の た め に 、 ラー 
ド は 使わ ず 植物 油 。 水分 含有 量 が 少な い 古米 を あえ て 選び 、 パラ ッ と し た 食 感 に 仕上 
げ て いる 。 女性 で も 軽く 食べ られ る 量 は 、 誠 園 の 芸 寺 慰 を 思っ て の こと 。 後継 の 予定 
は 無い と いう か ら 、 今 必 食 だ 。 ⑰ 京 都 府 京都 市 東山 区 入 園 町 北側 263 ①12:00 一 14 
:00、17 :00 一 20:00 谷 月 、 第 2・4 火 休 貼 13 席 








TITLE : 
夜 は 短 し 歩け よ 乙 女 
AUTHOR : 


森 見 登美 彦 


アニ メ 映 画 に も な っ た 、 森 見 登美 
彦 さ ん の ベス ト セ ラー 青春 恋愛 小 
説 。「 先 輩 」 が 思い を 寄せ る 「 黒 髪 
の 乙女 」 と の 初 デ ー ト の 待ち 合わ 
せ 場 所 と し て 〈 進 々 堂 京 大 北門 
前 〉 が 登場 する 。 "黒髪 の 乙女 」 が 
店 に 入る と 、 「 先 奄 」 は 先 に 窓辺 の 
席 に 座っ て いた 。 二 人 は ここ で コ 
ー ヒ ー を 飲む 。( 角 川 文庫 /616 円 ) 


TITLE : 





京都 ・ 大 阪 ・ 神 戸 の 喫茶 店 


AUTHOR : 


川口 葉子 


喫茶 店 の 賢者 、 川口 葉子 さん に よ 
る 関西 三 都市 の 嘆 茶 店 案内 。 個性 


京都 の 喫 茶店 を 「 殊 末 色 」 と 表現 
し て いる 。 有名 店 か ら 穴 場 ま で 、 
紹介 する の は 落ち 着い た 雰囲気 が 


の 異な る 京都 、 大 阪 、 神戸 の 中 で 、 ぁ 
8。. Pe- : 


談 を 織り 交ぜ 、 温か い 視 点 で 綴る 。 
(実業 之 日 本 社 / 1.760 円 ) 


TITLE : 


魅力 の 店 。 《 六 曜社 〉 店 主 の 親子 対 を 


n 系 郷 よ 覆 - 春 rc ま 


TDS 1 


ヾ 
衝 
げ : 


京都 お で か け 由 一 12 ヶ 月 の 憧れ 案内 


AUTHOR : 


甲斐 みのり 


作者 は 京都 在住 歴 も ある 文筆 家 で 、 
京都 に 関す る 著作 も 多数 。 この 本 | 
で は 地元 の 人 に も 観光 客 に も お す 
すめ の 、 季節 ご と の 楽し み 方 を 紹 
介し て いる 。 甲斐 さん の 〈 六 曜社 
地下 店 〉 で の お 気に入り は 、 奥 の 


ソフ ァ 席 。 長居 し て も 気後れ し な -③ 


い 雰 囲 気 は 、 創作 意欲 も 刺激 され の N リ 
る 。 (祥伝社 黄金 文庫 /715 円 ) の ト こ 


TITLE : 
京都 の 喫茶 店 : 昨日 ・ 今 日 
AUTHOR : 


木村 衣 有 子 


2001 年 に 発刊 し 、 カフ ェ ブ ー ム を 
牽引 する 存在 と な っ た 『 京 都 カ フ 
ェ 案 内 』 を 12 年 ぶり に プラ ッシュ 
アッ プ 。 珠玉 の 15 軒 を 紹介 する の 
は 、 店 主 の 語り も 添え られ た エッ 
セイ だ 。 (高木 珈琲 の ペー ジ に は 
親子 2 代 の イン タビ ュー が あり 、 京 
都 の 喫茶 店 DNA が 脈々 と 続い て い 
る の が わか る 。 ( 下 凡 社 / 1.540 円 ) 


・ 明 日 





(KISSA - TEN ) 


し ん し ん どう きょう だ いき た も ん まえ 


進 々 堂 京 大 北門 前 

会 075-701-4121 | 北白川 
(午後 皿 時 に 彼女 と 待ち 合わ せ て 
珈琲 を 飲む 約束 に な っ て いた ) 


勉強 好き だ っ た 初代 が 京 大 生 の た め に 作っ 
た 空間 。 1931 年 の オー プン 以来 、 学生 た ち 
に 愛用 され て いる 長 テ ー ブ ル と 長椅子 は 、 
人 間 国 宝 の 木工 作家 ・ 黒 田 辰 秋 が 若き 日 に 
手がけ た も の だ 。 クリ ー ム ソー ダ 700 円 な 
ど 懐 か し い メ ニュ ー と と も に ゆっ くり 読書 
する の が お すす め 。 併設 の 工場 で 作っ た パ 
ン の ブラ ンチ も 。 京都 府 京都 市 左京 区 北 
白川 追分 町 88 ①8:00 一 17:45LO 谷 火 
休 120 席 


コー ヒビ ー ハ ウス マキ 


COFFEE HOUSE maki 
会 075-222-2460 | 河原 町 今出川 


《 食 パン の 耳 と は 
こん な に 役立つ も の だ っ た の か 》 


自家 製 マ ヨネ ー ズ を 使っ た ボテ ト サ ラ ダ と 
野菜 サラ ダ 、 ロース ハム 、 ゆで 卵 が 食パン 
の 耳 で 作っ た 器 の 中 に 美しく 盛り 付け られ 
て いる 。 くり 抜か れ た 中 身 は バタ ー ト ー ス 
ト に な っ て 登場 する ボリ ュー ム あ る モー ニ 
ング だ 。 ネル ドリ ッ プ し た 、 コク の ある 自 
家 知 前 コー ヒー と 共に いた だ いて 。 モー ニ 
ング セッ ト 680 円 。 @ 京 都 府 京都 市 上 京 区 
河原 町 今出川 上 ル 青 龍 町 211 O①8:30 て 
17:00 谷 火 休 貼 54 席 


ろく よう し ゃ ちか て ん 


六 曜 社 地 下 店 
容 075-241-3026 | 河原 町 三条 
(浮か ん で くる 言葉 が 


愛 お し い 文字 に 変わ る 、 特 別 な 場所 ) 


「 深 前 り も 浅 煎り も 、 産地 の 偏り も な く 豆 
を 焼い て 、 お 客 さ ん が 好み を 選べ る よう に ,」 
と は 、 1982 年 か ら 自家 矯 煎 を 始め た 店 主 、 
奥野 修 さ ん の こだわ り 。 ハウ スプ レン ド 
500 円 は 、 初心 者 も 飲み や すい 中 深 煎 り だ 。 
奥様 が 作る 素朴 な ドー ナツ 160 円 と の 組み 
合わ せ が 鉄 板 コ ン ビ 。 ⑰ 京 都 府 京都 市 中 京 
区 河原 町 三条 下 ル 大 黒 町 40 B1 ①12:00 
18 :00 (バー18:00 一 23:00) 倫 水 休 
幅 15 席 


た か ぎ こ ー ひ ーー か ら す ま て ん 


高木 珈琲 己 丸 店 
人 075-341-7528 | 烏丸 高辻 


(とり わけ 鳥 丸 店 は 、 店 その ぉ の に 、 


人 懐 っ こき が 港 み 出 て いる ) 


(イノ ダコ ー ヒ ) 出身 の 父 ら 創 業 メ ン バ ー か 
ら 瞬 茶店 の イロ ハ を 学ん だ 店 長 ・ 北 村 亮 さ 
ん 。 自ら 矯 煎 も 手掛け る が 、 目指 す の は あ 
くま で 「 気 さく な 街 の コー ヒー 屋 」。 お 客 さ 
ん の プレ ー ク タイ ム を 一 服 の コー ヒー で 彩 
り た い 。 その 思い を 込め た 「 お お き に まい 
ど ! 」 が か 今日 も 店 内 に 響く 。 コー ヒー480 円 、 
プリ ン 450 円 (セッ ト だ と 880 円 )。 京都 
府 京都 市 下京 区 烏丸 通 高 辻 下 ル ①7:00 
<19:00 倫 無 休 中 32 席 喫煙 可 
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( WESTERN FOOD ) 


スマ ー ト 珈琲 店 (2 階 ) 
合 075-231-6547 | 寺町 三条 


《 [ああ 、 京都 に 来 た ん だ な あお | 
と いう 気 に な る か ら 不 思 議 》 


行列 の で きる 老舗 喫茶 。 ラ ンチ 限定 で 2 階 
を 開き 、 洋食 を 出し て いる 。 人 気 は オム ライ 
ス 1.000 円 (2022 年 4 月 か ら 価 格 変更 )。 ケ 
チャ ッ プ チキ ン ラ イス を 半熟 の 薄焼き 卵 が 
包み 、 デミ グラ スソ ー ス を 添え て 。 軽やか な 
味わい に 気分 も ふわ り 。 メ イン が 選べ る 「 ス 
マー トラ ンチ 」 も 名 物 。 ⑨ 京 都 府 京都 市 中 
京 区 寺町 通 三 条 上 ル 天 性 寺前 町 537 (O8: 
00 一 19:00 (2F ラン チタ イム 11:00 一 14: 
30LO) 谷 火 休 (1F は 無休 ) 26 席 (2F) 


アル ザ ス 
会 075-723-2703 | 一 乗 寺 


(無性に 帰り た く な る 
一 乗 寺 の ホー ム の よう な 場所 


京都 市 北東 部 、 一 乗 寺 の 閑静 な 住宅 街 の 一 
角 に (アル ザ ス 〉 は ある 。 フラ ンス と ドイ ツ 
の 境 ・ ア ル ザ ス 地 方 の 郷土 料理 の 店 だ 。 ど 
ん ! と ボリ ュー ミー な シュ ー ク ルー ト は 破 
格 の 1.500 円 。 70 分 格 込ん だ 肉 、 発酵 キャ ベ 
ツ 、 ジャ ガイ モ が 豪快 に の っ た 看板 メニ ュ 
ー だ 。 来店 に は 予約 が ベタ ー。 京都 府 京 
都市 左京 区 一 乗 寺 西 閉 川 原町 29-9 ①18: 
00 一 22 : 00 (最終 入 店 20 :00) 倫 8 月 休 、 
日 休 中 16 席 


トン カツ & ス テー キ 岡 田 
会 075-802-4839 | 円 町 


(何気ない 街 場 の 洋食 屋 さ ん が 、 
な ん で こない に 美味 い の か 》 


約 50 年 続く 洋食 店 の 自慢 は 、 常に 新鮮 な 
油 で 揚げ る 美しい と ん か つ 。 サラ ダ 油 と ラ 
ー ド を 独自 に ブレ ンド し 、 あ っ さり と し た 
後味 だ 。 驚く の は 、 マ ヨネ ー ズ 、 ド レッ シ 
ング 、 デ ミグ ラス ソー ス な ど ほ と ん どす べ 
て が 手作り で ある こと 。 ほっ と 安心 で きる 
と ん か つ 定 食 は 1.200 円 (ラン チ 価 格 )。 ⑨ 
京都 府 京都 市 中 京 区 西ノ京 南 円 町 34 ① 
11 :30 て 14 :00、17:00 て 20:30 全 火 
休 如 13 席 


プシ ョ ン 


LE BOUCHON 
合 075-211-5220 | 寺町 二条 


(思い出 し た ら 6、 
食べ た く な る 》 


前 身 く バ パスティス 〉 の オー プン か ら 四 半 世 紀 。 
今や 界隈 の 街並み に 欠か せ ぬ ビー ス と な っ 
た 同店 は 、 気負わ ず 異 国 に トリ ッ プ で きる 
リヨン 食堂 。 給仕 の パリ ッ と し た 装い や 店 
の し つら い 、 フ レン チ フ ライ を 添え た ビス 
トロ 仕様 の ステ ー キ な ど 、 本 場 さ な が ら の 
演出 が 心 憎い 。 ラン チ 1.550 円 。 京都 府 京 
都市 中 京 区 寺町 通 二条 丁 木 町 71 ①11: 
30<14 : 30、17:30<21:00 倫 木 、 隔週 
月 休 中 32 席 
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TITLE : 


京都 て く て く は ん な り 散 歩 


AUTHOR : 


伊藤 まさ こ 


人 気 ス タイ リス ト の 伊藤 まさ こさ 
ん が 、 京都 の 名 店 を 訪ね 歩く 一 冊 。 
思い 出 の 「 哲 学 の 道 」 か ら ス ター 
ト し 、 手 仕事 の 店 や ちょ っ と 立ち 
寄る カフ ェ な ど 、 伊 藤 さ ん の 散歩 
コー ス が 描か れる 。 寺町 を 歩い て 
いて お 腹 が 空い た 伊藤 さん は 、〈 ス 
マー ト 珈 琲 店 ) の 2 階 へ と 吸い 込 
まれ て いく 。 (文藝 春秋 / 1.430 円 ) 


TITLE : 


は ら へ りあ ら た の 京都 めし 


- デ 


= 京都 めし 
vf | ] 『 V * 
さ p グ 





AUTHOR : 


魚 田 南 


京都 生ま れ 京都 在住 の 食い し ん 坊 
マン ガ 家 、 魚 田 南 さん の 人 気 コ ミ 
ッ ク 。 主人 公 は 京都 の 美 大 に 通う 
「 あ ら た 」。 魚 田 さん と 同じ く 、 京 
都 の "端っこ "に 住み 、 京都 市 内 に 
憧れ を 持っ て いる 。〈 ア ル ザ ス 〉 を 
訪れ た 「 あ ら た 」 は 、 料理 の ボリ 
ュー ム と 名 物 店 主 の キャ ラク ター 
に 圧倒 され る 。 (祥伝社 / 748 円 ) 


TITLE : 


京都 喰らい 


AUTHOR : 


入江 攻 彦 


京都 だ け で な く 在 住 す る ロン ドン 
や パリ な どの "喰い も ん "を 京 言葉 
で 伝え る “本邦 初 の 分 子 ガ スト ロ ノ 
ミー エッ セイ "。 上 京 区 西陣 出身 の 
エッ セイ スト 、 入 江 敦 彦 さ ん は ( ト 
ンカ ツ & ス テー キ 岡 田 )y に つい て 
数 々 の 著作 に 記す 。 入江 さん お 気 
に 入り の 付け 合わ せ 、 ボ テト サラ 
ダ も 手作り だ 。 (140B/ 1.870 円 ) 


TITLE : 


京都 の いい と こ 。 本 当 に 訪ね た い 店 ・ 人 ・ 暴 色 
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較 


MI 


AUTHOR : 


大 橋 知 沙 


東京 か ら 京都 に 移住 し て 10 年 を 越 
える 、 編集 者 で ライ ター の 大 橋 知 
沙 さ ん が 集め た 京都 の お すす め 。 
《1200 年 の 歴史 を 守る 人 が 、 京都 の 
今 を 現在 進行 形 で 紡い で いる こと 
が 魅力 》 と 古き も 新しき も 織り 交 
ぜ て 約 90 軒 紹介 し て いる 。「〈( プ 
ショ ン )〉 は 何 度 で も 扉 を 叩き た く 
な る 」 (朝日 新聞 出版 / 1.320 円 ) 


7 天 5 に g 仙人 で MI く 
2 者 5 が か ま 投 き と が か 
I: 保 出 状 て っ 条 た いら 
ぃ い 存 せ 態 発 さ が “っ 身 
こ 食 る と 本 か し 漬 た 和 
と と の は さり っ 物 保 き 
が じじ が まぜ の か に 伯 に 
20 だ る (りあ の 
め 長物 異 こ 鮮 と そ 利 ん 
の KO 2 の DK 7 De 2 
い 楽 的 る で 野 か な 人 食 棒 
え し 力 漂 “ 菜 さ 京 材 だ 
Oh SU 2 2 れれ は 都 に め ら 
0 Eo 還 (レシ 括 で 2 太 親 

の のみ ツ 潰 い の し 塩 

だ 3 2 を ける 保 ん ササ 





松ヶ崎 漬 


漬物 に 向く 「 和 菜花 」 を ご 主人 自ら 摘み に 行き 、 手 
で 揉ん で か ら 塩 漬け に 。 約 2 週間 ぬか 漬け に する と 
いう 昔ながら の 作り 方 で 、 1 年 間 は 保存 が 利く 。 ほ 
ろり と し た 苦味 が 、 ご 飯 は も ちろ ん お 酒 に も 合う 。 
京都 の 春の 風物 詩 と し て 親しま れる 。 540 円 /A 





も ) 


生姜 きゅう り (刻み ) 


農家 が 直接 届け て くれ る 青々 と し た キュ ウリ を 醤油 
漬け に し て 、 新生 姜 の 甘酢 漬け と 合わ せ た 夏 な ら で 
は の 克 や か な 組み 合わ せ 。 ポリ ッ と 小気味 よい 音 を 
立て る キュ ウリ の 食 感 の よさ が 魅力 。 塩分 控え め の 
優し い 味 な の で サラ ダ の 具 に し て も 。 378 円 /A 





叶 / 可 9③ 江 ささ 却 へ 師 ざ 信条 


野 け 秋 や を は 食 季 
菜 た に タ 感 止 此 節 
: も は ケ ビ じ ビ 日 季 

: の 名 ノノ る 々 折 そそ ぞ 
325 | 50 の ) IX 2 映 
ea 提 v き 2 らい 業 の 9 1 
と は 始 夏 が 卓 味 豊 た 
pA SS 2c0 2 寺 間 大 4 こ 
りき 柚 ュ る る 切 二 物 
SI 子 ウ 省 に ぁ が 
どか と り 春 物 す る 
SE SI は WO 5 

の ら 根 ナ 菜 も 京 

素 | を ス の 季 都 

材 日 漬 “ 花 節 で 


SPRING 
プ 4 









ーー 


昔 た く あ ん 


1 本 ずつ 丁寧 に 寒 干し し た 大 根 を 伝統 的 な 漬け 方 で 
仕込 む 。 乳酸 発酵 な ら で は の 風味 と 、 ハ リハ リッ と 
し た 歯ごたえ が 特徴 で どこ か 懐か し い 味 わい 。 薄 切 
り 、 み じん 切り も お 試し を 。 2022 年 3 月 現在 欠 品 中 
だ が 、 7 月 頃 か ら 通 年 販売 の 予定 。 594 円 /B 


SUMMEK 


< 


玉ねぎ 万 願 寺 甘 と う 


契約 栽培 の 無 農 薬 玉 ね ぎ を 丸ごと 甘酢 に 漬け た も の 
と 、 京 野菜 と し て お な じみ の 万 顧 寺 と う が ら し の 甘 
酢漬け を セッ ト に し た 見 た 目 に も イン バク ト の ある 
漬物 。 玉ねぎ は 細か く 刻 ん で 肉 や 魚の ソー ス 代 わり 
に 添え る な どの アレ ンジ も 楽し め る 。 594 円 /B 





SHOP DAIA 


京 漬物 司 林 慎 太郎 商店 0 
会 075-203-6084 | 上 賀茂 


原料 の 野菜 作り か ら 携 わり 
少し ずつ 丁寧 に 漬け 込む 。 


京都 を は じ め 各 地 か ら 集 め た 旬 の 野菜 を 手 作 業 で 漬 
物 に 加工 。 "開封 後 すぐ 食べ られ る よう に 」 と ほとん 
どの 商品 を あら か じ め カ ッ ト し て いる 。 全国 発送 可 。 
HP 、 電話 で も 受付 。 京都 府 京都 市 北 区 大 宮 南 田 
尻 町 68-1 ①10:00 一 売り 切れ 次 第 終了 谷 土 日 休 


季節 を 追っ て 
楽し む 京 の 漬物 。 


春 夏 秋冬 の 区 切り が は っ きり と し た 京都 で は 、 
季節 ご と の 野菜 を 保存 食 と し て 味わう 文化 も 発展 。 
四季 の 恵み を 長く 楽し め る 漬物 は 京都 人 の 食卓 に 
欠か すこ と が で き な い 、 日 常 の ご 馳走 な の で す 。 


photo : Kunihiro Fukumori text : Awa 誤 Moriko 


< 











ほ ス 芋 
ろ る ク 吹 
苦 ツ き 
いと の 
藤 伸 時 
の ぴ 季 
花 た は 
が タタ 
竹の子 演 人 
京都 産 の 若い タケ ノコ を 使用 。 薄 塩 で 漬け 込み 、 昆 ど コ 
布 と カツ オ 、 干 し 椎茸 を 使う 自家 製 の 和風 だ し と 無 者 
添加 調味 料 で 味 を 調え て いる 。 快い 食 感 と 、 若 竹 
を 思わ せる だ し の 香り が 雅 な 一 品 。 タケ ノコ の 形 を 
生か す よ うに カッ ト す る と 見 栄え が いい 。 702 円 C 
旨 育 太 
み つ 陽 
を た だ の 
_i ギ 夏 日 
朋 ュ の 差 
ッ 野 し 
と 葉 を 
凝 な 浴 
と う も ろ こ し 漬 縮 に 
2019 年 初 登場 の 商品 。 北海 道産 の スイ ー ト コー ン を 内 


粒 を そろ えた まま 下 漬け し 、 京都 の 料亭 で も 愛用 さ 
れ て いる 千島 酢 と 三 年 熟成 の 本 味 酬 を 用 いて 甘酢 仕 
立て に 。 色 鮮 や か な ビジ ュ ア ル と 、 和洋 折 喜 の よう 
な 味わい が 目 と 舌 を 楽し ませ て くれ る 。 637 円 /C 


TITLE : 
た の し い お い し い 京都 ご は ん と お や つ 
AUTHOR : 


甲斐 みのり 


京 料理 や お や つ な ど 、 京 都 の 食 を 
ーー 写真 や イラ スト と と も に 幅広 く 紹 
tr 介する に ぎ や か な 一 冊 。 新茶 や ハ 
コ モ な ど 12 カ 月 ご と に テー マ を 設 
プー 


ご は ける 中 、 それ ぞ れ の 旬 を 味わえ る 
/ W お 漬物 の コラ ム も 。 菜の花 や ナス 

な ど 、 京都 の 食 章 に 欠か せな い お 

配 : バ 演 物 は 季節 感 も 与え て くれ る 。( 朝 


日 新聞 出版 / 1.320 円 ) 
Photo : Kenya Abe 
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まで 各 装 尊 寺 洞 器 疫 


お い 


す 洗 全 装 rox 敵 


< 
デ 


柚子 だ いこ ん 


気温 が 下がり 始め 、 大 根 が お いし く な っ て くる 秋 か 
ら 冬 に か け て お すす め の さ っ ぱり と し た 漬物 。 みず 
みず し い 大 根 を 甘酢 漬け に し て 、 黄色 く 色 づい た 柚 
子 の 皮 を ひと ひら 添え る 。 クセ の な い 大 根 に ほん の 
り 甘 酢 が 染み て 食べ 飽き な い お い し さ 。 378 円 /A 








赤 か ぶ ら (刻み ) 


冬 に な る と 赤い 色 が え 池 え と する 赤 か ぶ ら 。 1 年 
間 塩 蔵 し た も の を 甘酢 に 漬け 、 優し い 味わい に 仕上 
げ て いる 。 着色 料 は 不 使用 な の で 赤 か ぶ ら の 自然 の 
色 が 楽し め 、 ビ ンク か ら 赤 へ の グラ デー ショ ン が 美 
し い 断 面 に 思わ ず 見 と れ て し まい そう 。 432 円 /A 


京 つ け も の 池田 屋 SNS 
会 075-581-8092 | 山科 


準備 か ら 仕込 み ま で 、 
手間 を 惜しま ず 手 仕事 を 徹底 。 


伝統 的 な 漬け 込み を 心がけ 、 機械 に 頼ら ぬ 手 作業 で 
漬物 を 仕込 む 。 使用 する 調味 料 も すべ て 公開 し て い 
て 、 安全 な 食 へ の 意識 が 高い 。 購入 は HP や 電話 に 
て 受け 付け て いる 。 京都 府 京都 市 山科 区 東野 南井 
上 町 5-19 ⑩9:00 一 17:00 谷 土 日 休 


し 物 し 次 と 種 ん 償 $ 目 
が 50 だ さま 。 人 a お 須 
く れ 調 ん うま き 名 計 社 し 
れ 食 ぞ 味 は "か 物 合 員 ま 
る の れ 料 自 ま ら の か し 
の 楽 の だ ら た 手 松 商 ら た 
が し 思 け 目 ヽ 伝 ヶ 店 漬 ~ 
実 み い を 利 へ い 崎 物 と 
に を を 使 き 池 成 漬 の 生 語 
あい 込 う し 田 長 に 主 産 る 
り つめ こ た 屋 を 使 ・ 者 の 
が そ た と 野 見 う 林 に は 
た う 四 を 菜 の 守 藤 慎 転 ^ 
い 豊 季 徹 と 池 る の 太 向 こ 
? か の 底 厳 田 の 花 郎 し ち 

避 義 3 | だ (は き : 凡 ら 


AMI 0 NN 


記 党 味 式 へ は mMTRY 衝 委 肝 洒 石 浴 
届 」。 ぴ ご 補選 潤 題 ③ 灯 黄 ち 表 二 


し 年 へ か け 味 保 添 全 

た 漬 茎 る る 料 存 加 で 今 
く け 還 手 と で: 料 で 安 回 
CCRG IN OK の も りな の 5 2 
Ne の で 2 の ぢ お 生 友 癌 
と れ 三 攻 シ 時 を 産 漬 介 
会 た 輸 し ン 季 加 を 物 す 
才 0 だ 0 際 お も 9 ツ に 6 名 
経 く 久 よ ル お ず が 提 3 
営 あ さ う ない け 供 町 
者 ん ん に が し 昔 る し は 
か の は 濱 らい な 店 た ヽ 
ら 味 - け 手 野 が ばい - 
転 を 母 て 間 菜 ら か "~ よ 
身 再 が い の を の り と とり 
し 現 毎 る か 漬 調 " 無 安 





な す 九 条 漬 


京都 産 の ナス を ひと 口 大 に カッ ト し 塩漬け に し た 後 、 
米 麹 と た まり 醤油 に 漬け る 。 麹 の まろ や か な 甘み が 
ナス の 中 まで 和 染み 込み 、 滋味 豊か な 味わい 。 ご 飯 の 
お 供 の ほか 、 お 茶 う け に も びっ た り 。 ナス の 名 残 の 
季節 で ある 秋 に 味わい た い 。 540 円 /B 


WW Il NB NR 


きのこ 白菜 


鮮度 抜群 の 白菜 は ー ロ サイ ズ に カッ ト 。 軽く 煮 た シ 
メジ と エノキ と 合わ せ て 、 無 添加 の 自家 製 だ し に 漬 
け 、 旨み を 閉じ 込め て いる 。 丸ごと の 形 を 活か し た 
きのこ の 漬物 は 目先 が 変わ っ て 食卓 が 盛り 上 が り そ 
う 。 だ し が 染み た 白菜 は 素朴 な 味わい 。 486 円 /C 





ぶ ぶ 
撫 々 すぐ き 
上 賀茂 の 名 産品 で ある すぐ き は 、 専用 農家 が 育て た 
も の を 使用 。 リン ゴ 果 汁 を 加え る こと で 乳酸 発酵 な 
ら で は の 風味 を 和らげ 、 酸味 を まろ や か に 仕上 げ て 
いる の が 特徴 。 あ ら か じ め 刻 ん で あり 、 食べ や すい 
の が 嬉し い 。 チャ ー ハ ン の 具 に も 使え る 。 540 円 /B 





日 野菜 姿 漬 


京都 ・ 滋 賀 県 特産 の 日 野菜 は 独特 な 色合い を 生か し 
つつ 漬け 込む の が ポイ ント 。 実 と 葉 を さっ ぱり と し 
た 浅 漬け に し て あり 、 どちら も お いし く 味 わ え る 。 
実は パリ パリ ッ と し た 食 感 、 葉 は ほのか な 苦み が 特 
徴 。 4 月 上 旬 ご ろ ま で の 季節 限定 。 702 円 /C 


京 つ け も の 茎 屋 が 
全 075-691-2122 | 八条 


契約 農家 の お いし い 野 菜 の 
持ち 味 を 活か し た 濱 物 。 


「 な る べく 地 の 野 菜 を 」 と 3 軒 の 契約 農家 の 手 に よる 
有機 栽培 の 野菜 を 中 心 に 使う 。 ジェ イア ー ル 京都 伊 
勢 丹 で も 全 種 類 取 り 扱 いあ り 。 全国 発送 可 。 HP、 電 
話 で も 受付 。 @ 京 都 府 京都 市 南 区 八条 内 田町 34 
⑩9 :00 一 17:00 谷 日 水 休 


( CASUAL LUNCH ) 


京都 歩き で 案外 悩ん で し まう ラン チ 。 仰 々 し い 京 料理 で は な く 、 ふら っ と 入れ る 店 が 知り た い 。 


TITLE : 
65 歳 か ら の 京都 歩き ag 
容 075-212-7787 | 御所 南 
AUTHOR : 
(私 が 並ぶ の は 
永江 朗 


大 日 の ( 花 も も ) だ け ) 
「 敷 居 の 低い 店 で いた い 」 と 話す 店 主 ・ 百 瀬 


2011 年 か ら 京都 に セカ ンド ハウ 4 本 の し 洋 下 さん は 、 母 の 打つ そば を 食べ て 育っ た 
ス を 構え る ライ ター の 永江 骨 さ ん 。 鏡 「 っ 庄 -。 信州 人 。 負け ず 嫌 い の 性 格 か ら 試行 錯誤 を 
本 人 が 歩い て 見 つけ た 小さ な お す 生生 “。。 計 す 重ね 、 殻 付き の そば の 実 を 自ら 剥く 現在 の 
すめ な ど 、 好 奇 心 時 盛 な シニア 層  、 を 中 スタ イル に 。 使う 分 だ け その 都度 石臼 挽き 
に 向け た 情報 は の ん びり 歩き た いふ 島 ま ? = する 二 八 そば は 、 香 り が よく 快い 喉 ご し 。 
女子 に も お 役立ち 。 無理 し て 行列 2 ざる そば 800 円 。 @ 京 都 府 京都 市 中 京 区 丸 
に 並ば な い 永江 さん も 、 大 族 日 の き T 導 村 太 町 革 屋 町 西入 ル 昆 布屋 町 398 (①11:00 
( 花 も も 〉 に は 喜ん で 並ぶ 。 (京阪 醒 見 | っ ー18 : 30 (売り 切れ 次 第 終了 ) 公 月 ( 祝 は 
神 エル マガ ジン 社 / 1.518 円 ) 唱 、 ン < 才 徐 - 営業 、 翌 火 休 )、 第 4 日 休 中 18 席 
TITLE : セク ショ ンド ー ル 
京 を あつ め て SEction D'or 
会 075-752-2249 | 岡崎 
AUTHOR : 
(美味 スパ イラ ル が 
豚 所 生 侍 止ま り ませ ん ) 


京都 出身 ・ 在 住 の 編集 者 が 綴る 、 

京都 の 春 夏秋 冬 。 季節 の 移ろい を 
感じ な が がら 、 お いし いも の 、 か わ 
いい も の 、 楽し いも の を エッ セイ 
に 落と し 込ん で いる 。 な か で も 食 
べ 物 に つい て の 記述 は 、 ガイ ド と 
し て も 活躍 する 熱量 だ 。《 セ クシ 
ョ ンド ー ル 〉 へ は 、 ある 春の 日 に 
訪れ た 。 (ミシマ 社 / 1.650 円 ) 





料理 は タン ドリ ー チ キン た だ ひと つと いう 
潔 さ 。 店 主 の 永松 秀 高 さ ん が 作り 上 げた レ 
シビ は 一 度 食べ た 人 を た ち ま ち 虜 に する 味 
わい 。 加え て 季節 ご と に 8 一 10 種 の 付け 合 
わせ 野菜 の 力強い こと 。 添え られ る フラ ン 
ス 産 の パン と 共に 。 タン ドリ ー チ キン 1.900 
円 。 予 約 し て 行こ う 。 京 都 府 京都 市 左京 区 
岡崎 西 天 王 町 84-1 M & M's APARTMENT 
1F O⑩11:30 て 13:30 頃 LO0、 17 :30<20: 
30 頃 LO 人 不定 休 中 8 席 


TITLE : の 
京都 の 平熱 一 一 哲学 者 の 都市 案内 権兵衛 
人 な 075-561-3350 | 惣 園 
AUTHOR : 
( 季 園 界隈 に ある 


驚 田 清 一 


京都 出身 の 哲学 者 が 、 温か な 眼 差 

し で 地元 を 見 つめ 、 "京都 の 平熱 」 

を 描く 。「 し っ ぽく と あん か け と に 

し ん そば 」 の 項 で は 、《 素 うど ん を 

すす っ て か ら 、 逝き た い 》 と 語り 、 
祇園 の 街 で は (権兵衛) を 推し た 。 
子ども の 頃 、 た ぬき うど ん は 風邪 

を ひい た と き の ご 季 走 だ っ た そう 

だ 。 (講談 社 学術 文庫 / 1.078 円 ) 











気 取 る と ころ の な い 名 物 ) 


1927 年 創業 の (権兵衛 〉。 京都 で 「 た ぬき う 

どん 」 と きた ら 「 き つね うど ん の あん か け 」。 
柔らか いう どん に 甘く 炊い た お 揚げ を の せ 

て だ し の 効い た あん を か ける 、 東京 の それ 

と は 別物 だ 。「 シ ンプ ル な お 揚げ を の せ た 

『 き ざ み 』 は 京都 で も 通 好み で す 」 と 店 主 の 

味 舌 輝明 さん 。 どちら も 京都 の うど ん 屋 さ 

ん な ら 定 番 だ 。 1.000 円 。 京都 府 京都 市 東 

山区 工 園 町 北側 254 ①11:30 一 20:00 

位 木 休 50 席 


TITLE : こき み 
京都 で の ん びり 一 私 の 好き な 散歩 みち 小 き み 
容 075-462-7697 | 上 七 軒 
AUTHOR : po 
《 お 母さん の 言葉 が 
小林 由 入 心地 いい で す ) 
花街 の ひと つ 、 上 七 軒 の 芸 さ ん だ っ た お 
2006 年 の 発売 以来 ロン グセ ラー 母さん が 作る お ば ん ざい は 、 どれ も 優し い 


と な っ て いる 一 冊 。 京都 出身 の イ 
ラス トレ ー タ ー、 小林 由枝 さん が 
紹介 する と っ て お き の お 散歩 コー 
ス に は 、 神社 仏閣 、 寄り 道 の カ フ 
ェ な ど 、 ガ イド 本 に は 載っ て いな 
い 小 さ な 発 見 が た くさ ん 。 実際 に 
散策 し て みた く な る イラ スト プッ 
ク だ 。 (祥伝社 黄金 文庫 / 817 円 ) 





味 。 焼き 魚や お で ん な ど 、 その 時 々 で 選べ 
る メイ ン に 、 千 りな ど 56 種 類 の お か ず 
が 付く 定食 は 身 も 心 も 満 腹 に し て くれ る 。 
お 昼 の 和 定 食 1.200 円 、 夜 の 定食 2.400 円 。 
の 京都 府 京都 市 上 京 区 真 盛 町 742 ①11: 
00 一 13:30、17 :30 一 22 : 00 頃 、 毎月 25 
日 の み 10 : 00 一 売り 切れ 次 第 終了 人 不 
定休 帳 12 席 
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( DINNER ) 


いせ と う 


伊 セ 藤 
谷 075-492-0161 | 北大 路 


(《 あ る 種 の きり げ な さ が 、 
“ 粋 "に つなが っ て いる 》 


「 高 く て お いし い の は 当たり 前 、 ソ コソ コ 
の 値段 で きち ん と お いし いも の を 」 と 、 割 
京 の イメ ー ジ を 覆す 良心 的 な 価格 で 京都 の 
味 を 楽し め る 店 。 この 日 は 10 月 まで 名 残 が 
続く と いう ハモ 料理 を 出し て くれ た 。 ハモ 
の アス パラ 巻き 揚げ 1.000 円 、 ハモ の 柳川 
鍋 1.100 円 (6 月 頃 か ら の 季節 限定 )。 3.850 
円 の 食事 コー ス も 。 @ 京 都 府 京都 市 北 区 小 
山北 大 野 町 68-5 ⑨①17:00 一 22 : 30LO 
合 日 、 第 1・3 月 休 骨 10 席 (個室 あり ) 


食堂 お が わ 
谷 な し | 四条 河原 町 


( 酒 と 者 の 相性 、 
器 も 満点 だ !) 


京都 で も っ と も 予約 困難 と いわ れ て いる 一 
軒 。 旬 を 味わえ る メニ ュー も 味 も 値段 も 気 
取ら な い 有 雰囲気 も 、 す べ て が ちょ うど いい 
塩梅 な の だ 。 煮 ダ コ 500 円 、 だ し まき 500 円 、 
日 本 酒 一 合 800 円 (すべ て 税別 )。 現在 電話 
予約 は 休止 中 、 予約 は 来店 の 上 相談 を 。 2 号 
店 と な る 〈 食 堂 み や ざき 〉 も すぐ 近く に オ 

ー プ ン し た 。 京都 府 京都 市 下京 区 西木 屋 
町 通 四条 下 ル 船頭 町 204 ①16:00 一 22 : 

00LO 公 水 休 由 13 席 


居酒屋 た つみ 
会 075-256-4821 | 裏 寺 


( 裏 寺 の 守り 神 と いっ て も 
過言 で は な い 》 


昼 酒 と いっ て まず 名 前 の あがる 老舗 。 串 揚 
げ カ ツ か ら へ し こ な ど の 酒 の 有 腹 、 ア テ に も 
食事 に も ちょ うど いい 折々 の 京野 菜 を 使う 
料理 な ど ま で そろ う 100 種 類 の メニ ュー が 
圧巻 。 12 時 の 開店 か ら 常 連 で に ぎわ う 気 取 
ら な さも 鬼 力 。 香住 直送 希 へ し こ 418 円 、 
は も 皮 和 300 円 、 串カツ 418 円 、 日 本 酒 418 円 。 
の 京都 府 京都 市 中 京 区 裏 寺 町 四条 上 ル 中 之 
町 572 し の ぶ 会 館 1F ⑨⑩12:00 一 22:00 
合 木 休 避 52 席 喫煙 可 


靖 八 
会 075-231-2995 | 早 薬 師 


(京都 で 一 番 、 街 の 息吹 を 
感じ る こと が で きる お 店 》 


2 代目 の 掛 谷 浩 足 さん は "親父 の 料理 に 近 
づき た い 」 と 店 に 入り 24 年 、 継い で 8 年 経 
っ た 今 で も 上 昇 志 向 を 緩め ず 包 丁 を 握る 。 
定番 の 生 ず し (シメ サバ の こと ) 990 円 、 鴨 
ロー ス 1.320 円 の ほか 、 食材 表 か ら 選 ん で 、 
煮る 、 焼く 、 刺身 な ど 調 理 法 も お 好み で 。 
常連 だ け で な く 、 近頃 は 飛び 入り 客 も 増え 
て いる 。 ⑤ 京 都 府 京都 市 中 京 区 靖 薬 師 通 新 
京極 西入 東側 町 498 ①18:00 一 23: 
00 人 日 休 骨 11 席 


TITLE : 
京都 食 手帖 ( 京 の めぐ りあ い ) 


AUTHOR : 


暮らす よう に 旅 す る 京都 を 提案 。 
まず 推薦 する の が カウ ンタ ー の あ 
る 店 だ 。 気さく な 女将 さん と 、 地 
元 の 人 と 、 お 酒 を 前 み 交 わせ ば 旅 
は 格別 な も の に 。 お 客 同士 が 仲良 
く な る こと も 多い と いう ( 伊 セ 藤 〉 
は まさ に その 代表 。 ほか 、 バン 屋 
さん や 市 場 な ど 京都 の 食 を 掘り 下 
げ る 。 (実業 之 日 本 社 / 1.650 円 ) 





TITLE : 
ひと り 飲 む 、 京都 
AUTHOR : 


太田 和彦 


グラ フィ ッ ク デ ザイ ナー と し て 活 

躍 する 傍ら 居酒屋 探訪 家 の 一 面 も 

持つ 太田 和彦 さん は 、 酒 に 関す る 

著作 が 多数 。 「 京 都 で 暮らし て み 

た い 」 と 思い 立ち 、 夏 と 冬 に 1 週 
) 間 ず つ 滞 在 し て 飲み 歩く こと に し 
| た 。 本 書 は その 日 記 の よう な も の 

だ 。 〈 食 堂 お が わ 〉 は 苦労 し て 予約 
| し た 。 (新潮 文庫 605 円 ) 





TITLE : 
いっ と か な あか ん 店 京都 
AUTHOR : 


バッ キー 井上 


* 日 本 初 の 酒場 ライ ター" に よる 

5 な 人 気 シ リー ズ 。 《 実 は 店 の こと に 

あ つい て の 具体 的 な 紹介 を ほとん ど 

力 ヽ 。 し て いな い 》 と 記す が 、 た と えば 

二 の ん 数 十 年 通い 続け る 〈 居 酒屋 た つみ 〉 

バ 214 1 の エピ ソー ド を 読め ば 、 店 の 魅力 

9 ます 。 は 歴然 だ 。 ス ペイ ン バ ル も 中 華 も 

カウ ンタ ー 割 烹 も 、 多 ジャ ン ル 48 
軒 を 掲載 。 (140B/1.650 円 ) 


MILEs 
予約 一 名 、 角野 卓 造 で ご ざい ます 。【 京 都 編 】 


AUTHOR : 


角野 卓 造 


食通 で 知ら れる 俳優 、 角野 卓 造 さ 
ん は 大 の 京都 好き 。 仕事 以外 で 
(年 間 60 日 は 京都 に いる 》) と いう 
角野 さん が 、 ご 褒美 に 訪れ る 京都 
の 酒場 を 案内 。 料理 を 前 に 満面 の 
笑み を た た える 姿 に 、 その 店 へ の 
た だ な ら ぬ 愛着 が 伝わっ て くる 。 

( 知 八 〉 へ は 先代 の 頃 に 初 訪問 。( 京 
阪神 エル マガ ジン 社 / 1.628 円 ) 


Ox(1 


【 答 器 江 】。。 
本 析 明 避 
届 半 


e 叶 9 














0 二 8 あ お 表し ま (の お 28 ID だ 央 GS は 京 ーー ユー と 3 
の ` 文 る 庭 て っ を う の ろ 京 日 れ ` 気 | ` 京 に 京都 の な か ず に は 
一 容 代 3 の でき て 和食 に だ につい 都 常 月 鋭 ス 祖 都 決 の 
の 25 の まだ KN 5 の の の) 衝 3 の に あ 且 (に ニテ N 
で し 時 ` い いし く た と 日 と 食 お の と 料 新 や 生 ま 食 ! 味 」 が ある 。 
た 間 お わた さり あ に あ に か 食 `~ 理 味 母 ま り に 
目 旧家 る と の 秋 め っ ま 間 と を ご で 加 ら 彰 と 人 古 か ら 続く 食 の 都 ・ 京 都 。 公家 や 僧 但 か ら 始ま り 
、 家 る と * め っ ES 207 ら \ ら 京都 。 公 らら 
の だ けさ 行 小 科 祭 へ 新 す か 共 う と 自 え 伝っ 。 分 員 遇 内 
食 と て ん 事 平 寿 り 海 た " ら に ま の 上 身 た わた た 市 井 の 人 々 に 伝わっ た 行事 食 と 季節 の 野菜 や 
NN 互 es よ 記 4 本 中 た ー 
に え 民 お に ん を は 一 芽 さ お 授 使 事 料 理 家 平 乾物 を 巧 く 使 っ た “始末” の 日 常食 。 
ON GDIREOMM NO IN た その 魅力 を 料理 家 の 小平 泰子 さん に 教え て も らい まし た 。 
る 5 まり に 5 の Ke だ OMW I ま か DU な が KR 老 表 2 昧 さ 5 . 
お す が の が 般 り 集 た すら が る し りり で す を ん photo : Kunihiro Fukumori text : Awa 誤 Moriko 
毎月 8 の つく 日 毎月 1 日 
引 紀 
時 
ee 
g 
あら め (ひじ き 、 豆 で 代用 ) に し ん 昆布 巻 赤飯 
「8、18、28 日 は 『 未 広がり で 、 新た な 芽 が 出る よう 乾物 の に し ん を 戻し 、 昆布 で 巻い て 甘辛 く 煮 付け た 月 の 始ま り に 「 今 月 も まめ まめ し く 暮 ら せ ま す よ う 
に 』 と あら め と お 揚げ を 炊い た も の を 食べ ます 。 最 お か ず 。 大 人 に な る ほど に 渋み の ある 味 が 好き に な に 」 と の 思い を 込め て 琉 を 使っ た 料理 を 味わう 。 小 
近 は あら め を 炊く 人 は 少な く な っ て いる よう で 少し っ た と いう 小平 さん 。 「 波 う 、 こ ぶ う 暮らす ん や で 、 豆 入 り の 赤飯 が その 代表 格 。 京都 人 が 大 好き な 「 鳴 
寂し いで すね 。 海藻 仲間 の ひじ き な ら 入手 し や すい と 毎月 の 初め に 言い 聞か され て いま し た 」。 に し ん 海 の 赤 飯 」 は 、 ふっ くら と し た 餅 米 に 丹波 産 大 納 計 
か ら 代用 し ちゃ いま し ょ うか ,。 100g 260 円 /B の 味 が 染み た 昆布 が お いし い 。 1 本 677 円 / ノ B 小豆 を た っ ぷり と 加え た 逸品 。 200g 432 円 て /A 3 
冬至 舐 園 祭 毎月 最終 日 ーーー 
献 節 決 
立 目 ま 
を を っ 
考 意 た 
え 謙 日 
の に 
の き 決 
が ま 
楽 気 っ 
だ た 
性 お も 
い を の 
う 新 を 
う た 食 
「 ん 」 が 2 回 つく も の (筑前 煮 な ど ) ハモ 料理 お か ら 煮 い ご こ 
冬至 の 日 に は 、 レ ンコ ン 、 ニン ジン 、 う ん どん (うど 舐 園 祭 は ハモ 祭 と も 呼ば れ 、 京都 人 は この 頃 に 旬 を 「 お 給料 日 前 の 月 末 は 館 約 の 意味 も あっ て 、 安価 な 面 呈 上 
ん ) な ど 、「 ん 」 が 2 回 つく も の を 食べ て 無病 息災 を 迎え る ハモ を 食べ る こと を 楽し み に し て いる 。「 は お か ら を 食べ ます 。 昔 は 前 日 の 煮物 や お で ん の だ し も す 
願う 。「 レ ンコ ン や ニン ジン な どい ろ ん な 具 の 入っ も 天 ぶ ぷら は 活け 締め の ハモ を 使っ て いる の で 区 沢 で な ど で 炊 く の が お 決ま り で し た ね 」。 京山 さん の お o o 
た 筑前 煮 は 栄養 的 に も 優れ て いる か ら 、 寒い 時 季 に す よ 。 天つゆ と 大 根 お ろ し を 添え て いた だ く と ご 馳 か ら は 自慢 の 昆布 & カ ツ オ だ し が た っ ぷり と 使わ れ 、 
英気 養う の に も いい で す よ 」。 100g 308 円 /B 走 感 が あり ます 」。 100g 463 円 /B 上 品 で 優し い 味わい 。 100g 250 円 /C 
TITLE 
ミニ YY 京都 食 手 帖 ( 京 の めぐ りあ い ) 
SHOP DATA 
AUTHOR : 
暮らす 旅 舎 
鳴海 餅 本 店 Ne 
会 075-841-3080 | 堀川 下 立売 暮らし を 豊か に する 雑誌 書籍 を 手 
京都 人 が こよ な く 愛 する が け て きた メン バー に よる 編集 。 
餅 と 赤飯 が 名 物 の 老舗 。 《 昭 和 が 息づく まち は 会 話 が 弾 


む 》 と 、 古川 町 商店 街 を 取り 上 げ 
る と 、 手 作り 惣菜 の 店 を ピッ クア 
ッ プ し た 。 旬 の 食材 の 食べ 方 まで 
考え て 買い 物 が で きる 《 商 店 街 は 
食 を 学ぶ 教室 で も ある 》 と 結ん で 
いる 。 (実業 之 日 本 社 / 1.650 円 ) 


1875 年 創業 。 上 質 な 素材 を 用 いて 手間 を 惜しま ず 作 
られ る 餅 や 菓子 、 赤飯 は 日 常 か ら 鹿 事 まで 幅広 い シ 
ー ン で 利用 され て いる 。 イー トイ ンス ペー ス も 併設 。 
@ 京都 府 京都 市 上 京 区 下 立売 通 堀川 西入 ル 西 橋詰 
町 283 ⑩8:30 て 17:00 公 不 定休 
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な Navigator 方 公 テ ば そ 庭 的 。 き 自 で いん お ミ 人 節 い し え 人 和 分 が か 
O jn O も 回 イ いい だ で UM た だ た: 打 お あう 2 で が を や 四 て で, 品 ご ) 手 ま 
Aa K Se 導 と アル ん 時 全 が ん う 各 ご う 炊く まき セ 地 が た 並 の 入 鍋 
O S K ア の SE 2 き に 語 y/= 
こ ひ ら ・ や すこ 京都 と 東京 で 小平 だ で みみ で は 部 "な で み に き な 始 ゆ そん え 野 り 素 
泰子 料理 教室 」 を 主宰 する ほか 、 雑誌 、 と 味 ト す お 作 一 お す に 和久 い まっ めこ えれ で て 菜 に な 
テレ ビ 、 企 業 へ の レシ ピ 提 供 な ど と 幅 も 0 生 る AAGS WAMDOKACKEGMS お SS 
いで ヽ Mc 0 2 ら \ に 
2 まな ホホ 都 屋 は ら が 平 す の ン か た = 有人 食 に し 物 っ が 
* よ 万 2 旅 さき 大 下さ きる を 必 9 し そ 計 2 交 は く を た 中 
よ て ル 行 ん 変 や ぶん 心 味 | 夏 ` ろ し と 物 っ 食 使 京 心 
- い の に を で 少食 は も わ 要 や 身 そ いい を き 2 < 
うお 来 利 す 人 卓 語 備 う ら な 欠 ろ > 通り る て で 新 
楽 部 た 用 よ 数 は る わ こ ず ぁ き ナ <? 々 し と 工 手 は 鮮 
2 潤 か S ね の 2 理 | さだ か が 2 に だ に 2 で 夫 を ` な 
みや も れ " 家 で 0 Mi (5 が セ ( 近 | で を 替 季 魚 
高野 と うふ 煮 
「 単 品 で も お いし く て 、 季節 の 野菜 と 
炊き 合わ せ た り 卵 と じ に し た り と 活躍 
する 高野 豆腐 は 実力 派 の お か ず で す .,」。 
(京山 食品 〉 で は 、 噛む と じゅ わん と あ 
ふれ る ほど た っ ぷり の だ し が 染み た シ 
ンプ ブル な 状態 で 提供 。 淡い 中 に も 深い ちり めん 山 概 


旨み が 感じ られ る 。 100g 200 円 /C 京都 で ご 飯 の お 供 と いえ ば 、 ち り め ん 


山 板 。 お 土産 に も 好ま れる 一 品 だ が 、 

各店 で 少し ずつ 味 が 異な る 。 ここ で は 、 
山 板 を た っ ぷり と 入れ 、 ほ ん の り と 甘 
い 仕上 が り に 。 〈 井 上 個 需 店) が 錦 市 場 
に 店 を 構え て いた 時 代 か ら 、 指名 買い 
する 遠方 客 も いた ほど 。 80g 720 円 /B 


万 願 寺 ちり めん じゃ こ 入 


「 夏 に お いし く な る 万 顧 寺 と う が ら し 
を お じゃ こと 一 緒 に 炊い た も の 。 お 酒 
の お つま み に も 合い ます よ 」 と 小平 さ 
ん 。 く た っ と な っ た 万 願 寺 の 食 感 と 、 

ちり めん じゃ この 歯ごたえ の コン トラ 
スト が 楽し い 。 ほど よい 胃 油 味 で ご 飯 万 願 寺 と う が ら し 昆布 
や お 酒 を 進ま せる 。 100g 480 円 /C 
舞鶴 市 発祥 の 京野 菜 ・ 万 願 寺 と う が ら 
し は 、 肉 厚 で 甘味 が ある の が 特徴 。 シ 
ンプ ル な 組み 合わ せ で 家庭 の 味 だ が 、 

〈 井 上 條 煮 店 〉 の 品 は 農林 水産 大 臣 賞 を 
受賞 し た こと も 。 ざく 切り に し て 炒め 
た 万 顧 寺 と う が ら し と 甘 め の 塩 昆 布 が 
じん わり と 染み る 味 。 100g 411 円 /B 


中 は 光吉 





千 切 大 根 


端 境 期 で 野菜 が な い 時 に 活躍 する の が 

切干 大 根 。「 お 揚げ や ニン ジン と 一 緒 

に 煮 含め る の が 定番 で す 」。 く 京山 食品 〉 

で は 宮崎 産 の 無 農薬 切干 大 根 を 使用 し 、 
1 本 1 本 に し っ か り と だ し の 風味 を 移 

し て いる 。 季節 を 問わ ず お いし く 味 わ 

える 心強い お か ず 。 100g 230 円 /C 


洲 忌 百 


っ 
ピコ 


ゆば きのこ 


名 物 の 湯葉 と きのこ は 王道 の 組み 合わ 
せ 。 〈 井 上 介 煮 店 ? が 作る の は 、 大 きく 
切っ た 湯葉 と し めじ を 炊き 合わ せ た も 
の 。 湯葉 の 甘 さ が 際立ち 、 し めじ の 旨 
み を 感じ られ る 。 噛め ば ジュ ワッ と 洪 
み だ す あっ さり と し た 昧 付け に ほっ と 
する 。 100g 320 円 /B 





。 と 器 洒 いさ ヒ 庄 Br て で 古 中 誕 で 中 誰 還 由 
登 寺 9 虹 同 rr 油 呈 見 再 攻 へ 固 層 可 





s 寸 姜 千 と すさ 省 有 と K 柄 > 尉 0 芝 敬 


京山 食品 NNS 
会 075-525-1830 | 東山 
だ し を 効か せ 丁 寧 に 作る 


フレ ンド フー ズ RS 
傘 075 -722-0451 | 下 鳴 
体 に 良い る の を 徹底 的 に 探し 、 
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優し い 味 の お な おかず に 和む も 。 


古川 町 商店 街 に ある 小さ な お 惣菜 屋 さん 。 昆布 と カ 
ツ オ の だ し を 惜しみ な く 使 い 、 山科 や 守山 の 農家 か 
ら 直 接 仕入れ る 有機 坊 培 野菜 な ど を 調理 する 。 弁当 
730 円 も 地元 客 に 人 気 。 京都 府 京都 市 東山 区 古川 
町 546 ①10:00 一 17:00 人 日 祝 休 





伝え 続け る スー パー マー ケッ ト 。 


安心 安全 で お いし いも の を 選び 、 生産 者 を 守る こと も 

理念 の ー つ 。 惜しま れつ つ 閉 店 し た 〈 井 上 個 煮 店 〉 の 

品 を 取り 扱い 始め た の も 、 その 思い を 実ら せ た 一 例 だ 。 
店 内 調理 の お 惣菜 も 充実 し て いる 。 京都 府 京都 市 左 

京 区 下鴨 北園 町 10-6 ①10:00 一 21:00 谷 無 休 


text : Keiko Kodera 


KYOTO 


SHOP 


ショ ツ プ ペペ よう こそ ぞ 。 


mm ーー W_ ょ 
京都 の 
レト ロ な 雑貨 店 や 喫茶 店 が 並 
お 洒落 好き の 心 を と きめ か 
(ambihanako ) で 


P 


と さめ さ を ま と 


ーー 
エー 


条 通 ( 


せる ショ ッ プ が オー プ ブン. 


お 気に入り の アイ テム を 見 つけ て 。 


京都 の 


ee 
と 





D 白 を 基調 と 


展 紅 送 亡失 品 沢 ぶ 9 
雪 つ 2AmATN 公 組員 


展 紅 じ し ビ wW 選 っ 弁 計 を 上 他 っ 選 うめ 
GS ゼ せ ン も で SNe む で うり)” や で 公 ン 
さや で S 興 捉 じ 手 Q 穫 っ っ 中 に 控 玖 
据 認 つ 選 うっ” の っ うっ 心 の 避 編 で 刀 っ 
AN 友則 肖 環 ポート へ “ 

(c で E ロ ーー と で こと Q デ oO) や バド で 
リコ) っ 心 坦 興 換 の 燕 つ つり っ 愉 K 刻 
⑩S 味 周 @ 装 志 公 箇 め 8 相 、 的 で ヘス 
ー 込 づつ ^ 呈 視 ロ や も を 公 で I ト セレ 約 
山 、 ぐ レン で ke 6 届 計 寺 忠 処 部 所 申 
下 ” 〈bulle de savon〉 旬 〈「atelier du 
savon〉“ Malle chambre de charme〉 
りう で 刀 H て 作 さ K で べ 居 に ト く こさ ミ 
hIhA を NN ロト ロー に K セ NG 〈( ト へ ハ 
り 1 ト へ KK)〉 公 由 公 五 NeA 丁 人 N っ コリ 
稔 D レ し " ふい ロー や 公 了 下 持 和 を シ パ 必 
さい ヘコ ローK 和 を hh や DK ロート で 
ーー て 6 州 衣 D で NKKー ミ て へ 愉 へ 
で > うり” 尼 聡 や の 舞 や 現 G パ も 交 握 N 
やせ ト ャ トコ 公 択 飲 つ し うっ t” 地 切 
編 ふ で や で へ ヘ 中 トロ RS 興 換 記 
G 忌 羽 の 他 久 公 や NO 脳 骨 公 据 緒 じ " 
ユ へ 必 NRK 居 全国 抽 入 心 庫 上 
つ 信 せ 「) で 約 手 じ の 」 
の 1 ンド こ だ た 3 に さば さ こ ド こい 

で し ゃ や ミ よ ここ たこ めす に 和 る 導い そく 】| を 2 いい 
けり で で KN トー テ ロ ー ト っ ) | 可 り 7 選 
こま TE まい FI そこ 3 よっ ま 『 た に 


アン ビ ハ ナ コ 


ambihanako 京 都 路面 店 
会 075-221-1705 | 弁 塵 石町 


ノ 


オー プン し た 注目 の ショ ッ プ 。 
“ふつう で すてき な 女性 を 感じ られ る セ 


ー 
に 


2021 年 末 ( 





| 


レク トシ ョ ッ プ ” を テー マ に 、 持っ て い 
る だ け で し あわ せな 気持 ち に な る オリ ジ 


ナル の 小物 類 な ども 展開 。 京都 府 京都 
市 中 京 区 弁慶 石町 59 ①11:00 一 20:00 


| | ュ 


も 注目 。 2.〈ambi 


hanako 京都 〉 限定 アイ テム も 。 “は な この 好 


コ 
ー 


1. 可 愛らしい イン テリ ア ! 


物 " を 描い た 4 種 の ハン カチ ー フ ( 各 1.980 
円 ) も 人 気 。 肌 に や さ し い 綿 素 材 。 





倍 休み は @ambihanako_kyoto で 告知 
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春の 訪れ を 告げ る 梅 が 咲き 始め る と 、 京 都 は 華やか さ を 増 し て 

いく 。 続い て 神社 や お 寺 で も 月 ご と に 、 さ ま ざ ま な 花 が 開花 する 。 
お 目当て の お 店 を 訪ね て 町 歩き も いい けれ ど 、 時 に は 花 か ら 京都 

の 魅力 を 紐解い て は いか が で し ょ うか ? 


photo : Yoshiko VVatanabe 


※ こ ちら で ご 紹介 し て いる 花 は 、 季節 に より 変更 に な る こと が あり ます 。 





っ 練 で で te 選 芝 ” 路 刀 ロ 
で や ご 鎌 二 む や 折 ン 人 ぐ 6 思 志 和 を 

や 挫 者 り 也 巨 避 公 で "人 
04 くま ドー トニ ト ma こ メス た くん) 
彫 周 誤 G 較 包 逗 携 珂 団 め 避 ン 暑 周 セ 
NG 人 る WG 還 中 9 栄 teKG 把 堅 ゅ 7 
リリ 6 挟 G 交 野 G さ くし レネ K 尽 避 や で ビレ 
トド F さ くだい 】 こ さこ Ho た RG や Iro 
『 過 性 交 県 』 で や う 固 也 ロ 民間 餅 暫 
氷 和 を 相 べ G 志 柚 口 め 敵 で 臣 G 


いい 


湖 く | す D、 


や 


ほのか に 香り 桃色 に 染まる 北野 天満 宮内 。 
一 般 開放 され る 梅 苑 の 景色 は 忘れ 難い 。 





に 
ドイ ーー ペン ギー 
+> 





トコ 


季節 の 化 


それ は 都 の 歴史 と と も に 、 先 人 た ち が 残 し て きた 風物 詩 の ひと つ 。 


に か つの 
ュ = ェ ジャーン ーー 


と に 、 さ ま ざ ま な 花 を 楽し め る 特別 な 所 な の で す 。 


photo : Norio Kidera (Kitano Tenmangu Shrine) text : Ami Hanashima 
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な が お か て ん まん で ぐう 


長岡 天満 宮 


会 075-951-1025 | 長岡 京 


春の 風物 詩 は 真紅 に 
梁 ま る キリ シマ ツツジ 


菅原 道真 公 が 大 宰 府 に 左 居 さ れる と き 、 名 
残 を 惜しん だ 地 と し て 知ら れる 長岡 天満 宮 。 
正面 の 大 鳥居 を くぐる と 、 4 月 下旬 に は 市 指 
定 の 天然 記念 物 に も な っ て いる 樹齢 約 170 
年 の キリ シマ ツツジ が 満開 に 咲き 誇り 、 真 
紅 に 染まる 花々 を 眺め る こと が で きる 。 @ 
京都 府 長岡 京 市 天神 2- 15-13 (① 社 務 所 
9:00 一 17:00 


さん ぜん いん 


三 千 院 


会 075-744-2531 | 大 原 


雨 の 日 で も 美しい 、 
京都 を 和 用 あ あじ さい 苑 。 


大 原 の 自然 豊か な 場所 に 仁 む 寺院 で は 、 美 
し い 苔 庭 や 重要 文化 財 ・ 往 生 極楽 院 と と も 
に 「 あ じ さ い 苑 」 も 初夏 の 風物 誇 。 星 の よ 
うな 形 を し た 希少 な 七 段 花 な ど 、 1.000 株 
以上 が 梅雨 の 訪れ で 見 頃 に 。 京都 府 京都 
市 左京 区 大 原 来迎 院 町 540 ① 拝 観 9:00 
て 17:00 (11 月 は 8 :30 て 、 12 一 2 月 は て 
16:30) 拝観 料 700 円 





けん に ん じ 
建 仁 寺 
会 075-561-0190 | 東山 


京都 最 古 の 禅 寺 で 
日 本 の 象 箇 ・ 桜 を 愛でる 。 


鎌倉 幕府 の 二 代 将 軍 ・ 源 頼家 が 開基 し た 、 

臨済宗 建 仁 寺 派 の 大 本 山 の 寺院 。 国宝 に も 
指定 され て いる 「 風 神 雷神 図 」( 展 示 は 複 
製 ) な ど 貴 重 な 文化 財 が 数 多く ある な か 、 

三門 や 法 堂 、 花見 小路 通り 沿い な ど 場 所 に 
よっ て 移ろい が 違う 桜 も 建 仁 寺 の 見 所 の ひ 
と つ 。 ⑰ 京 都 府 京都 市 東山 区 大 和 大 路 通 四 
条 下 ル 小 松 町 584 (拝観 10:00 一 16:30 


、。 
や モー 


*ー 5 導 『「1FNI 還 語 : 


ーーw ーー 


会 0774-21-2861 | 宇治 
" 藤 の カー テン " で 
平安 京 の 栄華 と 趣 を 感じ る 。 


藤原 頼 通 に よっ て 極楽 浄土 を 再現 し た 国宝 
の 寺院 。 語り 継が れる その 美 し さ は 建物 や 
仏像 の みな ら ず 、 鳳 風 堂 横 に ある 藤棚 も 魅 
力 。 約 20.000 本 の 房 を 付け る 藤 の 木 は 、 樹 
齢 約 300 年 を 超え る 。 " 藤 の カー テン " で 花 
越し に 鳳 風 堂 が 望め る の も 風情 あり 。 4 月 
下旬 か ら 5 月 頃 ま で が 見 頃 。 京都 府 宇治 
市 宇治 蓮華 116 〇 拝観 8:3017:30 


@ 平 等 錠 





ほう ね ん いん 


全 075-771-2420 | 鹿 ケ 谷 


静 け る の な か で 
春 を 告げ る 椿 の 庭 。 


銀閣寺 と 南 禅 寺 を 結ぶ 散歩 道 「 哲 学 の 道 」 
近く に 鎮座 する 寺院 。 本 堂 北側 の 「 椿 の 庭 」 
と 呼ば れる 中 庭 に は 三 銘 椿 が あり 、 それ ぞ 
れ の 風情 を 楽し み 春の 訪れ を 静か に 感じ ら 
れる (4/17 の み 観 賞 可 、 入山 料 800 円 )。 
本 堂 の 本 尊 阿 弥 陀 如来 に は 、 この 時 季 に な 
る と 椿 の 散華 も 。 @ 京 都 府 京都 市 左京 区 鹿 
ケ 谷 御所 ノ 段 町 30 拝観 6:00 一 16:00 


お と くに で ちら 
乙訓 寺 
会 075-951-5759 | 今里 


貴 徳 太子 ゆか り の 地 で 
春 牡丹 を 楽し む 。 
飛鳥 時 代 に 、 推古 天皇 の 勅願 で 聖徳 太子 が 
開い た と され る 乙訓 地方 最 古 の 寺 。 天災 で 
の 状況 を 見 た 鎌倉 ・ 長 谷 寺 の 住職 か ら 2 株 
の 牡丹 を 譲ら れ た の を 機 に 、 い まで は 約 2. 
000 株 が 咲き 誇る “牡丹 寺 " と な っ た 。 毎年 
4 月 中 旬 か ら 5 月 初旬 に は 「 選 訓 寺 ・ ぼ た ん 
祭り 」 も 開催 。 京都 府 長 岡 京 市 今里 3-14 
-7 拝観 8:00 一 17:00 入山 料 500 円 


弓月 


し だ れ 要 と 椿 





じょう な ん ぐう 


城南 宮 


会 075-623-0846 | 鳥羽 


ほう よ け 


方 除 の 大 社 が 魅せ る 
神苑 の し だ れ 梅 。 


平安 須 都 の 際 、 都 の 南 に 国 の 守護 神 と し て 
創 赴 さ れ 、 そ れ 以 降 方 除 の 神 と し て 信仰 を 
集め る 。 趣 の 異な る 5 つの 庭 か ら な る 神苑 
「 楽 水 苑 」 に は 源氏 物語 ゆか り の 草花 が 植 
えら れ 、 "源氏 物語 花 の 庭 」 と 称 さ れる 。 
早春 に は し だ れ 梅 が 咲く 。 京都 府 京都 市 
伏見 区 中 島 鳥羽 離宮 町 7 拝観 9: 00 
16 : 30 (受付 一 16:00) 拝観 料 800 円 


松尾 大 社 
会 075-871-5016 | 嵐山 
黄金 色 に 染まる 
関西 随 一 の 名 所 。 


酒 づ くり の 神様 を 祀り 、 酒造 界隈 で も 一 目 
置か れる 松尾 大 社 。 平安 風 、 鎌倉 風 な ど 趣 
の 違う 3 つの 庭 が 集まる 松風 苑 」 な どの ス 
ポッ ト に は 、 楼門 か ら 本 殿 の 間 の 境内 を 流 
れる 一 の 井川 沿い を 中 心 に 約 3.000 株 の 山 
吹 が あり 、 関西 随 一 と し て 名 高い 。 ⑰ 京 都 
府 京都 市 西京 区 嵐山 宮 町 3 ① 社 務 所 9 : 
00 一 16:00 (日 祝 一 16:30) 拝観 料 500 円 
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ア 城 た に る け の の 
^ 俊 の 設 < て 植 穴 
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現さ ラ られ し が が 
代 ん ン れ が だ 植 鳥 
の 率 ド た れ え 丸 
京 い ス 2 桜 ら 御 
都 る ケ っ の や れ 池 
に ww の 寺 必 ご こ だ 
相 ププ 庭 ツ 春 あ 
応 ル デ だ コジ か る 
し イザ “が ら 


町 の 中 の 花 。 


里山 を 写し た 庭園 で 
ツツジ を 愛でる 時 間 。 


野山 の 景色 を 写し た 庭園 を 街中 で 眺め る 。 
(ACE HOTEL KYOTO) で の 朝食 は 、 
そん な 賛 沢 な 体験 が 待っ て いる の で す 。 


photo : Yoshiko VVatanabe text : Mako Yamato 
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1. 壁 一 面 が ガラ ス の 開放 感 あ ふれ る メイ ンダ イニ ング 。 すぐ 外 に は ツツジ と モミ ジ が 重ね て 植え られ て お り 、 新緑 に 続い て 花 が 咲き 出 


し 、 春 か ら 初 夏 に か け て の 眺め は 抜群 。 を. ビジター も 利用 可能 な 朝食 は 、 カ リフ ォ ル ニア アポ カド トー スト な どの セッ ト 3.600 円 ほか 。 





エー ス ホ テ ルキ ョ ウト 


ACE HOTEL KYOTO 
谷 075-229-9000 | 鳥 丸 御池 


京都 の 伝統 と 融合 する 、 
エー ス 流 の 空間 を 楽し む 。 


アジ ア 初 進出 で 2020 年 6 月 開業 。 これ 
まで の エー ス ホ テ ル 同 様 コ ミュ ニテ ィ 
の 場 と し て も に ぎわ う 。 メイ ンダ イニ 
ング で は 朝食 と 、 週末 や 祝日 に は アフ 
タ ヌ ー ン ティ ー の 利用 が 可能 。 京都 
府 京都 市 中 京 区 姉 小路 通 東洞 院 西入 ル 
車屋 町 245-2 スタ ンダ ー ド キン グ 1 
泊 1 室 33.000 円 ( サ 別 )ー 全 213 室 
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ツツジ 


京都 市 の 花 の ツツジ 。〈ACE HOTEL 
KYOTO〉 に は 上 階 の 西向 き の 部 屋 だ 
け か ら 眺 め ら れる 白い ツツジ も ある 。 
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THE KYOTO OF FLOWERS 
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は な まさ 


花 政 
会 075-231-2621 | 河原 町 三条 


品 よ く 華 や か な 姿 に 、 
老舗 の モン ス を 知る 。 


文久 元 (1861) 年 創業 の 老舗 。 と り わ 
け 定 評 が ある の は 山野 草 や 和 花 の あし 
らい 。 庭 の 景色 を 写し た 鉢植 え は 控え 
め な 華やか さ を 持 つ 。 京都 な ら で は の 
美 を 届け て くれ る 。 ⑯ 京 都 府 京都 市 中 
京 区 河原 町 三条 上 ル 東 入 ル ①9:00 
て 19:30 公正 月 休 ※ 寄 せ 植 え は 1 
週間 前 、 花 籠 は 1 日 前 まで に 注文 を 。 





木瓜 (ぼけ ) の 木 を 中 心 に 、 羽衣 キン ボウ ゲ や 節分 草 な ど 春の 山野 草 
を あわ せ た 寄 せ 植 え 12,100 円 。 植物 は その 時 々 で 変わ る た め 相談 を 。 








みた て 

会 075-203-5050 | 紫竹 

蓋 を 開け た 瞬間 に 、 
季節 が あふ れ 出 す 木 箱 。 


京都 や 日 本 に 受け 継が れ て きた 風習 や 
景色 を 切り 取り 、 植物 を 通し て 伝え て 
くれ る (みた て /。 京 の 風物 を 写す 京 の 
木 箱 と 、 折々 の 景色 を 写し た 季節 の 木 
箱 に は 、 美意識 が 凝縮 する 。 大 き さ は 
4 寸 と 6 寸 。 京都 府 京都 市 北 区 紫竹 下 
桜 が 登場 する 3 月 か ら 4 月 の 季節 の 木 箱 4.400 円 。 4 寸 の 小ぶり な サ 竹 殿町 41 ①12:00 て 17:00( 火 て 
イズ は 和 飾る 場所 を 選ば な い 。 中 の 植物 は 折々 に 変わ っ て ゆく 。 木 予約 制 、 金 土 予約 不要 ) 倫 日 月 休 





er 中 さ 針 ご 殿 せ 二 r 滞 は 次 石 潤 


| 花 ! 天 ! 井 


は な ぞ や ん じょう 





TH 層 之 眉 計 の 肖 族 両 。 の / 評 上 9 み 


の は W 記 環 選 G 周 夫人 は 8 みり 落 


At は る 剛 . 誠 導 梓 4H の 所 民有 四 
rr 余 民 溢 五 中 剛 洪 。 記 びび 計 有 愉 入 


IP 


ヽ 
ソコ 


強 叫 問 


六 は き 遂 さ 果 似 計 古 舌 違 居 コ ー 


\3 
ア 


さこ ルム ユイ た いり 、、 症 の の に 


らい SS は いさ 光 ざ は 貴 均 供 料 皿 


2 衝 卿 の き 箇 放 眉 り 深 層 評 局 4 
聞 題 ど 計 寺 や ペー。 迄 眉 対 の 
計 下 記 三 州 陣 9 清 テ / 恒 包 | 


e と 婦 ど 簡 重 の 仁 (! 箇 似 


ーー 


回 需 さ 9 本 (r 潤 思 /Ar((etV 作 


ーー 


民 ど 王 古 谷 苑 。 つ 作り と 画 導 人 





圏 画 


ひら お か は ち ま ん ぐう 


平岡 八幡 宮 
公 075-871-2084 | 梅 ヶ 畑 


化 を 愛し た 将軍 の 思い を 受け 、 
描か れ た 天井 画 を 特別 公開 で 。 


室町 時 代 に 足利 義満 公 に よっ て 再建 され た 。 天井 に 
椿 や 牡丹 な ど 44 種 の 花 の 絵 が 描か れ た 本 殿 は 江戸 時 
代 の も の 。 @ 京 都 府 京都 市 右京 区 梅 ヶ 畑 宮 ノ ロ 町 23 
① 拝 観 10 : 00 て 16 : 00 (最終 受付 15 :30) 拝観 料 
800 円 (宮司 の お 話 、 大 
福 茶 接待 付き ) ※ 春 
の 特別 拝観 3 月 11 日 
( 金 ) て 5 月 15 日 (日 )、 
椿 を 愛でる 会 3 月 11 日 
( 金 ) て 4 月 10 日 (日 )。 


東門 居 2 甘 財 い 祈 る 

寧 と 受 0 が が 天 つ り 花 そ 
に 江 け 0O 完 で 井 に の の っ 
描 戸 継 年 成 き ーー も 場 姿 と 
5 が 前 し る 曽 幸 で “ 恵 
た それ に た の に し あこ に 
草 れ て 描 ば ぱ ば は 描 て る ん 癒 
花 ぞ いか か か 輝 寺 な し 
は れ る れ り 2 れき 社 時 を 
織 の 平 た の 0 た を で 代 も 
細 時 岡 姿 正 1 草 放 出 だ た 
で 代 八 の 克 7 花 っ 合 か ら 
"の 幡 ま 院 年 を て うら し 
い 絵 宮 ま と に 見 い草 こ て 
つ 師 “大 る 参 池 深 式 
ま が 平 切 約 天 こ "は れ 





寺社 で 花 に 出会う 。 


細部 まで 描か れ た 意匠 に 見 と れる 
天井 の アー ト 新 旧 ふ た つ 。 


し ょ うじ ゅ いん 


正寿 院 
全 0774-88-3601 | 宇治 田原 


現代 の 日 本 画家 約 90 人 に よる 、 
人 花 と 日 本 の 風景 を 描い た 160 枚 。 


江戸 時 代 の 種 字 明 茶 弘 の 天井 画 が 本 堂 に 残る こと か 
ら 、 復興 の 意味 を 込め 、 客 殿 に 描か れ た 天井 画 。 ハー 
ト 形 の 窓 は 猪 目 窓 ( い の め ま ど ) と 呼ば れる 魔 除け 。 
の ひ ぶ 都 府 綴喜 郡 宇治 田原 町 奥山 田川 上 149 ① 拝 観 
9:00<16:30 (12 て 3 
月 10 :00 て 16 :00) 

拝観 料 600 円 (お 茶 ・ 
菓子 付き )。 風鈴 まつ 
り (6 月 1 日 一 9 月 18 
日 ) 中 は 800 円 


に 





可憐 な 晶 花 の 姿 は 


時 代 を 超え た 癒し 。 


200 年 の 時 を 経て 美しく 残る も の と 、 
平成 に 描か れ た 色 鮮 や か な 花 天 井 。 


お 参り する 人 々 の 気持 ち を 和 ま せる 花 手 水 。 
新た な 癒し を も た らし て くれ る 花 を 目当て に 


寺社 へ 足 を 運ぶ 楽 し み も 。 


photo : Akira Yamaguchi text: Mako Yamato 
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化 ! 手 ! 水 


柳谷 観音 楊 谷 寺 
谷 075-956-0017 | 長岡 京 
花 手 水 と 名 付け た 、 プー ム の 草分け 的 存在 。 


眼病 平癒 の 観音 様 と し て 広く 信仰 を 集め て きた 古 幣 。 
境内 に 5 つ あ る 手 水 に 花 を 生け 、 花 手 水 の 名 で 呼び 出 
し た の は 31 世 住職 夫人 の 日 下 恵 さん 。 「 境 内 に 咲く ア 
ジ サ イ を 浮か べた と ころ 、 楽し み に 足 を 運ん で くだ さ 
る 方 が 増え て 。 思い 出 に 残る 場所 に な れ ば 」 と 工夫 を 凝 
ら す 。 紅葉 の グラ デー シ 
ョ ン な ど 華 や か な 色 使 い 
や イン パク ト も と びき り 。 
の 計 都 府 長岡 京 市 浄土 谷 
堂 ノ 谷 2 拝観 9 : 00 
て 16:30 拝観 料 500 円 





きた の て ん まん ぐう 
北野 天満 宮 ヽ 
会 075-461-0005 | 西陣 


梅 の 花 あし らい を 見 つけ る 厄除 け 信 仰 の 場 。 


菅原 道真 公 を 祀る 北野 天満 宮 は 平安 京 の 北西 に あり 、 
災い を 鎮め 疫病 退散 の 役割 を 担っ て きた 。「 コ ロナ 退 
散 の 思い を 込め て 、 2020 年 6 月 か ら 始 め た 花 手 水 。 大 
切な 手 水 に 花 を 浮か べ る こと で 、 お 参り する 方 々 の 心 
の 癒し に 」 と 、 権 補 宜 【 ご ん ね ぎ ) の 東川 楠 彦 さ ん 。 神 
紋 の 梅 級 を 写し た 、 梅 型 
の 花 あ し らい を 見 つけ る 
楽し み も 。 京都 府 京都 
市 上 京 区 馬喰 町 ① 拝 観 
6 :30 一 16:00 (土日 祝 
と 17:00) 拝観 無料 





は な ちょ うず 


し ょ うり ん じ 


勝 林寺 Ne 


全 075-561-4311 | 泉 漏 寺 
禅 の 教え へ と 上 遇 が る 立体 感 あ る 花 の 姿 。 


東福寺 の 塔頭 の ひと つ 。 "境内 に 咲く 花 を 一 輪 二輪 と 
生け た と ころ 、 喜ん で くだ さる 方 が 多く て 。 花 や 緑 を 
見 て 美しい と 思う の は 純粋 な 心 で あり 、 禅 の 教え に 撃 
が り ま す ,」 と 、 住 職 の 宇野 焼 堂 ( う の こ うど う ) さん 。 
4 て 5 年 の 時 を 重ね 、 現在 の よう な 立体 感 ある 仕立 て 
に 。 @ 京 都 府 京都 市 東山 
区 本 町 15-795 (① 拝 観 
10:00 一 16:00 拝観 
料 800 円 ( 花 手 水 が ある 
境内 は 無料 ) ※ 秘 仏 の 
特別 公開 は 秋 と 正月 。 


くろ 谷 金 戒 光明 寺 へ 
全 非 公開 | 黒谷 
寄進 きれ た アヒル と と も に 可愛 らし く 。 


「 く ろ 谷 さん 」 の 名 で 知ら れる 浄土 宗 大 本 山 。 手 水 に ず 
ら り と 並ん だ アヒル の 中 に は 西陣 織 の 蝶 ネ クタ イ を 着 
けた り 、 境内 に ある アフ ロ 大 仏 に ちな み ア フロ 姿 の も 
の も 。「 庭 園 に ある 亀 の モ チー フ か ら 当 初 は 亀 の 人 形 
を 置い て いた の が 、 二 度 に わた り 盗 難 に 。 代わ り に と 
寄進 し て いた だ いた の が 
Pr の WP 古 凍 - 当 し 
山 職 員 の 伊藤 英 亮 さん 。 ! の 

@ 京都 府 京都 市 左京 区 ドー ドコ ーー ビ ドー 』 基 
黒谷 町 121 ① 拝 失 9: 1 壮 kk5 さ 








お 参り の 人 々 を も て な す 気 持ち を 込め た 、 
人 で 作り 上 げ る 小 き な 美 の 世界 。 


し ん に ょ どう 
真如 堂 に 
倒 075-771-0915 | 吉田 


境内 の 花 を 手 折っ て 生け る る さりげ な さる 。 


正式 名 称 は 本 当 の 極楽 を 意味 する 真正 極楽 寺 。 春 は 桜 、 
秋 は 紅葉 で 知ら れる 寺院 の 花 手 水 は 、 主張 し すぎ ず さ 
り げ な く 。 す っ と 渡し た 竹 の 花器 に 、 境内 に 咲く アジ 
サイ や ムク ゲ を 生け る の だ と いう 。 水 に 沈む 青 紅 葉 が 
揺 ら め く 姿 に も また 、 心 が 洗わ れる 。 @ 京 都 府 京都 市 
左京 区 浄土 寺 真 加 町 82 
① 拝 観 9: 00 て 16:00 
(受付 て 15:45) 拝観 
料 500 円 ( 花 手 水 が ある 
境内 は 出入 り 自 由 。 法要 
時 は 拝観 停止 ) 








全 075-861-0687 | 内 野 
農 峨 野 の 地 の 豊 か な 自然 を 手 水 に 映す 。 


「 小 倉山 の ふも と に ある だ け に 、 庭 造り も 自然 と の 調和 
を 意識 し た も の に 。 花 手 水 は 庭 で 育て た 草花 を 中 心 に 
仕立 て ます 」 と 、 副 住職 の 羽生 田 光 昭 (は に ゅ うだ こう 
し ょ う ) さん 。 水 の 音 や 虫 の 声 、 鳥 の さえ ずり を 耳 に し 
な が ら 眺 め た い 、 折々 の 庭 の 景色 を 映し た 花 手 水 だ 。 本 
堂 廊下 に 置か れ た 鉢 に 生 
けた 花 も 見 逃さ ず に 。 @ 
京都 府 京都 市 右京 区 貝 
峨 二 尊 院 門前 長 神町 27 
① 拝 観 9: 00 て 16:30 
受付 終了 拝観 料 500 円 





花 を いた だ く 〈 く 。 


カエ カ で ン 地 | ケ 気 S レ 考 ら 縁 る ほう を ト 

ク デ ク 可 ス の っ ス | に を | 案 "が 特 し 予 持 口 人 
ティ テ 愛 を 風 」 キ 火 席 クレ し シ 彩 等 い 定 つ “ 気 
ルプ ブル <〈《 使 味 こ は が 巻 "た ン る 席 - が フ は は の, 
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わ ラベ ペ げ 滋 に で 等 た "し レ し ソ ッ い 作っ て て | 内 遂 
せ ワウ ワ デ た だ たい ラ の ラ 問い フク 空 っ うい も に に 
て | リ ? パ ベベ の ベビ じ ビ ト な 間 て つ 気 ヨ カ 登 
み を シア ゾ | シッ アァ アン < く < く ジ ク メ も し で 軽 ッ フ 場 
て 浮 グ ンプ ダ ピ スィ ス ダ S ュ リ ニ さ まち も に ラプ ェ ト し 
信 が も アル | だ 1 MM 字 | 避 宮 写本 科 湖 泊 
? べ 好 ル の の チ 、 の SS ルム | こ た 見 ち ュ ウノ 。 
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1. ラ ベン ダー の チー ズ ケ ー キ 600 
円 (単品 の 場合 )。 パー プル の 部 分 
は バタ フラ イ ビ ー で 色付け し た ゼ 
リー 層 。 2. エ ディ ブル フラ ワー 
「 ノ ー ス ポー ル 」 が アク セン ト の 
ハニ ー レ モン プロ ッ サ ム 900 円 。 





1・2. 蘭 の 香り が ふわ っ と 立ち 上 る オー キッ ド ソ フ 
トク リー ム 600 円 。 季節 の 生花 や エディ ブル フラ 
ワー を 使っ て 、 可 愛らしく デコ レー ショ ン 。 オー 
キッ ド は 蘭 、 も し く は 薄紫 色 の 意 。 





マエ スト ロ 


Maestro 
会 075-746-6177 | 御所 南 


生花 店 が 作る 究極 に 可愛 い ソ フト クリ ー ム 。 


アイ ル シー ユー スー ン 


Pl see you Soon. 
全 な し | 衣笠 
人 花 スイ ー ツ x 花 カク テル の お 楽し み 。 


桜の 名 所 ・ 平 野 神社 前 で 古着 販売 と カフ ェ & 
バー の 営業 を 行う 複合 ショ ッ プ と し て スタ ー 
ト し た 〈and C〉。 その 飲食 部 門 が 独立 し 、「 き 
ぬか け の 路 」 沿い に 新店 舗 を 構え た 。 記録 に 
残し た く な る フォ ト ジ ェ ニッ ク な メニ ュー は 
常に 注目 の 的 。 京都 府 京都 市 北 区 平野 宮 敷 
町 11-3 ①11:00 一 22:00 倫 火 休 





ホテ ル や デパ ー ト 、 アパ レル 店 な ど を 顧客 と 
し 、 花 材 を 使っ た ディ スプ レイ や 装 花 を 手 掛 
ける (マエストロ 花緑 事務 所 〉 が 待望 の 実 店 
舗 を オー プン 。 生花 や 観葉 植物 、 趣味 の いい 
花器 を 多数 そろ える 。 ⑰ 京 都 府 京都 市 中 京 区 
夷 川 通 御 幸 町 上 ル 松 本 町 576 ①11:00ー 
18 : 00 (17 : 30LO) 付 日 水木 休 
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(rr 由 漏 党 さ や さ べ は 清明 季 況 道 rr 


JH ツー ニー 史紀 〈( 器 泊 一 YY 


デ 


1・2. ま ず は コン プチ ャ を 注入 し た 球形 の ホワ イト 
チョ コ で 口内 を リフ レッ シュ し 、 玉露 を 一 服 。 緩急 


ある 演出 が 楽し い 桜 アフ タ ヌ ー ン ティ ー6.000 円 


( 税 サ 込 )。 竹 製 の スタ ンド は 鳥 籠 を 模 し た 特注 品 。 





ー 包 8 で 寸 ツ 叶 器 肖 は エエ 
= 弟 rrt は JH は 一 層 和 イー ュ 刷 


S 店 柚 , 均 人 A 幅 四半 。( 惨 泊 で 山 


ハイ アッ ト リー ジェ ン シ ー 京都 


容 075-541-1234 | 東山 七条 


。n テ へ ユ 革 S 避 有 出 壮 ー ヽ NVY 一 久 半 りさ 


VN〉 の て 屋 路 計 《 く mVY き 
J〉 デ び 山 午 浴び 紀生 VM 串 
et9t 。 の と ど と AA 正人 へ 羽 癌 羽生 区 


は で ざ 添 愉 本 科 , 


食 の 総合 芸術 | 会席 料理 ] か ら の アプ ロー チ , 


和 の 伝統 美 に モダ ン な 感性 を プラ ス し た ラグ 
ジュ アリ ー な ホテ ル 。 春 は どの レス トラ ン か 
ら も 窓 越し に 桜 が 望 め る 。 京都 府 京都 市 東 
山区 三 十 三間 堂 廻り 644-2 地階 の 庭園 に 面 
し た 日 本 料理 (東山? で の アフ タ ヌ ー ン ティ 
ー は 13 : 30 て 15 : 00 最 終 案内 ( 要 予 約 、 20 組 
限定 、 桜 終了 後 は 5.600 円 ) 谷 無 休 
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es 半 斗 器 河 の さき 州 Fr 人 賞 演 
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1. 春 の テー マカ ラー、 フォション 
ピンク に 彩 ら れ た アフ タ ヌ ー ン テ 
ィ ー5.500 円 ( 税 サ 込 )。 セイ ボリ 
ー に は シェ フ 自 ら 収 穫 し た 野菜 や 
ハー ブ を 使用 。 2. 名 物 の マカ ロン 
は パリ か ら の 直 輸 入 。 


フォ ショ ン ホ テル 京都 
075-751-7711 | 清水 五条 
紅茶 の プロ が 完璧 に コー ディ ネー ト 。 


世界 で 2 軒 目 の 〈FAUCHON HOTEL〉 と し て 
2021 年 開業 。 パリ と 京都 の 美 を 融合 させ た 唯 
一 無 二 の 世界 観 が 魅力 。 京都 府 京都 市 下京 
区 難波 町 406 特別 プレ ンド を 含む 23 種 も の 
紅茶 を 用 意 す る 〈Salon de The FAUCHON〉 
で の アフ タ ヌ メー ンティー は 11 :00、14:00 ス 
ター ト の 2 時 間 二 部 制 ( 要 予 約 ) 倫 無 休 





う ! つ | わ | 


京都 や まほ ん 
全 075-741-8114 | 二条 寺町 


型 物 か ら 骨 曹 号 し まで 、 

= 本 な 仕立 て も そろ える 。 
生活 に 寄り 添う うつ わか ら 、 日 用 の 道具 、 茶 道具 まで を 
扱う ギャ ラリ ー。 花 モ チー フ の うつ わ は 、 華やか さよ り 
も 静けさ が 漂う 。 生活 の 中 で 花 を 楽し むための 花器 も 充 
実 し て いる 。 京都 府 京 都市 中 京 区 榎木 町 95-3 延寿 党 
南館 2F (二条 寺町 東入 ん) ①11:00 一 18:30 偽 木 休 


1. 伊 藤 明美 の 絵 唐 津 萬 蒲 文 ぐい 呑 ( 左 ) 11.000 円 、 狂言 
待 振出 13.200 円 。 2. 右 か ら 、 水野 克 俊 の 日 磁 口 紅 桜 4.5 
寸 4.730 円 、 宮岡 麻衣 子 の 日 磁 花形 小皿 5.500 円 。 


エッ セン ス キョ ウト 


essence kyoto T 
人 075-744-0680 | 岡崎 
大 胆 な の に 廿 す ぎ な い 、 
華やか さる を 食卓 に 。 


小野 哲平 や ニ 階 堂 明 弘 ら 人 気 作家 の うつ わが そろ う 中 で 、 


絵付 け 作品 は 大 谷 桃 子 の も の が セレ クト され て いる 。" 南 
国 の お お ら か さ を 持 ち つ つ 、 様式 化 さ れ て いる の が 魅力 」 
と 店 主 の 荒谷 啓一 さん 。 京都 府 京都 市 左京 区 岡崎 円 勝 
寺町 36-1 2F ①11:00 て 18:00 人 月 休 、 ほ か 不定 休 


3. バ パナ ナ の 葉 オ ー バ ルリ ム 皿 L 6.050 円 、 M 4.400 円 、 緑 
ハス 縁取 り 小 忠 (11cm) 各 3.850 円 。 4. 黒 ハス の 花 ゆ の 
み 各 5.280 円 、 ベー ジュ ハス の 花 マ グ カ ッ プ 6.050 円 。 


か ん ざん どう 


観山 堂 
人 075-561-0126 | 新 門前 


手ごろ な 印 判 で 折々 の 
花 を 食卓 に 咲か せる 。 


古 伊万里 や 漆器 か ら ガ ラス 、 印 判 まで そろ い 、 初心 者 に 
も 敷居 の 高く な い 骨 董 店 。 と り わ け 料 理 好き の 店 主 が 選 
ぶ 印 判 皿 は 食卓 を 可愛 らし く 彩 る も の が 豊富 で 、 選ぶ 喜 
び が ある 。 京都 府 京都 市 東山 区 新 門前 通 大 和 大 路 東入 
ル 西 之 町 207 ①11:00 一 17:00 倫 水 休 、 ほか 不定 休 


5. 豆 皿 や な ます 皿 な ど 花 が 描か れ た うつ わ は ほ か に も た 
くさ ん 。 6. 印 判 皿 は 1 枚 1.200 円 一 。 同じ 柄 で あっ て も 色 
違い な ども ある た め 一 期 一 会 の 出合 い が 楽 し い 。 


産 る っ 菓 り 花 に に 陶 手 扱 
に 見 た 子 の 紅 店 心 す に う 
定まる の 久 宙 
手 豚 の 千 フ 菓 て 構 弾 大 れ < 
に し ま 菓 ォ 子 帰 え む 谷 た < 
入 い で 子 ル が る る 骨 桃 い 。 
れ 和 "か メ あ も へ 董 子 の 
た 菓 食 ら し る う 観 擦 の は 。 
NN の や だ (天上 欠 と 
愛 た る 花 意 花 と 堂 な つ 滋 , 
らち の や 匠 を つら わ 貸 
し は が 葉 を か の を 2 半 。 
さ 惜 を 使 た 楽 訪 新 一 信 + 
目 し あっ ど し ね 門 期 楽 。 
2 秋 和 も だ うほ 丘 本 で っ 
土 な ら 生 た に い 遂 会 作 で 


SG み の 選 人 羽 て ざ 過 帰 洒 湊 さき ざさ 
の 。 羽 補 正 商 す 只 の は ほ せ は 給 忌 


胞 逆 入 評 へ へ ご 7 / 寺 ( で 


中 放 で 器 汗 〉 の 千本 状 石 澄 軸 ・ 
則 吊 。 ど 計 さ ざ ン 伸 石 中 仁 避 医 / 必 
と HEES ざ さり ツ へ 汚 誠 記 人 藻 


se へ 還 へ 麗 交 本 いら rr 紀 器 江 ざ * 婦 り / 泡 


骨董 か ら 作 家 も の まで が そろ う 、 
うつ わ と の 出会い は 一 期 一 会 。 


民 す ざり の ざす (と 選 潜 障 再 


J 太 尊 rr(tON ペ 潜 本 


ば 嘩 ほ 肝 本 の 党 泊 司 古 疾 削 き ペ 


うつ わ に 咲く 花 と 
味わう 花 と 。 


食卓 を 華やか に 彩る 花咲 くう つ わ や 、 
花 を モチ ー フ に し た 可憐 な 和菓子 。 
持ち 帰る 喜び の ある 花 探し を 。 


photo : Norio Kidera, Yoshiko VVatanabe. 
Kunihiro Fukumori text : Mako Yamato 





SddH/AOTH dO OLOXA HHL 


THE KYOTO OF FLOWERS 





(菓子 屋 の な ) の 
人 ーー 


和菓子 らし か ら ぬ 名 前 は 、 ア ン デ ル セ ン 原作 、 森 際 外 
翻訳 の 「 即 興 詩人 」 の オマ ー ジ ュ と し て 作ら れ た か ら 。 
アン トニ オ の 翻弄 され る 人 生 の 苦味 は 濃厚 な キャ ラメ 
ル あ ん 、 ララ の 情熱 的 な 人 生 は 甘酸っぱ い ト ロ ピ カル 
あん で 表現 し た 。 900 円 。 @ 京 都 府 京都 市 下京 区 篠 屋 
町 75 傘 な し ①12:00 一 18:00 全日 月 休 Insta 
gram (@kashiya.nona ) の DM で の 予約 が ベタ ー。 


( 鍵 療 良 房 ) の 
第 寿 糖 


入 園 に 15 代 続く 享 保 年 間 創 業 の 老舗 。 和 三 盆 糖 製 の 菊 
寿 糖 は 元治 元 (1864) 年 の 菓子 型 が 残る 歴史 ある 代表 
銘菓 。 その 名 は 菊 の 葉 の 露 を 飲ん だ 少年 が 800 年 の 命 
を 得 た 中 国 の 故事 、 菊 慈 童 に よる 。 20 個 紙箱 入り 1.100 
円 。 @ 四 条 本 店 京都 府 京都 市 東山 区 祇園 町 北側 264 
会 075-561-1818 ①⑩9:30 一 18:00 (喫茶 10 : 00 
17 : 00、 16 :30LO) 谷 月 休 ( 祝 の 場合 は 翌 休 ) 


〈 す は ま 屋 〉 の 
押 物 


360 年 の 歴史 に 幕 を 下ろ し た (植村 義 次 〉 の 菓子 を 受け 
継い で 誕生 し た ( す は ま 屋 〉。 2021 年 夏 か ら 復 刻 を 果 
た し た の が 押 物 だ 。 1 月 は 梅 、 2 月 は 椿 と 折々 の 植物 が 
洲 演 で 描か れる 。 1 箱 900 円 。 @ 京 都 府 京都 市 中 京 区 丸 
太 町 通 鳥 丸 西 入 ル 常 真横 町 193 谷 075-744-0593 
①⑩10:00 て 18 : 00 (喫茶 12 : 00 て 17 :30LO) 全日 祝 
休 (喫茶 は 水曜 も 休み ) 押 物 は 4 日 前 まで の 要 予 約 。 


(亀屋 良 長 〉 の 
きん と ん 


創業 は 享 和 3 (1803) 年 。 きん と ん は 色 を 合わ せ て 季節 
を 表現 する 菓子 。 つ くね 芋 で 白 さ を 際立た せ た 曰 あん 
を 使う (亀屋 良 長 〉 の きん と ん は 華やか さも ひと きわ 。 
右上 か ら 時 計 回 り に 花 か ざり 、 春 うら ら 、 らん まん 、 立 
春 、 菜種 各 432 円 。 店 頭 に 並ぶ の は 1 種類 な の で 注意 
を 。 @ 京 都 府 京都 市 下京 区 四条 通 油小路 西入 ル 柏屋 町 
17-19 傘 075-221-2005 ①⑩9:30 て 18:00 谷 無 休 


愛でる の も 味わう の も 、 と も に 楽し め る 、 
可愛 らし い 花 を モチ ー フ に し た 和菓子 た ち 。 


むら さき の げん すい 


(紫野 源 水 〉 の 
有 平 糖 


菓 舗 そ れ ぞ れ に 工夫 を 凝ら し た 意匠 を 持つ 有 平 糖 ( あ 
り へ いと う ) の な か で も 、 繊 細 さ で 群 を 抜く の が 〈 系 野 
源 水 〉 の 桜 。 可憐 な 花 の 中 に は 黄色 の お し べ ま で 顔 を 
の ぞ か せる 。 初春 に は 椿 、 早春 は 桜 、 秋 に は 照り 葉 と 季 
節 の 有 平 糖 が 登場 する 。 各 花 6 個 、 葉 2 個 の 8 個 入り 1. 
296 円 ( 要 予 約 )。 ⑨ 京 都 府 京都 市 北 区 小山 西 大 野 町 78 
-1 会 075-451-8857 ①10:00 て 18:00 谷 日 祝 休 





(出町 ふた ば ) の 
楼 だ ん ご 


店 頭 に 春 を 告げ る 桜餅 や 花 だ ん ご と と も に 登場 する 桜 
だ ん ご 。 桜の 香り が ふわ り と 立つ の は 、 刻ま れ た 塩 漬 
け の 桜葉 が 生地 に 練り 込ま れ て いる か ら 。 和 三盆 糖 を 
使う こと で 、 まろ や か で コク の ある だ ん ご に 。 例年 2 月 
半ば か ら 4 月 半ば まで 。 1 本 220 円 。 京都 府 京都 市 上 
京 区 出町 通 今出川 上 ル 青 態 町 236 佐 075-231-1658 
(⑩8 : 30 て 17:30 合 火 、 第 4 水 休 ( 祝 の 場合 は 翌 休 ) 


花咲 く 京都 > 


化 の 間 5 THI 四 II 
寺院 を 舞台 に 「 
ぢ お 備 の クリ エイ ショ ン 展 示 。 

畳 の 間 に 生花 や 造花 が 「 生 けら れ た 」 部 屋 は 障子 も 花 柄 
の 京都 の 和紙 で 飾ら れ 、 一 足早 く 満開 の 花畑 が 作ら れ た 
アー ト 空 間 に 。 フ ラ ワ ー シ ョ ッ プ を 舞台 に 活躍 する 越知 ES 

康 買 さん に よる 展示 企画 「 花 の 間 」 が 、4 カ 所 の 由緒 あ いま AX の 0 て 
る 寺院 で 実施 され る 。 フ ォ ト ジェ ニッ ク な 空間 が 時 代 を 7 で 2 の 
超え て クリ エイ ト さ れ 、 同 時 に 目 の 前 に は 寺院 の 心 安 ら 
ぐ 庭 が 広がる 。 


参加 寺院 : 実施 期間 


東福寺 光明 院 3 月 18 日 ( 金 ) 一 4 月 3 日 (日 ) 
泉 浦 寺 雲龍 院 3 月 30 日 ( 水 ) 一 4 月 24 日 (日 ) 


し 
ぶ - 用 
KS 。 


ほ び ' 涯 條 ③ ざ 堂 河 濁 コ て 





越智 康貴 /1989 年 生ま れ 。 表参道 ヒル ズ で 〈DILIGENCE 
PARLOUR)〉、 東 京 ミッ ド タ ウ ン (イセ タン サロ ー ネ ) で (IS 





ー み 巡っ 賜 2 紅 独 へ 湖 誠 kw | 


随 心 院 4 月 22 日 ( 金 ) 一 5 月 22 日 (日 ) dF〉 と いう フラ ワー ショ ッ プ を 営み な が ら 、 花 や 文 章 、 写 
妙 満 寺 5 月 13 日 ( 金 ) 6 月 5 日 (日) 真 を 主軸 に 様々 な 表現 活動 を 行っ て いる 。 

花咲 く 京都 3 花 の 美 し さ で 有名 な 社寺 と 人 気 ア ー テ ィ ス ト が コラ ボ し て 、 オ リ 
ジ ナ ル の 御朱印 を 授与 する 企画 も 。 参 加 い た だ く イ ラス トレ ー タ 

花 件 朱印 ー は 白根 めか た ん ぼ さ ん 、 た な か みさ き さ ん 。 雑誌 や イン スタ グラ 

ム で も 大 活躍 の お 二 人 が 花 を テー マ に 、 華 や か な 花 の 世界 を 紙面 
人 気 イ ラス トレ ー タ ー に よる 、 に あし ら っ た 花 御朱印 だ 。 拝受 で きる の は キャ ン ペ ー ン の 期間 の み 。 

化 が テー マ の 件 朱印 も 。 御朱印 集め を さら に 楽し て し て くれ る は ず だ 。 事 前 申込 み が 必 要 


な の で 、 入手 方 法 に つい て は 「 和 花咲 く 京都 」 特 設 サ イト を チェ ッ ク 。 





白根 め た ん ぼ さ ん デザ イン 花 御朱印 た な か みさ き さ ん デザ イン 花 御朱印 


加 城南 宮 3 月 7 日 (月 ) 4 月 1 日 ( 木 ) 加 5 
| 参加 社寺 PT 参加 社寺 | 長岡 天満 宮 4 月 15 日 ( 金 ) … 5 月 19 日 ( 木 ) 


実施 期間 | 年 和 き 4 月 1 日 ( 金 ) 4 月 10 日 (日) 実施 期間 | 妙 満 寺 4 月 15 日 ( 金 ) 一 5 月 19 日 ( 木 ) 
白根 ゆたんぽ / 東 京 を 拠点 に イラ スト レー タ ーー 。 た な か みさ き /1992 年 生ま れ 。 日 常 生活 の 欄 
0 ー と し て 幅広 い ジ ャ ン ル の クラ イア ント ワー ー イ ズバ 但 子 や 、 人 物 を 描く イラ スト レー ター。」-WA 
6 ク を 担当 する ほか 、 年 に 数 回 の 個展 開催 や 企 ーー ペッ VE『Midnight Chime』 の ラジ オ パ ー ソ ナリ 
画展 、 海 外 ア ー ト フェ ア へ の 参加 も 行う 。 べ へ ( ティ と し て も 活動 中 。 
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他 の 社寺 と 異な り 、 仁和 寺 の み 、 花 御朱印 の お 受け 取り に 特別 拝観 の 事前 予約 が 併せ て 必要 と な り ま す 。 


第 三 期 も Coming Soon ! 詳し く は 「『 花 咲く 京都 」 特設 サイ ト (https://souda-kyoto.jp/other/hanasaku/ ) を ご 確認 くだ さい 。 
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e 叶 誕 と べき 吊 上 さ 詳 9 問 き で km と きび: 汐 





春の 特別 拝観 令 和 再 興 雪月花 の 三 寿 苑 
一 般 拝観 開始 前 の 清々 し い 早 朝 や 日 本 古典 に 精通 し 、 歌 人 で も あっ た 松永 貞 徳 が 
普段 は 見 る こと が で き な い 京都 に 遣 し た と 伝わる 二 つ の 庭園 が 、 令 和 の 時 代 に 再興 。 
ライ ト ア ッ プ され た 境内 で 、 に 
人 数 限定 で 桜 を 眺め る こと が で きる 。 江戸 時 代 に は 北野 天満 宮 の 梅 苑 の 「 花 の 庭 」 を は じ め と し て 、 妙 
満 寺 は 「 雪 の 庭 」、 清 水 寺 は 「 月 の 庭 」 と 呼ば れ 、 雪 月 花 の 三 許 
圏 仁和 寺 御 殿 の 早朝 特別 拝観 と 御室 桜 観賞 園 と 評判 だ っ た 。 そ の 一 つ で ある 北野 天満 宮 の " 花 の 庭 」 が 再興 
4 月 1 日 ( 金 )/ 一 10 日 (日 ) 7:30 一 9:00 され た こと を 機 に 、 令 和 の 雪月花 の 三 庭 苑 」 が 公開 され る 。 


圏 醍醐 寺 伽 式 エ リア の 早朝 特別 拝観 


Q ク 2 
3 月 25 日 ( 金 ) 一 4 月 10 日 (日 ) 8:009:00 邊 朋 














圏 東寺 夜間 特別 拝観 先行 入場 JR 東海 X #Hanakogram 
3 月 25 日 ( 金 ) 一 4 月 10 日 (日 ) 17:10 一 18:00 る プレ ゼン トキ ャ ン ペ ー ン 
の Instagram で #Hanakogram を つ 
田平 等 院 夜間 貸切 特別 拝観 N る 5 3 
3 月 21 日 (月 ・ 祝 ) 、4 月 2 日 ( 土 ) 18:0020:00 北野 天満 宮 乾 満 寺 清水 寺 成 就 院 け て 京都 の 花 の 較 像 を 抽 靖 いた 


だ いた 方 の な か か ら 選 考 に より 、 
韻 の つい た 店 舗 の 商品 (ACE HO 
TEL KYOT0 の 宿泊 な ど ) を プレ 
ゼン ト い た し ます 。 詳 し く は Ha 
nako 公 式 Instagram (@hanako_ 
magazine ) に て ご 確認 くだ さい 。 


「 花 の 庭 」 「 雪 の 庭 」 「 月 の 庭 」 


問い 合わ せ 


https://souda-kyoto.jp/ 
plan/Spring_Sp/index.html 


問い 合わ せ 
https://souda-kyoto.jp/blog/01075.html 





Twitter  @souda_kyouto 
Instagram @5soudakyoto_offcial 
@) Facebook @soudakyoto 


お り ま せん 。 詳細 は 「 そ うだ 京都 、 行こ う 。」 サイ ト を ご 確認 くだ さい (すでに 満席 の 場合 や 申し 込み を 締め そう だ 四 
京都 、 行こ う 。 


* ネ 写真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 評 こ の ペー ジ の 広告 で は 花 御朱印 や 特別 拝観 等 の お 申し 込み を 受け 付け て 
切っ て いる 場合 が ご ざい ます )。 ネイ ベン ト 内 容 ・ 開 催 期 間 は 予告 な く 変 更 の 可能 性 が ご ざい ます 。 
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京都 の ご ち そ う を 
お 取り 寄せ 。 


この 数 年 で 老舗 や 人 気 店 も 含め 選択 肢 が ぐん と 増え 、 
魅力 を 増し た 京都 の お 取り 寄せ 。 
和洋 そろ っ た お や つか ら 、 食 卓 を 豊か に する 惣菜 や 麺 、 
アク セン ト に な る 調味 料 ま で が そろ いま す 。 


photo : Yoshiko Vatanabe (P.95, 99), Kunihiro Fukumori 
text : Mako Yamato, Azusa Shimokawa 


お か し まる 


( 御 巣 子 丸 〉 の 和菓子 





人 
葉 まく ら 法 ゆ 中 育 輪 形 玄米 粉 の 玉 入 徐 の 
黙 の 焼き 柚子 の 水着 英 江島 - 義 の 杜 と 区 預 まん じゅ う 水着 半 
木 ノ 芽 之 白 味噌 飯 相 橘 果皮 の 密 演 
白 小 豆 の 辿 と 柚子 で 仕上 げた 人 冬 の 唐 の 時 代 に 伝わっ た 菓子 の 形 を モ と う も ろ こ し の 皮 に 包ま れ た 水 羊 


木 ノ 芽 の 香り の する 、 ふわ ふわ の 水 羊 美 。 潮 ゆ と は あら ゆる も の に 踏 青 と は 古代 中 国 の 風習 で 春の 野 チー フ に し た 著 預 まん じゅ う 。 中 壮 は 、 最後 に は ら り と 塩 を 振っ て 
昧 の 焼き 。 こん な まく ら に 顔 を 埋 透き通っ た よう な 、 社 と し た 冷た 遊び の こと 。 小豆 の こし 館 で 蒸し は 、 な め ら か な こし 館 。 "平和 の 輪 、 味わう 。 ここ に 紹介 する 菓子 は 全 
め た いと 生ま れ た お 菓子 。 中 に は さ を 感 じ る こと 。 その 冷た い 空 気 上 げた 浮島 に 路 の 墓 と 相 橘 が 。 品 豊作 の 輪 、 願う 祈り の 形 。」 と 菓子 て 、 これ まで 通販 で 販売 し た も の 。 


山根 を 練り 込ん だ 白 小豆 の 飲 を 。 を 菓子 に 仕立 て た 。 の 中 か ら 大 地 の 景 色 が 広がる 。 に 添え られ た 言葉 も 美しい 。 販売 時 期 な ど 詳細 は HP で 確認 を 。 

そ を 切 姿 の え 食 た 切 杉 た と 緑 丸 た 預 # う き 月 ヨ 2 刺 和 

ie の 刺 り に よ て 夏 べ ち り 山 条 を 遠 " て そ 角 6 味 た か ッ 0 新 汐 草 

御 菓子 丸 言 激 を 反 う の 手 " 取 さ 件 前 い の の の 頭 3 に “" ら ププ 年 た め と 

ーー 葉 す 感 し な 友 6 玉 5 に 定 る ん と 提 も お 味 場 か 限 は を 5 な \ 十 

“ [ “ に る じ て 柔 で % と 期 形 " 向 に の 菓 わ で ら 界 本 生 始 月 エ も の 

訪 増 httpS:/0kashimaru.Stores.jp/ 期 非 さ 瑞 ら 拘 * 乗 \ っ 的 で 折 き し だ 子 い し 始 が 多 菓 めか 房 た 新 

和 昌 5 待 日 せ 々 か え の て に 作 々 合 た っ は を か め あ 寺子 た ら を ら た 

自然 や 情景 な ど 記憶 に 残る 一 瞬 を 写し た 和 せ 常 る し さば 水 も 新 ら の う 制 た ` 大 で まっ け の 杉 # 待 上 す た 

子 を 作り 出す ( 御 菓子 丸 )。 甘露 玉 琉 徐 の 水 ず を よい " ス 羊 うぅ 作れ 素 の 約 " こ 切 き し て で 人 発 山 # 望 賀 食 扇 

半 壮 」4 個 3.000 円 は 2021 年 7 月 8 月 に 販売 さ し 届 2 * エ ウ 還 直 委 る 和 6 内 に は た ー は 較 癌 > オ 時 の を 
に ト っ ュ ツ \ ご 届 > 易 ょ ャ 

れ た 玉 衝 委 の 箕 子 。 折々 の 相 橋 類 を 使っ た 玉 いけ へ あぁ あ ジ の 固い 場 新 使 白 と ど で る 体 と い ほる も: ン 構 7 開 

の られ は る が 一 そ かす たい くつ = 発 へ 駿 振 季 た 挑 さ ラ え | < 

っ た 胡麻 風味 の 焼 菓子 「 ほ ころ び 振出 」 15 れ : ヶ つっ 種 効 歩 う ぎる な ` て 加 送 送 御 ` り 節 い 戦 ん イ ` ト ヽ 
粒 1.300 円 は 通年 の 販売 。 すべ て 発送 日 限定 。 な らら と の い 手 に り の 菓 旬 ~- わる と 菓 で 返 の 。 と し * ン 2 
問い 合わ せ は スト ア 内 の フォ ー ム へ 。 い ご 脳裏 た 前 見 "は 子 を と っ こ は 子 きる 著 # 思 て 11 シ 0 


自記 期間 を きっ か け に 、 老 舗 か ら 話題 の 一 軒 ま で 様々 な お 店 が オン ライ ン 通 販 を スタ ー ト 。 
095 | 記 ONLINE SHOPPING | 二 衝 の 美味 "が ぉ うち で も 楽し め る よう に ! 


OYATSU 


[ 甘い も の 」 


贈り 物 に も お すす め な 、 京 の な や つ を お 取り 寄せ 。 


老舗 の 生菓子 や 、 話題 の お 店 が は じ め た 新 感覚 の 和菓子 も 、 ワ ンク リッ ク で 我が家 に お 届け 。 


華やか で 優雅 な 品々 は 、 手 土産 に $ 喜 ば れ そ う 。 





(アッ サン ブ プラー ジュ カキ モト )〉 の 
一下 


https:/assemblages-kakimot0.com/ 


パテ ィ シ エ に し て ショ コラ ティ エ で も ある 垣 本 晃 大 シェ フ 
が 作る の は 、 個性 的 な 形 と 香り 高 さ が 印 象 的 な ボン ボン シ 
ョ コラ 。 バニ ラ や 大 葉 、 Sake な ど 5 種 類 の ボン ボン ショ コ 
ラ 5 個 入り 1.674 円 。 手前 は 濃厚 な ピス 

タチ オ に グリ オッ トチ ェ リ ー を 合わ せ た 

ビス タチ オ 5 個 入り 2.160 円 。 @ 京 都 府 ーー 
京都 市 中 京 区 竹屋 町 通 寺町 西入 ル 松 本 町 ⑧ 
587-5 075-202-1351 〇 ①12:00-、 EE 昌 了 間 
19:00 信 火 水 休 、 ほか 不定 休 








し お よし けん じゅ らく 


〈 御 菓子 司 塩 芳 軒 ) の 婁 楽 
https:/Shop.ky0gashi.c0m/ 


西陣 に 店 を 構え る 明治 15 年 創業 の 京 菓子 店 。 初代 より 受け 
継が れる 、 天正 の 焼印 が 印象 的 な 銘菓 「 乗 楽 」 は 、 専用 に 炊 
いた こし 飯 を 、 和 三 盆 の 蜜 を 使い し っ と り と 仕上 げた 生地 
で 包ん だ も の 。 口 の 中 で 錠 と 生地 が ふわ り と ほぐれ る や さ 
し い お い し さ に 心 が な ご む 。 1 個 172 
円 、8 個 箱入り 1.620 円 。 @ 京 都 府 京都 さ つ を 
市 上 京 区 黒門 通 中 立売 上 ル 飛 騨 殿町 
180 谷 075-441-0803 ⑩9:00 て 17: 
30 人 日 祝 、 月 1 回 水 休 


あま と うち ゃ や うめ や の 


(甘党 茶屋 梅園 ) の 
みた らし バタ ー サ ンド 


https: 放 mez0n0.thebase.in/ 


昭和 2 年 創業 の (甘党 茶屋 梅園 ) の Web 販 売 で は 店 舗 限定 
の 品 も 購入 可能 。 みた らし 団子 の 焼き 印 が 押さ れ た バタ ー 
サン ド は 、 大 吟醸 入り の バタ ー ク リー ム と みた らし ダレ の 
組み 合わ せ が 癖 に な る 。 5 個 入り 1.188 円 。 問い 合わ せ は ス 
ト ア 内 の フォ ー ム へ 。 〈 梅 園 oyatsu JR 

京都 伊勢 丹 店 〉 @ 京 都 府 京都 市 下京 区 

烏丸 通 塩小路 下 ル 東 塩小路 町 ジェ イ (〈e) 
アー ル 京 都 伊勢 丹 B1 佐 075-352- ーー トニ テー 
1111 ①10:00<20:00 谷 不 定休 





か ぎ ぜ ん よし ふさ 


( 鍵 善 良 房 ) の 
お うち で 生菓子 4 個 モ ッ ト 


https:/Shop.kagizen.C0.jp/ 


享 保 年 間 創 業 の 老舗 和菓子 店 が 、 期間 限定 で 上 生菓子 の 通販 
を スタ ー ト 。 約 1 カ 月 ご と に 内 容 が 異な り 、 写真 の 品 (和菓子 
の み ) は 9 月 より 販売 予定 (内 容 変更 あり )。 右上 か ら 時計 回 
り に 、 甘 預 の 「 帰 り 道 」、 う いろ う の 「 相 梗 」、 練り きり の 「 秋 
の 音色 」、 こなし の 「 着 せ 綿 」。 販売 は 翌 

日 着 の 可能 な エリ ア 限 定 。 消費 期限 は 到 へ 
着 日 まで 。 2.000 円 。 (四条 本 店 @ 京 者 すそ つっ 
府 京都 市 東山 区 祇園 町 北側 264 全 075- 

561-1818 ①9:30 一 18:00 谷 月 休 





〈 クリ ケッ ト ) の 
クリ ケッ ト ゼ リー 


http:/Www.cricket-jelly.com/ 


お いし い 果 物 を 食べ て ほし いと 、 青果 商 が 開い た フル ー ツ 
パー ラー。 果実 の 器 に 果汁 を 固め た ゼリー は 、 ぶる っ ぷる 
の 食 感 で フル ー ツ 好き を 楽し ませ て くれ る 。 クリ ー ム と 共 
に 食べ れ ば 、 まろ や か さも ひと し お 。 レモ ン 、 グレ ー プ フ 
ルー ツ 、 オレンジ の 3 種 か ら 選 べ る 、 

ゼリー3 個 セッ ト 2.400 円 。 ⑰ 京 都 府 

京都 市 北 区 平野 八丁 柳町 68-1 サニー 

ハイ ム 金 韻 寺 1F 会 075-461-3000 ea 
①⑩10:00<18:00 谷 火 不定 休 





〈 NEXT 100 YEARS) の 
フル ー ツ の 壮 業 


http:/uchu-wagashijp/ 


遊び 心 た っ ぷり の 落 膝 が 人 気 の 和 菓子 店 く UCHU wagashi〉 
か ら 生 まれ た 新 ブ ラン ド が 、 通年 Web で 購入 可能 に 。 白あん 
ベー ス の 羊 装 に 、 桃 や 甘 夏 な どの ピュ ー レ で 作っ た フル ー ツ 
美 を ちり ば め て 。 白あん の ほっ くり と し 1 

た 食 感 と フル ー ツ の 甘 本 っ ぱ さ が 絶妙 な し 介 

ハー モニ ー。 1.730 円 。 KUCHU wagashi 寺 首 

町 本 店 ) 京都 府 京都 市 上 京 区 寺町 通 丸 。 還 

太 町 上 ル 信 冨 町 307 会 075-754-8538 | 
Q①10:00 て 17:00 合 火 水 休 4 


096 


097 


LSD 





〈 ラ ・ ヴ ァ チ ュー ル ) の 
タル ト タ タ ン 


https:/voiture.Duyshop.jp/ 


本 場 フ ラン ス の タル ト タ タ ン を 守る 協会 か ら も メン バー と 
し て 認め られ た 、 創業 者 の 松永 ユリ さん 。 ケー キ の 高 さ に 
も こだわ る レシ ピ を 受け 継ぎ 、 作 られ る タル ト タ タ ン は 京 
都 を 代表 する 人 気 洋菓子 の ひと つ 。 取り 寄せ で は 、 敬 沢 に 
も 丸ごと の ホー ル を 手 に 入れ る こと が 

で きる 。 15cm ホ ー ル 5.400 円 。 @ 京 都 

府 京都 市 左京 区 聖護院 円 頓 美 町 47-5 に 
会 075-751-0591 〇 ①11:00 て 18:00 

合 月 休 





(村上 開 新堂 ) の 
ロシア プア ケーキ 


httDs:/WWw.murakami-kaishind0.jp/ 


明治 40 年 に 創業 し た 京都 洋菓子 店 の 草分け 。 その 看板 商品 
が レト ロ な 姿 の ロシア ケー キ 。 ロシア ケー キ と は 二 度 焼き 
し た 生地 に ジャ ム な ど を あし ら っ た クッ キー の こと 。〈 村 上 
開 新堂 ?) で は レー ズン や ジャ ム を あわ せ た 味 が そろ う 。 ト 
ッ ピ ング に よっ て 少し 異な る 食 感 も 楽 

し みた い 。 箱入り 10 個 2.300 円 一 。 ⑨ 

京都 府 京都 市 中 京 区 寺町 通 二 条 上 ル 東 

側 谷 075-231-1058 ①10:00 て 18: 

00 倫 日 祝 、 第 3 月 休 





ドル ミー ル 


(DORUMIRU) の 
デリ ス クア チュ オー ル 


https:orumirushop.com/ 


八坂 の 塔 前 に お 店 を 構え る 人 気 の パ フェ 専門 店 。 お 店 と 同 
じ 材 料 & レ シ ピ で 作ら れる パフ ェ は 、 ティ ラミ スパ フェ 、 
キャ ラメ リゼ し た バナ ナ と ほう じ 茶 アイ ス の 組み 合わ せ が 
新鮮 な バナ ナパ フェ 、 フ ルー ツ パ フェ 、 プラ ン デ ー を ほん 
の り 効 か せ た 紅 茶 パ フェ の 4 種 を ひと 

箱 に 。 4 個 入 り 3.800 円 。 京都 府 京都 蘭 李 
市 東山 区 金 園 町 388-3 容 075-366- 

5000 0⑩12:0017:00 合 水 休 ea 
※ 内 容 は 季節 に よっ て 異な る 
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(シト ロン )〉 の 
レモ ン の お 昌子 の お 弁当 
https://Www.instagram.c0m/citrontokko/ 


「 お 菓子 教室 シト ロン 」 を 営む 菓子 研究 家 ・ 山 本 稔 子 (と し 
こ ) さん が 作る 、 幕の内 弁当 を イメ ー ジ し た レモ ン の 焼 菓 
子 詰 め 合わ せ 。 磯辺 揚げ を か た どっ た サク ッ と 軽やか な 食 
感 の ビス キュ イ や 、 ゆで 卵 モ チー フ の メレンゲ 、 黒い ペー 
バー を 巻い た お に ぎり 風 の マ ドレ ー ヌ 
な ど 、 趣向 を 凝ら し た 焼 菓子 が レト ロ 
な 紙 の お 弁当 箱 に ぎゅ ぎゅ っ と 。 月 に 
数 回 の 不定 期 販 売 で 、 イ ンス タグ ラム 
で 販売 日 を 告知 。 2.000 円 。 








we 





ヒア 


(here ) の ココ カヌ レ 


https:/coffeehere.stores.jp/ 


(アラ ビ カ 京 都 ) で バリ スタ を 務め て いた 山口 淳一 さん プ 
ロ デ ュ ー ス の カフ ェ 。 コー ヒー と の 相性 を 考え て 作ら れ た 
プレ ー ン 味 の カ ヌレ は 、 外 は カリ ッ と 香ばし く 、 中 は し っ 
と り 。 控え め な 甘 さ で 素材 の お いし さ 

が より 際立つ 。 三角 形 の 可愛 い ギ フト 

ボッ クス 入り 。 毎日 数 量 限定 販売 。 3 

個 入 り 1.150 円 。 京都 府 京都 市 中 京 

区 姉 西洞院 町 524 谷 075-254-8260 

Q①⑪9 :00 て 18:00 谷 不 定休 





(パテ ィ ス リー 菓 軸 ) の 
西 貨 蔵 チ ー ズ 


https:/Www.patisserie-Karan.jD/ 


フラ ンス 産 ク リー ムチ ー ズ と カマ ン ベ ペー ル チ ー ズ を プレ ン 
ド し 、 口 で ふわ っ と 溶け る ほど 柔らか く 焼 き 上 げた チー ズ 
ケー キ 。 甘 さ は 控え め に 、 才 韻 が 残る チー ズ の 風味 が ちょ 
う どい い 。 ふた 口 で 食べ 終わ る よう な 、 上 品 な サイ ズ も 京 
都 ら し いも の 。 少し 郊外 の た め 、 取 り 
寄せ も 上 手 に 活用 し た い 。 10 個 入り 
1.210 円 一 。 京都 府 京都 市 北 区 西 賀 
茂 坊 ノ 後 町 15 傘 075-495-0094 〇 ⑨⑩ 
10:00 一 18:00 谷 火 休 、 ほか 不定 休 





DKRINKS 


[ 飲み 物 」] 


ブレイ クタ イム の お 供 は どれ ? 京都 メイ ド の ドリ ンク 6 選 。 


心身 を 心地 よく 整え て て れる こだわ り の お 茶 や 自家 税 前 コー ヒー 店 の 名 物 豆 、 醸造 所 発 の ビー ル ま で 。 





(京都 醸造 ) の 一 期 一 会 


https:/kyotobrewing.com/ 


タッ プル ー ム を 擁する 京都 メイ ド の クラ フト ビー ル 醸 造 所 
が 、 オン ライ ンス ト ア を スタ ー ト 。 定番 人 気 の 「 一 期 一 会 」 
は 、 ベル ギー に 由来 する セゾン と いう スタ イル を イメ ー ジ 
ソー ス に 、 ベル ギー 評 生 と アメ リカ 産 ・ ニ ュー ジー ラン ド 
産 ホ ッ プ の アロ マ を 巧み に 組み 合わ せ た 一 本 。 酵母 や ホッ 
プ に よる 複 維 な 香り と ドラ イ な 口当たり が 特徴 で リピ ー タ 
ー も 多数 。 6 本 3.000 円 。 京都 府 京都 市 南 区 西 九 条 高畠 町 
25-1 佐 075-574-7820 ①17:00 て 21 :00 (タッ プル ー 
ム は 金 17 :00 一 21:00) 谷 月 一 木 休 ※ 現 在 は 缶 に 変更 


ij り 


病 
ら 
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(市 川 屋 珈 琲 ) の 市 川 屋 ブ グレ ンド 
https:/Khikawaya.thehase.in/ 


清水 寺 の 程 近 くに ある 、 自家 知 藤 コー ヒー の お 店 。 オン ラ 

イン で 購入 で きる オリ ジ ナ ルプ ブレ ンド の コー ヒー は 3 種類 。 
な か で も 看板 銘柄 の 「 市 川 屋 プ レン ド 」 は 、 ふ わり と 鼻 を 

抜け る 華やか な 甘い 香り と コク の 余韻 が 
魅力 。 上 質 な 一 杯 を 、 ぜひ 自宅 で も 。 200 
g 1.200 円 。 京都 府 京都 市 東山 区 渋谷 
通 東大 路 西 入 ル 鐘 鋳 町 396-2 谷 075- 
748-1354 ①11:00 (土日 祝 9 :00) 
17:00 谷 火 、 第 2・4 水 休 





"京都 メス イド" の お すす め ド リン ク を 集め まし た 。 


も J1! に < つく < = ム 1 





で REAPY $ 〇 か ロリ 人 








(宇治 紅茶 館 ) の キュ ー ブ ボ ックス 
https:/Ujlk0chakan.stores.jp/ 


ムレ スナ ティ ー が 楽し め る 人 気 カ フェ 。 Web 販売 で は 、 店 
舗 限定 の オリ ジ ナ ルプ レン ド 茶 葉 が 購入 可能 。 お すす め は 、 
13 種 類 の 果実 と キャ ラメ ル 、 バニ ラ の 香り が 広がる 「 ク リ 

ー ミ ィ ソ フィ ア 」、 キ ャ ラメ ル 、 マロ ン の 甘い 香り に 、 ビタ 
ー な カカ オ を 効か せ た 「 カ カオ マロ 

ン 」。 各 777 円 。 @ 京 都 府 宇治 市 宇治 

楽 46-2 容 0774-25-3711 O①11: 

00 一 18:00 (フー ド 16:45LO) 倫 月 \@ep 
休 ( 祝 の 場合 は 翌 休 ) 





。 各 


( 銀 月 サロ ン 〉) の ジャ スミ ン 銀 針 茶 
https:/ingetsu.Duyshop」jp/ 


北白川 に ある 予約 制 の 中 国 茶 サロ ン 。 中 国 茶 ソ ムリ エ の 高 
田 小 絵 子 さん が 、 茶会 用 に セレ クト し た 茶葉 や 茶器 を オン 
ライ ン で 販売 する 。 白茶 を ベー ス に し た ジャ スミ ンティー 
は 、 茶葉 の 芽 の 部 分 に 本 物 の ジャ スミ ン 

の 花 の み で 香り づけ し た も の 。 お 湯 を 注 。 。 捕 請 語 。 

ぐ と ふわ り と 広がる 、 芳 酵 な ジャ スミ ン Sm 

の 香り に も 癒さ れる 。 25g 1.512 円 。 オリ に 

ジ ナ ル の 缶 入 り は 2.700 円 。 問い 合わ せ コ 

は スト ア 内 の フォ ー ム へ 。 








テト テ キョ ウト 


(the to the KYOTO 〉 の 
クラ フト ティ ー 
https://thetothe.kyoto/ 


最高 級 の 宇治 茶 の 産地 ・ 京 田辺 市 で 、 老舗 茶園 が 作る クラ フ 

ト テ ィ ー。 「 働 く 人 が 1 週間 を 爽やか に 過ごせ る よう に 」 と 、 
まろ や か な 玉 霞 、 リ ラッ クス 作用 の ある 在 茶 (て ん ちゃ ) な 

ど 、 日 々 の バイ オリ ズム に 応じ た 異な る 茶葉 を 用 意 。 パッ ク 

入り の 茶葉 を ボトル に 入れ て お 湯 か 水 


を 注ぐ だ け 。 注ぎ 足し で 3 て 4 煎 目 まで 』 
変わ ら ぬ 味 を 楽し め る 。 茶葉 10 袋 と エー 
500m? リ ユー ス ボ ト ル の セッ ト (初回 限 


定 ) 5,000 円 。 人 0774-62-4575 





(コー ヒー と 生活 。 タビ ノ ネ ) の 
コ ュー ヒー 飲み 比べ モット 


https://offee.tabinone.net) 


元 田中 の 人 気 知 煎 所 〈 旅 の 音 y/ の オン ライ ンス ト ア が リ ニ 
ュー アル し 、 アイ テム が さら に 充実 。 初回 限定 で 購入 で き 
る こち ら は 、 浅 煎り か ら 深 煎 り ま で 、〈 旅 の 音 〉 で 人 気 の 5 
種 を セッ ト に 。 婚前 度合 いや 、 生産 国 別 の 味 を 飲み 比べ し 
て みた い 人 に お すす め 。 豆 の 詳細 を 記 


し た 豆 カ ー ド と 滝 れ 方 の レシ ピ 付 き 。 隊 by 
1.850 円 。 京都 府 京都 市 左京 区 田中 東 
春菜 町 30-3 THE SITEA 傘 075-703- ーー 


0770 ⑨⑩①12:00 一 18:00 人 月 休 


099 








IMEALS 


[ 辛い も の 


時 ご は ん の 主役 は コレ ! 食卓 が 華やぐ 京 ご は ん 。 


美食 家 が 足 繁く 通う 一 流 料 亭 の 名 物 料理 、 レ シン ピ を も と に 自分 で 作っ て 楽し む 麺 や お ば ん ざい な ど 。 
冷蔵 庫 に スト ッ ク し て お きた い 、 京都 の ご は ん を ご 紹介 。 


めん や い の い ち 


( 麺 屋 猪 一 離れ ) の 和牛 肉汁 つけ そば 


https://inoichi.storesJjp/ 


ミシュ ラン 2 年 連続 獲得 店 の つけ 麺 。 北海 道産 小麦 を 100% 配 合 し 
た 中 太 麺 に 、 京都 産 の 石臼 人 き の 全粒粉 を 配合 。 つけ 汁 に は 、 最高 


級 の 節 を 数 種類 使っ た 魚介 だ し 100% ス ー プ に 、 黒毛 和牛 と ゴボウ 、 


し めじ を 。 指宿 産 本 枯 節 の 0.01mm 削 り 節 、 黒 七味 付き 。 1.300 円 。 ⑨ 
京都 府 京都 市 下京 区 泉 正 寺町 463 ルネ 丸 高 1F 容 075-285-1059 
①11 :00 一 14 :30、 17 : 30 て 21 : 30 (21 :00LO) 倫 無 休 


(二条 や ま 岸 ) の 甘鯛 と 秋野 菜 の 鍋 
http:/t0min0koj-yamalshi.C0m/nil0/yamaqlshi/ 


〈 富 小路 や ま 岸 〉 の 姉妹 店 (二条 や ま 岸 〉 が 、「 お 店 の 鍋 料 理 を お う 
ち で も 」 と 通販 を 開始 。 鍋 は 月 替わり で 、 3 月 は 「 桜 鯛 と 春野 菜 の 鍋 」 
が 登場 。 ぶり っ と 弾力 の ある 真鯛 に 自家 製 の 塩 ポ ボン 酢 が 好 相 性 。 鯛 
の 旨み が 春野 菜 の ほ の か な 苦み と 絡み あう 。 12.960 円 。 京都 府 京 
都市 中 京 区 西ノ京 職 司 町 8-1 容 075-801-7900 (電話 で の 取り 寄せ 
対応 10:00 て 17:00) 〇 ①17 :00 一 20:00 最 終 入 店 合 火 水 体 


ご は ん 


きん し ん た ほう あん 


(京都 錦 市 場 近 新 多 宝 庵 ) の 
西京 味噌 潰 け ・ 潰 け 


https:/kinshin-tahouan-shop.com/ 


“ 京 の 台所 "と いわ れる 鐘 市 場 に 店 を 構え 、 名 だ た る 料亭 に 鮮魚 を 卸 
し て いる 〈 近 新 〉 が オン ライ ンス ト ア を 開設 。 魚介 類 を 知り 尽く し 
た 職人 が 丁寧 に 作る 、 厳選 素材 の 味噌 漬け や 粗 漬け が 、 お うち で も 
楽し め る よう に 。 甘鯛 西京 漬 1 切れ 、 さ わら 西京 漬 2 切れ 、 鮭 酒 特 漬 
2 切れ 入り 詰合せ 3.700 円 。 ① 京 都 府 京都 市 中 京 区 東 魚 屋 町 184 
会 075-741-6636 ①10:00 一 16:00 合 水 土日 祝 休 


ご か ん し ょ くら く 


(五感 食 楽 ) の お ば ん ざい 
https:/okan-shokuraku-shop.com/ 


料理 研究 家 ・ 小 平 泰 子 ( こ ひ ら や すこ ) さん が 営む 人 気 料 理 教室 「 五 
感 食 泉 」 が 、 オ ン ラ イン スト ア を オー プン 。 京都 に ゆか り の ある 食 
材 を 使っ た お ば ん ざい を 季節 替わり で 提案 する 。 使用 する 食材 と レ 
シビ ピ 、 レ ッ ス ン 動 画 が セッ ト に 。 お 教室 に 通っ て いる よう な 気分 で 、 
お ば ん ざい 作り に 励 め る 。 胡麻 豆腐 3.500 円 、 に し ん な す 3.800 円 、 
ひろ うす 3.500 円 。 ※ 内 容 は 季節 に よっ て 異な る 
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(大 阪 屋 こう じ 店 ) の 
手作り 味噌 キッ ト (容器 付 ) 


https:/Www.namakouji.c0m/ 


文化 元 (1804) 年 、 舞鶴 で 麹 製造 を 始め た 老舗 。 昔 な 
が ら の 上 蓋 製 玩 法 で 、 国産 米 を 原料 に れん が 室 で 3 日 
か け て 作り 上 げた 生 こ うじ で 作る 味噌 キッ ト 。 北海 
道産 大 豆 と よ ま さり 、 天日塩 シマ マー ス に 加え 、 容 
器 も 付い て いる 。 熟成 期間 は 10 カ月 。 舞鶴 本 店 の ほ 
か 、 三 条 神 宮 道 店 も あり 。 手 作り 味噌 キッ ト (容器 付 ) 
3.330 円 。 京都 府 舞鶴 市 堀 上 68 全 0773-75-0550 
⑩9:00 て 18:00 公 日 祝 休 (冬季 は 無休 ) 


〈 う ね 乃 ) の 
粉 だ し (昆布 ・ か つ お ・ ま ぐろ ) 


https://ndashi.com/ 


だ し バッ ク を は じ め 、 様々 な スタ イル で 食卓 に 取り 

入れ る だ し を 提案 する 老舗 。 左 か ら 、 利尻 産 の 天然 
昆布 、 薩摩 産 角 節 、 上 品 な 薩摩 産ま ぐろ 節 の 3 種類 
が そろ う 粉 だ し は 、 1 人 分 の 味噌 汁 を 作り た い 時 や 、 
炒め 物 や バス タ に も う ひ と 味 欲し い 時 に 。 まぐ ろ ・ 

か つ お 各 767 円 、 昆布 1.026 円 。 @ 京 都 府 京都 市 南 
区 唐橋 門脇 町 4-3 会 075-671-2121 ①10:00 
18 : 00 ( 土 て 16 :00) 人 日 祝 、 第 2 土 休 


SEASONING 


[ 辛い も の / 調味 料 ] 


どう 使い こなす か も 楽し みな 調味 料 。 


料 享 の 味 を 伝え る 炊き 味噌 か ら 、 味 の 決め 手 に な る スー プス トッ ク や だ し 、 七 味 に 加え 、 
自分 の 味 に 育て る ぬか 床や 手作り 味噌 も 。 どん な 料理 が 完 





た い ほ う 


(大 朋 ) の ご ま ラ ー 油 、 
山 の XO 徐 、 よだれ 鶏 の た れ 


075-622-5599 


京都 きっ て の 人 気 中 華 料 理 店 。 ゴミ ゼロ を 目指 す 瓶 
入り の 調味 料 や つま み は 、「 行 き 場 の な い 食材 を 無 
駄 に し な い 」 と いう 2 代目 ・ 渡 辺 幸 樹 さ ん の 熱い 思 
いか ら 始 まっ た 。 左 か ら 、 よだれ 鶏 の た れ 1.080 円 、 
山 の XO 毅 1.512 円 、 ご ま ラ ー 油 648 円 (パッ ケー ジ 、 
量 、 価格 は 変更 の 場合 あり )。 電話 注文 、 代引き の み 。 
@ 京都 府 京都 市 中 京 区 西ノ京 星 池 町 149 ①11: 

30<14 : 00、 17 : 30 一 20 : 00 (変更 あり ) 合 火 休 


ちょ うぶ ん や 


(長文 屋 ) の 
七味 (中 辛 ・ 山 板 多 め ) 、 山 概 


075-467-0217 


注文 ご と に 材料 を 合わ せ て 作る 、 香り 高い 七味 専門 
店 。 唐辛子 に 山 概 、 白 と 黒 の 胡麻 、 草子 (けし ) な ど 
8 つの 素材 で 作る 七味 は 小 辛 か ら 大 辛 ま で 4 つの 辛 
さか ら 選 べ る うえ 、 山 板 多め に 仕立 て た 京都 らし さ 
を 感じ る も の も 。 粉 山 板 も 人 気 の 品 。 七味 (中 辛 ・ 山 
彼 多め ) 小袋 450 円 、 粉 山 板 小袋 420 円 。 電話 か Fax 
( 同 番 号 ) で の 注文 の み 。 ⑤ 京 都 府 京都 市 北 区 北野 
下 白梅 町 54-8 ①⑩10:00<18:00 人 水 木 休 


つ 


する か 、 心 弾む 京 の 味 が そろ いま す 。 


ae - 
ES 








>。 


(フレ ンド フー ズ ) の 
類 と 豚 の 基本 スー プ 
https://Www.friendfood」jp/ 


安心 ・ 安 全 と お いし いこ と を 追求 し 続け る スー パー 
は 、 時 間 を か け て 開発 し た PB 商品 も 注目 を 集め る 

存在 。 な か で も 人 気 を 誇る の が 鶏 と 豚 の 基本 スー プ 。 
国産 原料 だ け を 使っ た スー プ の 素 は 、 中 華 以 外 に も 

和洋 の 料理 の ベー ス に な る 万 能 調味 料 。 スー プ は も 

ちろ ん 、 炒め 物 の 味付け に も 便利 。 300g 2.400 円 。 

@ 京都 府 京都 市 左京 区 下鴨 北園 町 10-6 全 075- 
722-0451 ①10:00 一 21:00 谷 無 休 


(発酵 食堂 カモ シカ ) の 
ぬか 床 モ セット (⑮) 


https:/store.kamoshika.kyot0.jp/ 


食堂 と マル シェ の 2 つの 軸 で 、 発酵 を 身近 な も の と し 
て 提案 。 届い た 日 か ら す ぐに 使え る ぬか 床 は 、 生 ぬ 
か を ベー ス に 天然 塩 や 昆布 、 山 板 、 柚子 の 皮 な ど 選 
び 抜 いた 国産 の 素材 を 加え 熟成 させ た も の 。 ぬか 床 
生活 の 小冊子 も つい て 、 発 酵 生活 へ の 扉 を 開い て く 
れる 。 2.500 円 。 @ 京 都 府 京 都市 右京 区 叱 峨 天竜 寺 若 
宮 町 17-1 佐 075-862-0106 ①11:30 一 17 :00 
(ラン チー15 : 00、 カ フェ ー17 :00) 公 日 月 休 





100 





101 


NOODLE 


[ 辛い も の ン 〆 麺 ] 


一 品 完 結 で 店 の 味 が 再現 で きる 麺 6 選 。 


だ し の 味 に ほっ と 和む うど ん か ら 、 老舗 の ラー メン に 行列 必 玉 の つけ 麺 。 
普段 は 少し 敷居 の 高い 名 店 の パス タ や 蕎麦 まで 。 間違い な い 味 は 気取ら な い 手 土産 に も 。 





〈( 和 醸 良 麺 す が り ) の 
つけ めん ・ チ ャ ーシュ ー (定番 麺 ) 


https 六 WWw.sudarl.net/ 


小麦 の 風味 が 口 に 広がる 自家 製 麺 と 、 魚介 と 豚 骨 の ダブ ル 
スー プ 。 添加 物 は 一 切 使わ ず に 実現 し た 力強い 旨み に 虜 に 
な る 人 続出 で 、 行列 が 絶え な い 人 気 店 。 麺 は 定番 の ほか ゆ 
ず 麺 、 ト ッ ピ ング は も つも 選べ て 店 の 味 そ の まま に 再現 で 
き る 。 900 円 。 問い 合わ せ は スト ア 内 
の フォ ー ム へ 。 京都 府 京都 市 中 京 区 
観音 堂 町 471-1 容 な し ①11:30 
15 : 00、18 : 00 一 22 : 00 (売り 切れ 
次 第 終了 ) 人 不定 休 








(本 家 第 一 旭 本 店 ) の 
お 土産 用 生 ラ ー メ ン セ モッ ト 
https:/Www.honke-daiichiasahi.com/ 


京都 駅 か ら ほ ど 近 い 、 た か ば し に 店 を 構え る 〈 本 家 第 一 旭 
本 店 〉? は ラー メン 激戦 区 の 京都 で も 一 、 二 を 争う 有名 店 。 
コク が あり つつ し つこ く な い 豚 骨 醤 油 の スー プ と 、 中 太 麺 


の 組み 合わ せ は 京都 ラー メン の 王道 だ 。 も や し を 加え れ ば ば 、 


その まま 店 の 味 と いう 再現 度 の 高 さ が 
うれ し い 。 4 人 前 4.100 円 (※ 料 込み )。 。 』 議 | 
の 京都 府 京都 市 下京 区 東 塩小路 向 如 帳 

町 845 容 075-351-6321 OO⑩6:00 一 宣 
1:00 公 木 休 EE 





まん き 


( 萬 樹 ) の 
刻み きつ ね うど ん 


http:/Www.manki-kyot0.jp/ 


か つて 入 園 ・ 村 橋 (た つみ ば し ) の た も と に あっ た 手打 ち 
うど ん 〈 萬 樹 〉 の 店 主 ・ 永 田 昌 彦 さ ん が 店 を 閉め 、 さ ら な る 
うど ん と だ し の 追求 を 重ね て 開い た 専門 店 。 麺 は 100% 国 
産 小麦 を 使っ た 、 香り や 甘み を 楽し む 細 麺 。 だ し は 熟成 さ 
せ た 利 尻 昆 布 に 枯 宗 田 節 な ど 4 種 の 節 
を 区 沢 に 使っ た も の 。 数 百 円 で 手 に 入 


る 至福 の 一 杯 。 ネギ な ど 好み の 薬味 は 滞 。 
各自 用 意 を 。 2 人 前 1.500 円 。 問い 合わ 夫 / 
せ は スト ア 内 の フォ ー ム へ 。 











(じき 宮 ざ わ 〉 の 手打 ち 蕎 麦 


https: 放 ki-miyazawa.C0m/st0re/ 


自 腐 要請 を 機 に 始ま っ た web ス ト ア 。 名 物 の 焼 胡麻 豆腐 な 
ど と 共に 取り 寄せ 可能 な 蕎麦 は 、 選び 抜い た 蕎麦 符 を 京都 


の 地下 水 で 打ち 上 げた も の 。 ふわ り と 立ち 上 る 蕎麦 の 香り 、 


キリ ッ と し た つゆ に 名 店 の 味 を 知る 。 蕎麦 3 人 前 、 そ ば つ 
ゆ 180cc の セッ ト 2,970 円 。 京都 府 

京都 市 中 京 区 堺 町 四条 上 ル 東 側 八 百 屋 

町 553-1 佐 075-213-1326 ①12: 

00 一 13:45 最 終 入 店 、18 :00 一 20: 

00 最 終 入 店 谷 火 休 





キス 。 


〈cenci ) の 
Rs メー 


https://Cenclkyot0.stores.jp/ 


素材 を 大 切 に し た 料理 に ファ ン も 多い 、 京都 きっ て の 人 気 
イタ リア ン 。 オン ライ ン シ ョ ッ プ に は 、 パス タ ソ ー ス や 、 

サル シッ チャ と 原木 椎茸 の リゾ ッ ト な ど が ライ ン ナ ッ プ 。 

芦屋 ( メ ツ ゲラ イク ス ダ )〉 の ベー コン を 使っ た アマ トリ 
チャ ー ナ ソー ス 1.980 円 。 京都 府 京 
都市 左京 区 聖護院 円 頓 美 町 44-7 傘 
075-708-5307 ①12:00 て 15:00 
(12 : 30LO)、 18 : 00 て 21 :30(19:00 
LO) 人 月 休 、 ほか 日 火 不 定休 








べ ん け い 


( 判 慶 う どん ) の 
べ ん け いう どん 


http: 放 henkei-udOnJp/COrDorate/ 


五条 大 橋 の た も と の 屋台 か ら 始 まっ た 、 甘 め の だ し と 優し 
い 麺 の いか に も 京都 らし いう どん 。 屋号 を つけ た 「 べ ん け 
いう どん 」 は 甘 きつ ね と 、 甘 辛 の 牛肉 、 唐辛子 を ガツ ン と 
利 か せ た 辛 いき ん ぴら を トッ ピン グ し た 看板 メニ ュー。 京 
都 人 の 深夜 の バ と し て も 愛さ れ て きた 

一 杯 を 自宅 で も 気軽 に 。 930 円 。 (西京 

極 店 ) の 京都 府 計 都 市 右京 区 西京 李 東 ンズ 
大 丸町 16 傘 075-313-5464 O①11: 

30<23:00 公 月 休 


京都 の 美学 を 支え る 土地 を 訪ね て み ま し た 。 


も う ひ と つの 京都 へ 。 


町 の 件 まい が 訪れ た 人 を 引き つけ て し まう 京都 。 
それ は 、 周囲 の 土地 が 生み 続け る 食材 、 道具 な ど 
都 の 美 を 支え た 存在 が あっ た か ら な の で し た 。 


photo : Norio Kidera, Yoshiko Vatanabe 山 ustration : ami Tsujimoto 
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ーーーーー 


わざ わざ 行き た い 、 そ れ が も う ひ と つの 京都 , 


丹波 ワイ ン 
ぶどう 畑 を 一 望 で きる テラ ス も 。 
1979 年 か ら 京都 丹波 で 土地 の 食 文 化 に 合っ た ワイ ン づ くり を し 
て いる 考 舗 ワイ ナリ ー。 8ha の 85% を ぶどう 幸 培 に あて 、 国産 ワ 
イン が 脚光 を 浴び る 前 か ら 和 食 に 合っ た ワイ ン の 醸造 に 取り 組 
ん で いる 。 特に 酸化 防止 剤 を 使用 し な い 自 然 発泡 の ワイ ン 「 て ぐ 


み 」 ( 白 750m2 1.815 円 ) が 人 気 。 京都 府 船井 郡 京 丹 波 町 豊田 千 
原 83 傘 0771-82-2003 ⑩10:00 一 17:00 公 木 休 


-a。 ーー ャ ドー 


トー ーー キー ニニ ーーー 


ーー 由 kw も 
py っ 


お 茶 と 宇治 の まち 交流 館 茶 づな 


宇治 茶 の 伝統 や 作法 が 学べ る 体験 型 施設 。 


京阪 宇治 駅 隣 に 整備 され た 〈 お 茶 と 宇治 の まち 歴史 公園 〉 内 の 複 
合 施設 。 茶 昨 で 挽い た 抹茶 を 点 (た ) て る "抹茶 体験 , や 「 聞 き 茶 
体験 」 な ど 、 宇治 な ら で は の さま ざま な プロ グラ ム を 用 意 し て い 
る 。 有料 の ミュ ー ジ アム や カフ ェ 、 宇治川 や 茶畑 が 一 望 で きる 展 
望 テ ラス も あり 、 新 名 所 と し て 人 気 を 集め る 。 京都 府 宇治 市 入 


道 丸山 203-1 容 0774-24-2700 ⑩9:00 て 17:00 倫 無 休 
る ク け の 色 在 り 美山 在 
`、 ト た 里 ご を 京 と 術 に と 
そ " 。、・ と も 都 見 館 あ な 
の 京 も と を に つの 学 と る っ 
魅 都 う 訓 :X こ と 文 で 藍 か て 
カカ 好 ひ ~ 則 知 化 き 上 染 や い 
電 寺 記 尼 昭 ら 洒 の 貢 名 
こなつ お 装 て 支 スエ き * 
こら の 共 部 ほえ ポ 房 屋 ま 
で す 京 の 。 し 続 ツ も 根 た 
ご ぐ 都 京 称 い け ト あの ` 
案 に ~ 都 の と た に り 建 美 
内 共 プ ~ 京 ` 地 ? ` 物 山 
し 感 口 と 都 そ 域 ゆ に 町 
名 功 < 天 っ は の 
う き ェ 付 竹 特 存 く ` 里 


半 と 当 人 は さき 内 Q の 融 上 一 ビーロ ュ 


山 で さえ 稚 8 状 還 志 時 簿 爺 3 河 加 


い ね ちょ う 


伊根 町 


深い ブル ー の 海 と 並ぶ 舟 屋 の 絶景 を 


映画 や テレ ビ ド ラマ の 舞台 と し て 多く 登場 し て いる の が 、 伊根 町 
の 「 舟 屋 ,。 まる で 海 に 浮か ん で いる よう に 見 える 。 も と も と 船 を 
海 か ら 引 き 上 げ て 、 乾かす た め の 場 所 と し て 使用 され て いた 。 今 
で は 1 階 を 船 の 係留 場所 と し 、 2 階 は 作業 場 や 離れ の 住居 と し て 
使用 し て いる ケー ス が 多い 。 伊根 町 に は カフ ェ や 伊根 の 魚 料理 な 
ど 食 を 楽し め る 施設 も 充実 。 伊根 町 観光 協会 会 0772-32-0277 


きん すい て い 


争 水 亭 
絶景 と と も に 味わう 伝統 の た け の こ 会 席 。 


八条 ヶ 池 を 取り 込む 10.000 坪 の 庭園 に 、 絶景 を 望む 数 寄 屋 造り 
の 座敷 が 点 在 。 春 限定 の 「 た け の こ 会 席 」 に は 京都 西山 近郊 で 採 
れ た 朝 掘り た け の こ を 使用 。 家伝 の 調理 法 で 豊か な 風味 を 引き 
出す 。 全 11 品 か ら な る 「 た け の こ 会 席 」 12.000 円 ( 税 サ 別 ) て 。 
の 京都 府 長岡 京 市 天神 2-15-15 谷 075-951-5151 ①11:30 
て 21 : 00 (19 :00LO) 谷 水 休 (3 月 中 旬 -~ て 5 月 下旬 は 無休 ) 


煎 の を 日 る う 理 ど れ 暮 画 
な 可 使 本 宇 " ほ 人 が 伊 ら の 
ら 能 っ 茶 治 た か の 採 美 根 し よ 
ば 性 た に “と の 手 れ 山 町 を う 
大 を ス 取 こえ 魅 に る 町 で 営 な 
山 広 イリ りこ ば 力 要 “で は む 風 
崎 げ | 組 は " あ ね を そ は プ  " 景 
町 て ツ む シシ 京 る ら の お り の 
や いな 農 ン 都 場 れ 食 米 や 中 
長 る ど 家 グ の 所 材 タ 

岡 " や ル 茶 も 京 は 地 イ 人 
京 コ 新 上 オ 文 探 料 京 鶏 が 々 
市 | た 買 り 化し 理 都 ' 水 が 
へ ヒ な な ジ を て と の 松 揚 日 
"| お 抹 ン 支 み な 名 茸 げ 々 
長寺 茶茶 の えよ る 料 なさ の 





落 , 全 監 悼 還 。 計 昌 ち 尽 せ は 計 叶 





天橋 立 ク レー ズ 


海 か ら 6 大 橋立 を 眺め て クル ー ズ を 楽し む 。 


京都 府 の 北部 、 日 本 海 の 宮津 湾 に ある 天橋 立 は 日 本 三景 の ー つ と 
され る 。 幅 は 20 一 170 メ ー ト ル 、 長 さ は 3.6 キロ の 砂 洲 に 約 6.000 
本 も の 松 が 茂 っ て で きた 地形 で 、 何 生 年 も の 歳 月 を か け て 自然 が 
作り 出し た 神秘 の 造形 と され る 。 お すす め は 遊覧 船 で 天橋 立 機 橋 
( 文 珠 側 ) か ら 一 の 宮 機 橋 ま で の 12 分 の クル ー ズ 。 クル ー ズ 往復 
900 円 。 天橋 立 観光 船 | 丹後 海陸 交通 https://www.tankaijp/ 





Shop & Gallery 竹生 園 


茶道 具 製作 で 培っ た 職人 技 。 


良質 の 竹 が 育つ 長岡 京 市 に 工房 を 構え 、 指物 、 桂 絵 、 漆 な ど 伝 統 
技術 を 用 いた 製品 作り を 行う (高野 竹 工 〉。 直営 ギャ ラリ ー〈 竹 
生 園 ) で は 竹 や 古 材 の 個性 を 引き 出し た ハイ エン ド プ ラン ド 「 入 
(た か むら )」、 日 々 の 暮らし を 彩る 生活 雑貨 プラ ンド 「 ば ん て ら 」 
の 両方 を 取り 扱う 。 京都 府 長岡 京 市 天神 2-15-15 錦 水 亭 竹 生 
園内 会 080-2068-4367 高野 竹 工 公式 サイ ト で 確認 を 


山内 地 く 呼 海 る の 京 食 
町 3 か 区 り ば に " 源 京 却 
に ら の ` れ 面 ま 流 都 lu 
は 車 指 国 る し ず に 市 文華 
39 で 定 の 建 た は 触 内 化 
棟 1 を 重 物 伊 北 れ か の と そ を 
も 時 受 要 約 根 へ る ら 源 し 
の 間 け 伝 2 町 車 旅 離 て 
か 半 て 続 3 へ で に れ 万 暮 
や ほ い 的 0 "3 出れ 訪 
ぶ ど る 建 棟 伊 時 る ば ね 

き の * 造 が 根 間 こ `、 る し 
屋 南 * ま 物 景 の 弱 と 京 旅 : 
根 丹 $ た 群 色 舟 ` が 都 に 

の 市 し ` 保 を 屋 日 で 文 ・ 

民 美 * 市 存 つ と 本 き 化 


日 本 三景 の ー つ 、 天橋 立 と 陸地 を 繋 
ぐ 橋 は 船 が 通る ご と に 回 転 する 廻 旋 
橋 。 観光 船 に 乗っ て の 遊覧 も 楽 レ い 。 









ー ュー ューーー- . ょ 


FOOD es 


心ゆく で 味わう 地 の 上 恵み 。 


レセ ゼ セブ ション ガー デン 


Reception Garden 
全 0772-83-3131 | 久美 浜 


語 に 迷い 込ん だ よう な 、 
緑 に 囲ま れ た レス トラ ン 。 


久美 浜 湾 を 見 渡す 敷地 の 、 海外 を 思わ せる ホ 
テル 〈HOTEL HOLIDAY HOME)〉 に 併設 する 
レス トラ ン 〈Reception Garden 〉。 地元 産 の イ 
チ ゴ ・ あ き ひ め な ど 、 季 節 の 果物 を ふん だ ん に 
使っ た パフ ェ や 、 魚介 の パエリア を 併せ た ラン 
チ を 楽し みた い 。 敷地 内 の ショ ッ プ て 〈Bshop〉 
で は ホテ ル の た め に 作ら れ た パジャマ や カッ 
プ な ど 、 限定 アイ テム を 手 に 入れ る の も いい 。 
の 京都 府 京丹後 市 久美 浜町 向 磯 2575 ①11: 
30<21:00 (ラン チン 15 :00、 カ フェ ー 18 : 
00、 デ ィ ナ ー18:00 一 20:00LO) 倫 無 休 





北部 に 広がる 、 ぉ も う ひ と つの 京都 
海 に 育ま れ た 豊か な 地 へ 。 


京丹後 や 宮津 を は じ め と する 5 つの 市 と 2 つの 町 。 < 
ここ は 古く か ら 大 陸 文 化 の 影響 を 受け 、 多く の 神 詰 も 残る 呈 , ル 
自然 と 歴史 に 培 わ れ た 豊か な 地 の 恵 み を 堪能 し た い 。- デ 


photo : Norio Kidera, Yoshiko Vatanabe text : トド ako . 公 mAat: 
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に マテ ドー だ | 
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ee 
1. オ リ ジ ナ ル バ パジャマ は ワン ピー スタ イプ 12.800 円 、 セパ レー ト 19.800 補 ア 
円 。 ホリ デー ホー ム マ グ 990 円 。 2. 京 丹後 産 あ き ひ め の イ チ ゴ パフ ェ 1 
1.760 円 。 新鮮 な イチ ゴ を 満喫 で きる 。 3. 魚 介 の パエリア に 牛 リ プロ ー ス 
の タリ アー タ な ど が ワン プレ ー ト に な っ た スペ シャ ル ラ ンチ 2.750 円 。 


104 


て で た の 古 地 で と 信 紹 シン だ で 創 @ 癒 て その も て ろ ま 海 の に 持 陸 に 目 食 
に が て の 人 冬 民 元 て す c 介 = ん は 業 さ さ 大 いれ だ 宮 い た 海岸 舟 代 ち と 面 京 当 を 
旅 そ の ` の 家 食 = る @ す 守 に 、 の れき る が か 津 る 現 "の や 屋 表 "の し 都 ギ 語 
すろ 野 四 准 を 材 。 漁 t る 操 使 丹 地 る なこ 現 ら に 食 在 こ 幸 タ や さ 数 交 て 市 = う 
る うぅ う 菜 季 や 改 と A 港 0⑳ ^ S っ 後に の 窓 と 代 " あ を は の を 日 連れ 々 流 広 内 \- る 
美 。 や 折 プ 装 酢 農 で " 谷 二 た の 作 京 は の は に 古 る 司 伊 地 は の な る の の が か し 神 
食 海 果 々 リ し を 園 揚 で 若き ji 和 人 魚 り 都 レ 外 想 ま 来 眞 # る 勢 の じ 眺 る 名 神 窓 る ら た も 
の の 物 の ` た 使 が は 計 9 食 介 上 の ス に 像 で ` 名 * 豊 神 大 め め 棚 所 話 口 ュー い 全 
地 京 魚 牡 空 っ の る ぼ ご を と げ 料 ト 広 に 上 脈 豊 井 : 受 宮 き と に 田 は の と 海路 半 計 
で 都 そ 介 間 た 無 魚 宮 で へ 地 た 亭 う が 難 々 か 神 大 # の な す も ` も 残し の 食 学 
も と に 。 し も で で イ 農 介 津  * 工 元 合 ヘ スン る < と な 社 神 % 外 y 区 る 心 ふ ちる て 京北 もし 
あ て 豊 知 味 夕 楽 や 港 グ 次 房 野 人 和 へ 林 な 受 食 の は 宮 ? 力 豊 癒 と ろ 地 長 都 へ 台 た 
る 食 ジ 語ら わり 野 ^ を 手 べ ペレ 藤谷 久 ば の いけ が 神 ` に "か さ 目 ん * い ~ we 地 
の を ビ "れい ア 菜 京 は が | ス を ? 信 8 緑 " 継 あ だ そ 祀 な な れ に 天 歴 は 日 が さき 
だ 目 エ 採る た ン な 丹 じ け ジ ト ふ える ご 呈 に が りつ も ら に 食 る す 伊 橋 史 ` 本 
" 当 ま れ も い を ど 後 め る で ラ ん が 8 も れ ` た それ し も "る 根 立 を 大 海 


1. お 魚の セッ ト 2.706 円 か ら の 一 品 、 魚 と 山 
菜 の 揚 げ 物 。 2. 丹 後 魚 と 丹後 野菜 の 黒 寿司 
1.903 円 。 写真 の サワ ラ な ど 有 丹後 で と れる 旬 
の 魚 を 、 (飯尾 醸造 〉 の 酢 を 使っ た 酢 飯 で 。 





わく で ん の も り 


和久 情 ノ 森 


会 0772-84-9898 (工房 レス トラ ン wakuden MORI) 
会 0772-84-9901 ( 森 の 中 の 家 安野 光雅 館 ) 


新た に 誕生 し た 森 の 中 で 、 
地元 づく し の 和食 を 。 


料亭 和久 舘 〉 が 創業 の 地 の 京丹後 に 恩返し を し た いと 、10 年 を 。 
か け 30.000 万 本 も の 木 を 植え た 〈 和 久 値 ノ 森 〉。 敷地 内 の 工房 レ 
スト ラン で は 、 食材 は も ちろ ん 調味 料 ま で 地元 づく し の 、 料亭 仕 
込み の 和食 を 。 安藤 忠雄 建築 の 美術 館 で は 、 安野 光雅 の 世界 に 
浸り た い 。 京都 府 京丹後 市 久美 浜町 谷 764 〈 工 房 レ スト ラン 
wakuden MORI〉 ①10:00 て 18:00(17:30LO) 合 火 休 ( 祝 
3.〈 和 久 舘 ノ 森 〉 の 桑 の 葉 お か き 1 袋 648 円 は 、 又 の 場合 は 翌 休 )/〈 森 の 中 の 家 安野 光雅 館 〉 (①9:30 一 17:00 
の 葉 の パウ ダー を まぶし た ほん の り 甘 い お か き 。 (最終 入館 16 : 30) 合 火 休 ( 祝 の 場合 は 翌 休 ) 入館 料 1.000 円 
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SN M/ の 


明治 時 代 に 建て られ た 町 家 を 
改装 し た 空間 。 街並み に は 、 
か つて 花街 だ っ た 面影 を 残す 。 
重 シ ェ フ は 飯尾 さん に 請 わ れ 
て 宮津 へ 。「 酢 は 見 えな い お 
酒 落 の よう に 、 味 を 支え る も 
の 」 と 、 様々 な 酢 を 料理 に 合 
わせ て 使い こなし て いる 。 





アチェ ー ト 


aCeto 
会 0772-25-1010 (電話 受付 13 : 00 一 ) | 宮津 


メイ ドイ ン 了 丹後 を 味わっ て 
美食 の 街 を 実感 する 。 


スペ イン の 美食 の 街 サ ン ・ セ バス チャ ン を 目指 し 、 丹後 の 豊か 
な 食 を 広め た いと (飯尾 醸造 〉 飯尾 彰 浩 さん が 開い た イタ リア 
ン レ スト ラン 。 海 の 幸 か ら 山 の 幸 ま で 、 丹後 な ら で は の 食材 と 、 
様々 な 酢 や 酢 を 造る 際 に で きる 副産物 を 使い こなし イタ リア ン 
に 仕立 て る の は 、 シチリア 料理 の 名 手 ・ 重 康彦 シェ フ 。 何 が 登場 
する か は 、 その 日 の 漁 次 第 。 ひと 皿 の 中 に 婚 重 に も 重なる 味 わ 
い が 、 心 に も 余韻 を 残し て くれ る 。 京都 府 宮津 市 新浜 1968 
①18 : 00 て 23 : 00 (最終 入 店 20 : 30) 合 火 水 休 要 予 約 


1. サ ワラ の へ し こ 、 伊 根 の 水 ダ コ な どの 前 菜 
の 一 皿 。 2. 甘 鯛 の ソテー、 酒 香 で の ば し た バ 
ー ニ ャ カウ ダ ソ ー ス 、 ぬか 漬け の 焼き 野菜 を 
添え て 。 料理 は すべ て 8.250 円 の コー ス か ら 。 
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海辺 の ホテ ル で 穏やか な 非 日 常 を 。 





3. 料 理 は 欧風 家庭 料理 が 中 心 。 
春野 菜 の グ リル 、 ルッコラ の 
ソー ス 。 一 緒 に 焼い た オレ ン 
ジ を 搾っ て ソー ス に し て いる 。 
野菜 の 甘 さ に 驚か され る 。 
4. タ ラ と 牡 婚 の アー モン ドミ 
ルク 煮 。 共に 春 頃 の ディ ナー 
か ら の 二 品 。 





ウォ ー タ ー サ イド コテ ー ジ ヘロン 


waterside cottage Heron 
合 0772-82-0101 | 久美 浜 


心 を 癒し て リモ セット する 、 
海辺 の コテ ー ジ で の 時 間 。 


久美 浜 に 面 し た 小さ な コテ ー ジ に は 、 訪れ た 
人 を ファ ン に させ る 魅力 が 詰まっ て いる 。 清 
潔 感 と 温もり が 感じ られ る 客室 、 店 主 ・ 須 田 
悦子 さん の 背筋 が 伸び た 接客 、 そ し て 自家 農 
園 の 野菜 や 久美 浜 の 魚介 類 を 盛り 込ん だ 料理 。 
どれ を と っ て も 加減 は 絶妙 。 何 も し な い 偽 沢 
を 味わい た い 場 所 だ 。 京都 府 京丹後 市 久美 
浜町 2983-1 1 室 2 人 1 泊 朝 食 付き 1 人 20.9 
00 円 一 、 1 泊 2 食 付き 1 人 30.800 円 一 全 2 室 
初夏 か ら は 別棟 で 惣菜 の 販売 も 予定 。 





1. フ ルオ ー プ ン 可 能 な 窓 を 開け 放ち 、 入り 江 
の 景色 を 眺め る の も いい 。 2. 敷 地 の 一 角 に あ 
る 自家 農園 で 収穫 する 須田 さん 。 畑 か ら 抜 い 
た ば か り の 人 参 が 3 の 料理 に 使わ れ て いる 。 





入 と ユ 心 野 ナ 人 造 宮 延焼 栄 買 | り エキ 久 も で れ ど よ 旅 気 
れ と 二 を 菜 ツ ご 津 ば く 町 いそ ト が 3 美 = カ は ち う 宿 を 取 
て め | 持 を プ は に す へ の 物 し 率 心 き 浜 海 幅 ジ も ら で ほ と 成 と 

る ク つ は が 5 価 弥 山 を て が 地 . に の 広 ユ ち も し 買 証 子 
旅 な 店 じ 魅 本 代 値 栄 の し 個 高 よ は あぁ 京 い ア ろ 欠 旅 い 
の こ ス 主 め 力 店 人 結 あ 窯 中 て 性 いい 肩 2 都 料 ル ん か と 物 上 洗 
思 こ | が 、 "な くる ご ` ほ あの 等 肘 ^~- 理 か 。 せ い " げ 練 
い に パ セ 食 そら 填 パ に 新 し る も 身 所 人 の が ら 海 な う 違 る さえ 
出し | レ ヘ へ し で ろう ン は 上 窯 い 顔 う 大 ら S 特 出 ラ の い 視 う 買 れ 
を か マ ク の て は 用 が を 場 ぶな の な S@ 徴 る グ 京 大 点 べ いた 
持 な | トト 飽 地 の を 待 わ 使 所 れず ホ い ら 『 旅 ジ 都 切 で ク 物 も 
ちい ケ す く 元 フ 本 っ ざっ が で け テ 細口 そ 館 ユ " な 切 ト し マ 
帰 味 ツ ッ る な の ル へ て わ て あぜ る ル か co ん が ア で も りん ル * 7 
り を ト 食 き 魚 ラ 飯 いざ パ る ひ " "な な 多 リ も の 取 を よ 
た 手 へ 材 探 介 イ 尾 る 足 ン " ` リ 気 S ない | " ? れ 向 し 
い に い が 究 や ン 醸 "を を 弥 お ピ 配 8 か の ま そば < く っ 
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丹後 で し か 出合 えな い 味 を 求め て 。 






テー Pa / * の が と 7 の K ' 。 
2 . < 人 2 / Ji _ 
6 ルン プク 5 し 


4 ぎ 及 衝 /。  - 





















政 さか が ま 
農家 パン 弥栄 窯 
谷 090-2938-1019 | 弥栄 町 


手 仕 事 で こね て 茜 穴 で 焼く 、 
噛み 締め て 大 切 に 味わう パン 。 


有機 農業 を 学ぶ うち 、 自分 で 育て た 麦 で パン 
を 焼き 始め た 太田 光 軌 (こう き ) さん 。 フラ ン 
ス の 農家 で 焼く パン の 存在 を 知っ て 、 居 て も 
立っ て も いら れず 渡 仏 。 ノル マン ディ ー 地 方 
の 農家 な ど で 修 業 を 重ね 、 帰国 後 は 古 民 家 に 
自作 し た 新 窯 で 、 こ ね る の も 手 作 業 の パン を 
焼き 上 げ る 。 これ 以上 な い 存 在 感 を 持ち つつ 、 
料理 に 寄り 添う パン が ここ に 。 京都 府 京 丹 
後 市 弥栄 町 野間 パン を 焼く の は 金曜 と 土曜 
の み 。 土曜 は 工房 の ほか 下 の 〈 い と と め 〉 な ど 
で 受け 取り 可能 。 完全 予約 制 。 詳細 は HP を 。 


1. 温 度 の 感じ 方 、 パン の 置き 方 や 出し 方 な ど 、 すべ て は フラ ンス で 学ん だ と いう 。 2. カ ン パ 
ニュ ・ ビ ピオ 1.200 円 と 、 大 きく 焼き 上 げ る 写真 の プリ オッ シュ ・ ベ ペイ ザン ヌ 1.000 円 が 定番 。 


1. 酒 粗 を 寝かせ て 造っ た 赤 酢 と 、 
2 種類 の 米 酢 を 合わ せ 10 年 以上 
か け て 造っ た 手 巻き すし 酢 1.2 
96 円 は 本 店 限定 。 2. 静 置 発酵 と 

呼ば れる 昔ながら の 製法 を 守り 、 
2 年 以上 か け て 酢 を 造る 。 


いい お じょう ぞう 
飯尾 醸造 


会 0772-25-0015 | 宮津 


昔ながら の 製法 を 守り 造る 、 
| いい 米 が 造り 出す いい 査 」。 


明治 26 (1893) 年 創業 の 老舗 の 酢 造 り は 、 社 
員 そ ろ っ て 棚田 で 農薬 不 使用 の 米 を 作る こと 
か ら 始 まる 。 その 米 を 使い 、 日 本 酒 と 同じ 工程 
で 酢 も と 醒 (も ろ み = 酒 ) を 造り 、 種 酢 と 蔵 に 








1 sn ー 
ダ 和 l ニー テー ' 
1. 長居 必至 の 品ぞろえ 。 オーガ ニッ 財 記 了 ジ 3 
ク 野菜 や 地元 養 場 多 、 丹後 ば ら す 人 請 議 
し 583 円 な ど 、 丹後 な ら で は の お 土 講 
産 探し に も 。 2. ぼ た 餅 2 個 291 円 。 k 





いと と め EAT 2 棲み つく 酢酸 菌 で ゆっ くり 時 間 を か け て 酢 を 
山 庄 店 完成 させ る と いう 、 昔ながら の や り 方 。 少し 値 
会 0772-64-5295 | 大 宮 町 段 が 高い の も 納得 の 素材 づか いと 手間 由 だ 。 
Eee 完成 し た 酢 の ま ろ や か さ 、 香 り 高 さ は いう まで 
食い し ん 坊 の 心 く すぐ る も な い 。 知る ほど に 試し た く な る 酢 が そろ う 。 
食材 モレ クト が ユニ ー ク 。 京都 府 宮津 市 小田 宿 野 373 ①9:00 て 12: 


00、13:00 一 17:00 谷 日 祝 休 、 ほか 不定 休 


ハワイ や カリ フォ ルニア の オー ガニ ックス ー パ ー を 思わ せる 雰 
囲 気 を 持つ 、 地元 で 愛さ れる スー パー マー ケッ ト 。 野菜 や 魚介 、 
調味 料 か ら 惣菜 まで 、 創業 者 の 廣 野 公昭 さん が 選び 抜い た 安心 
し て 口 に で きる 食品 が 並ぶ 。 な か で も 人 気 が 高 い の は 、 ぼっ て 
り と 炊き 上 げた 甘 す ぎ な い 飯 の ぼたもち や 「 か ぶ と パン 」 と 名 付 
けら れ た 地元 で 愛さ れ 続 け て いる オリ ジ ナ ルパン 。 も ちろ ん 近 
海 の 漁港 か ら 届 く 魚 介 も 、 鮮度 の いい も の が そろ っ て いる 。 @ 
京都 府 京丹後 市 大 宮 町 周 松 1670 ①10:00 一 20:00 谷 無 休 





で 京 京 亀 る 大 ける 手 藍 
あぁ 都 北岡 由 江 継 か 日 伸 決 
っ ~- の ` 良 山 が や 本 
た は 6 南川 ` れ ぶ の 事 < 
人 
都 か の 元々 世 ? の 風 マヤ ] 
の つ 市 京 伊 を 生 : 里 景 フ カ 
影 て と 丹 勢 縫 の ` と 交 
約 の 町 波 と う 森 太 も | ム 
を 丹 を か ` 呼 よ 古い を 
受 波 % ら 福 ば う 鬼 の え 話 士 
け 国 ほ な 知れ に 伝 原 る ね 万 
つ "る 山 る し 説 生 美 と 
つ 長 。 ` 神 て が 林 山 (^ 
も < 森 綾 社 流 残 が に 

` 都 の 部 "れる 受 残 


自然 と 共に ある クラ フト を 探し て 。 


森 と 人 が 育む 美しい 場所 へ 


山 と 森 に 抱か れ た 、 の どか な 里山 が 今 に 受け 継が れる 。 
京都 市 の 北西 か ら 北 へ 広がる | 森 の 京都 ] は 、 
も の づく り へ の 情熱 あふ れる 人 々 が 暮らす 地 で し た 。 


photo : Norio Kidera, Yoshinori Yamazaki text : トド Mako Yamato 





ちい さ な 藍 美術 館 
全 0771-77-0746 | 美山 


監 の 世界 の 奥深 る を 知る 、 
工房 と コレ クシ ョ ン と 。 


茅 茸 き の 古 民家 が 立ち 並ぶ 「 か や ぶ き の 里 」 に あっ て 、 寛 
政 8 (1796) 年 に 建て られ た 、 最も 古い 民家 その も の も 
見 ご た え の あ る 美術 館 。 新 道弘 之 さ ん が 息子 の 牧人 さん 
と 営む 藍染 の 工房 は 1 階 に 、 世界 各地 か ら 集 め ら れ た 藍 
染 の コレ クシ ョ ン は 2 階 に 展開 する 。 ス トー ル や 手 ぬ ぐ 
いな ど 、 愛 用 品 に な り そ う な アイ テム が 揃う ショ ッ プ も 
併設 。 京都 府 南 丹 市 美山 町 北上 牧 41 ①11:00 て 17:00 
位 木 金 休 ( 祝 の 場合 は 開館 、 12 月 上 旬 -ー3 月 上 旬 は 冬季 





CRAET 【 ク ラフ ト 】 


存在 感 あ る る の と の 出合 い 。 


1. メ キシ コ で 織 ら れ た コッ トン の スト ー ル を 藍 
染 に 。 5,.500 円 一 。 2. 藍 染 は 土間 に 埋め た 橋 の な 
か で 、 藍 を 発酵 させ て 染め る 。 3. 取 材 に 訪れ た 
2 月 は 雪 に 才 わ れ て いた 、 か や ぶ き の 里 。 4. 藍 
を 発酵 させ る た め に は 、 水道 水 で は な く 波 み 上 
げた 山 の 水 を 使う こと が 大 切 だ と いう 。 牧人 さ 
ん が 手 に する の は 、 独自 の シン ディ ゴ 絞 り の 作 
品 。 川 の 流れ の よう な 模様 が 特徴 だ 。 
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る は 筋 具 め 陶 子 田 弾 バニ H 宇 2 9 が 下 
出 め . 暮 が が ` 芸 さ ご 森 む ル マ る 納 京 つ ? 大 
合 語 自 ら 伸 並 す 家 ん は の ひ ボ ム 、 正 北 て 帰 き 
い 拓 然し び ぶ み ・ が 中 と ッ ツ な 幸 の いる < く 
が 如 と に る " 子 石 主 エ に と ク 美 の < 地 る 頃 は 
待 . 用 寄 ` 凛 さ 井 宰 芸 他 き ス を ご ん で に に な 
っ に の り 折 と ん 直す デ む に を 感 く ※ シ 違 は い 
て は 美 添 に し が 人 る ザム ス な 手 じ 7 人 当 ェ い 藍 け 
い 、 を うぅ う 佑 た 手 さ ギ イ gg る に さ の だ | な 条 れ 
る 心 感 よれ 空 が ん ャ ナ 3a4 ? 入 せ 現 の 和紀 め 央 
は に じ う 訪 間 け の ラ | | れ る 場 の |」 ? 持 見 
ず 刺 さ に ね は た 作り の | る 椅 を は 家 つ ご 
だ 激 せ あ た 自 美 品 | 石 “ の 子 訪 っ 具 美 た 
%S を る る い 然 し を * 井 『 も や ね U を の ぇ え 

受 も 工場 に い は 夫 す ? ee N 作 虜 は 

け の 芸 所 背 道 じ の み 白 。 心 | ミ O る に 十 





iP 
1. 工 房 見 学 の 際 に は 、 住居 で も ある 空間 で 作品 を 見 学 す る こと が で きる 。 宇 納 さん と 娘 の 未歩 さん 、 修業 中 の 白木 さん 。 2. エ ン フ ィ ー ル ド チ 
ェ ア や レバ ノン チェ ア な ど シ ェ ー カ ー の 椅子 や 〈UNOH〉 オリ ジ ナ ル が 並ぶ 。 3. オ ー バ ル ボ ックス は 6 サイ ズ 。 7.000 円 一 。 


ギャ ラリ ー の 周り の 作 陶 の 雰囲気 や 暮らし の 様子 まで が 美しい 。 


< 一 
デ 


rr9S 列 S ペ 。 と 下 誰 
消 S 開 いさ ざき 浴 三 活 rt て 準 


ーー 
アプ 


と E 








S 浴 閣 光 林 簿 粘り た 石 簿 圭 さ 


き 染 ヨリ の ト そ を 森 
る め ン 世 か 目 マ の と 
の る と 界 や 的 ン な た 共 
は 甘 。 、 得 ぶ に シシ か に 
へ な 珠 % 国 き ツ で あ 
ち が の か の 足 プ 育 る 
い ら な ら 時 を “ ま 暮 
さ の か 集 に 運 工 れ ら 
な 藍 で め て び 芸 て し 
芽 楽 藍 ら "た とき が 
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会 075-854-0231 | 京北 


清 負 の 精神 を 受け 継ぐ 、 
シェ ー カ ー 家 具 の 工房 。 


18<19 世 紀 の ア メリ カ で 、 清教徒 の 一 派 で 
ある シェ ー カ ー 教 徒 が 作り 出し た シェ ー カ ー 
家具 。 簡素 な 暮らし を よし と する 精神 か ら 生 
まれ た 、 シン プル な 椅子 や オー バル ボッ クス 
を 再現 する の は 、 シェ ー カ ー 家 具 の 第 一 人 者 
と し て 知ら れる 宇 納 正幸 さん 。 日 々 の 暮らし 
に シェ ー カ ー を 愛用 し て いる 様子 か ら も 、 自 
ら の 作品 へ の 愛情 が 伝わっ て くる 。 工房 を 訪 
れ た 際 に は 作品 に 触れ 、 実際 に 椅子 に 座っ て 
みる こと も 可能 。 @ 京 都 府 京都 市 右京 区 京北 
田 買 町 室 次 谷 10-4 工房 の 訪問 は 要 予 約 。 





ギャ ラリ ー は く で ん 


gallery 白田 
人 0771-82-1782 | 京 丹 波 


空間 も アイテム も すべ て が 
凛と し て 美しい ギャ ラリ ー。 


力強く 存在 感 あ る 作品 で 知ら れる 陶芸 家 ・ 石 
井 直人 さん 。 その 登り 窯 に 隣接 し て 作ら れ た 
ギャ ラリ ー は 、 妻 の 石井 すみ 子 さ ん が 主宰 す 
る 。 すみ 子 さ ん が デザ イン を 手がけ た 手織 り 
布 の エプロ ン や タオ ル 、 真 ち ゅ う 製 品 、 木工 
作家 ・ 個 眞吾 さん や 川合 優 さ ん の 作品 、 そ し 
て 直人 さん の 作品 が 並ぶ ギャ ラリ ー は 美意識 
に 満ち た 空間 。 森 の 中 に 突然 現れ る 、 そん な 
雰囲気 まで も 楽し みた い 。 京都 府 船 井 郡 京 
丹波 町 森山 田 7 ①11:00 一 18:00 合 月 ~~ 金 
休 、 ほか 不定 休 営業 の 情報 は HP で 確認 を 。 





CO ドド ドド ト に に 


良質 な 竹 を 育む 土地 に 、 し っ か り 根 を 張る 培 前 所 。 
いい コー ヒー は 西 に あり . 


スペ シャ ル テ ィ コ ー ヒ ー 界 を 牽引 する 専門 店 と 


移住 者 夫妻 が 営む 小さ な ロー スタ リー。 
竹 エ リア に は タイ プ の 異な る 名 店 が あり ます 。 


photo : Haruka Kuwana text : Atsuko Suzuki 


お いし い コ ー ヒ ー が お うち 時 間 を 豊か に 。 


大 山崎 コー ヒー ロー スタ ー ズ 
全 075-925-6856 | 大 山崎 


二 人 に 会 う の を 楽し み に 
大 山崎 の 人 々 が 集う 場所 。 


味 の 好 み を 聞き 、 言葉 を 尽く し て お すす め を 
提案 する 。 営業 日 は 週 に 2 日 。 あと の 日 は 
煎 な ど 職 人 的 な 作業 に 没頭 する 。 この ペー ス 
が 「 メ リハ リ が あっ て 丁度 いい 」 と 店 主 の 中 
村 佳 太 さ ん 、 まゆ みさ ん 夫妻 。 豆 ご と に ベス 
ト の 義 前 度合 い を 探り 、 極 浅 か ら 極 深 ま で 約 
10 種 を 用 意 。 味 を 決め る の も 、 伝え 方 を 考え 
る の も 二 人 で 。 まろ や か な コー ヒー と 確固 た 
る スタ イル が 、 多 く の 人 に 愛さ れる 一 軒 。 ⑨ 
京都 府 乙訓 郡 大 山崎 町 大 山崎 尻 江 56-1 〇 ① 
10:00 て 15:00 仁木 土 の み 営業 由 な し 


1.35kg と 7kg、 豆 に よっ て 容量 の 違う 煎 機 を 使い 分 ける 。 2. 日 
本 一 に 輝い た バリ スタ 、 山 本 知子 さん 自ら 現場 を 率い る 。 3. ス ペ 
シャ ル テ ィ コ ー ヒ ー プ リン 360 円 、 エス プレ ッ ソ を お 湯 で 割り 、 
豆 の 味わい を じっくり 楽し ん で も ら う アメ リカ ー ノ 500 円 。 


1. パ ッ ケ ー ジ デザ イン は 妻 の まゆ みさ ん が 担当 。 新鮮 さ を 保つ 
た め 豆 売り に 限定 。 100g 600 円 一 。 2. 規 格 外 の 豆 を 選別 する 佳 
太 さ ん 。 目指 す の は 角 の 取れ た マイ ルド な 味 。 
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会 075-956-0117 | 長岡 京 


技術 の 向上 と 品質 の 追求 。 
た ゆま め ぬ 支 力 が 味 に 表れ る 。 


スペ シャ ル テ ィ コ ー ヒ ー の 普及 、 バ リス タ の 
育成 な ど 、 京都 の コー ヒー 事情 を 語る 上 で 欠 
か せな い 存 在 。 ダイ レク トト レー ド て 調達 し 
た 高 品質 の 豆 を 、 本 店 に 設け た 嬉 煎 フ ァ ク ト 
リー で 一 元 管理 。 数 値 に よる 厳密 な 評価 、 ス 
トイ ッ ク な 品質 評価 …… クオ リティ へ の こ 
だ わり は 高まる ば か り 。 バリ スタ 日 本 チャ ン 
ビオ ン が 滝 れる 透明 な 味わい の エス プレ ッ ソ 
は 、 目 か ら 鱗 の 一 杯 だ 。 @ 京 都 府 長岡 京 市 今 
里 4-11-1 ①10:00 て 17:00LO (物販 は て 
18:00) 谷 水 、 第 3 火 休 中 36 席 
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TEA es 


日 本 茶 を も っ と も っ と 知り た く な る 。 


と うか 
夫 房 藤花 
全 0774-21-2861 | 宇治 


平等 院 の 散策 途中 に 
同院 オリ ジ ナ ル の プ ブレ ンド 茶 を 。 


宇治 屈指 の 名 市 ・ 平 等 院 が プロ デュ ー ス する 日 本 茶 専 門 
店 。 「 本 物 の 宇治 茶 を 気軽 に 楽し ん で ほし い 」 と 、 高 品質 
の 日 本 茶 を カジ ュ ア ル に 提供 する 。 茶葉 ご と に 最適 な 温 
度 や 抽出 時 間 を 見 極め 、 て いね い に 滝 れ た お 茶 は 格別 の 
お いし さ 。 オリ ジ ナ ル の お 菓子 と と も に ゆっ くり 味わい 
た い 。 宇治 玉露 750 円 ( 菜 菓 付 き )。 茶葉 や 茶器 の 販売 も 。 
の 京都 府 宇治 市 宇治 蓮華 116 ①10:00 て 16:00LO 人 
月 火 水 休 ( 祝 、 繁忙 期 は 営業 ) 由 19 席 


宇治 市 営 茶室 対 鳳 庵 


会 0774-23-3334 | 宇治 


清々 し い 気 が 満ち る お 茶室 で 
茶 事 の イロ ハ を 手軽 に 体験 。 


お 作法 に 貴 く て も 、 気軽 に お 茶 の 世界 に 触れ られ る 宇治 
市 営 の お 茶室 。 宇治 茶道 連盟 所 属 の 先生 方 が 日 替わり で 
亭主 を 務め 、 流れ る よう な 所 作 で お 点 前 を 披露 し て くれ 
る 。 お 菓子 付き の 薄茶 、 煎茶 各 1.000 円 (煎茶 は 月 3 て 4 
日 の み )。 より 深く お 茶 を 知り た い 人 に は 、 自分 で お 茶 を 
点 て る お 点 前 体験 2.400 円 も お すす め ( 要 予 約 )。 京都 
府 宇治 市 宇治 塔 川 2 ①10:00 て 16:00 谷 無 休 感染 
対策 の 上 、 人 数 を 制限 し て 実施 


て いね い に 浴 れ た お 茶 の お いし きる に 気づく 。 
Or ー に ーー 。 対 に ーー 
京 の 集 所 で お 人 和 茶 三昧 。 


市 営 の お 茶室 、 名 利 の 茶房 、 茶 問屋 の カフ ェ 、 
そし て | 茶 源 卿 ] と 呼ば れる 和 東 町 の 新 拠点 。 
京都 の 茶 所 で 、 い ろ ん な お 茶席 を 見 つけ まし た 。 


photo : Haruka Kuwana text : Atsuko Suzuki 


つじ り リ り へ えほん て ん 
辻 利 兵 衛 本 店 
全 0774-29-9021 | 宇治 


風情 た っ ぷり の 空間 で 味わう 
宇治 茶 を 極め た 特別 な パフ ェ 。 


創業 1860 年 。 宇治 を 代表 する 茶 問 屋 が 、 古い 製茶 工場 を 

威風 堂々 た る 邸宅 風 の カ フェ に 。 梁 が 渡る 吹き 抜け の 口 

ビー や 庭 に 面 し た ソフ ァ 席 、 ガ ラス 張り の テラ ス 席 な ど 、 
こだわ り ぬ いた 空間 美 に 圧倒 され る 。 一 番 人 気 は 何 種類 

も の 抹茶 を 使い 分 け 、 香り を 際立た せ た 「 お 濃 茶 パフ ェ 

宇治 準 れ 」( 左 )、 宇治 寺 じ 茶 パ フェ 炎 」( 右 ) 各 1.760 円 。 
物販 エリ ア も 充実 の 品 揃え 。 京都 府 宇治 市 宇治 若 森 41 

⑩10 :00 て 17 :00LO 倫 火 休 、 年 末年 始 休 円 52 席 








ディ ー マ ッ チャ キョ ウト 


d:matcha Kyoto 
会 0774-74-8205 | 和 東 町 


茶 栽培 が 800 年 続く 和 東 町 で 
グロ ー バ ル な お 茶 作 り に 挑む 。 


2016 年 、 宇治 茶 の 4 割 を 生産 する 和束 ( わ づか ) 町 で 起 
業 。 土地 の 特性 を 活か し た お 茶 作 り 」 を 目標 に 、 栽培 か 
ら 企画 、 販売 まで 一 綱 し て 行う 。 収量 より 品質 を 重視 し 
た 茶 商 品 は 国内 外 で 高く 評価 され 、 最高 級 茶 葉 を 惜しみ 
な く 使 っ た スイ ー ツ に は 全国 か ら 注文 が 殺到 。 お 茶 、 小 
菓子 付き の チー ズ ケ ー キ セッ ト 1.150 円 。 京都 府 相 楽 
郡 和 東町 釜 塚 京町 17 ①11:00 一 16:00 合 4 て 11 月 
は 無休 (カフ ェ は 木 休 )、 12<3 月 は 水木 休 円 46 席 





京都 | 便 | 利 


京都 で し て みた い 、 あ ん な こと や こん な こと 。 
京都 を 愛し て や まな い “達人 が お すす めす る 、 お いし いも の や 素敵 な 場所 を ご 紹介 し ます 。 
も し 、 旅先 で 悩ん だ と き は 、 ぜ ひ 参 考 に し て みて 。 





\ 京都 の 達人 / 


渡辺 "P" 紀 子 
カニ クリ ー ム コロ ッ ケ と エピ フラ イ の 盛り 合わ せ (お 茶漬 け 付 ) わた な べ ・ み ちこ / 〈 文 化 出版 
2.800 円 。 アス パラ ボ ポター ジュ 1.100 円 。 局 〉 を 経て 、 フ リー の 料理 記者 


に 。 主 に 食 関係 の 広告 冊子 、 料 
理 本 の 企画 ・ 編 集 に 携わる 。 京 
都 の お いし いも の 探し は ライ 
プ ワ ー ク の ひと つ 。 


洋食 の 店 み し な KYOTO GUIDE BOOK () 1 ン 
会 075-551-5561 | 東山 TP ニテ ョ 人 


都 を 代表 する 洋食 食 の ライ ター が 見 つけ た お いし し 京都 。 


昭和 23 年 に 創業 し 、 ミ シュ ラン の ビ プ グル マ 


ン に も 選出 され た 家族 経営 の な ご や か な 洋食 京都 の お いし いも の を 知り 尽く し た P さ ん の お 時 付 き ! 
店 。「 お 茶漬 け 付き の ビーフ シチュー が 有名 久 ム 
で す が 、 は っ と する ほど 美 OS リー ム ひと り で も 深夜 で も お 土産 も 。 お い し い 京 都 が 大 集合 。 


コロ ッ ケ と エピ フラ イ が 好き 。 真心 の こも っ 
た 仕事 を 感じ ます 。 予約 を すれ ば ひと り 客 で 
も 可 、 と いう の も 嬉し い 」。 @ 京 都 府 京都 市 東 





山区 本 屋 町 357 ①12:00 一 15:00、 17:00 9 5 ぎる の ad ュ い 雲 営 舗 都 の き る ず 部 国 ト 
21:30 (共に 要 予 約 ) 合 水 、 第 1・3 木 休 ( 祝 拓本 拓 座 人 昌 較 FB 層 旬 多 硬筆 深 
の 場合 は 翌 休 ) 円 10 席 人 の に : 迷 ら ) 京 
8 お らし へ な を る 受 の ま ` る 食 り さ を わ 人 悩 と 特 い 都 前 
土 も さ マ 、 と け 交 で テ 中 店 旅 を 選 ず む 李 別 し に 半 

産 京 は ル ヾ 品 継 力 " イ 華 や の 感 び こけ いな い 通 か 

探 都 京 シ 3 が の ク 料 深 心 じ まこ れ た 思 も っ ら 

し ら 都 シン とい / れ ひ ア 理 夜 を らし ` ど いい の て ^` 

も も を 押 且 沈 で と ウゥ 店 二 満 れ た と ` お 入 を ウ み ウ 人 仕 

真 さ 象 店 や こい っ つ ト 早 た ま " い ぃ い 今 店 れ 知 ン 事 

剣 を 徴 で お % < に し 京 朝 し す どう 回 が が る 十 や 

で 楽 す の 客 _ こ 変 た だ 都 ま で て で と の お は た だ あ P 年 プ 

r い 屈 で < く お ぉ お 気 迷 く る さ “* ラ 

ス へ み 味 わ ん 代 と ら お 指 !? れ 店 に っ さよ ん 日 イ 

笑 た “" ら で 続い な い OO 一 る 転入 た ん うう も 本 ズ べ 

に の 埋 な に マタ 選 し 其 も 考 京 り と あ で 京 全 | 
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じん 六 
全 075-711-6494 | 上 賀茂 


鮮烈 な 味わい に 、 味覚 が 
研ぎ 澄 ま さ れる 医 麦 店 。 


全国 か ら 蕎 麦 好き が 訪れ る (じん 六 〉 の 名 物 と いえ ば 、 3 種 の 異な る 産地 の 
実 を 別々 に 打ち 分 け 、 1 種 ず つ 提 供する 蕎麦 三昧 。 「 京 都 は 素晴らし い お 蕎 
麦 屋 さ ん の 聖地 。 その な か で も こち ら の 蕎麦 は 、 香り や 風味 の 鮮度 が 際 立 
っ て いる よう に 感じ ます 。 時 間 を か け て ゆ 
っ くり 煮込ん だ に し ん と お 蕎麦 、 か つ お だ 
し の ハー モニ ー に うっ と りす る に し ん 蕎麦 
も お すす め 」。 蕎麦 三昧 ( 並 盛り ) 1.500 円 。 
の 京都 府 京都 市 北 区 上 賀茂 桜井 町 67 〇 ① 
11:45 一 16:00 公 月 、 第 4 火 休 中 22 席 








マル シン 飯店 
会 075-561-4825 | 東山 


京都 人 の 胃袋 を 支え る 
気取ら な い 町 中 華 。 


町 中 華 が 多い 京都 を 代表 する 一 軒 。 通常 時 は 昼前 か ら 明 け 方 まで の 通し 営 
業 で 、 深夜 で も 多く の 人 で に ぎわ う 。 80 種 以上 も の 料理 は ほぼ 1.000 円 以 
下 で 全品 お 持ち 帰り も 可 。 "京都 の だ し 文化 を 生か し た 天津 飯 は 醤油 ペー 
ス の 人 秋 が 美味 。 マ ル シ ン 熟成 豚肉 餃子 は 
京都 中 勢 以 ) の 厳選 熟成 豚 を 使用 し て い 
る の に 420 円 と いう の が 驚き で す 」。 天津 
飯 (玉子 入り 丼 ) 750 円 、 ギョ ー ザ 330 円 。 
の 京都 府 京都 市 東山 区 南西 海 子 町 431-3 

①⑩11:00 一 6:00 谷 火 休 由 30 席 





ナン ボル トク ワ 
会 075-708-3742 | 四条 


伝説 の パテ ィ ス リー の 味 を 
引き 継い だ タル ト が 人 気 。 


日 本 を 代表 する パテ ィ シ エ と し て その 名 を 馳せ た 〈 オ 
・ グ ル ニ エ ・ ド ー ル )〉 の 西原 金蔵 さん 。 息子 の 裕 勝 さん 
が その 創業 の 地 に オー プン し た (ナン ボル トク ワ )〉 の 
人 気 ス イー ツ と いえ ば 、 9 月 か ら 5 月 まで の りん ご の 収 
衝 期 に の み シ ョ ー ケ ー ス に 並ぶ りん ご の タル ト だ 。" 津 
軽 、 紅玉 、 サ ン ふ じ と 季節 に よっ て 違う 品種 を 使う りん 
ご の タル ト が 絶品 で す 」。 aa 
りん ご の タル ト 420 円 。 
の 京都 府 京都 市 中 京 区 
菊屋 町 527-1 ①11:00 
16:00 信 日 月 火 休 (4 
月 か ら ) 円 10 席 








と り 松 古都 みや び 店 
全 075-693-3651 | 京都 駅 


華やか な 見 た 目 に 心 躍る 
丹後 伝統 の お 寿司 。 


丹後 地方 に 古く か ら 伝 わる ば ら ず し 。〈( と り 松 〉 で は 、 
鯖 を 独自 の 製法 で 炒り 炊き に し て お ぼろ に し た も の を 
は じ め 、 椎茸 や か ん ぴょ う 、 錦糸 玉 子 な どの 具 材 を た 
っ ぷり と 盛り 込ん で いる 。「 丹 後 の 家庭 で お 祝い の と 
き な ど に 食べ られ る ば ら ず し 。 コン コー ス 内 で 販売 さ 
れ て いる の で 、 新幹線 に 乗る 前 に 買っ て 、 帰り に 遠足 
気分 で 食べ る こと も 」。 
ば ら ず し (一 折 ) 900 円 。 
@ 京都 府 京 都市 下京 区 
東 塩小路 高倉 町 8 -3 ア 
ステ ィ 京 都 2F O①7:00 
て 21:15 公 無 休 








永楽 屋 
全 075-221-2318 | 四条 


小粒 椎茸 の 個 煮 は 
後 を 引く お いし さ 。 


昭和 21 年 創業 の 、 か らい も の ( 個 煮 ) と あま いも の ( 菓 
子 ) を 扱う 老舗 。 ロン グセ ラー 商品 の 「 一 と 口 椎茸 」 は 
醤油 の 香り と 椎茸 の まろ や か な 旨味 が 合わ さっ た 逸品 。 
「 小 さい 椎茸 に 旨味 が ぎゅ っ と つま っ た 條 煮 は 、 か さ 
ば ら な い の で よく お 土産 に し ます 。 ご 飯 に も お 漂 の お 
と も に も びっ た り で 、 お 茶漬 け に し て 食べ る と 、 ああ 
京都 に 行き た いな ぁ と 恋 
し く な り ま す 」。 一 と 口 椎 
茸 810 円 。 京都 府 京都 
市 中 京 区 河原 町 通 四 条 上 
ル 東 側 ①10:00 て 19:00 
谷 無休 
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ステ イ 以 外 の 楽し み も ある ラグ ジュ アリ ー ホ テル は ? 


伝 続 と モダ ン を 掛け 合わ せ た ホ テル た ち 。 宿泊 以外 で は 、 食事 や スイ ー ツ も 人 気 だ 。 
非 日 淀 気 分 を 味わえ る ホテ ル で 、 つ か の 間 の 皿 抜 き を 。 





ホテ ル トウ ニシ ノ ト ウイ ン キョ ウト 
hotel tou nishinotoin kyoto 


人 075-744-0144 | 西洞院 
日 本 屈指 の クリ エイ ター が 多数 参加 し た 最新 ホテ ル 。 





西本 願 寺 と 東 本 願 寺 を 結ぶ 西洞院 通り の ちょ うど 中 間 あ た り 。 多 く の 
ゲス ト が 最初 は 通り 過ぎ て し まう と いう ほど 、 そこ が ホ テル だ と わか 


る 派手 な サイ ン は な い 。 1 階 の カフ ェ を 目印 に 、 横 の 入り 口 を くぐる と 、 


現れ る の は 銅 の 鈍い 輝き が 全身 を 包み 込む トン ネル の よう な アプ ロー 
チ 。 “ 奥 "* と いう コン セプト を 体感 し な が ら 、 最後 に た どり 着く の が ホテ 
ル 最 深部 の 客室 だ 。 空間 デザ イン は 建築 家 、 谷 尻 誠 ・ 吉 田 愛 が 率い る 
( SUPPOSE DESIGN OFFICE 〉 に よる も の 。 光 と 影 や 間合い 、 艶 を 空間 
に 反映 し た と いう 。 地下 に 大 浴場 を 備え て いる の も 魅力 的 だ 。 


あら し や ま て いた く ママ 


出山 邸宅 MAMA 
全 075-406-1795 | 嵐山 


DATA ロビ ー に は 和紙 職人 ・ ハ タ ノ 

ワタ ル 氏 が 手掛け た 円 盤 状 の テー プ 
ル が 存在 感 を 故 ち 、 ラ イブ ラリ ー に 

は 、 幅 介 孝 氏 に よる 本 が 並ん で いる 。 
JR 京都 駅 か ら 徒 歩 約 10 分 。 ⑨ 京 都 
府 京都 市 下京 区 西洞院 通 花屋 町 下 ル 

西洞院 町 455 1 泊 1 室 10.000 円 て 
(宿泊 税 、 食事 別 ) 全 121 室 


別荘 で 過ごす よう な リラ ックス を くれ る 宿 。 


福田 美術 館 の オー プン 以降 、 定番 の 観光 地 だ っ た 嵐山 が “大 人 の 京都 "と 
し て 再び 注目 を 集め る よう に な っ た 。 街 の 喧騒 と 切り 離さ れ た 自然 豊か 
な 場所 は 、 リ ラッ クス し て 過ごす に は 最高 の ロケ ーション だ か ら だ 。 

( 貞 山 邸宅 MAMA〉 は 、 元々 阪急 電鉄 の 保養 所 だ っ た 建物 。 そこ に 新た に 
手 を 加え 、 リ スタ ー ト を 切っ た 。 客室 は た っ た 10 室 。 どの 部 屋 も 微妙 に 
表情 が 異な る の は 、 あ くま で も "ありのまま" 素 の まま "、“ ま ま " を 優先 
し 再生 し た 結果 だ 。 で も それ が 趣 あ る 味わい を 生み 、 新しい の に どこ か 
ほっ と させ る 。 ゆっ くり 、 の ん びり 過ごす 、 大 人 の 京都 滞在 な ら こ こ で 。 


エー ス ホ テ ルキ ョ ウト 


ACE HOTEL KYOTO 
会 075-229-9000 | 烏丸 御池 


DATA レス トラ ン (人 〉) は 朝 の み ゲ ス 
ト オ ン リー だ が 、 ラン チ 以 降 は ビジ 
ター が 訪れ る こと も 可能 。 特に 昼 は 
絶品 の ビザ や パス タ ( 各 セ ッ ト 1.600 
円 一 ) を 求め 、 観光 客 だ け で な く 地 元 
客 も 訪れ る 。 京都 府 京都 市 西京 区 
嵐 山西 一 川町 1-5 1 泊 1 室 29.700 
円 ~ (宿泊 税別 、 朝食 込み ) 全 10 室 


高 感度 な 刺激 に 満ち た ライ フス タイ ル ホ テル 。 


その 街 な ら で は の 個性 を 生か し 、 伝統 ある 建造 物 を ホテ ル へ と 生ま れ 
変わ ら せ て きた (エー ス ホ テ ル )。 都 で その 舞台 に 選ん だ の は 1926 年 に 
建て られ た 上 京都 中 央 電話 局 。 建築 デザ イン は 隈 研吾 が 、 内 装 デ ザイ ン 
は 人 気 の デ ザイ ンス タ ジ オ 「 コ ミュ ー ン ・ デ ザイ ン 」 が 担当 し 、 静か な 
京 の 街 に な じ む 落ち 着き と モダ ン さ を 兼ね 備え た 空間 に 仕上 が っ て い 
る 。 地域 の クリ エイ ター と コラ ボレー ショ ン し た 数 多く の 作品 が 空間 
を 彩り 、 それ ぞ れ に 将 力 を 持つ レス トラ ン も 存在 感 を 放っ て いる 。 開放 
的 な ロビ ピー ラウンジ と 併せ て ホテ ル へ と 足 を 運ば せる 要素 と な っ て いる 。 


アマ ン キ ョ ウト 


AMAN KYOTO 
会 075-496-1333 | 鷹 


DATA 常に 心地 よい 音楽 が 流れ る 
館内 。 客室 に よっ て は レコ ー ド プレ 
ー ヤ ー や ギタ ー が ある の も (エース 
ホテ ル )〉 らし い 特 徴 の ひひ と つ 。 市 営 
地下 鉄 烏丸 御池 駅 直結 。 @ 京 都 府 京 
都市 中 京 区 姉 小路 通 東洞 院 西 入 ル 車 
屋 町 245-2 スタ ンダ ー ド キン グ 1 
泊 1 室 33.000 円 ~- ( サ 別 ) 全 213 室 


緑 の シ ャ ワー を いっ ぱい に 浴び て リフ レッ シュ 。 


中 心 部 の 喧騒 か ら 離 れ た 、 大 文字 山 の 麓 に 人 む 美 し い 自 然 に 囲ま れ た 

(AMAN KYOTO0)〉。 壮大 な 自然 や 庭 と 共存 する よう な デザ イン の 外観 に 、 
日 本 の 伝統 と モダ ン が 融合 し 、 木 の 温もり が 感じ られ る 空間 だ 。 同 ホテ 

ル に 滞在 し た な ら ぜ ひい た だ きた い の が 、 アフ タ ヌ ー ン ティ ー。 アイ コ 

ン は 京都 の 漆器 の 老舗 〈 井 助 y の お 重 。 中 に は 和 を 思わ せる スイ ー ツ と セ 

イ ポ リー が 並ぶ が 、 味わい は どれ も 洋 。 さら に ワゴン サー ビス で は 、 自家 
製 の わら び 餅 が 登場 ! 意表 を 突く プレ ゼン の 連続 に 、 ワ クワ ク が 止ま ら 

な い 。 1 日 約 20 人 限定 ゆえ 、 ゆっ くり と し た 時 間 を 過ごせ る の も 叔 力 。 


DATA まる で 森 に た どり 着い た よ 
うな 錯覚 を 起こ す ほ ど 、 緑 に 包ま れ 
た ホテ ル 。 広大 な 敷地 の 多く は 、 宿 
泊 ゲ スト の み に ア クセ ス が 許さ れる 
が 、 ダイ ニン グ は ビジ ターOK。 @ 京 
都 府 京都 市 北 区 大 北山 驚 峯 町 1 1 
泊 1 室 110.000~ (宿泊 税別 、 朝食 込 
み ) 全 26 室 
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京都 | 便 | 利 | 由 


個性 派 本 屋 め ぐり も 楽し み の 一 つ 。 


スマ ホ か ら 流 れ て くる 情報 か ら 少 し 距離 を 置き 、 ゆ っ くり 、 の ん びり 、 
本 屋 さ ん を 訪ね る 京都 旅 は いか が ? 個性 が 光る 4 軒 、 見 つけ まし た 。 
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本 と 野菜 0yOy 
会 075-744-1727 | 烏丸 御池 


野菜 と 本 を 通し て 、 
「 う つろ い 」 を 楽し む 。 


オー ガニ ッ ク 野 菜 を 取り 扱う 京都 の 〈 坂 ノ 途 中 
と (かもめ ブッ クス )〉 で 知ら れる 東京 の 〈 障 来 堂 〉 
が コラ ボ し た 新店 舗 。 店 に 並ぶ 3.000 冊 の 選書 を 手 
が ける の は 、 ス タッ フ の 佐藤 由香 子 さ ん 。 「 ス ペー 
ス が 限ら れ て いる の で 、 いろ ん な 世界 の 入り 口 に 
立て る よう な 本 を 、 と 選ん で いま す ,」。 ① 京 都 府 京 
都市 中 京 区 烏丸 通 姉 小 路 下 ル 場 之 町 586-2 新風 館 
1F O⑩①11:00 一 21:00 倫 無 休 中 20 席 


1. 佐 藤 由 香子 さん に 選ん で も ら っ た 4 冊 。 江戸 時 代 
の 食物 の 図鑑 や 安西 水 丸 氏 の 旅 エ ッ セ イ な ど 、 相 
談 し な が ら 選 ぶ 時 間 も 楽 し い 。 2. 京 都 を 中 心 に 約 
300 軒 の 取引 農家 か ら 届 く 野 菜 類 。 3. 鳥 丸 御池 の ラ 
ンド マー ク 、〈 新 風 館 〉) に オー プン 。 店 内 に は カフ 
ェ ス ペー ス が あり 、 季節 の 野菜 プレ ー ト ( 金 土日 
限定 ) や 手作り の 豆 花 (トウ ファ ) を いた だ ける 。 
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トー | 


ーー 
ゃ 


か いふ . う しゃ た いけ ん た 時 
開 風 社 待 費 ブッ クセ ンタ ー 本 
谷 080-3166-1385 | 丸太 町 | 
居心地 抜群 で 長居 必至 。 時 | 
通い た く な る 本 屋 さ ん 。 


京都 出身 の 鳥居 貴彦 さん が 2019 年 、 自宅 の 1 階 に オー プ 
ン 。 「 新 刊 と 古本 が 半々 」 と いう 店 内 で 目 を 引く の は 、 ス 
ペース の 半分 を 占め る 畳 の 小 上 が り 。 あま り の 居心地 の 
良さ に 「 昼 寝 を し て いっ た 親子 も いる 」 と か 。 また 、 ち ゃ 
ぶ 台 を 囲み 、 講師 を 招い て 勉強 会 を 開く な ど 、 イベ ント ス 
ベース と し て も 活用 中 だ 。 京都 府 京都 市 上 京 区 大 宮 通 
模 木 町 上 ル 菱 屋 町 818 ①11:00 て 19:00 谷 日 月 休 


1. イ ベン ト の 開催 情報 は HP で 告知 。 2. 「 売 れ 行き ナン バ 
ー ワ ン ( 笑 )」 と いう 沖縄 、 伊江 島 の 手作り ビー ナッ ツ 糖 。 
奥様 が 沖縄 出身 と いう こと も あり 、 沖縄 に まつ わる 本 も 
充実 。 3. 風 が 心地 よく 通り 抜け る の は 町 家 な ら で は 。 


に: 問 「 | 」 II IT 
( 紀 「W 記 ーー El 


サヴァ ブッ クス 


CAVA BOOKS 
人 075-203-9862 | 出町 柳 


壁 一 面 を 覆う 大 き な 本 棚 が 
出迎え て くれ る 。 


商店 街 の 中 と いう ロケ ーション で 映画 、 本 、 カ フェ が そ 
ろ っ た 複合 施設 〈 出 町 座 〉。 その 1 随 で 展開 する カフ ェ 兼 
書店 で は 、 上 映 開始 前 に 小腹 を 満た し た り 、 観賞 後 は 映 
画 に 関す る 本 を 求め 訪れ た り 、 思い 思い の 時 間 を 過ごす 
ゲス ト が 集う 。 棚 に は 絵本 か ら ア ー ト ブッ ク ま で 、 幅広 
くそ ろう 。 ⑥ 京 都 府 京都 市 上 京 区 三芳 町 133 ①10:00 
22:00 台 (上 映 時 間 に よ っ て 変動 ) 谷 無休 円 15 席 


1. カ フェ の 名 前 は 〈 出 町 座 の ソコ )。 日 替わり ラン チ か ら 
アル コー ル 類 まで 、 豊富 な メニ ュー で ゲス ト に 応え る 。 

2. 絵 本 作家 tupera tupera が イラ スト を 手掛け た オリ ジ ナ 
ルプ ブッ ク カ バー。 3.「 き ゅ うり 3 種 サ ンド 」 600 円 。 





パ ヒ ピュ ッ テ 


ba hutte. 
会 075-746-5387 | 修学 院 


間口 14m、 奥行 き 2m の 
細長 い 建物 が 目印 。 


「 本 は すべ て 自分 が 好き で 購入 し た も の 。 だ か ら 次 の 読み 

手 に 引き 継ぐ の に 、 オン ライ ン で は な く 顔 を 見 て 売り た 

か っ た 」 と は 、 オー ナー の 清野 郁美 さん 。 奥 の 立 ち 飲 み 

コー ナー を 作っ た 理由 は 「 私 が お 酒 も 好き な の で ( 笑 )」。 
地元 の 人 を 中 心 に 、 明る い 時 間 か ら 喉 を 潤し に 訪れ る 人 

で 店 は 活気 に 満ち て いる 。 京都 府 京都 市 左京 区 山 端 索 

町 田町 38 ①⑩①14:00>20:00 合 火 水 体 


1. 京 都 を 搬 点 に 活躍 する 木村 松本 建築 設計 事務 所 が 手持 
けた 住居 雪 店 舗 。 建築 好き が 見 学 に 訪れ る こと も ある そ 
う 。2. ク ラフ トピ ー ル か ら ハ イボ ー ル 、 ワイ ン 、 日 本 酒 ま 
で そろ う 。 3. 店 内 に は 本 だ け で な く 雑貨 も あちこち に 。 
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今 、 見 て お さき た い 神 社 ・ 仏 閣 は どこ で すか ? 


国内 外 か ら の 観光 客 で ご っ た 返し て いた 時 と は 異な り 、 比較 的 京都 を ゆっ くり 
見 て 回 る こと が で きる 今 。 この 機会 に オス ス メ の お 寺 な ど を 京都 人 に 聞い た 。 


| | wmmsrmon 


Uneno's Recommend! 


廊 々 と し た 苔 に 癒さ れ て 。 


往生 極楽 院 周 り に 敷き 詰め られ た 
モコ モコ と し た 苔 に ひか れ ま す 。 木漏れ日 が 当たる と 、 
緑色 に 発光 し て いる か の よう な 光景 に 。 


お お は ら さ ん ぜん いん りょう あん じ 


Miyashita's Recommend! 


感性 が 研ぎ 澄 ま さ れる 庭 へ 。 


石庭 と 向き 合う と 、 光 や 風 が 感じ 取れ て 
感覚 が 研ぎ 澄 ま さ れ ま す 。 さま ざま な 場所 に 
座り 直し て 、 変わ る 景色 を 楽し ん で くだ さい 。 


大 原 三 千 院 
全 075-744-2531 | 左京 区 


最澄 (さい ちょ う ) が 比 吉山 
に 庵 を 結ん だ 際 、 東 塔 南谷 に 
一 堂 を 建立 し た の が 起こ り と 
され る 古 剰 。 長い 年 月 を か け 
て 苔むし た 境内 は 、 ど こ を 切 
り 取 っ て も 蒼 々 と し て いる 。 
往生 極楽 院 に は 国宝 の 「 阿 弥 
陀 三 尊像 」 が 安置 され て お り 、 
苔 む す 庭 園 で は いた る と ころ 
で 石彫 刻 家 ・ 杉 村 孝 氏 が 手持 
けた 「 わ ら べ 地蔵 」 に も 出合 
うこ と が で きる 。 @ 京 都 府 京 
都市 左京 区 大 原 来迎 院 町 540 
①⑩9 :00 て 17:00 公 無 休 





龍 安寺 
会 075-463-2216 | 右京 区 


"石庭 "と 呼ば れる 「 枯 山水 許 
園 , で 知ら れる 龍 安寺 は 、 室 
町 時 代 の 1450 年 に 創建 され 
た 寺院 。 世界 遺産 「 古 都 京都 
の 文化 財 』 に も 指定 され て い 
る 「 枯 山水 庭園 」 は 、 東西 25 
メー トル 、 南北 10 メ ー ト ル 余 
の 長方形 の 白砂 の 庭 に 15 個 
の 石 を 配置 し た も の 。 作者 は 
不明 で 作 意 に も 諸説 が ある が 
「 抽 象 造形 の 極致 」 と いわ れ て 
いる 。 京都 府 京都 市 右京 区 
龍 安寺 御陵 ノ 下 町 13 ⑩8: 
00 て 17 :00 (て 11 月 ) 人 多 無休 
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Yokoyama's Recommend! Miyashita's Recommend! 


学 禅 で 、 呼吸 に 集中 する 。 参道 か ら エ ネル ギー を いた だ く 。 
マス ク を 手放せ な い 今 、 呼吸 は 浅い 。 子ども の 頃 か ら ハ イキ ング 感覚 で 巡っ て きた 稲荷 山 。 
お 寺 で 心 静か に 足 を 組み 、 頭 を ポカ ン と 空 に し て 、 奥 に 進め ば 進む ほど 神聖 で 、 
だ い ほ ん ざん みょう し ん じ 呼吸 に 集中 し て みる 。 オス ス メ で す 。 ふし みい な り た いし ゃ ・ い な りや ま 改め て ここ が 祈り の 場 で ある こと を 実感 し ます 。 
大 本 山 妙 心 寺 レ 伏見 稲荷 大 社 ・ 稲 荷 山 レ 
会 075-461-5226 | 右京 区 低 075-641-7331 | 伏見 区 
臨済宗 紗 心 寺 派 の 大 本 山 で 、 “お 稲荷 さん "と 親しま れる 
3.400 も の 寺院 を 束ね て いる 伏見 稲荷 大 社 は 、 全国 に 約 3 
格式 高い お 寺 。 日 本 に ある 了 臨 万 社 あ る 稲荷 神社 の 総 本 宮 。 
済 宗 の 寺院 が 約 6.000 な の で 、 その 歴史 は 平安 遷都 より も 古 
その 半分 以上 を 占め て いる と く 、 和 銅 4 年 (711 年) の 創建 


いう こと に な る 。 禅 を 通じ て 
仏 心 に 気づき 悟り を 目指 す と 
いう 考え の も と 、 学 禅 会 や 写 


か っ かこ 





と され る 。 稲荷 山 は 「 東 山 三 
十 六 峰 」 の 最 南端 に 位置 する 
霊峰 で 、3 つ の 峰 が 段々 に 連 





経 会 、 御詠歌 な どの 行事 を 開 人 kN、 な る 山容 を し て いる 。 山中 に 

催 。 の 京都 府 京都 市 右京 区 花 敵 靖 La は 、 多く の お 塚 が 祀 られ 、 参 

園 炒 心 寺 町 1 ⑩9:00 て 12: ルン 246 の し 道 に は 数 千 も の 朱 の 鳥居 が 立 

00、13 :00 て 15:30 受 付 (16 ち 並ん で いる 。 ⑤ 京 都 府 京都 

: 00 閉門) ( 法 堂 と 大 庫裏 の 市 伏見 区 深草 表 之 内 町 68 

拝観 が 可能 ) 公 無 休 (⑩24 時 間 谷 無休 

加藤 純子 か と う ・ じ ゅ ん こ / 1996 年 に 創刊 し た 京都 ・ 滋 賀 の タウ ン 情 報 誌 『Leaf』 横山 晴美 よこ や ま ・ は る み ノ / 平 安 神宮 近く の 静か な 路地 に 仔 む 茶 房 〈 好 日 居 〉 の 店 
の 編集 統括 。 Web や SNS、 動画 で も 情報 を お 届け 。 通販 も スタ ー ト ! 主 。 テー マ に 添っ た 茶 時 、 茶会 、 茶 教 室 、 そ し て 喫茶 を ひら く 。 

MR 作家 。 1966 年 生ま れ 。 京都 在住 。 著書 に 『 ぶ らん こ 乗 り 』 『 悪 声 』 な ど 。 来 野 佳子 う ね の ・ よ し こ / お だ し ( う ね 妨 ) 四 代 目 に 嫁ぐ 。 女性 目線 を 生か し た さ 
Web サ イト 「THE KYOTO」 で 「 い し いし ん じ の 『 禅 語 』」 連載 中 。 ま ざ ま な 企画 で 、 料理 に 欠か せな い 伝 統 の 味 を 全国 に 広め ゆ て いる 。 

高橋 周 也 た か は し ・ し ゅ う や / 陶 芸 家 ・ 清 水 志郎 と の 出会い を 機 に 〈SHOP& 宮下 亜紀 みや し た ・ あ き / 編 集 ・ ラ イタ ー。 出版 社 勤 務 の 後 、 生ま れ 育 っ た 京都 を 
GALLERY YDS)〉 を 開業 。 その 後 て Nunuka Life〉 と 改め 、 新天地 へ 移 拠点 に 活動 。 京都 の 暮らし か ら 芽 生え た 書籍 や 雑誌 の 編集 を 手がけ る 。 
転 中 。 
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京都 | 便利 | 四 


この 機会 に 行っ て みた いと 思う スポ ッ ト は ? 


老舗 だ ば け で な く 新 し い お 店 も 、 と あれ これ 気 に な る スポ ッ ト は 尽き な い が 、 
一 見 さん の 目線 で は な い 長 く 愛 され て いる 京都 と は どん な 場所 な の だ ろう 。 


Takahashi's Recommend! 


京都 らし い 時 間 が 流れ る 場所 。 


子ども の 頃 か ら 親しみ の ある 鴨川 。 
その 中 で も 個人 的 に 最も 風情 を 感じ る この エリ ア に は 、 
今 で も お 茶 セ ッ ト を 持っ て 出かけ て いま す 。 


か も が わ ・ こ うじ ん ば し 


鴨川 ・ 荒 神橋 

上 京 区 

鴨川 に 架かる 荒神 口 通 (こう じん ぐち どおり ) の 
橋 。 今出川 橋 と 丸太 町 橋 の 間 に あ り 、 鴨川 の 橋 の 
中 で も あま り 知 られ て いな いも の の ひと つ 。 安政 
2 年 (1855 年 ) の 皇居 炎上 の 際 に 天皇 の 移動 用 に 
架け られ た た め 、 か つて は 「 勤 皇 橋 」 の 名 で 親 し 
まれ た 。 近く に は 鴨川 の 風物 詩 「 カ メ の と び 石 」 
が あり 、 サギ な どの 水鳥 も よく 姿 を 現す 自然 豊か 
な スポ ッ ト だ 。 ⑤ 京 都 府 京都 市 上 京 区 上 生 洲 町 


Kato's Recommend! 


見 慣れ て いた は ず の 景色 も 。 


久しぶり に ベン チ に ゆっ くり 腰掛 け て 、 
日 が 暮れ て いく の を 眺め まし た 。 今 は また 違っ た 
気持 ち で 過ごす こと が で きま し た 。 


京都 府立 嵐山 公園 

西京 区 

国 の 史跡 お よび 名 勝 に 指定 され 、 古都 の 魅力 に も 

触れ られ る 嵐山 。 穏やか な 流れ が 心地 よい 桂川 や 、 
全身 で 四季 の 自然 美 を 感じ られ る 渡 月 橋 の ほか に 

も 、 歴史 を 感じ る 世界 遺産 の 寺院 な ど 多 く の 名 所 

が 。 旅 の 計画 を 立て る な ら 、 ぜひ 丸 一 日 を 上 山 に 

充て た いと ころ 。 同じ 市 内 で も 、 京都 駅 周辺 と は 

また 異な る 京都 の 魅力 に 触れ られ る は ず 。 @ 京 都 

府 京都 市 西京 区 嵐山 


Uneno's Recommend! 


月 を 眺め て 思い を 馳せ る 。 
御所 か ら 眺 め る 満月 は 視界 に 道路 や 建物 な どの 
人 工 物 が 入っ て きま せん 。 昔 の 人 々 と 
同じ 景色 を 見 られ て いる だ ろう 感覚 が 好き で す 。 
京都 御所 ー _ 
2 京都 市 動物 園 


延 暦 13 年 (794 年 ) の 平安 京 
選 都 か ら 明治 維新 まで 、 天皇 
の 住ま いと な っ て いた 京都 御 
所 。 現在 の 建物 は 安政 元 年 
(1854 年 ) の 大 火事 の 後に 造 
営 さ れ た も の 。 約 65 万 平方 メ 
ー ト ル も の 広大 な 敷地 を 誇り 、 
平安 朝 の 古 制 が 模 さ れ て いる 。 
以前 は 春 と 秋 の 一 般 公開 時 し 
か 見 学 で き な か っ た が 、 2016 
年 か ら 通 年 公開 され る よう に 
な り 、 予約 も 不要 に 。 京都 
府 京都 市 上 京 区 京都 御苑 3 
Q①⑩9 : 00 て 17:00 谷 不 定休 





会 075-771-0210 | 左京 区 


上 野 動物 園 に 次 いで 日 本 で 2 
番目 に 歴史 ある 動物 園 。 動物 
の 生態 を 分 か りや すく 見 せる 
展示 と 、 動物 に 近づけ る 工夫 
が た くさ ん 。 平安 後期 に は 、 
現在 の 観覧 車 の ある 場所 に 高 
さ 81 メ ー ト ル の 巨大 タワ ー 
が 立っ て いた と いう か ら 驚 き 
だ 。 平安 神宮 や 南 禅 寺 、 京都 
市 京セラ 美術 館 な ど に 囲ま れ 、 
まさ に 観光 スポ ッ ト の ど 真 ん 
中 。 @ 京 都 府 京都 市 左京 区 岡 
崎 法勝寺 町 岡崎 公園 内 ①9 
:00 て 17:00 信 月 休 
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Takahashi's Recommend! 


蒸し 暑い 市 内 を 抜け 出し て 。 


静か が で 人 も まばら な 新緑 の 貴船 神社 界隈 。 


子ども の 頃 、 半 袖 短パン で 網 を 持っ て 魚 す くい を 


し た こと を 今 も よく 覚え て いま す 。 





き ぶ ね の か わ ど こ 


貴船 の 川床 

左京 区 

貴船 の 川床 は 、 鴨 川 の 納涼 床 と 共に よく 知ら れ た 
京都 の 夏 の 風物 詩 。 手 を 伸ばせ ば 水 に 手 が 届く 、 
川 の 真 上 に 床 机 (し ょ う ぎ ) を 敷い た 座敷 で 、 各 
店 の 趣向 を 凝ら し た 料理 を 味わえ る 。 貴船 は 、 京 
都 の 水 を つか さ ど る 神様 を お 祀り する 貴船 神社 が 
ある 場所 と し て も 有名 。 市 内 か ら は 遠い が 、 夏 し 
か 味わえ な い 区 沢 な 時 間 を 過ごし に 、 わ ざわ ず 行 
く 価値 は あり 。 @ 京 都 府 京都 市 左京 区 半 馬 貴船 町 


Ishii's Recommend! 


ヤブ プイ ヌ の 群れ に 癒さ れ て 。 


全国 的 に も 珍し い ヤ ブイ ヌ の 展示 が お すす め 。 


胴 長短 足 の ずん ぐり と し た 体形 で 、 
まる で イヌ らし く な い 外 見 が ツボ で す 。 





※ 人 気 の ヤ ブイ ヌ は 、 現 在 1 匹 に 。 


京都 | 便利 | 四 


お いし い 京 土産 は 何で すか ? 


旅 の 余韻 を 楽し ひな ら 、 お いし い 京 土産 は 絶対 マス ト ! 
すぐ に 食べ られ る 弁当 や サン ド か ら 、 店 の 味 を 再現 で きる キッ ト 、 
な ら で は の 食材 まで バリ エー ショ ン も 豊富 に そろ っ た 京 の 味 は こち ら 。 


ち し ろ と うふ て ん 


(千代 豆腐 店 〉 の 

と うふ 、 豆乳 

花街 ・ 宮 川町 に ある 小さ な 豆腐 店 。 滋賀 県 産 の 大 
豆 ・ オ オツ ル の み を 使用 し て いて 濃厚 。 豆乳 で 湯 
葉 も 作れ る 。 と うふ 220 円 、 豆乳 (500m) 400 円 。 
@ 京都 府 京都 市 東山 区 新宮 川町 松原 下 ル 西 御門 
町 464-2 人 閥 075-561-4484 倫 日 休 


きん まき 
〈 賀 蔵 と うふ 近 喜 ) の 
お ぼろ 豆腐 、 京 揚げ 
江戸 時 代 か ら 6 代 続 く 老舗 。 豆腐 や 揚げ に は 国産 
大 豆 の み を 使用 。 まず は お ぼろ 豆腐 で 大 豆 の 甘み 
を 。 お ぼろ 豆腐 410 円 、 京 揚げ (大 ) 330 円 。 西木 
屋 町 店 〉 @ 京 都 府 京 都市 下京 区 西木 屋 町 通 四 条 下 
ル 船 頭 町 202 容 075-344-6001 谷 水 休 


《 じ き 宮 ざわ 〉 の し, 
宮 ざ わ 特 製 の 薄 垂 物 酢 


上 質 な 和食 の た め の ウ スタ ー ソ ー ス 。 野菜 や スパ イ 
ス を 煮込ん で 作り 上 げた ソー ス は 、 透明 感 の ある 澄 
ん だ 色 が 特徴 。 店 頭 購入 は 電話 を 。 2.700 円 。 @ 京 都 
府 京都 市 中 京 区 堺 町 四条 上 ル 東 側 八 百 屋 町 553-1 
会 075-213-1326 谷 火 休 


(保存 食 |Iab〉 の 

調味 料 あ れこ れ 
京丹後 の 野菜 や 果物 の 調味 料 。 ヤ ム ! ナム チム 
700 円 、 カリ ー マ ジ ッ ク 800 円 、 山 相 香 油 700 円 、 
香草 旨 麻 芋 油 750 円 、 新 玉 ね ぎ と パイ ナッ プル の 
チャ ツネ 700 円 。 ⑨ 京 都 府 京都 市 左京 区 吉田 泉 殿 
町 68-24 詳細 は Instagram か Facebook で 。 








DATA @ 京 都 府 京都 市 下京 区 烏丸 通 塩小路 下 ル 東 塩小路 町 
会 075-352-1111 (大 代表 ) ①10:00 一 20:00 公 不 定休 https://isetan.mistore.jp/kyoto/ 








で まち 
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_ー 京都 の 町 買う! 





(やま も と 喫茶 〉 の 
焼き た ま ご サ ンド 
た ま ご の シン プル な サン ド 、 レ トロ な お 茶 ボ トル 、 
自家 知 煎 コー ヒー。 事前 予約 が ベタ ー。 650 円 、 ド 
リン ク は 十 250 円 で セッ ト に 。 @ 京 都 府 京都 市 東 
山区 白川 北 通 東大 路 西入 ル 石 橋 町 307-2 佐 075- 
531-0109 O①7:00 一 17:00 合 火 休 、 ほ か 不定 休 


(食堂 お が わ 〉 の 
錆 寿司 (9 月 中 旬 開 始 ) 


京都 で 予約 困難 な 店 (P79) の 鯖 寿司 。 椎茸 、 胡麻 、 
赤 紫蘇 を 挟み 、 白板 昆布 で 仕上 げた 。 10 時 て 14 
時 に 受付 (人 な 080-4242-6050)。 詳細 は 電話 で 。 
2.500 円 。 @ 京 都 府 京都 市 下京 区 西木 屋 町 通 四条 
下 ル 船頭 町 204 谷 な し 倫 水 休 


プラ シカ ) の 

ヤム ダレ 

ナン プラ ー に ミン ト や コリ アン ダー な ど ハ ー プ が 
た っ ぷり 入っ て いて 、 た と えば トマ ト を 切っ て 絡め 
る だ け で も た ち ま ち 〈 プ ラン カ )〉 の 味 に 。 860 円 。 ⑨ 
京都 府 京都 市 中 京 区 御幸 町 通 三 条 上 ル 丸 屋 町 334 
会 075-255-6667 倫 日 祝 休 








に 


ジェ イア ー ル 京都 伊勢 丹 で 買う ! 


三木 鶏卵 〉 の ( 茎 屋 〉 の 
う 巻 か らし な す 


だ し 巻き 卵 専門 店 、 そ れ も 手 前 
か ら 奥 に 巻い て いく 、『 京 巻き 
で 知ら れる 。 利尻 昆布 と 鯉 節 を 
合わ せ た ま ろ や か な だ し と 組 の 
蒲焼 が 抜群 の 相性 。 1.56 1 円 。 


大 和 ま こ 


米 麹 と た まり 醤油 、 和 辛 子 で 漬 
け 込 ん だ 京 漬物 。 甘辛 さ が 絶妙 
で 、 これ だ け で ご 飯 が いく ら で 
も すす も む 。 化学 調味 料 不 使用 で 、 
無 添加 な の も うれ し い 。 540 円 。 


〈 出 町 ふた ば ) の 

名 代 豆 餅 

出町 柳 の 本 店 に 並ば ず と も 、 地 
下 1 階 「 老 舗 名 店 の 味 セ レク シ 
ョ ン 」 で 曜日 、 時 間 限 定 で 購入 


で きる 。 事前 に 電話 で 確認 する 
の が ベタ ー。 2 個 入り 400 円 。 


や ま と ・ ま こ / 京 都 を 拠点 に 活躍 する ライ ター。 新しく オー プン し た 


店 か ら 名 所 | 旧跡 まで 足 を 運ん で 情報 を 収集 。 多 方 面 か ら の 信頼 も 厚い 。 


(松野 青 油 〉 の 


昔 づ くり うす くち 普 油 


素材 の 持ち 味 を ぞんぶん に 引き 
出す こと で 知ら れる 京 料 理 。 そ 
れ を 陰 で 支え る 知る 人 ぞ 知 る 名 
脇役 。 著名 人 ほか 料理 家 に も 愛 
用 者 が 多い 一 本 。 360m2 562 円 。 





(みそ の 橋 サ カイ 〉 
の ハム 冷 


京都 で 「 冷 めん 」 と いえ ば 、 冷 
や し 中 華 。 その 代名詞 が (みそ 
の 橋 サ カイ )〉。 地下 2 階 〈 紀 ノ 国 
屋 〉 で 購入 可能 。 入荷 は 水 金 日 
の み 、 ハム 入り 778 円 。 
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京 み ず 業 

京王 生業 
九条 ね ぎ 

化 来 
京 た け の こ 
賞 誠 な す 
伏見 と どう がら し 
万 願 寺 甘 と う 
京山 科 な す 

鹿 ヶ 谷 か ぼ ち ゃ 
京 臭 ず きん 
紫 す きん 
京 こ か ぶ 

えび いも 
堀川 ご ぼう 
や ま の いも 
聖護院 か ぶ 
聖護院 だ いこ ん 
くわ い 
金 時 に ん じん 
丹 渡 くり 

丹 渡 大 綱 言 小豆 


























千年 の 都 、 京 都 が 
大 切 に 守り 育て て きた 京野 菜 





厳選 し た 
ほん も の の 京都 産 京 野菜 で す 





公益 社団 法人 京 の ふる さと 産品 協会 http://kyoyasai.kyoto/ 


601-8585 京都 市 南 区 東 九 半 西 山王 町 1 京都 JA ビル 地下 1 階 TEL 075-925-8315 
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ORIENTE ITALIANO 


https://richardqinori.CO.jD 
リチャード ジノ リ ・ ア ジア バシ フィ ッ ク 株 式 会 社 


604 人 @ 好き な の は 、 京 都 らし さ 。 
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